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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　草河遊也
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──そらっ、乾かん杯ぱい！





え？　何にだって？


そうだな。


じゃあ……私たちの変わらぬ友ゆう情じようと、それから──




尽つきぬ、愛あい憎ぞうに──




…………




……バカ。冗じよう談だんだ。









　　一章　聖せい戦せん前夜──1997










１







「ぼくたちはちょっぴり似にてるね」





　いまならわかる。そのひと言を贈おくられた瞬しゆん間かんこそ、吸きゆう血けつ鬼きカサンドラ・ジル・ウォーロックが真に「目覚めた」ときだったのだ。


　だから彼女は、その人に寄より添そった。雛ひなが初めに目にした者を自分の親だと思いこむように、その言葉を与あたえてくれた者に、そっと後ろから寄り添った。


　目覚めたときから、ずっと。





　けれど──





[image: ]　[image: ]　[image: ]







　切なく甘い女の声がもれ、マットレスが軋きしみを上げた。


　襟えり元もとをほどき、露あらわになった首くび筋すじ。仄ほの暗ぐらい間かん接せつ照明の下、薄うすく汗あせの浮ういた肌はだは、発光しているかのように白い。


　鼻先をくすぐるのは、若わかい女の体たい臭しゆうとシャネルの十九番。それに血のにおいだ。再ふたたび女の喘あえぎ声。肩かたに回された細い両りよう腕うでが、弛し緩かんと緊きん張ちようを繰くり返している。


　口こう腔こうを満たす温かな滋じ味みを、カーサは目を細めて飲み下した。熱が、のどから胃に滑すべり落ちていく。冷えた身体からだがうずき、心しん臓ぞうが大きくうねり始める。


　充みたされる「渇かわき」。だが、それでも埋うまらない何かがある。それを埋めようと、カーサはより深く首筋に牙きばを突つき立てる。


　不意に音が聞こえた。何かを叩たたく音だ。何だと思い、牙を埋めたまま目を向けると、耳元で女がささやいた。その声にハッと顔を離はなした。


　見返していたのは、さっきまでの女ではなかった。


　青い瞳ひとみ。金色の髪かみ。


「カーサちゃん？」


　カーサは悲鳴を──





　夢ゆめから覚めたカーサは、溺おぼれかけでもしたように足をばたつかせ、身を起こした。


　両目を見開き、闇やみをにらむ。顔が熱い。動どう悸きがする。「ああ、くそっ」と毒づいたあと、大きく息を吸すって、盛せい大だいに吐はき出した。


　気がつけば、ノックの音が聞こえていた。あれに起こされたのだ。カーサは顔をしかめ、舌した打うちしながら髪をかき上げた。


「なんて夢を見てるんだ。まったく……」


　カーサが寝ねていたのは、シティ・ホテルの一室だった。


　分ぶ厚あつい遮しや光こうカーテンで閉とざされた寝しん室しつだ。辺りは暗いが、吸血鬼の目は暗くら闇やみを見通した。朱しゆ色いろを基き調ちようにした中ちゆう華か風ふうの調度品。リビングに接する壁かべは半円形に切り取られ、梅の枝えだが一輪飾かざられている。


　執しつ拗ようなノックは、まだ続いていた。面めん倒どうなので無む視しする。カーサはさっき見た夢を振ふり払はらうように、両腕を上げて伸のびをした。


　摂せつ取しゆしたばかりの新しん鮮せんな血が、体中の血管を駆かけ回る。すでに月が昇のぼっていることは、鋭えい敏びんな感覚で察知できた。細さい胞ぼうのひとつひとつにまで、力が満ちているのがわかった。


　身体を伸ばした拍ひよう子しに、腰こしまで伸びる黒髪の先が、さらさらこぼれてシーツに落ちた。「……ん」と隣となりで寝ていた女が身じろぎをした。


　カーサは思い出したように、隣で眠ねむる女じよ性せいを見下ろした。


「……あれ？　服、脱ぬがしたっけ？」


　首を捻ひねるが思い出せない。ひょっとすると、血を吸われているうちに盛もり上がった女が、自分で脱いだのかもしれない。吸血鬼に血を吸われた人間は、強い快かい感かんを得るからだ。


　カーサは糧かてとなった女の頰ほおに、ささやかな感かん謝しやの口づけをした。


　そこに、


　──カーサ！　いつまで寝てるつもりですか？　お願いですから、ここを開けて下さい。


　頭の中に直接響ひびく声がした。


　念話だ。伝わってくる思念は若い男──といっても、彼も転化して百年になったわけだが──のものだった。


　面倒だ。が、仕方がない。カーサはベッドの上で胡座あぐらをかき、思念の力をドアの方向に向けた。


　音がして、鍵かぎが外れる。


　カーサの念動力だ。彼女のように年を経へた吸血鬼にすれば、呼こ吸きゆうをするような些さ細さいな力の行使だった。


　──入れ。


　気け怠だるく告げる。ドアの開く音がして、彼の気配が廊ろう下かからリビングに入ってきた。


「……ジロー。君も、あんな鍵ひとつ開けられなくて、よく吸血鬼面づらしてられるな」


「吸血鬼面した覚えはありませんし、勝手に入って半殺しにされるのも真っ平ごめんです──って、カーサ！　なんて格かつ好こうしてるんですかっ!?」


　寝室をのぞき込こんだ青年は、直後に回れ右をした。


　二は十た歳ち前後の外見をした黒髪黒目の東洋人だ。パーカーとジーンズという、目立たないが動きやすい服を着ている。長身瘦そう軀くで引き締しまった体たい格かくながら、顔つきには少年のような純じゆん朴ぼくさが残っていた。


　彼の名は、望もち月づきジロー。カーサと同じ、月下の住人だ。


　一方、カーサはジローの反はん応のうを見て、寝室の姿すがた見みを振ふり返った。


　鏡に映うつらないという厄やつ介かいな性せい質しつは、彼女にはない。そこに映っているのは、ひと目見ただけで胸むねがざわつくような、妖よう艶えんな美女だった。


　年の頃ころは二十代半ば。怜れい悧りな整った美び貌ぼうの中で、切れ長の双そう眸ぼうが、ひと際きわ冷たい印象を放っている。暗い光を湛たたえた、エメラルドのような翠みどりの瞳だ。挑ちよう発はつ的で蠱こ惑わく的。それでいて、ある種の「毒」を感じさせる瞳は、カーサの内面をそのまま表しているようだった。


　染しみひとつない肌は、吸血鬼らしく病的なまでに白い。肢し体たいに絡からまる艶あでやかな黒髪とは、妖あやしいコントラストを成していた。


　もっとも、鏡に映るカーサの姿すがたは、そのコントラストが少々目立ちすぎていた。思わず苦く笑しようする。どうも、裸はだかなのは、隣の女だけではなかったらしい。


「……見たな。この変へん質しつ者しやめ」


「へ、変質者とはなんですかっ!?　いいから、何か着て下さい！」


「一いち応おう下着は着けてるぞ。……まあ、下だけのようだけど」


「何が、のよう、ですかっ。頼たのみますから、上も、その上にも、服を着て下さいよ」


　こちらに向けた背せ中なかが、疲ひ労ろうを漂ただよわせてがっくり落ちた。カーサは意地悪く笑って念動を駆く使しし、ソファの背せにかかっていたワイシャツを引ひっ張ぱり寄よせた。


　両りよう腕うでを袖そでに通し、長ちよう髪はつを襟えりから外にすくい出す。次いで、猫ねこのように音もなく、ベッドから飛び下りる。


　カーサの視し線せんが一いち瞥べつするや、壁を覆おおっていたカーテンが、まるで舞ぶ台たいの幕まくのように大きく開かれた。


　現あらわれたのは、夜のヴィクトリア湾わん。


　そして、対岸に広がる、豪ごう奢しやな摩ま天てん楼ろう群ぐんだった。


　わずかに煙けぶって見えるのは、湾から立ち上る夜よ霧ぎりのせいだろう。色とりどりのネオンが、にじんで混まじり合っている。対照的に、上空の空気は澄すんでいた。透とう明めいな夜空に、月が小さく浮うかんでいる。


　一九九七年。


　香ホン港コン。


　日にち没ぼつ後も衰おとろえぬ活力を湛え、都市は密ひそかなオーラを放って息づいていた。中国返へん還かんを目前に控ひかえた現げん在ざいも、その混こん沌とんとした力に、翳かげりは見当たらない。


「悪くない夜だ。なあ、ジロー？」


「はい……って、まだそんな格好じゃないですか」


「眼がん福ぷくだろ？　見るがいい。この百万ドルの脚きやく線せん美びを」


「はいはい。大変ご立りつ派ぱかと存ぞんじますよ」


　ジローは幾いく分ぶんやけっぱちで答えた。彼は吸血鬼に転化して百年ほどだが、カーサは五百年以上になる。牙きば持つ者としての力と格が、大人と子こ供どもほども違ちがうのである。むろん、この場合より顕けん著ちよに出ているのは、性せい格かく上の差の方だが。


　ジローはまだ頰を赤らめたまま、諦あきらめた様子で寝しん室しつに入った。顔を背そむけつつベッドに近ちか寄より、あられもない姿の女性にシーツをかけてやる。


「こちらの方は？」


「昨夜バーで知り合った。アイリンだ。……いや、メイリンだったかな？　身持ちの堅かたい、いい娘こだぞ？」


「そんな女じよ性せいを裸で放置しないで下さい」


　得意げなカーサに、ジローは力なく首を振った。


　そして、


「珍めずらしいですね。わざわざ連れ込むなんて」


　格下の吸血鬼の何気ない台詞せりふに、カーサは一いつ瞬しゆん、複ふく雑ざつな表ひよう情じようを過よぎらせた。


　しかし、それも瞬まばたきする間のことだった。


「──で？」


　とカーサは声のトーンを変えずに、話題を逸そらした。


「いったい何の用だ？　連れん絡らくはこちらからすると伝えたはずだろ」


「だったら、たまには顔を出して下さい。電話一本寄よ越こさず、勝手気ままにあちこち出歩いて。ここを捜さがすのだって、大変だったんですから」


「なんだと、ジロー。では君は、この偉い大だいで美しい女おんな吸きゆう血けつ鬼きを、ひとつ所に拘こう束そくしようと言うのか？　独どく占せんしたくなる気持ちはわかるが、あまりに大それた考えだ」


「……まあ、一番最後の部分には同意しますけど」


　楽しげなカーサと対照的に、ジローは白々しい目で彼女の背中をにらむ。


　しかし、ジローはすぐに真ま面じ目めな顔になり、彼本来の人の良い態たい度どに戻もどった。


「我わが君も会いたがってましたよ？　最近あなたの態度が冷たいと、悲しんでおられました」


「……そう」


　再ふたたび、カーサは複雑な表情を見せた。


　さっき見た夢ゆめが脳のう裏りを過ぎり、視線がベッドの女に移うつる。特定の相手ならともかく、「渇かわき」を満たすだけの人間と寝ね床どこまで共にする吸血鬼は少ない。ジローが「珍しい」と言った通り、カーサもつい最近まで、血を吸すった相手を側に置くような真ま似ねはしなかった。


　だが、その傾けい向こうは以前からあったのである。


　ここ百年ほどのことだ。彼女の側に、自分以外の者が──目の前で心配そうにこちらを見ている青二才が現れてからなのだ。


「……用よう件けんはなんだ？」


　冷めた口調でカーサは繰くり返した。ジローはため息をついて本題に入った。


「今日うかがったのは、ご相談のためです。実は、『東の龍りゆう王おう』から、あなたとケインに依い頼らいがありまして」


「龍王が？　私に？」


　ピクリ、とカーサの柳りゆう眉びが微び動どうした。


『東の龍王』の名を知らぬ者は、月下ではほとんどいないだろう。『真しん祖そ混こん沌とん』の血けつ統とうに連なる高名な長老で、数千年を生きてきたという世界屈くつ指しの大吸血鬼だ。


「やれやれ。使いならケインがいれば十分だろうに。いい加か減げん私のことは、放っておいて欲ほしいものだ」


「いいではありませんか。龍王は我わが君同様、あなたのことを気にかけておいでなのですよ」


　ジローの台詞に、カーサは「甘いな」と皮肉っぽく唇くちびるを歪ゆがめた。


「さすがの『東の龍王』も、自分のお膝ひざ元もとで問題児を野放しにしたんでは不安なんだろうさ。ま、安心できないのは、周りの重臣どもかもしれないがね」


　その言葉に含ふくまれた自じ嘲ちようは、入念に覆おおい隠かくされていた。


　しかし、ジローは気がついた。


　すぐさま表情を改め、


「龍王はあなたを差別したりしませんよ、カーサ」


　と真しん剣けんな口くち振ぶりで言った。


「彼は度量の広い方です。徳とく高く、何より公正だ。だからこそケインも──ッタ！」


　礫つぶてのような念動を当てられて、ジローが額ひたいを押おさえた。カーサは不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いた。


　口こう論ろんしてみても仕方のないことだ。所しよ詮せんジローには、カーサの置かれた問題を真に実感し、理り解かいすることはできない。そしてそれは、ジローの責せき任にんではないのだ。


　だが、その事実を「もどかしい」と感じるようになったのは、いつからだったろうか？


　窓まどの外を見る。


　香港は、世界有数の経けい済ざい都市であり、風ふう水すい術じゆつの粋すいを集めた世界屈指の呪じゆ術じゆつ都市でもある。そして、人間たちは知らないが、その繁はん栄えいは月下にも及およんでいた。今世紀半ばより『東の龍王』がこの地を拠きよ点てんとしたことで、吸血鬼の一大都市へと成長を遂とげているのだ。


　ここには、世界中のあらゆる血族が集っている。大たい陸りく系けいの血統のみならず、欧おう州しゆう系の血統に連なる者、また、いずれにも属ぞくさぬ『闇やみ』と呼よばれる血統の吸血鬼も数多く存そん在ざいした。しかも彼らは、多少の諍いさかいはあれども、基き本ほん的に他の血統の血族と共きよう存ぞんしている。これは驚きよう異い的なことだった。吸血鬼というものは、他血族とは滅めつ多たに馴なれ合わないものなのだ。


　──もっとも……


　あらゆることに例外は存在する。


　その最たるものが、カサンドラ・ジル・ウォーロックという、鼻つまみの吸血鬼だろう。


　──『ちょっぴり似てるね』……か。


　遥はるか昔に贈おくられた言葉が、胸きよう中ちゆうに木こ霊だました。


　なるほど、自分と彼女は似ている。だが、断だんじて同じではない。同じ血では。


　カーサと同じ血を持つ者は、この世に存そん在ざいしないのだ。


　窓の外を見やるカーサを、遠くのネオンや電でん飾しよくが照らし出す。ワイシャツを光が透すかし、成せい熟じゆくした肢し体たいがシルエットを浮うかべた。


　しかしなぜか、浮かび上がるシルエットは彼女の実じつ像ぞうに反し、弱々しく、儚はかなげだった。まるで、途と方ほうに暮くれる少女のような印象を、見る者に与あたえていた。


「カーサ？」


　ジローがささやいた。


　無自覚な声。だからこそ、真まっ直すぐで純じゆん粋すいな親愛の籠こもる声。


　その声を当たり前のように受け入れる己おのれに、カーサは気づいていた。自覚したのはつい最近。しかし、当たり前のように受け入れ始めたのは、いったいいつからだったろうか？


　かつては、あれほど憎にくみ、羨うらやんだ、青二才の声だというのに。


「ちっ」


　剣けん呑のんな舌した打うちと同時に、カーサは勢いきおいよく身体からだを捻ひねった。


　左足を軸じくにして、ビュッ、と右足を跳はね上げる。シャツの裾すそが回転し、空を切って舞まい上がる。


「え？」


　と、人じん畜ちく無む害がいな表ひよう情じようのまま突つっ立たつジローに、百万ドルの脚きやく線せん美びが急きゆう迫はく。鞭むちのように鋭するどくしなって顔面にヒットした。


　ジローの全身が後方に吹ふっ飛とびつつ、頭と足先が縦たて方ほう向こうに百八十度回転──したところでベッドの角に当たって跳ね上がり、錐きり揉もみ状じようの回転も加わりながらカーペットに墜つい落らくする。百年生きた吸血鬼にあるまじき──というのは、些いささかジローに酷こくだろう。カーサの体術の成せる技わざだ。


　ベッドで寝ねていた女が、氷ひよう囊のうでも当てられたように飛び起きた。寝ねぼけ眼まなこで、大きく瞬まばたき。呆ぼう然ぜんとした表情のまま、いま自分のいる場所と格かつ好こうとシチュエーションとを確かく認にんした。


　カーペットの上で痙けい攣れんする男を見、窓まど際ぎわの美女に視し線せんを移うつす。


　翻ひるがえっていたワイシャツが、羽は衣ごろもの優ゆう雅がさでカーサの肌はだをふわりと覆おおった。


　女と目が合ったカーサは、軽くウィンク。


「気にするな。ただの痴ち漢かんだ」


「だ、だ、誰だれが痴漢──」


　女は、大きく息を吸すい込こんで、健康的な悲鳴を上げた。





２







　吸血鬼に血を吸われた人間が吸血鬼になるという言い伝えは、実は迷めい信しんだ。真実は逆ぎやく。吸血鬼の血を口にした人間が、吸血鬼に転化するのである。


　己の血を与あたえる。そうやって、吸血鬼たちは自らが選んだ人間を、自らの血族に迎むかえ入れてきた。その絆きずなは、人間には理解できないほど、強く、密みつで、絶ぜつ対たい的だ。


　吸血鬼は、自分たちの血を象しよう徴ちよう的に「黒き血」と呼ぶ。彼らにとって、血とは自らの本ほん質しつである。そして、同じ血けつ統とうに属する者たち──つまり血族とは、自らの分身なのである。


　だからこそ、カーサは常つねに、「異い端たん」だった。


　カーサを転化したのは、『魔ま女じよモーガン』の血族を率ひきいるウォーロック家の長おさ──三姉し妹まいの一人である。だが、彼女はカーサを転化する際さい、より強力な個こ体たいを生むべく、禁きんじられた邪じや法ほうを用いた。自らの血だけでなく、他の血統の血をも混まぜ合わせて、カーサに与えたのだ。


　そうして誕たん生じようしたカーサは、一族の中でも際きわだった魔力を有していた。


　同時に、おぞましい禁術の子、「混こん血けつ児じ」として忌いみ嫌きらわれてきた。


　ウォーロック家の者たちは彼女を血族の汚お点てんと見なし、まるで関かかわりのない血族さえも、黒き血を汚よごす不ふ浄じようの存在として彼女を疎うとんだ。それが、カーサという吸血鬼の日にち常じようであり、世界が彼女に与えた境きよう遇ぐうだった。


　しかし、あらゆることに例外は存在する。





「ぼくたちはちょっぴり似にてるね」





　混血であるカーサを、自分と「似ている」と言ってくれた、ある孤こ高こうの吸血鬼。彼女は己の血統の宿命として、遥はるか古いにしえの時代より他の血統の血──およそ、月下に在したあらゆる血統の血をのみ、現げん在ざいへと繫つなげてきた。その、複ふく数すうの血を身の内に宿す様を指して、自分とカーサが「似ている」と評ひようしたのだった。純じゆん朴ぼくな好意と共に。


　彼女の言葉によって、カーサは己と正面から向き合うためのよすがを得ることができた。現げん実じつから逃にげぬ覚かく悟ごを。強く生きるための誇ほこりを。


　己の血族を作ろうとしない彼女は、カーサとは別の意味で孤こ独どくな存そん在ざいだった。あらゆる他血族から崇すう敬けいされる一方、その影えい響きよう力りよくの大きさ故ゆえに、誰も近づくことができなかった。自らが背せ負おった宿命に従したがい、彼女はたった一人で、世界を巡めぐり続けていた。


　だからカーサは、彼女を護まもり、常に彼女の側に付き従したがった。ただひたすらに己を高め、偉い大だいな彼女の隣となりに、自身の居い場ば所しよを築きずき続けた。そうすることが、喜びだった。


　けれど──





　百年前。彼女は、一人の青年を転化し、自らの血族にした。自分を守るための、護ご衛えい者として。


　それからだ。カーサの中の色んなものが、少しずつ乱みだれ、傾かたむき始めたのは。
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「聞いてくれよ、アリス。この変へん質しつ者しやはノックもせずに女の寝しん室しつに入ってきたんだぜ？」


「はあ!?　あれほどしたノックが、聞こえなかったとでも言うつもりですかっ？」


「黙だまれ、痴漢。お前が叩たたいたのは部屋の入り口のドアであって、寝室のドアではない。ものの道理を知らん奴やつだ」


「それを言うなら、なんの前まえ触ぶれもなくいきなり回し蹴げりをする道理を聞かせてほしいものです、ぜひっ！」


　ジローが真っ赤になって反はん論ろんを叫さけんだ。至し極ごく真っ当な反論ではあるが、同じほど無力でもある。カーサは、ジローの抗こう議ぎを平然と聞き流しながら、陶とう器き製せいの猪ちよ口こを傾けていた。中身は、ザラメを入れた紹しよう興こう酒しゆだ。


　深夜まで営えい業ぎようしている中ちゆう華か料理店。もっとも、屋台という方が合っているだろう。カーサたちがいるのは、メインストリートから外れた場所にある、地元の人間──そして、人間以外の者たち──が立ち寄よる店だった。


　とはいえ、香港の都心部に違ちがいはないので、付近には高こう層そうビルが建ち並ならんでいる。そんな摩ま天てん楼ろう群ぐんの足あし下もとで屋台の席を陣じん取どっているのだが、同席しているのは、カーサとジローの他にも二人いた。


「久ひさしぶりだねえ、カーサちゃん。最近ほんとツレナイんだから！　でも、相変わらずみたいで、安心したよ」


　春の日差しに似た口くち振ぶりで言うのは、月の女め神がみかと見み紛まがうばかりの、美しい女じよ性せいだった。


　豊ゆたかに波打つ金きん髪ぱつは、白い月光を結けつ晶しよう化かしたように輝かがやき、そよ風で梳すいたようにゆるやかなウェーブを描えがいている。つぶらかな青い瞳ひとみは夏の大海のようで、慈じ愛あいに満ちると同時に何か底の知れない雄ゆう大だいさをも感じさせた。


　年の頃ころはカーサと同じに見えるが、彼女より遥はるかに無む垢くで幼おさない印象がある。ただし、実際の年ねん齢れいはまるで逆だ。カーサはもちろん、香港に君くん臨りんする龍りゆう王おうですら──あるいは、他のあらゆる吸血鬼であっても──彼女の歩いてきた歳さい月げつにはひとかたならぬ敬けい意いを払はらっている。


　彼女の名は、アリス・イヴ。ジローを転化した吸血鬼であり、『賢けん者じや』と呼よばれる彼らの血統の祖そ──始祖である。世界でも、もっとも古くより月下にあったと言われる吸血鬼の一人だ。


　ただし、


「アリス。口にソースがついてるぞ」


「え？　どこどこ？　こっち？　それとも、こっち？」


「どこというか……全体的に。あと、鼻の頭にも」


「なんと」


　カーサの指し摘てきを受けたアリスは、唇くちびるのソースを舐なめ取ったあと、そのまま鼻の頭に向けて、んくく、と舌した先さきを伸のばした。隣のジローがため息をついて、主のソースを拭ぬぐってやる。アリスは意い気き揚よう々よう、再ふたたび手元の皿に箸はしを伸ばし、ズズズと焼きソバを吸すい込んだ。


　またしても口の周りがソースだらけになったが、ソバを咀そ嚼しやくするアリスの姿すがたは幸福そのものだ。着ている物も、古着のブラウスとデニムのスカート。この姿を見て、彼女が名高き『賢者イヴ』その人だと見み抜ぬける者は、極きわめて限かぎられるだろう。


「まったく」


　とカーサは幾いく分ぶん呆あきれながら、


「少し前までは、あれほど体調が悪かったっていうのに。香港こつちに来て以来、まるで別人だな。いや、元に戻もどったというべきなんだが……」


「きっふぉ、ふぉはんふぁ──」


「オーケー、待て、黙れ。……よし、喋しやべれ」


「きっと、ご飯が美お味いしいからだよ！」


　キラーン、と、なぜか得意げな顔で瞳を輝かせ、アリスは断だん言げんした。見ていると「本当にそうかもしれない」と思えてしまう辺り馬ば鹿かにできないところだ。


「それにね、カーサちゃん。実はぼく、こっちで人間の友達ができたんだよっ。それも、二人も！」


　アリスが嬉うれしそうに報ほう告こくすると、隣のジローが顔をしかめた。


「我わが君。あまりあやつらに気を許ゆるしてはいけません。どちらもろくでなしな上に、厄やつ介かいな曲くせ者ものです」


　アリスとは意見が違うらしい。何を思いだしているのか、ジローは彼らしくもなく仏ぶつ頂ちよう面づらになった。


「また、ジローはすぐにそういうことを言うっ。ショウゴちゃんもリンスケちゃんも、すごくいい子たちじゃない。この前だって、知る人ぞ知る穴あな場ばの点心屋さんに、連れてってもらったんだから」


「なっ!?　い、いつです？」


「ジローが刀を研とぎに出しに行ってた日～。桃もも饅まん頭じゆうが美味しかったぁ……」


「あ、あの軟なん派ぱ男ども！」


　焼きソバを大量に箸でつかんだまま、夢ゆめ見心地に視し線せんを漂ただよわせるアリス。どうも食べ物に釣つられたらしい。ジローはジローで、牙きばも隠かくさず歯ぎしりしていた。


「ちょっと待て、アリス。まさかお前、正体まで明かしてないだろうな？」


「もちろんだよ、カーサちゃん。でも……」


　と、急にアリスは青い瞳の奥おくで、不思議なほど大人びた光を閃ひらめかせた。
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「でも、ショウゴちゃんの方は、何か気づいちゃってるかもね。あの子、すごく頭のいい子だ。もともと、ぼくらのことについての知ち識しきがあるみたいだし……リンスケちゃんの方も、妙みように勘かんが鋭するどいとこあるからなあ」


「おいおい……」


　カーサは幾分呆れながら、ご機き嫌げんのアリスを見つめた。


　吸血鬼にとって人に正体を知られるということは、恐おそろしく危あぶない橋を渡わたるということだ。必ずしも破は滅めつに直結するとは限らないが──何しろ、吸血鬼はあくまで伝でん承しようとフィクションの中に生きる怪かい物ぶつだ──可か能のうな限り避さけるべき、というのが不ふ文ぶん律りつだった。


「すぐに手を切るべきです！　あんな軽けい薄はく男とギャング崩くずれなど──」


「コラ、ジロー。同じ日本人同士じゃない。仲良くしなさいよ。まあ、リンスケちゃんは国こく籍せき不明っぽいけど」


「我わが君は甘すぎます！」


「あっ、ジロー！　また『我が君』なんて言ってる！『アリス』でしょ？　そう呼んでって、もう百年も言ってるのにぃ」


　どうもジローは、主に悪い虫が付いたとでも考えているらしい。むすっと唇を突つき出して膨ふくれ面つらになるアリスに、珍めずらしくもしつこく食い下がっていた。アリスはつむじを曲げたまま、わざとらしく「ふーん」などとそっぽを向いている。


　いつしかカーサは無言になって、二人のやり取りを見つめていた。


　いつもの光景だ。この二人の関係は、主あるじと騎き士しであり、母と子であり、恋こい人びとであり、何より血を同じくする血族なのだ。その関かん係けい性せいの持つ重みを、カーサはこの百年間、幾いく度どとなく目まの当たりにしてきた。


　カーサは黙だまって、二人を眺ながめる。どんな種類の感かん情じようも、表に見せないまま。それ以上、近づきもせず、遠ざかりもせずに。


　そして、思う。さっきジローと会ったときにも考えた、自らの「変化」を……


「ともあれ」


　と、頃ころ合あいと見たのか、今度は太い男の声が、一同の注意を呼んだ。


「カーサ様。今こん晩ばんは足を運んでいただけて良かった。龍りゆう王おうからの依い頼らいの件けんですが……少しばかりデリケートな問題に発はつ展てんしそうなので」


　声の主は、堂々たる体たい軀くの白人男だん性せいだった。


　灰はい色いろの髪かみと灰色の瞳ひとみをしており、特に双そう眸ぼうは鷹たかの如く鋭い。外見は三十歳さいほどで、仕立ての良いスリーピースのスーツを、隙すきなく着こなしている。身にまとう威い圧あつ感といい、落ち着いた物もの腰ごしといい、場末の屋台よりは中環セントラルのビジネス街か、あるいは軍ぐん艦かんの艦かん橋きようにこそ相応ふさわしい風ふう貌ぼうの男だ。


　ケイン・ウォーロック。カーサと同じくウォーロック家の者で、『魔ま女じよモーガン』の血けつ統とうに属ぞくする吸血鬼である。転化後三百年になる大物なのだが、ウォーロック家の長おさの命により、一族の忌いみ子であるカーサの監かん視し役やくを長年命じられてきた。一族の誰だれよりもカーサに近い立ち位置におり、一族すべてが忌き避ひする中で、唯ゆい一いつと言っていい彼女の理り解かい者だ。


　といっても、その実じつ態たいは監視役というより従じゆう者しやに近い。


「なんだ、ケイン。このところ龍王に取り入っていたのに、いまさら私に用もないだろう。それとも、これも得点稼かせぎの一いつ環かんか？」


「ご冗じよう談だんを。俺おれの本分は、お嬢じよう様さまのお側そばに仕えることです。いまはあくまで特例ですよ。一時的な処しよ置ちです」


「ふむ。気のせいか、台詞せりふの後半になるほど、声に無念がにじんでいるな」


「お戯たわむれを。長の命がどうあろうと、俺の忠ちゆう誠せいに噓うそ偽いつわりはございません。本当です」


　幾いく分ぶん生き真ま面じ目めすぎる口調で、ケインは返事をした。


　カーサたちが香港に入って以来、ケインは半ば客人として龍王の下で働いている。これは、イギリス、ロンドンにいるウォーロック家の長の指し示じだ。


　血族社会の様相も、今世紀に入って趣おもむきを変えている。ヨーロッパと中国の血族社会はこれまであまり接せつ点てんを持っていなかったが、人間社会がグローバル化するのに引きずられる形で、それも変わりつつあるのだ。ウォーロック家の長としても、一大都市を築きずきつつある龍王とは良好な関係を構こう築ちくしたいのだろう。


　その点、人間、吸血鬼両社会の世せ情じように明るく、実業家としても実じつ績せきのあるケインは、両血族の橋はし渡わたしとして打ってつけの人材である。また、彼自身、以前から龍王の思想に強く共感しており、その人じん徳とくに惹ひかれていたようだった。


　もっとも、仮かりにそうでなくとも、歩く横おう暴ぼうの如き「お嬢様」に振ふり回される日にち常じようを思えば、いっときの解かい放ほう感は抑おさえがたいに違ちがいない。何しろ、ケインがカーサから被こうむる被ひ害がいたるや、ジローのそれを大きく上回っている。


　カーサの皮肉をごく穏おだやかに受け止めつつ、ケインは小皿に取り分けた焼売シユウマイを差し出した。カーサは「よく言う」と皮肉っぽく笑いながらも、素す直なおに皿に箸はしを伸のばした。


　屋台料理を味わいながら、カーサの視し線せんがテーブルの面々に向かう。


　ジローとの問答を打ち切ったアリスは、今度は箸をレンゲに持ち替かえ、レタスチャーハンを平らげようとしていた。ジローは、主がぽろぽろこぼす米こめ粒つぶに苦く笑しようしながら、青チン島タオビールの瓶びんを傾かたむけている。ケインはカーサに付き合って、紹しよう興こう酒しゆを手て酌じやくで注いでいた。同時に、美女二人を含ふくむ奇き妙みような四人組が人目を引かぬよう、彼らのテーブルの気配を魔ま力りよくで散らしている。魔ま術じゆつの大家『魔女モーガン』の血統に相応しい、安定した技ぎ量りようだ。


　再ふたたび、カーサは無言になった。


　気がつけば、見み慣なれ、馴な染じんだ光景だった。カーサの肌はだが気を許ゆるす空気だ。体中から──いや、自らの存そん在ざいすべてから余よ計けいな力みが抜ぬけ、緩ゆるやかにほぐされるのがわかった。


　重心が定まり、安定する感覚。変わったな、と思わずにいられない。かつての、常つねに何かに飢かつえ、手に入れようと足あ搔がいていた自分とは大違いだ。


　──転化してアリスと出会い……そのうちケインが寄よ越こされて……そして……


　吸血鬼は不老であり成長しないと言われている。転化したときの年ねん齢れいのまま、永えい遠えんの歳さい月げつを重ねるのだと。


　だが、百年前と比くらべ、自分は大きく変わった。その「変化」を、ここ数年でようやくカーサは自覚した。


　──ひょっとして……


　自分は満足しているのだろうか？　いま現げん在ざいの、この状じよう況きように。


　──しかし……


　なら、この感覚はなんだろう？　胸むねの奥おく底そこに潜ひそむ、冷ややかな手て触ざわりは。脈打つたびに冷たい血流を少しずつ全身に流す、氷の心しん臓ぞうは。


　──いや。


　カーサはうっすら冷れい笑しようを浮うかべた。


　わかっている。この、硬かたく凍こごえる心臓こそ──


「……カーサ様？」


　ケインが言った。カーサの肩かたが、小さく痙けい攣れんした。


　ケインは怪け訝げんな視線を向けている。カーサは何も言わず紹興酒を呷あおって、飲み干ほした猪ちよ口こを突つきつけた。


「そろそろ本題に入れ」


　ケインを一いち瞥べつし、素そっ気けなく言った。ケインは直ちに居い住ずまいを正して頷うなずいた。


　紹興酒を注ぎながら、


「実は先日、長年龍りゆう王おうに仕えてきたある華か僑きように、トラブルが発生しました。一族の嫡ちやく男なんが、姿すがたを消したのです。どうやら、何者かの手によってさらわれたらしく……」


「──華僑の嫡男」


　酒の注がれた猪口を引ひっ込こめ、カーサは口の中でつぶやいた。


　遥はるか古いにしえより、吸血鬼たちは人間たちから隠かくれて暮くらしてきた。しかし、接せつ点てんがなかったわけではない。特に、長い歴史を持つ古い血族は、一部の人間たちと秘ひ密みつ裏りに手を結んで共きよう存ぞん共栄を図はかってきた。


『東の龍王』は、血族社会の長おさたちの中でも、もっとも積極的に人間社会と関かかわりを持ってきた一人だ。彼と彼の血族に協力する人や組そ織しきは、東アジア一帯に存在する。


「なんでも、その嫡男、表にこそ出ないものの、香港随ずい一いちと噂うわさされる風ふう水すい師しだったそうです。当主以上に影えい響きよう力りよくを持っており、一族全体の要かなめだったとか」


「話が見えないな。迂う遠えんだぞ、ケイン」


「はい。彼をさらったのは、吸血鬼です。現げん場ばの状じよう況きようから見ても、間違いありません」


　ほう、と、ようやくカーサが興きよう味みを示しめした。


「目的は血か？　どこかの馬ば鹿かが風水師の血に特別な魅み力りよくでも感じたのか、あるいは華僑間の政せい治じ絡がらみかな？　その場で手をかけずさらったってことは、後者の線が強そうだ」


「まだわかりません。誘ゆう拐かいだとしても、いまのところ要求はない。現状で判はん断だんするのは早計かと」


「ふん。まあ、いい。だが、それと私たちが、どう関かかわってくる？　まさか、さらった吸血鬼を見つけ出せとでも言うんじゃあるまいな？」


「いえ。まさにその通りです」


「馬鹿な」


　カーサは鼻を鳴らした。いつの間にか、アリスとジローもウォーロック家二人のやり取りに注目している。


「そんなもの、龍王の血族を何人でも動かせばいいだろう。ここは奴やつの支し配はい地ちだぞ？　なんだって余よ所そ者ものの私たちを使う必要がある」


　カーサたち四人が香港を訪おとずれたのは、ほんの半年前だ。半世紀にわたって当地に根付いてきた龍王の血族に比べれば、土と地ち勘かんなどないに等しい。


　ましてや、カーサたちはアリスとジローを足しても四人しかいないのである。香港は、面積こそ狭せまいとはいえ、人口六百万人を超こす──しかも、人の流動が極きわめて激はげしい──国こく際さい都市だ。人ひと捜さがしをするには、あまりにも人手が足りない。


　しかし、ケインは冷静に先を続ける。


「件くだんの人物がさらわれた際さい、現場の近くには龍王の配下が居い合あわせました。あいにく、犯はん人にんは目もく撃げきできなかったそうですが、魔力の痕こん跡せきを感じ取ることができたと証言しているのです」


「おいおい。魔ま術じゆつ絡みだからってウォーロック家に協力を？　それとも、私たちは協力者というよりは、容よう疑ぎ者しやの側なのか？」


「……ええ。半分は」


　ケインが答えた瞬しゆん間かん、小馬鹿にしていたカーサの頰ほおが強こわ張ばり、ジローとアリスが目を剝むいた。


「どういうことです、ケイン？」


「だから、デリケートだと初めに言っただろう」


　口を挟はさむジローにそうぼやくと、ケインは改めてカーサに向き直った。


「どうも、犯人は犯はん行こうの際、『魔女の霧きり』を使ったらしいのです」


　重々しいケインの台詞せりふに、カーサの両目が静かに細められた。


『魔女の霧』は、『魔女モーガン』の血けつ統とうが得意とする魔術のひとつだ。重量感のある濃のう霧むを自じ在ざいに操あやつる術で、霧を利用した結界を張ることもできる。似にたような術は他の血統も用いるが、『魔女の霧』は同どう系けい統とうの魔術の中でも、もっとも強力な術といえた。


「居合わせた臣下は龍王の腹ふく心しんの一人で、俺が操る『魔女の霧』を、これまでに何度も見ています。他の血統が操る霧と、間違える可か能のう性せいは低いでしょう」


「……だが、魔術に秀ひいでた血統なら、相当あれに近い霧も生み出せなくはないだろう」


「はい。実際その臣下も、『わずかな違い和わ感を感じた』と証しよう言げんしています」


「違和感──」


　その瞬間だった。


　カーサの瞳ひとみに理り解かいが弾はじけ、次いで唇くちびるが凄せい惨さんな笑えみを刻きざんだ。ぞっとするほど酷こく薄はくで、見る者に言い様のない不安を感じさせる冷笑だ。


「違和感、ね。……なるほど」


　たちまち、ケインが隠しようもなく焦あせりを見せた。


「とはいえ、その点に関しては確かく信しんはないようです。それに、他の血族の可能性だけでなく、我われ々われの血族の仕し業わざだとも考えられなくはない。ロンドンには心当たりがないという旨むねを確かく認にんしましたが、はっきり言って『魔女モーガン』の血を継つぐ者をすべて、長が把は握あくしているとは言い切れませんからね。我々の中の誰かがどこかで、長に知られぬまま血族を作った、ということもあり得なくはないでしょう。また──」


「止よせよ、ケイン」


　突とつ然ぜん饒じよう舌ぜつになった従じゆう者しやを、カーサは氷ひよう片へんを弄もてあそぶ口調で遮さえぎった。


「『魔女の霧』を使いながら、『魔女モーガン』の血統とは『わずかに違和感』を感じさせる人物。つまり、龍りゆう王おうは、私を疑うたがっている訳わけだな？」


　カーサは頭から断だん定ていした。ケインは渋しぶ々しぶため息をついた。


「……彼が疑っている訳ではありません」


「では、奴の取り巻まきどもか。まあ、妥だ当とうな疑ぎ惑わくではあるな。いまひとつ捻ひねりがないが」


　カーサがそう言って、痛つう烈れつな自じ嘲ちようをにじませたときだ。


「捻る必要がどこかにあるかね？」


　四人が一いつ斉せいに振ふり向いた。


　カーサたちが座すわる席の近く。ビルの狭はざ間まの路地から、五人の男たちが姿すがたを見せた。


　歳としや服ふく装そうに統とう一いつ性せいはない。だが、五人とも似に通かよった気配を漂ただよわせている。吸血鬼──それも、龍王の血族の者たちだ。そして、油ゆ断だんしたとはいえ、カーサやケインの不意を突つく形でここまで接せつ近きんしてのけた以上、かなりの力を有する吸血鬼に違いなかった。


　ケインは顔見知りらしい。苦り切った表ひよう情じようで椅い子すから立ち上がった。


「ご老体！　この件は、龍王自ら、俺に一いち任にんされたはずです」


「黙だまっておれ、小こ僧ぞう。王の覚えが良いからといって、増長せぬことだ」


　先頭に立つ老人が答えた。龍王の腹心の一人だ。


　彼の声には、怒いかりや侮ぶ蔑べつ、嘲ちよう弄ろうの類たぐいはなかった。傲ごう慢まんさもない。仮かりにも龍王の腹心だけあって、そのような卑ひ俗ぞくな感情に動かされるほど未み熟じゆくな人物ではないようだ。


　ただ、彼の声、そして態たい度どににじみ出るのは、あらゆる吸血鬼が保ほ有ゆうする感情──自らの『血』、血統への、強い誇ほこりだった。長く月下にあるほど強まる想おもい。自じ尊そんとは似にて非ひなる、厳げん然ぜんたる誇りだ。


　吸血鬼は、その『血』が歩んできた時の長さを重んじる。血統の歴史も然しかり。個ことしての経けい験けんも然り。老人は、その典型、もしくは象しよう徴ちようのような古い吸血鬼だった。


　闇やみの権けん威いと格かく式しきを重んじる吸血鬼。


　カーサがもっとも嫌きらうタイプの者たちだ。


「これはこれは、ご老人方。お初にお目にかかるが、古式に則のつとり名乗りを上げた方がよろしいかな？」


　とカーサはあえて──というより、ほとんど反はん射しや的に、挑ちよう発はつ的な台詞を口にしていた。老人たちの態度が、一気に硬こう化かするのがわかった。


「アリバイでも聞きに来られたか？　それとも、私のシャツに華か僑きようの血が付いているか調べに来たのかな？　私如き若じやく輩はい者ものに、雁がん首くびそろえてご苦労なことだ。老ろう骨こつに鞭むち打つほど、値ね打うちがあるとも思えんが？」


「貴き様さまの値打ちなど知ったことか」


　老人が吐はき捨すてた。ケインのときと異ことなり、彼らの顔には、はっきりと敵てき意いや嫌けん悪おが表れていた。


　しかし、周囲の緊きん張ちようを余よ所そに、カーサは毛け筋すじ一本動かさなかった。


　この手の連中の胸むねの裡うちなど見え透すいている。この手の奴やつらが、考え、感じていることは、カーサが生まれたそのときから、一度たりとも変わっていないのだ。


　だから、これまでと同じように、涼すずしい声で続ける。


「私を犯はん人にんに仕立てたいのはわかるが、いまここで闇やみ討うちするような真ま似ねは止めておいた方がよろしいな。公明正大な龍王様は、その手の『オイタ』を好まれないと聞くぞ？　ましてや、あとになって義ぎ理り堅がたい王が私に頭を下げでもした日には、ご老人方も立つ瀬せがなかろう」


　その瞬しゆん間かん、老人が牙きばを剝むいた。厳げん格かくな老人の顔が、獰どう猛もうな飢うえた狼おおかみに見えた。


　押おさえつけられていた彼の「気配」が、爆ばく発はつ的に周囲を圧あつする。摩ま天てん楼ろうの谷底に、無音の雷いかずちが炸さく裂れつした。


　ケインが青ざめつつも身み構がまえ、戦せん闘とう態たい勢せいに入る。だが、カーサは椅子に腰こしを下ろしたまま動かなかった。冷静に、相手の力量を測はかっていた。


「王と我らを愚ぐ弄ろうするかっ。この忌いまわしき、混血児め！」


　カーサの白はく皙せきに、毒どく蛇へびのような冷れい笑しようが閃ひらめく。


　──ほら、来た。


　この五百年、飽あきるほど繰くり返し、繰り返し、繰り返されてきた侮蔑と嫌けん悪お、嘲弄と忌き避ひ。西も東もない。世界中の血族社会において、カサンドラ・ジル・ウォーロックの立ち位置を決定してきたレッテル。それが、「混血児」だ。
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　──だが。


　カーサは見み抜ぬいていた。侮蔑や嫌悪や嘲弄や忌避の奥おくに、恐きよう怖ふの欠片かけらが混まざっていることを。彼らは知っているのだ。その呪のろわれた出自がもたらした強大な力──年長である自分たちをも上回りかねない力が、「忌まわしき混血児」の中に潜ひそんでいることを。


　氷の心臓が、大きく脈打った。


　カーサの翠みどりの双そう眸ぼうが、好戦的な炎ほのおに燃もえ上がる。黒いルージュが塗ぬられた唇くちびるから、白く鋭するどい牙がのぞく。それは、彼女がもっとも美しい瞬間でもあった。


　しかし、


「止めてっ」


　鋭するどくはない。だが、決して聞き逃のがすことのできない叫び声がした。


　アリスだ。


　カーサが歯は軋ぎしりしつつ動きを止めた。老人たちは、身体からだが勝手に叫び声に従したがったあと、自分たちの反はん応のうに啞あ然ぜんとした。


　そして、


「ジローもっ。剣けんを引いて」


　ハッ、とカーサが振ふり返った。ジローはいつの間にか、カーサのすぐ後ろで彼女の背はい後ごを守っていたのだ。おそらくは、老人たちが「混血児」という言葉を口にした瞬間に。


　気づけなかった。


　──こいつ……いつの間に!?


　一方、老人たちは狼ろう狽ばいの極きわみにあった。彼らは、いずれも数百年の時を生きた吸血鬼なのだ。魔ま力りよくひとつ感じさせないただの声に、自分たちが──自分たちの『血』が従ったのが、信じられない様子だった。


　が──


「……賢けん者じや様さま？」


　彼らの中の一人がつぶやいた。一拍ぱくおいて、老人たちの中に理り解かいと後こう悔かいが駆かけ抜ぬけていた。


　一いつ斉せいに跪ひざまずき、叩こう頭とうする。ついさっきまでの戦意が吹ふき飛び、顔面が蒼そう白はくになっていた。


「し、失礼致いたしました……！　まさか、賢者様が同席されていたとは露つゆ知らず……なんという畏おそれ多き過か誤ご。申し開きもございませんっ」


　声が哀あわれなほど震ふるえていた。心の底から悔かい恨こんに打ちのめされているらしい。


　たとえ他の血けつ統とうであろうと、始祖は吸血鬼にとって、神に等しい存そん在ざいだ。権威と格かく式しきを重じゆう視しする彼らにすれば、なおさらだろう。老人たちは自らの犯おかした無礼に、打ちのめされていた。


　ケインが場を取りなして言う。


「ご老体。ここはひとまずお引き取りください。我われ々われは必ず龍りゆう王おうの期待に応こたえ、嫡ちやく男なんを取り戻もどしてみせます」


　結局、五人はそれ以い降こうカーサをそこにいないものとして振ふる舞まい、アリスに深しん謝しやしつつ立ち去った。


「カーサちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」


　彼らが消えたあと、アリスが心配そうに尋たずねた。カーサは「ああ」と生返事をしただけだった。


　ジローが、やれやれといった様子で、刀を鞘さやに収おさめる。


　カーサの視し線せんに気づき、


「まったく。トラブル・メーカーの面めん目もく躍やく如じよですね」


　と、何でもないように笑った。


　カーサはしばらくジローから視線が外せなかった。彼が不思議そうに目を瞬まばたきすると、何かを誤ご魔ま化かす不ふ機き嫌げんさで、己おのれの視線を引きはがした。


　ジローだけではない。アリスも。ケインも。こいつらはどうして、なんでもない顔をしているのか？　香港を束ねる大血族と、あわや衝しよう突とつしかけたところだというのに。


　この、混血児のせいで。


「……ケイン。風ふう水すい師しをさらった吸血鬼の、他の手がかりは？」


　唐とう突とつにカーサが尋ねた。


　目は合わせない。しかし、口くち振ぶりは真しん剣けんだ。ケインはわずかに嬉うれしそうな表ひよう情じようを浮うかべた。


「残念ながら、何も。ただ、気になって調べてみましたところ、ここ数日、香港では幾いく度どか『不自然な霧きり』が発生しているらしいことが、目もく撃げき情じよう報ほうからわかりました。また、データが十分ではありませんが、その霧には発生地ち域いきに偏かたよりがあることが見て取れます」


「偏り？」


「はい。そして、その中心にあるのが九クー龍ロン城じようです」


　九龍城、と聞いて、カーサは肩かた越ごしにケインを振ふり向いた。


「あの高こう層そうスラムか？　あそこは確たしか、龍王の目も届とどいていないはずだな」


「はい。人にとっても吸血鬼にとっても、一種の無法地帯ですから。龍王の目を逃のがれて香港入りをした吸血鬼は、多くがあの場所をねぐらにしているはずです」


　ただ──とケインは浮うかない顔で続ける。


「それだけに情報不足は否いなめません。カーサ様がその気になれば九龍城周辺の気配を探さぐることも可か能のうでしょうが、城内に潜もぐられてしまえば見つけ出すことは困こん難なんです。何しろ、人間が大おお勢ぜい住み着いていますから」


「……城内に詳くわしい吸血鬼に心当たりは？」


「いまのところ」


　ケインが首を横に振ふる。


　ところが、


「ぼくに任まかせて。心当たり、いるよ」


　アリスが言った。三人の目が同時に彼女に向いた。


「……確かか？」


「うん。吸血鬼じゃないけどね。暗黒街に詳しくて、九龍城にもよく行くって言ってたから」


「お、お待ち下さい、アリス。まさかそれは、あの紫むらさき頭あたまのことではないでしょうね？」


「そうだよ。リンスケちゃん」


　あっけらかんと言うアリスに向かって、ジローはたちまち目め尻じりをつり上げる。直前までの緊きん張ちよう感も忘わすれて、またしてもさっきのやり取りを繰くり返し始めた。


　カーサは、ジローとアリスの会話には口を挟はさまないまま、しばらく黙もつ考こうしていた。


　不意に、


「そういえば、その風水師の嫡男。名はなんと言うんだ？」


　ケインが「ああ」と頷うなずいて、


「香港有数の資し産さん家かである、王ウオン家の嫡男です。名は確か、アダム・王」





３







「……また極めつけに胡う散さん臭くさい連中だ」


　リンスケ＝ジサ・タッウファーはそう言って、無愛想な上に剃かみ刀そりのように鋭するどい目で一同をねめつけた。


「いやいや。愉ゆ快かいそうな面メン子ツじゃないか」


　陣じん内ないショウゴはそう言って、気さくだが抜ぬけ目ない瞳ひとみで一同を観察した。


　もっとも、胡散臭さの程てい度どで言えば、案内人の二人も負けてはいない。リンスケはまだ十代の少年ながら、暗黒街にも名が通った手配屋らしかった。『紫色の頭髪ジサ・タツウフアー』という通り名のまま、髪かみを紫むらさき色いろに染そめ、所々にシルバーのメッシュを入れている。目尻の下がる双そう眸ぼうや瘦やせた体たい格かくこそ優やさ男おとこ風だが、人を寄よせ付けない野犬のような雰ふん囲い気きは、まさにストリート・ギャングのものだ。


　もう一人の陣内という男は、二十代後半ぐらいだろう。陽気で馴なれ馴れしいが、時折不思議と老成した顔つきを見せる。表向きお調子者を演えんじているものの、吸血鬼の聴ちよう覚かくで心しん臓ぞうの鼓こ動どうを聞く分には、相当な度ど胸きようと胆たん力りよくが備そなわっているように感じられた。


「……どうしてあなたまで居いるのです、陣内さん？」


「なんだよ。ショウゴでいいって言ったろ、ジロー？」


「馴れ馴れしく呼よび捨すてにしないで頂いただきたいっ。質しつ問もんの答えはどうなんですか？」


「いや、アリスが九クー龍ロン城じようの案内人を捜さがしてると聞いたからな。リンスケだけでは心こころ許もとないだろう？」


「ケッ。あんたがついて来たところで、いざってときは死体が増ふえるだけだ」


「リンスケ君の意見に全面的に同意です。そして、我わが君のことを馴れ馴れしく呼び捨てにするな」


「お、タメ口になった」


「やかましい」


「やかましいのは、あんたの方だぜ」


「まあまあ、二人とも。もう、お互たがい知らない中でもないだろ？　この前だって一いつ緒しよに酔よっぱらって、ペニンシュラ・ホテルの前の噴ふん水すいで──」


『その話はするな』


　ジローとリンスケは図はからずも声を揃そろえた。


　連れん絡らくしていた合流場所に集まって早々、彼ら三人は肩組みするほどの距きよ離りに近づいて、ぐちぐち小声でささやき合っていた。ジローはこめかみを痙けい攣れんさせ、リンスケは仏ぶつ頂ちよう面づらを歪ゆがめ、陣内は人を食った様子でにやついている。それらを遠とお巻まきに見ながら、アリスはなぜか恨うらめしげに唇くちびるを嚙かんでいた。


「ジローったら！　昨日はぼくにあんなこと言ってたくせに、いつの間に自分だけ仲良しに！」


「仲良し……なのでしょうかね。あれは」


　ケインが、早くも先行きを危き惧ぐしつつ言った。


　ともあれ、痺しびれを切らしたカーサに促うながされ、陣内とリンスケの加わった六人は、香港の中心区く域いきから啓徳カイタツク空港方面へと移い動どうした。


　九龍城というのは、地ち域いきを指す名めい称しようだ。かつては城じよう砦さいが築きずかれていたがのちに取り壊こわされ、いまはその跡あと地ちが一大スラムへと変へん貌ぼうしている区域である。


　中心部は約二七〇〇〇平方メートルの平行四辺形をした敷しき地ちで、その中に十階から十四階建てのペンシルビルが隙すき間まなく建ち並ならんでいる。遠くから見れば、まるで一個この巨きよ大だいな複ふく合ごう建けん造ぞう物ぶつ──というより、特大の汚よごれたブロック塊かいといった様相を呈ていしていた。ここがいわゆる「城しろ」の部分だ。そして、「城」の南から西側にかけては、西頭村サイ・タウ・ツエンという不法滞たい在ざい者しやたちの村が、大地に落ちた染しみのように広がっていた。


　この、世界的に名の知られた大スラムには、三万人を優ゆうに超こす低所得者や難なん民みん、犯はん罪ざい者しやたちが住み着いている。むろん、牙きば持つ者も少なくない。そこには、独どく自じの慣かん習しゆうがあり、ルールがあり、文化があるのだ。


　香港の中にありながら香港の支し配はいを受け付けない、もう一つの「国」。カーサたちはその国の中から、いるかどうかもわからない一人の吸血鬼を捜し出そうとしているのである。


　九龍城の近くに到とう着ちやくした六人は、とりあえず二手に分かれることにした。案内人二人を含ふくむ計六人というのは、一度に行動するには大人数で人目を引くからだ。九龍城近辺ではカーサやアリス、ケインのような白人は、嫌いやと言うほど目立つ。そうでなくとも、この三人は注目を集めやすかった。


　が、いざ分かれる段だんになると、今度はその組み分けで、ジローと陣内とリンスケの意見が揉もめた。


「私と我わが君を分けようなどとは、下心が見え透すいた考えです！」


「誤ご解かいだ、ジロー。私は別に、こちらのクールなお嬢じようさんのエスコートでも構かまわないぞ」


「俺おれはこの際さい、あんたらと一緒でないなら誰だれでもいい」


「む。ならば、陣内さんとカーサ、リンスケ君が私以外のケインと我が君……って、それでは結局私と我が君が別の組になるではないですかっ」


「だから、ジロー。私のことはショウゴでいいって──」


「やかましいっ」


「いっそ留る守す番ばんしてれば？」


「お前も黙だまりなさいっ」


「……おい、ケイン。クジを作れ。いま、すぐに」


　刺とげ々とげしいカーサの提てい案あんで、結局、陣内がジローとケインを、リンスケがカーサとアリスを案内することになった。ジローは不満たらたらだったのだが、クジの結果とあっては文もん句くも言えない。リンスケに気を許ゆるさぬよう幾いく度どもアリスに言い聞かせて、渋しぶ々しぶ行動を別にした。


　もっとも、子の心を知らぬ親は、ジローと別れても上じよう機き嫌げんだ。


「えへへ。カーサちゃんと二人って、ちょっと久ひさしぶりだね」


「……ああ」


　にこやかに微笑ほほえみかけるアリスから、カーサは慌あわてて目を逸そらした。夢ゆめで見た顔が重なったからだ。案内のリンスケがいるとはいえ、こんな風に二人になるのは、本当に久しぶりなのだ。


　日が落ちて、すでに四時間。九龍城周辺には街灯もほとんどなく、しかもバラックの密みつ集しゆう地帯なので、死角となる場所も多い。吸血鬼の二人はともかく人間のリンスケでは不自由なはずなのだが、彼は危あぶなげない足取りで黙もく々もくと先を進んでいた。二人は彼のあとを、少し離はなれてついていった。


「……もう身体からだの方は平気なのか？」


「うん。ごめんね。心配かけちゃって」


　アリスが、ちろっと舌した先さきを出して謝あやまった。


　実は、昨日の屋台で、アリスは突とつ然ぜん昏こん倒とうしていた。ケインが風ふう水すい師しの名を口にした直後だ。理由はアリス自身にもわからないらしい。だが、何かしら不安を感じさせる出来事だった。ジローがあれほど主の側そばにいたがったのも、一いち因いんはそこにある。


「ここ何年も我わが君の体調が優すぐれなかったのはご存ぞんじでしょう？　それが香港に来た途と端たん回かい復ふくした。しかし私には、それがあまり良い傾けい向こうと思えないのです。むしろ、嵐あらしの前の静けさと言うか──また例の『脈動』が訪おとずれる前まえ触ぶれに思えて仕方がありません……」


　──だとすれば、私にはどうしようもない。


　始祖であるアリスは、時折「世界」と共鳴することがある。彼女はそれを、世界の『脈動』と呼よんでいた。特に、歴史が大きく変へん換かんする時期には『脈動』が激しさを増ますらしく、そんなとき彼女は、体調を崩くずしたり、突然大きな力を──彼女自身も制せい御ぎよできない大きな力を振ふるうことがあった。


『賢けん者じやイヴ』の宿命のひとつだ。カーサは、自分と彼女の間の、あまりに大きな違ちがいを思わずにいられない。


　そもそも始祖とは、吸血鬼にとって別べつ格かくの存そん在ざいだ。吸血鬼は血を重んじ、始祖とはその血の源げん泉せんだからである。


　対して、カーサは混こん血けつ児じ。存在自体が、血を冒ぼう瀆とくする。昔からカーサはアリスを慕したって側にいたが、両者が共にいることすら、多くの吸血鬼には──特に歳とし経へた吸血鬼ほど──我が慢まんならなかったほどなのだ。


　──それでも、私は……


「カーサちゃんさ」


　ぽつり、とアリスが言った。


「香港に来てから、全然ぼくらと会わなくなっちゃったよね。どうしたの？　一人で何してるの？」


「何って……特に、何も」


「そう？　だったらなんで？　ぼく、ちょっと寂さびしいよ」


「アリス……」


　本当か、とカーサは胸きよう中ちゆうで問い返した。自分でも嫌いやになるぐらい、卑ひ屈くつな自じ嘲ちようを込こめて。


　何しろアリスにはジローがいるのだ。


　血族が。


　──くそっ。


　アリスにとって、自分とジローは、別。違うのだ。それは、どちらがどちらの代わりということではないし、どちらがより大事というわけでもないのだろう。比くらべること自体が間違っているのだ。


　問題はカーサの気持ちだった。


　アリスは、カーサにとって特別な存在だ。だから、自分もアリスにとって特別な存在になりたかった。アリスは言うだろう。カーサはすでに、十分特別だ、と。だが、違うのだ。アリスにとって自分が特別かどうか。その基き準じゆんは、カーサ自身の中にあるのだ。まるで癌がんのように。あるいは蜃しん気き楼ろうのように。


　これまでは、アリスがくれた「似にている」という言葉が救いだった。だが、いまは？　アリスが一人でなくなったあと──「似ている」どころか分身とさえいえる血族を得て以い降こう、果たしてカーサはアリスにとって、どれほど特別なのだろう？


　アリスを護まもりたいという想おもいは、カーサにとって真実であり、同時に誇ほこりだった。ジローはまだ未み熟じゆくだ。その点、アリスにはまだ自分が必要だと、信じることができる。


　だが、いずれは……


「ぼくだけじゃないよ。カーサちゃんが来なくて、ジローも寂しそうにしてるんだから」


「まさか。清々してるの間違いだろ」


「そんなことないよっ。ジローは口では言わないけど、カーサちゃんのこと尊そん敬けいしてるもん。それぐらい、カーサちゃんだってわかってるでしょっ？」


　アリスの言うことは事実だった。カーサは、ジローが彼女の素す性じようをまったく気にしていないことを知っていた。それどころか、卓たく越えつした技ぎ量りようや冷静な判はん断だん力りよくを高く評ひよう価かし、的外れな敬けい意いや憧しよう憬けいさえ抱いだいていることも知っている。


　そして、カーサが抱かかえる問題の中でもっとも質たちの悪いことに──カーサはジローが嫌いではないのだ。


　むろん、最初は憎にくかった。ジローは、カーサがどれほど願ってもなれない存在に、あっさりとなってしまった。自分にとって神しん聖せいな場所を、突然横から奪うばっていった。そんなことが許ゆるせるはずがなかった。


　アリスに裏うら切ぎられたという想いも、そのままジローへの憤ふん怒ぬとなった。八つ当たりだろうと関係なかった。恨うらみ、嫉しつ妬とし、憎ぞう悪おした。アリスの側にいる傍かたわら、煮にえたぎる視し線せんを、ジローに向け続けた。


　百年間、見続けた。


　どうして気づかなかったのだろう。視線の持つ意味が、いつしか「変化」していたことに。


　──どうして、だって？


　カーサは、自らの問いに、鼻を鳴らした。


　そんなの、わかっている。明めい確かくだ。「悪くなかった」から。その「変化」が、決して悪い気分ではなかったから。だから、気づこうとしなかったのだ。


　昨日カーサは、「現げん状じように満足しているのか」と自問した。


　その答えも、もうわかっている。たぶん自分は、満足するべきなのだ。嫌われ者の混血児が手にした、安らかな空間。得え難がたい者たち。ここで妥協すべきなのだ。いや、妥だ協きようなど──不満を感じていること自体、誤あやまっているはずなのだ。


　なのに──


「着いたぞ」


　前方のリンスケが言った。カーサは、狂くるおしい物思いから覚めた。


　目の前に、巨きよ大だいな黒い「壁かべ」が立ち塞ふさがっている。


　九クー龍ロン城じようだ。


「……何年か前に取り壊こわしが発表されたんだけどな。結局、『香港の汚お点てん』なんて言われながら、いまも居い座すわってる。ま、どんな場所にも吹ふき溜だまりは必要ってことだな。ここはもうずっと昔から、『異い端たん』な場所なのさ」


　その『異端』の城は、夜の闇やみに混こん沌とんと融とけ込んでいる。


　九龍城の外観は、一見すると廃はい墟きよと見み紛まがうほど荒あれていた。リンスケの説明によれば、ここにあるビルでまともな建けん築ちく業者の手による物は、数えるほどしかないらしい。それどころか、「計画的」と呼よべる物すら少ないそうだ。住民たちが勝手に増ぞう築ちくや改築を繰くり返し、所によっては階かい段だんや廊ろう下か、路地を塞いだり、あるいは繫つなげたり──それも、違ちがうビルに──されているらしい。


「おかげで中は大迷宮さ」


　よく見れば、同じ建物が階によって膨ふくらんだり狭せばまったりしているのがわかる。むろん高さもバラバラだ。どのビルも不安定なまま、隣りん接せつする建物に寄りかかるようにして密みつ集しゆうし、建っているのである。


　城の外側のビルでは、各部屋ごとにバルコニーが無む理り矢や理り取り付けられている。柵さくで覆おおわれた外観は、巨大な鳥とり籠かごが山積みされているようだ。その柵や壁の上を、無数のケーブルが蔓つるのように伸のびている。アンテナが乱らん立りつする屋上は、地面から見上げるとまるで枯かれ山だ。供きよう給きゆうされている電力が少ないのか、あるいは灯とう油ゆのランタンを使っているのか、ぽつぽつと灯ともる明かりは、どれも弱々しかった。


　しかし、混こん沌とんとした巨大な塊かたまりの奥おくには、そこを「巣」とする人々の気配が漂ただよっている。夜の九龍城の姿すがたは、まさに「魔ま窟くつ」と呼ぶに相応ふさわしかった。


　──香港の汚点……『異端』の城。


　まるで誰かさんみたいだな、とカーサは空むなしく城を見上げた。アリスも、珍めずらしく何も言わないまま、じっと黒い城じよう砦さいを見つめていた。


　どれくらいそうしていただろう。


　しばらくして、リンスケが九龍城を向いたまま、


「なあ」


　と隣に話しかけた。


「あんたたちって、吸血鬼なのか？」


　カーサとアリスの呼こ吸きゆうが停止した。


　リンスケはちらりと二人に横目を向けた。そして、反はん応のうを確かく認にんしたあと、再ふたたび九龍城に沿そって歩き始めた。


　アリスは覿てき面めんに狼狽うろたえていた。屋台では余よ裕ゆうを見せていたくせに、いざ正面切って聞かれると、にっちもさっちも行かなくなったらしい。


「カカカ、カーサちゃん……！」


　と、カーサの袖そでをつかんでささやく。顔中で「どうしよう」と訴うつたえていた。


「……なぜ、そう思う？」


　カーサが尋たずねた。さすがに緊きん張ちようは隠かくしきれない。しかし、尋ねた口くち振ぶりは不ふ遜そんそのものだ。


　リンスケは肩かたを竦すくめた。


「陣内のおっさんが言ってたからさ。最初は馬ば鹿かかと思ったんだけど──ま、いまもあんまり信じちゃいないかな」


　どこまで本気かわからない口調で、リンスケは淡たん々たんと答えた。


　イギリスの対吸きゅう血けつ鬼き機関、闇内閣シヤドウ・キヤビネツトの工作によって、伝説の怪かい物ぶつ「吸血鬼」が脚きやつ光こうを浴びたのが、いまからおよそ百年前。以来「吸血鬼」は、小説、舞ぶ台たい、スクリーンなど、あらゆるメディアで取り上げられてきた。


　だが、それはあくまでフィクションの話だ。その実じつ在ざいを信じる者は、一いつ般ぱん人じんの間ではほとんどいない。


「でも、あんたら、怪あやしいってだけじゃなくて、なんか雰ふん囲い気きあるからさ。普ふ通つうと違ちがうって言うか」


「……もし本物だったらどうする？」


　カーサが聞いた。


　声に楽しげな響ひびきがある。リンスケの発見を、無む責せき任にんに面おも白しろがっているのだ。アリスは狼ろう狽ばいの極きわみに達していたが、カーサは見向きもしなかった。


「どうする？　新聞社にでも駆かけ込むか？」


「いや。そんなダサイことはしない」


「なら、見て見ぬ振ふりをして、さっさと忘わすれるか？」


「ん。そうだな……」


　リンスケはポケットに両手を入れ、しばらく考えたあとで、また振り返った。


「俺おれも仲間にしてもらう、かな」


　アリスがぽかんとした。カーサは小気味よく笑った。


「なぜ？　不老不死になれるからか？　でも、太陽に当たると死んでしまうんだぞ？」


「だって……」


　と躊ちゆう躇ちよしたあと、リンスケは少しそわそわした様子で、初めて年とし相そう応おうの子こ供どもっぽさを見せた。


「格かつ好こういいじゃん。吸血鬼って」


　思わず、カーサの口元がほころんだ。


　少年の回答は、カーサを大いに満足させた。吸血鬼になりたい。なぜなら、格好いいから。これほど素す敵てきな答えは、想そう像ぞうしていなかったのだ。


「気に入った」


「そりゃどうも」


　もう元の態たい度どに戻もどってリンスケが適てき当とうな返事をする。


　と、そのときだ。頭上から、凄すさまじい轟ごう音おんが近づいてきた。


　見上げると、墜つい落らくしそうな低空を、巨きよ大だいなジェット機の機き影えいが横切っていった。


　九クー龍ロン城じようを掠かすめそうな高さだ。ここから目と鼻の先にある啓徳カイタツク空港に着陸する便だった。このため、九龍城の建けん築ちく物ぶつには、唯ゆい一いつ高さのみ制せい限げんが設もうけられている。


　辺りを一時的に制せい圧あつする轟音と振しん動どう。だが、その轟音と振動の中で、何かそれとは別のものが、微かすかにカーサを揺ゆさぶった。


　カーサの心と魂たましいを。


　彼女の『血』を。





　──……え？





　世界が突とつ如じよ迫せまってきたような一いつ瞬しゆん。


　直後に、


「カーサちゃん！　あれっ！」


　アリスが叫さけび、リンスケが振り返った。カーサがのろのろとアリスが指さす方向を見る。


　頭上。九龍城のシルエットの、先せん端たんだ。何か見える。ぼんやりと白い──


　霧きりだ。


　あまりに唐とう突とつで不自然な、霧。


「カーサちゃんっ。あれって……そうだよね!?」


　興こう奮ふんするアリスが叫んだ。だが、そんなことはどうでもよかった。あれはもちろん、『魔ま女じよの霧』だ。正しよう真しん正しよう銘めい、本物だ。だが、そんなことはどうでもいい。そんなことよりも、あれは？　あの魔力は……あの、魔力の波動は……


　──噓うそだ。


　カーサは食い入るように闇やみ夜よに漂ただよう霧を見上げた。そして、リンスケがいるのも忘れ、その霧めがけて跳ちよう躍やくした。


　後方でアリスが絶ぜつ句くし、リンスケが啞あ然ぜんとする。だが、もはや周囲の反はん応のうに気を回すゆとりはなかった。カーサは、魔ま術じゆつによって発生した霧──『魔女モーガン』のお家芸である『魔女の霧』の中に飛びこんだ。


　──噓だ。噓だ。


　だが、この波動。『血』が知らせる、この感覚。


　魔力の源みなもとは、すぐに特定できた。吸血鬼。まだ若わかい。カーサの心しん臓ぞうがドクンと跳はねる。向こうもこちらに気づいた。慌あわてた気配をもらし、即そく座ざに逃とう亡ぼうに移うつった。カーサは追う。否いや応おうなく、吸すい寄せられる。


　いまやカーサの心臓は、早はや鐘がねを打っていた。かつてないほどの鼓こ動どうの乱みだれに、心と身体からだも乱れに乱れた。ジローがいれば目を疑うたがっただろう。何しろ、目標とする吸血鬼は、カーサはもちろんジローが相手をしても問題にならない程てい度どの気配の持ち主──未み熟じゆく者ものなのだ。なのに、あとを追いかけるカーサは、口を大きく開け、喘あえいでさえいるのである。


　九龍城の外観が廃はい墟きよと見み紛まがうほどだとすれば、その上部──密みつ集しゆうしたビルの屋上は、まさに廃墟そのものに見えた。夜は特にその趣おもむきが強い。ある箇か所しよは不法投とう棄きされたゴミが堆うずたかく積もり、ある箇所は野原のように雑ざつ草そうが茂しげっている。そして、針はり山やまの如ごとく天をつくアンテナ群ぐん。かと思えば、ビルとビルの間のわずかな隙すき間まが、雪原のクレバスのように、ぽっかりと裂さけている。


　そんな絵に描えがいたようなカオスの庭を、若い吸血鬼は跳ねるように逃にげていた。自分の周囲に霧を張はり続け、姿すがたを紛まぎれさせている。それでもカーサのスピードなら追いつくことなど造ぞう作さもなかったし、霧のヴェールも、軽く念を駆く使しするだけで吹ふき飛ばすことができただろう。なのに、カーサは相手を捕つかまえることができなかった。捕まえてしまうことに、恐きよう怖ふすら感じていた。


「噓だ。噓だ……」


　と憑つかれたように繰くり返しながら、近づくにつれ間ま違ちがえようのないある事実を否ひ定ていし続けた。


　だが、やがて向こうも気がついた。


　戸と惑まどう気配がし、逃とう走そうする足がゆっくりと遅おそくなり始めた。逆ぎやくに、カーサの緊きん張ちようが加速度的に増ましていく。


　心臓が痛いたかった。目め眩まいがする。しかし、ついにカーサも足を止めた。


　もはやどれだけ誤ご魔ま化かしても、疑ぎ惑わくは確かく信しんにしかならなかった。説明できない謎なぞを飲み込こんで、カーサは否応なく理り解かいした。真実が目の前に立っている、ということを。


　九龍城の上で静止する二人の吸血鬼。


　やがて、霧が晴れ、中から逃げていた吸血鬼の姿が露あらわになった。


　女だ。若い。ジローと同じか、少し下ぐらいの年代だろう。吸血鬼としても、転化したばかりということはないが、まず百年は生きていない。


　ショートカットの黒くろ髪かみと、くりりとした黒い瞳ひとみ。大きめの口と小さな鼻。美人というほどではないが、愛あい嬌きようのある顔立ちだ。いまは両目を丸くして、じっとこちらを眺ながめている。


　小こ柄がらで、子こ鹿じかのような体つき。着ている服も男物のシャツとホットパンツだった。ボーイッシュな装よそおいが、若わか々わかしさと元気の良さを印象づけていた。


　初めて見る女じよ性せいだった。


　なのに、懐なつかしい旧きゆう友ゆうを見ているような気がした。


「……驚おどろいた」


　少し舌したっ足たらずなハスキー・ボイスで、彼女はそう、つぶやいた。


「ほんと、驚いた。あたし、親以外で、自分の血族に会うのって、これが初めてよ」


　奇き遇ぐうだな、私もだ──と、カーサは辛かろうじて胸きよう中ちゆうで答えた。


　目の前の女性。彼女の『血』が放つ気配。


　まったく自分と同じだった。呪のろわれた、混血児のものだ。


　ドクン、と。


　二人の心臓が同時に──そして、より大きな何かも一いつ緒しよに──強く激はげしい『脈動』を刻きざんだ。





　カサンドラ・ジル・ウォーロックと、リズ・スネーク──後の、九クー龍ロン王おう妃ひリズ・王ウオンの、これが最初の邂かい逅こうだった。
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　　二章　聖せい戦せん前夜──1997










１







　その女は、リズと名乗った。


　リズ・スネーク。ただし、『スネーク』の方は、自分で勝手につけたらしい。


「結けつ構こうイカしてるでしょ？　ベタかもしんないけど、わかりやすくワルっぽいっていうか──ストレートなところが、逆ぎやくにクールじゃない？」


　初めて出会った血族に、リズは浮うかれた口くち振ぶりで自じ慢まんした。もっとも、注目すべきはリズの発言ではなく、それに頷いたカーサの反はん応のうだろう。動転していたという点では、カーサの方がより顕けん著ちよだった証しよう拠こだ。


　だが、動転するのも当然だった。己おのれの血けつ統とうを重じゆう視しする血族社会において、混こん血けつ児じであるカーサは異い端たん児じである。禁きん術じゆつによって「創つくられた」、忌いみ子なのだ。同じ血統に属ぞくする血族など、いるはずがないのである。


　にもかかわらず、リズの『血』は、紛まぎれもなくカーサと同じ『血』だった。


　存そん在ざいするはずのない、もう一人の自分。


　リズは、自らの素す性じようを知らなかった。


「ねえ、教えて？　あたし、ずっと気になってたんだ。やっぱ、自分の血統がわからないのって、格かつ好こう悪わるいじゃん？　あたしたち、なんの血統の吸血鬼なの？」


　リズを転化した吸血鬼は、彼女に血族の由来を伝える間もなく、「事じ故こ」で灰はいになったらしい。以来、彼女はたった独ひとり、はぐれ者の吸血鬼として生きてきたのだ。


　結局、その晩ばんカーサは、確たしかなことは何も言わず、リズと別れた。


　ほとんど逃にげ出すようにして。
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　カーサは、ホテルの窓まどから曇くもり空の香ホン港コンを眺ながめていた。


　切れ長の翠みどりの瞳ひとみは、特に焦しよう点てんを結ばないまま遠方に投げられている。艶あでやかな黒い長ちよう髪はつが、ソファに座すわる彼女の上から流れ落ちていた。


　──血族……か。


　眼がん下かに広がる街まち並なみには、牙きば持つ者どもが大おお勢ぜい潜ひそんでいる。香港は、あらゆる血統に門戸が開かれた、吸血鬼の楽園なのだ。


　しかし、それでもここは、カーサにとっての安住の地とはなり得ない。どこの誰だれにも繫つながることのない、この世でただ一ひと滴しずくの『血』。それが自分だと、カーサは信じていたのだ。


　つい、昨さく晩ばんまで。


　と、背はい後ごで延えん々えんと続いてたノックが止やみ、ドアの開く気配がした。


「……痴ち漢かん」


「い、いきなりご挨あい拶さつですね」


　部屋に入ったジローは渋じゆう面めんでカーサに答えた。


「今日はまだ『入れ』とは言ってない」


「あれだけノックしたんです。勘かん弁べんしてください」


「今度からは開けたら聖せい水すいが降ふってくるよう細工しないとな。それともいっそ、ドアノブを銀ぎん製せいにでもするか」


「我わが君が引っかかったらどうするんです。冗じよう談だんでも止めてください」


　埒らちもないカーサの軽口に、ジローもいつもの調子で返事をする。


　たわいないやり取りだ。


　それでも、百年続けば、それはちょっとした「絆きずな」になる。何しろ、こんなたわいないやり取りをするほど、暇ひまな、何もない時間を、共に過すごしたということなのだから。


　ジローが転化してからの百年。カーサが生きた時間の中で、もっとも身近な百年だ。


　──思えば長く生きたものだ。


　カーサが月下を歩くようになって五百年。常つねに何かに反はん抗こうし、対抗し続けた五百年間だった。これから先も、自分はずっとこんな風に生きると思っていた。いや、思うまでもなく、そうだったはずだが……


　──馬ば鹿かな。


　何も変わらないに決まっている。いまさら何が変わるというのだ。いや、そもそもこんなことを考えること自体おかしい。こんなことで思い悩なやむなど。


「……ちっ」


「なんです？　まだご機き嫌げん麗うるわしくないようですね？」


「余よ計けいなお世話だ」


「そうも言ってられませんよ」


　些いささか深しん刻こくな声こわ音ねで、ジローは切り出した。


「肝かん心じんの誘ゆう拐かい犯はんは、まだ見つかってないんです。なのに、紫頭リンスケや陣じん内ないショウゴにまで我われ々われの正体がバレて……まあ、幸いあの二人が大おお騒さわぎすることはなさそうですけどね。それにしても、説明やら口止めやらで、ひと悶もん着ちやくあったんです。なのにあなたときたら、独ひとりホテルに引き籠こもって、私やケインはおろか、我が君に対してすらひと言もない。これはいったい、どういう了りよう見けんです？」


「……悪かった」


「まったくです」


　ジローは盛せい大だいにため息をついた。


　そして、その直後に思わずぎょっとし、カーサを見直した。


　カーサ自身ハッとなり、ばつが悪そうな顔になる。彼女が素す直なおに詫わびを言うなど、近年稀まれに見る珍ちん事じだったのだ。


　カーサは、ジローから顔を背そむけたまま、座っていたソファの上で両りよう膝ひざを抱かかえ込こんだ。くそっ、と胸きよう中ちゆうで毒づいた。


　自分は失調している。原げん因いんは明らかだが──生あい憎にくと、対たい処しよする術すべは思いつかない。


「……どうも、らしくないですね、カーサ。あなたは気まぐれですが、こんな風に物事を途と中ちゆうで投げ出して、しかも我が君や他の者に押おしつけるなんてことはしない方だ」


「ふん。知った風な口を叩たたく」


「一いち応おう、百年のつき合いですから」


　ジローは澄すまし顔で言った。カーサは抱えた両りよう膝ひざにあご先を埋うめ、「けっ」と小さく毒づいた。


「いい加か減げん、話してくれませんか？　九あ龍そ城こで何があったのです？」


　懇こん願がんじみたジローの問いに、しかし、年長の女おんな吸きゆう血けつ鬼きは、硬かたい沈ちん黙もくで応こたえた。


　カーサやジローたちが九龍城に出向いてから、二日が経たっている。


　カーサは、リズのことを誰にも話していない。あの夜リズと出会い、ほんの数分慌あわただしく言葉を交かわしたあとは、仲間のもとに戻もどって、それ以上の捜そう索さくを無む理り矢や理り打ち切らせたのだ。もっとも、そのときは他のメンバーたちも、カーサがリンスケの前で吸血鬼の力を振ふるったせいで、犯はん人にん捜索どころではなくなっていたのだが。


　──話せるものか。


　カーサはそう決めつけていた。なぜ話せないのかという理由については、考えることを放ほう棄きしていた。とにかく、リズのことはジローたちには話せないのだ。少なくとも、いまはまだ。


　また、リズは、問題の嫡ちやく男なんを連れ去ったのが自分であることを白はく状じようしていた。ただし、事じ件けんの真相は龍りゆう王おうサイドから聞いていた話とだいぶ異ことなっているようなのだ。


「そのうち追っ手が来るってことはわかってたよ。でも、それが同じ血族だなんて思ってもみなかった」


　あの晩ばんリズは、カーサに訴うつたえた。せっかく会えた血族と争あらそいたくない。だからどうか、自分たちの言い分も聞いて欲ほしい、と。これも、カーサがリズのことを話さない理由のひとつだった。


　──だが……


　いつまでも隠かくし通せることではない。


　いま嫡男は、リズの所にいるらしい。なら、カーサが放っておいても、いずれジローたちはリズを見つけるだろう。そのとき自分はどうすればいいのか？


　一方、ソファの上で貝のように押し黙だまるカーサを、ジローの方も持て余あましていた。


「まったく……意固地なとこだけは、年とし相そう応おうですね。頑がん固こというか、偏へん屈くつというか」


「聞こえてるぞ、ジロー。覚かく悟ごあっての発言なんだろうな？」


「そんな口が叩けるのなら、きちんと説明して下さいよ。いつもいつも独りで抱え込んで……我われ々われの身にもなって下さい」


「放っておけばいい。私のことなど」


「願わくば、そうしたいところなんですがね」


　物ぶつ騒そうな口くち振ぶりをものともせずに、ジローは肩かたを竦すくめた。こんな憎にくまれ口が叩けるのも、二人のちょっとした「絆きずな」──もしくは腐くされ縁えん──の賜たまものだろう。


　だが、そのときカーサは、


「噓うそだ」


　と、思わず口走っていた。


「──え？」


「放っておきたいだって？　噓だ。口ではそう言いながら、君はいつだって放ってなどいないじゃないか。あれこれ口を出して、結局は首を突つっ込んで来るじゃないか。これまでに一度だって、私のことなどどうでもいいと匙さじを投げたことが──」


「カ、カーサ？」


　ジローの、困こん惑わくした声。カーサは我に返って、全身を硬こう直ちよくさせた。


　──私は何を言っている!?


　膝を抱える両りよう腕うでに力がこもる。これが猫ねこなら、全身の毛を逆さか立だてているところだ。


　ソファを蹴け立たてて立ち上がり、とりあえずジローをぶん殴なぐってから部屋を出る──と、そんなことを考えた。しかし、いつもならなんでもないことが、そのときに限かぎってできなかった。逆に、逃にげ場もないまま身体からだを縮こませて、動けなくなった。


　嫌いやな沈黙が下りた。自らの鼓こ動どうが痛いたいような、気まずい沈黙だった。こんな自分は信じられない。カーサは、己おのれの失調を痛つう感かんした。


　と──


　サイドテーブルの上で携けい帯たいが鳴った。カーサの携帯だ。すぐさま飛びついて番号を確かく認にんする。


　ロンドンからだった。この二日間、ジリジリしながら待っていた連れん絡らくだ。


「……ここにいろ」


「ちょ、カーサっ？」


　ジローに質しつ問もんの余よ地ちを与あたえず、携帯を手にカーサは部屋を飛び出した。


　ホテルの廊ろう下かを足早に歩いて非ひ常じよう階かい段だんへ。外に出ててドアを閉しめたところで携帯に出た。


『……お待たせしました、カーサ』


「……ああ。確たしかに待ったよ」


　聞こえてきたのは、酷ひどく淡たん々たんとした女の声だった。ウォーロック家を束ねる三姉し妹まいの長女、アンヌ・ウォーロックだ。


『魔ま女じよモーガン』の長老は、彼女と二人の妹たちが、およそ百年の周期ごとに、交こう替たいで務つとめている。カーサにとっては、この世でもっとも忌き避ひしたい三人だった。


『例の件けんですが、ネヴァを起こして確認しました』


　周期的な眠ねむりについていたはずの妹の名を口にして、アンヌは短く言った。無む機き質しつな声こわ音ねからは、あらゆる感かん情じようが完かん璧ぺきにぬぐい取られている。


「……それで？」


『リズという名に心当たりはないそうです。しかし──』


「しかし？」


『問い詰つめたところ、いまの「眠り」につく直前──約五十年ほど前に、二度目の禁術を行っていたことを白はく状じようしました。それも……カーサ。あなたの血を使って』





２







　無む秩ちつ序じよに、また多くは違い法ほうに、建けん築ちくされたビルの密みつ集しゆう地帯。周囲に背せの低いバラックが広がっているだけに、その区画だけ隙すき間まなく立ち並ならぶビル群ぐんは、外から見れば一個この巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつに思える。そこは、一見廃はい墟きよのように汚よごれ、荒こう廃はいし、不気味だが、同時に、不思議なほど人を刺し激げきして、惹ひき付ける雰ふん囲い気きを有していた。


　貧ひん民みん、不法滞たい在ざい者しや、あるいはマフィアたちの巣そう窟くつ。政せい府ふも匙さじを投げる、法の届とどかぬ混こん沌とんの城じよう砦さい。それが、九クー龍ロン城だ。


「といっても、実じつ際さいは言うほどじゃないけどね」


　カーサを案内しながら、少しハスキーな声でリズは説明した。


　長おさからの電話を受けた四時間後。カーサは、しつこくつきまとうジローを撒まいて、一人九龍城を──というより、リズの許もとを、訪おとずれていた。


　現げん在ざいは夕ゆう刻こく。二人が歩いているのは、九龍城内の路地である。押し寄よせるビル壁かべに挟はさまれ、横に並んで歩くことすらできない狭せま苦くるしい道だった。


　曇くもっていた空は晴れたのだが、屋外にもかかわらず辺りは薄うす暗ぐらい。光が差さし込こんでこないためだ。頭上には、電気ケーブルや水を行き渡わたらせるためのパイプが、網あみの目のように入り組んでいる。しかも、素人しろうとの手による施せ工こうのため、あちこちに水みず漏もれや腐ふ食しよくがあって、水すい滴てきのしたたり落ちた地面がぬかるんでいた。


　それでも、所々看かん板ばんが出ていたり洗せん濯たく物ものが干ほしてあったりと、ここでの生活を思わせる光景は多かった。


　時折聞こえる、子こ供どもの声。声こわ高だかに値ね切ぎり交こう渉しようをする声も聞こえる。粗そ末まつな衣服の男が路上に座すわり込んでいたり、水の入ったタンクを担かついだ女が慣なれた様子で路地に潜もぐり込んで行ったりする。実際、九龍城には数万人という人間が住み着いているはずなのだ。人間だけでなく、血族社会からはみ出した吸血鬼たちも。


　リズも、そんな中の一人だった。


「アヘン窟くつだったり売春宿や賭と博ばく所じよが連なってたのは、ひと昔前の話さ。いまじゃ、とにかく安いから居い着ついてるってのが、大半なんじゃないかな。まあ、治安は悪いっていうか、あってないようなもんだけど。でも、その分気安いよ？　特に、あたしらみたいなのにしてみりゃ、居い心ごこ地ちのいい場所だよ。その気になれば一日中、日の光を見なくて済すむしね」


「…………」


　リズのあとに続きつつ、カーサはじっと彼女を観察していた。


　転化したときは十九だったそうだが、実際はもう少し若わかく見える。ぴょんぴょん飛び跳はねるような歩き方は、小こ柄がらな体たい格かくと相まって、野生の子こ鹿じかじみた印象を与えていた。ホットパンツから伸のびる素す足あしも、色気よりは潑はつ剌らつさを感じさせる。


「城内には、雑ざつ貨か屋やや食堂もあるしね。病院だってあるんだから。ま、病院の方はあたしらには関係ないけどさ。……っと、ここ、ちょっと飛ぶよ？」


　肩かた越ごしに声をかけた直後、リズは大きく跳ちよう躍やくして、目の前のビルの二階──あるいは三階かもしれない。同一のビルでも、階ごとの高さが異ことなっているのだ──の破やぶれたままの窓まどに飛び込んだ。そして、そのまま何でもない様子で廊下を進んだ。


　周りに人の気配はなかったが、ずいぶん気軽な跳躍だ。あるいは、見られたところで誰だれも騒さわがないのか。カーサは無言で、リズのあとに続いた。


　先日リンスケが説明していた通り、九龍城の中は、まさに迷めい宮きゆうだった。住人たちの手によって、違法な増ぞう改かい築ちくが何十年間も繰くり返されているのだ。おまけに、陽光は差さず、空気は淀よどみ、湿しつ気けが酷い。至いたる所が荒あれ放ほう題だいで、放ほう棄きされたゴミが山を成している。進しん入にゆうしたビルの窓から外を見れば、張はられたネットに上階の住民が捨すてたゴミが積もって、屋根のようになっている場所もあった。おかげで、どこにいても異い様ような汚お臭しゆうが漂ただよってくる。


　──まるで、中世の魔ま窟くつだな。


　リズは「居心地のいい」というが、すぐには賛さん同どうしかねる環かん境きようだ。


　もっとも、カーサはこういう場所が嫌きらいではない。かつての彼女は、居い場ば所しよのない本家を飛び出しては、よくこの手の危き険けんな場所へ冒ぼう険けんに出かけていたのだ。しかし、二十一世紀を迎むかえようとするこの時代に、まだこんな場所が残っていたとは驚おどろきだった。


　と、カーサが回想に浸ひたっていると、リズが足を止め、


「……ねえ」


　と顔を向けた。


　幼おさなさの残る顔が、少し不ふ機き嫌げんそうに──というか、不満そうに膨ふくれている。カーサはたじろいだ。


「な、なんだ？」


「あんたって、無口だよね」


「え？　そうか？」


　カーサがまごつくと、リズは「そうだよっ」と、今度は子供みたいに口を尖とがらせた。


「せっかく同じ血族に会えたってのにさ。盛もり上がってるの、あたしだけじゃん。それともあんた、もともとどっちかっていうと暗い方？」


「さ、さあ」


　らしくもなく口を濁にごすカーサを、リズは「むー」としかめ面つらでねめつける。そうやって大きな口を尖らせていると、まるで腹はらぺこのアヒルのようだ。


「……あんただって、自分の血族に会うの、あたしが最初だって言ってたじゃない。それとも、あたしと会えたの、嬉うれしくないの？」


「……どうかな」


「どうかなって!?」


　ショックな様子でリズが顔を歪ゆがめた。どうも、感かん情じようがストレートに表情に出るタイプらしい。


「ち、違ちがうんだ！　嬉しいか嬉しくないかじゃなくて、まだ自分の中で整理できてないんだ。何しろ私は、ほんとに長い間、独ひとりきりだったんだから」


　とっさに言い訳わけが口を突ついて出た。いや、言い訳ではない。少なくとも、噓うそはついていなかった。


　もっとも、黙だまっていることがあるのは確たしかだ。カーサはすでに、リズの素す性じようを知っているのである。


『簡かん潔けつに言います』


　そう、いまから四時間前の電話で、長おさはカーサに告げていた。


『ネヴァにとって、あなたは禁きん術じゆつの成功例でもあり、失敗例でもあった。理由はわかりますね？　あの子が求めていたものは、生きた歳さい月げつに関係なく、強力で忠ちゆう実じつな兵士です。あなたは期待以上に強力でしたが、忠実ではなかった。そこで、あなたのときの教訓を生かし、再ふたたび理想の混こん血けつ児じを産み出そうとしたそうです』


　理想の混血児。カーサにしてみれば、これほど皮肉な言葉もないだろう。「それで？」と先を促うながす声には、血の気が差していなかったはずだ。


『術を施ほどこした対象は三名。うち一名は死に、一名は精せい神しんに異い常じようを来きたして自殺したそうです』


　つまり、一人は生き残った。そして、その一人こそ、今回の件けんの発ほつ端たんなのだ。


『ただし、その一人も、やはり完かん璧ぺきではなかったようですね。力は強いが波があり、精神支し配はいも不安定。結局、ネヴァが気を抜ぬいた隙すきに、あの子の前から消えたとか。その後ネヴァは、方々手を尽つくした末、その混血児を見つけ出し、抹まつ殺さつしたそうです』


　しかし、混血児は死んでも、その血統は絶たえていなかった。


　始末された混血児は、ウェールズ出身の降こう霊れい術じゆつ師しだった。四十代前半の男で、当時の調ちよう査さでは身内はいないと思われたようだが、実じつ際さいはそうではなかった。長年接せつ触しよくはなかったものの、別れた恋こい人びととの間に娘むすめがいたのだ。計算では、男が始末された当時で二は十た歳ち近くになっていたはず、ということだった。


　──となれば、考えられる答えはひとつ。


　リズはカーサに、自らの親は「事じ故こ」で滅ほろんだと言った。その親こそ、逃とう亡ぼうしたあげく事故に見せかけて始末された、実験体の混血児だったに違いない。本人は知らないが、リズもまたカーサと同じ、ウォーロック家の忌いみ子なのだ。


　──しかも……リズを転化した混血児には、私の血が与えられた。


　つまり、リズはカーサにとって、孫ということになる。カーサにしてみれば青天の霹へき靂れき。長い人生でこれ以上はないという驚きよう天てん動どう地ちな話だった。


　一方、そんなことは露つゆとも知らないリズは、カーサの言い訳を聞いて、膨ふくれ面つらを改めていた。


「ふーん。整理、ねえ。あたしはそんなことなかったけどなあ。単たん純じゆんに嬉しかったし」


「私だって、嬉しくない訳じゃないさ」


「ほんとにぃ？　あ、でも。あんた、そんなに長く生きてるの？　ひょっとして、あたしよりだいぶ年上だったりする？」


「多分な」


「へぇ～。見えないけどなあ。ちなみに、どれくらい？　あたし、こう見えても転化したのって、五十年近く前なんだからね」


「私は……だいたい五百年ぐらいだ」


「あ、なんだ。じゃあ、あたしと──って、百!?　五百年っ？　噓でしょ!?」


　リズの両目が、見ている方がびっくりするほどまん丸に見開かれた。頭のてっぺんからつま先まで、しげしげとカーサを見つめ、「ふええ……」と心の底から感かん嘆たんをもらした。


「五百年？　何それ。じゃああんた、超ちよう先せん輩ぱいじゃん」


「そうなるな」


「そっかあ……あたしてっきり、妹分ができたと思ってたのに……そういやあんた、初めて会った晩ばんも、走るの早かったもんね」


　相手の力量をまったく見み抜ぬけていない観かん察さつ眼がんもさることながら、カーサを見て「妹分」と見なす性せい格かくも相当なものである。


　五十年生きた吸血鬼にしてはお粗そ末まつ過すぎる気がするが、逆ぎやくに言えば、それだけ幸運な人生を送ってきた証しよう拠こかもしない。カーサは、リズのこれまでの生活を想そう像ぞうしつつ、「気にするな」と告げた。


「同じ血族だ。それも、たった二人の。上下関係を気にしても仕方ないだろ？」


「そう言ってくれると正直助かるけど……でも、そっか。じゃああんた、五百年も独りぼっちだったんだ」


　しみじみとつぶやくリズの声には、カーサへの哀あわれみと同情が混まじっていた。


　暗い表情を払ふつ拭しよくし、カーサの肩かたを、ぽん、と叩たたく。


　明るい声で、


「だったら、やっぱ、良かったんじゃん」


「なに？」


「あたしたちが会えたこと。まあ、龍りゆう王おうって奴やつへの義ぎ理りもあるかもしれないけどさ。それはそれ、これはこれだよ。あ、あたしのことは、リズって呼よんで？　あたしもあんたのこと、カーサって呼ぶからさ」


「リズ？」


「うん。よろしく、カーサ」


　にへ、と。少し照れくさそうに──隠かくしつつ隠しきれない笑え顔がおで、リズは言った。


　それは、遥はるか格かく上うえの吸血鬼に対する態たい度どとしてはあまりに不ふ敬けいだった。ましてや、哀れみや同情など、普ふ段だんのカーサなら到とう底てい受け入れ難がたいもののはずだ。


　しかし、


　──……同じ血族、か。


　それは不思議な気持ちだった。カーサは、自分がどんな反はん応のうをすればいいのかわからなかった。


　長おさの言葉が脳のう裏りを過よぎる。


『今回の件けんは、私も驚おどろいています。しかし、カーサ。その混血児の存そん在ざいが、他のどの血統でもなく、まずあなたの目に留とまったというのは僥ぎよう倖こうでした。結けつ論ろんから言いますが、私はその混こん血けつ児じをウォーロック家に迎むかえ入れるべきだと考えています。龍王の件も、問題となるのは嫡ちやく男なんの存在です。その人物さえ戻もどるなら、他のことはあなたとケインで処しよ理りできるでしょう』


　本家には、ケインから「『魔ま女じよの霧きり』を操あやつる誘ゆう拐かい犯はん」の話も行っている。リズを押おさえ、犯はん人にんについては事を内々に処理してしまおうという腹はらなのだ。


　また、混血児の存在は、血族社会では受け入れられない。野放しにしたあげくトラブルを起こされるのもマイナスだ。ならば手元で管理しよう、と考えての決定だろう。カーサの心しん情じように配はい慮りよしているのかもしれないが、逃にげた混血児を問答無用で抹まつ殺さつしたネヴァに比くらべれば、ずいぶん穏おん便びんな対たい応おうだと言える。


　──だが……な。


　ウォーロック家に迎え入れることが、リズの幸福に繫つながるとは思えない。誰よりもそのことをわかっているのが、他でもないカーサ自身だった。少なくともリズはいま、自らの意い志しに沿そい、自由に生きているのである。


　──それに……


　例の嫡男の件もある。昨さく晩ばん聞けなかった「リズたちの言い分」については、ここまでの道すがら、ある程てい度ど聞かされていた。それで納なつ得とくはできたのだが──正直頭が痛いたい問題のようなのだ。


　──まったく。よりにもよって……


　と、そのときだ。ぴくり、とカーサが足を止めた。


　外の路地と変わらぬ、陰いん鬱うつな廊ろう下か。その角を曲がったところだった。


　ひび割われ、剝はがれかかった壁かべには、番地を示しめすペンキの殴なぐり書きが残っている。窓まどは塞ふさがっており、天てん井じようから吊つるされた電球が、頼たよりない光を落としていた。


　廊下の奥おくに短い階かい段だんがあり、そこに一人の青年が腰こしかけていた。


　青年は、カーサたちを見ると腰を上げた。何気ない動作だが、隙すきがない。身に付けているのは暗色に染そめた麻あさのジャケットとスラックス。ジャケットのしわの動きから、腰のベルトに拳けん銃じゆうを差しているのがわかった。


　薄うす闇やみを貫つらぬいて、冷たく無ぶ骨こつな視し線せんが、カーサに向けられてくる。


　吸血鬼ではない。しかし、リズは顔見知りらしかった。


「ラウ！　大だい丈じよう夫ぶ。この前話した人だ」


「……人、じゃないだろ？」


「揚あげ足取らないでよ」


　リズがしかめ面つらになると、ラウと呼ばれた青年は、薄うすい唇くちびるに太ふて々ぶてしい微び笑しようを浮うかべた。そんな表ひよう情じようが様になる青年だ。


　もっとも、笑っているのは唇だけで、ラウの瞳ひとみは冷たい表情のまま、ぴたりとカーサに据すえられていた。しかも、それでいて直ちよく接せつ目を合わせようとはしない。吸血鬼が視線を介かいして人を操あやつることを知っているらしい。


　ラウは軽く口元を綻ほころばせ、


「……へえ。同じ血族とやらでも、ずいぶんリズとは雰ふん囲い気きが違ちがうもんだ」


「え？　そう？　結けつ構こう似にてない、あたしたち？」


「髪かみの色は似てる」


「そんなの、あんただって一いつ緒しよじゃんっ」


　リズが不服そうに言った。その間も、ラウは油ゆ断だんなくカーサから目を離はなさなかった。


　カーサは敵てき意いを見せないまま、


「自じ己こ紹しよう介かいはなしか？」


「おっと。悪かった。俺おれは、ラウ・王。見ての通りの、しがないちんぴらさ」


　次にラウが見せた笑顔は、サバサバした気持ちのいいものだった。カーサは、彼がまだ若わかい──おそらくは十代だということに、ようやく気がついた。


　それに、


「王？」


「あ、そうそう。こいつ、あたしの『いい人』の弟なんだよ」


「──といっても、腹はら違ちがいだがな。一族の厄やつ介かい者ものだ」


　カーサの疑ぎ問もんにリズが答え、ラウは肩かたを竦すくめて見せた。


　カーサは「ああ」とつぶやいた。


「例の、駆け落ちした嫡ちやく男なんの」


「そっ」


　リズは照れながら頷うなずいた。


　そうなのだ。龍りゆう王おうからの依い頼らいでは「誘ゆう拐かいされた」という華か僑きようの嫡男アダム・王は、リズの言によれば「一緒に駆かけ落ちした」仲らしいのである。まったくもって頭が痛い。


「アダムは？　もう起きた？」


「ああ。ついさっき。今日はいつもより体調がいいみたいだ。いま奥にいる」


「そう。よかった」


　アダムのことを口にしたとき、リズだけでなく、ラウの顔にも穏おだやかなものが過よぎっていた。カーサは、二人の様子を無言で見つめる。「事じ態たい」がどんどん煩はん雑ざつさを増ましているのが、目に見えるようだった。


「んじゃ、さっそく上がってもらおうか。ラウ。お願いね」


「ああ。カーサ、だったよな。ようこそ、カーサ。俺たちはあんたを、歓かん迎げいする。狭せま苦くるしいところだが、まあ入ってくれ」


　幾いく分ぶん硬かたい声だったが、ラウはカーサに向かって言った。


　カーサは少しきょとんとした。


　それから、理り解かいしてリズを振ふり向いた。


「なんだ、リズ。お前まさか、招かれないと入れないのか？」


「え？　カーサは違うの？」


「当たり前だ。あ、いや。確かに混こん──私たちの血統は、本来そうだが……魔ま術じゆつ的な結界ならともかく、普ふ通つうは無む視しできる程度だぞ？」


　通つう常じよう、吸血鬼の性せい質しつは、その血けつ統とうごとに異ことなっている。太陽光を苦手とする血統もあれば、ニンニクや十じゆう字じ架か、あるいは流水を弱点とする血統も存そん在ざいする。『血』の持つ性質が、そのまま吸血鬼に現あらわれるのだ。


　そして、「招まねかれなければ入れない」という性質は、複ふく数すうの血を混まぜ合わせた際さい、予期せずに表面化した混血特有の現げん象しようなのだ。


「えっ、噓うそ！　あたし、入れないよ？　なんか、ちゃんと招かれないと、『入るな』って言われてる気がして」


「無視できないのか？　強ごう引いんに」


「だ、だって……」


　カーサが呆あきれ顔になると、リズは顔を赤くした。


　そう言えば、ジローも初めは似たような感じだったな、とカーサは思い出した。ジローは混血ではないが、『賢けん者じや』の血統だ。そして、『賢者』の祖そであるアリスは、幾いくつもの血統の『血』を身のうちに秘ひめている。そのため、アリスの直ちよつ系けいであるジローにも影えい響きようが出たのだった。もっとも、アリスと同じく、ジローもすぐに克こく服ふくしてしまったが。


「そ、それってさ。ひょっとして……吸血鬼的にかなり恥はずかしいことなの？」


「恥ずかしいというか……まあ、私たちは『血』の性質には逆さからえないからな。仕方がないが」


「で、でも、カーサは平気なんでしょ？　それとも長く生きてるから？」


「……いや。すぐに気にならなくなったが」


「う～……」


　リズはいよいよ真っ赤になって下した唇くちびるを嚙かんだ。


　──この反はん応のう。


　予想していたことだが、やはりリズは、血族社会の常じよう識しきに慣なれていない。まったく知らないのだ。そして、そのことにコンプレックスを抱いだいているらしい。


　──もし、こいつが自分のことを知れば……


　彼女が、自らの『血』の真相を知り、血族社会における己おのれの立場を知ればどうなるだろう。所しよ詮せん他ひ人と事ごと。そう割わり切ることが、カーサには、もうできない。


　キリキリと胸むねが締しめ付けられた。


「とにかく上がれよ。リズが仲間を連れてくると聞いて、兄さんも待ってたんだ」


　立ち止まった二人をラウが促うながし、階かい段だんの先のドアを開けた。リズはまだ赤い顔のまま進み、カーサも神しん妙みように、二人に続いた。


　朱しゆ塗ぬりのドアの奥おくには、狭せまいくせにがらんとした印象の部屋があった。


　乾かわいた壁かべ紙がみに、古ぼけた床ゆか板いた。天井には、剝むき出しのパイプとダクトが並ならんでいる。家具らしい家具はほとんどなく、木もく製せいの小こ振ぶりな椅い子すがひとつに、大きなトランクケースが二つ。使い古されたボストンバッグがひとつあるだけだった。


　古いが丁てい寧ねいに掃そう除じされ、清せい潔けつさが保たもたれた部屋だ。ただ、壁かべ際ぎわの一角が目を引いた。そちらは、カーテンで仕切られ、奥にベッドが置かれていた。


　ベッドの脇わきには、点てん滴てき用の医い療りよう器具が立てられている。小さなテーブルもあり、アンプルらしき物が数本置かれていた。


　しかし、ベッドの上も含ふくめ、部屋には誰だれもいない。カーサが気配を探さがそうとすると、それより先に、「こっちだ」とラウが部屋の奥のドアを開けた。


　ドアは屋外に通じており、非ひ常じよう階段への出入り口になっていた。


　──え？


　ドアが開かれた瞬しゆん間かん、カーサは意表を突つかれて足を止めた。


　香かおりがしたのだ。これまでに嗅かいだことのない、芳かぐわしいにおい。それが、ふわりと漂ただよってきた──ような気がしたのである。


　香こう気きは、ドアの外から流れてきた。


　ドアの外は、小さな中庭に面していた。背せの高いビルに挟はさまれた、井い戸どの底のような中庭。カーサたちがいる二階からは、非常階段で下りることができる。ラウとリズに続いて、カーサは非常階段の上に立った。再ふたたび、経けい験けんしたことのない、細やかな震ふるえに襲おそわれた。


　そこは、美しかった。


　眼がん前ぜんにそびえ、四方を囲むビル壁。四角く切り取られた頭上の空は、夕日によって茜あかね色いろに染そめられている。そして、眼下の中庭には、ささやかな緑に守られて、小さい古こ廟びようが建っていた。


　大きさはせいぜい人の背の高さほど。朱しゆ色いろに塗ぬられた八角形の屋根が、傍かたわらに生える[image: ]てい柳りゆうの葉に半ば覆おおわれている。施ほどこされた金細工はすっかりくすんでいるが、わずかに地上まで届とどく残照が、鈍にぶい輝かがやきを与あたえていた。火の点ついた香が添そえられており、香から立ち上る白い煙けむりが、遥はるか夕空を目指しながら穏おだやかな空気の中へ溶け込こんでいた。


　スラムの奥おく底そこに残された、小さな中庭と柳やなぎの老木。古廟。


　その箱庭のような光景には、美と荒こう廃はい、静せい謐ひつさと厳おごそかさが、同どう居きよしていた。まるで廃はい墟きよの奥に隠された、秘ひ密みつの祭さい壇だん──忘れ去られた地神や、すでに血の絶えた祖そ霊れいを祀まつる、聖せい域いきのようだった。


　そして──


「アダム！」


　階段を下りるリズが、駆かけ足になった。


　古廟の前で跪ひざまずいていた男が、ゆっくりと腰を上げた。カーサの視し線せんが吸すい寄よせられ、釘くぎ付づけになった。


　そこにいたのは、「白い男」だった。


　背は高くも低くもない。顔つきは弟のラウに似にているが、与あたえる印象は正反対で線が細い。藍あいで入念に染め抜ぬいたような色合いの、ゆったりとした道服を着ている。そして、その道服の藍あい色いろの上に、雪のような白色が垂たれかかっていた。


　髪かみだ。膝ひざまで届くほど長く、流れるような白はく髪はつ。


　髪だけではない。服の裾すそからのぞく手足も驚おどろくほど白かった。


　白子アルビノ。


　先天的に、皮ひ膚ふや頭とう髪はつのメラニン色しき素そが欠けつ如じよしているのだ。あらかじめ聞かされていた身体的特とく徴ちようだが、実じつ際さい目にしてみると妙みように胸むねがざわついた。


　──あれが……


　さらわれたはずの華か僑きようの嫡ちやく男なん。リズと駆け落ちをした人間の男──アダム・王。


　アダムは、真まっ直すぐ胸の中に飛び込んで来たリズに、


「リズ」


　そっと声をかけた。


　リズが慌あわてて急停止。転びそうな勢いきおいでたたらを踏ふんだ。アダムは、優やさしく笑って近づくと、彼女の小さな身体からだを両りよう腕うでで抱だきしめた。


「頼たのむよ、リズ。私は人間なんだ。君に飛びかかられては、身体が折れてしまう」


「ご、ごめん、ごめんっ」


　リズは照れくさそうに、しかし嬉うれしくてたまらない様子で、アダムの胸に頰ほおをすり寄よせた。


　アダムは、リズの髪を撫なで、ゆっくりと視線をカーサに向けた。ラウとは違ちがい、恐おそれる様子もなく視線を重ねてくる。カーサは非常階段を降おりながら、静かにアダムの目を見返した。


　通つう常じようアルビノだと、血けつ液えきが透すけて見えるため、瞳ひとみの色は淡たん紅こう色しよくになる。しかし、アダムの瞳は淡あわい紫むらさき色いろをしていた。知ち性せいと慈じ愛あいが宿る瞳だ。そして、カーサを見やる立ち姿すがたからは、世よ慣なれた風ふう格かくと、求道者の如ごとき高こう潔けつさがにじみ出ていた。


　──そう言えば……


　彼は、単に一族の跡あと継つぎとして以上に、腕うで利ききの風ふう水すい師しとして頼たよりにされているのだった。カーサは風水には明るくない。それでも、目の前の男が口にした言葉なら、無む視しすることは難むずかしいだろう。そう思わせる何かが、彼にはあった。


　そのアダムは、カーサが近づくと、あらためて社交的な笑えみを見せた。


「あなたのことは、リズから聞いた。カーサ、と呼ばせてもらっていいだろうか？」


「ああ。私もアダムと呼ばせてもらうよ。ところで、先に断ことわっておくが──」


　カーサが言い切るより先に、アダムは「わかっている」と遮さえぎった。


　そして、声を上げ、


「ラウ。止よすんだ」


　いつの間にか、カーサの背はい後ごにラウが回り込こんでいた。腰こしの拳けん銃じゆうに手を伸ばしたところで、兄に止められ、舌した打うちした。


　それでも銃を抜き、カーサの背せ中なかに銃口を向ける。リズが目を丸くした。


「ラウ！　あんた、何やってんのよ!?」


「龍りゆう王おうの追っ手だぞ。当然の対たい応おうだ」


　ラウは言い放ったが、その表ひよう情じようは苦い。不意を打って仕し留とめるつもりだったのだろう。もっとも、それが成功したとは、カーサには思えないが。


「……どうせなら情じよう報ほうを引き出してから始末するべきじゃないかな？」


「そのつもりで呼よんだんだが、あんたに会って気が変わった。あんたは、簡かん単たんに利用できるタマじゃない」


「そりゃどうも。で？　どうする？」


　振ふり向かないまま、カーサが尋たずねる。ラウは唇くちびるを嚙かんだ。


　ラウたち王ウオン家は、長年龍王に仕えてきた華僑一族だ。吸血鬼に関する知ち識しきは豊ほう富ふなはずである。いま構かまえているのも、銀ぎん製せいの弾だん丸がんを装そう塡てんした銃なのだろう。何気ない身のこなしといい、直前までの気配の消し方といい、転化して間もない吸血鬼なら、十分倒たおせていたに違いない。


「ラウ」


　アダムがもう一度弟をたしなめた。さっきリズに声をかけたのと同じ、優しいくせに妙に強きよう制せい力りよくを帯びた呼びかけだ。


　結局ラウは力を抜き、拳銃をベルトに戻した。


「ったく……あんたほんとにリズの同族か？」


「ちょっと、ラウっ。いい加か減げんにしなさいよ！」


　ラウの愚ぐ痴ちにリズが目め尻じりをつり上げた。カーサは肩かた越ごしにニヤっとして見せた。


「さあ」


　アダムが空を見上げて言った。


「日も暮くれた。中で話そう、カーサ」
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「つまり、駆かけ落ちしたってのは、ほんとなんだな」


「ちょっとぉっ。信じてなかったの!?」


　リズの部屋──といっても、この部屋を用意したのはラウらしいが──に戻もどったアダムたちから、カーサは事の成り行きを改めて聞くことになった。


　アダムはベッドに移うつり、上半身を起こした姿でカーサと向き合った。リズが、アダムの隣となりで椅い子すに座すわり、時折身体を支ささえてやる。ラウは少し離はなれて壁かべに背中を預あずけながら、兄と二人の吸血鬼を黙だまって見守った。


　アダムは少し困こまった様子で微笑ほほえみ、


「さて、何から話せばいいのか──」


　アダムとリズが初めて出会ったのは、いまから一年ほど前らしい。


　リズは、親と死に別れたあと、世界各地を転々として生きてきた。香港に来たのは、他の似にた境きよう遇ぐうの吸血鬼たち同様、この地の評ひよう判ばんを耳にしたからだ。


　しかし、いかに香港とはいえ、吸血鬼たちの世界が血族社会であることは変わらない。それどころか、吸血鬼の数が多い分、血族単位で結束しなければ住み処かを確かく保ほすることも難しいのが実じつ情じようだ。自らの血けつ統とうを知らず独ひとりきりのリズにとって、香港は決して生きやすい場所ではなかった。


　他の吸血鬼との衝しよう突とつ。血族社会の理り不ふ尽じんなルール。リズは、月下の大都市にほとほと嫌いや気けが差し、もう香港を出ようと決意したのだった。


「でまあ、どうせだから最後に誰だれかの血を思う存ぞん分ぶん吸すってトンズラしようと思ったの」


　そして、その相手に選んだのが、香港の王『東の龍王』に仕える一族とやらの、高名な風水師──つまりアダムだったのである。


「どうしてまた、そんな危き険けんを冒おかそうと思った？」


「いやあ。だって風水師って魔ま法ほう使つかいみたいなもんだと思ってたからさ。そいつの血を吸ったら、いまより強くなれるかなあって……」
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　白い目を向けるカーサに、リズは「あはは」と空々しく笑った。


　カーサの脳のう裏りに、屋台でのやり取りが甦よみがえる。どこかの馬ば鹿かが風水師の血に特別な魅み力りよくを感じたのかもしれない──とは、むろん冗じよう談だんで言ったことだが、まさかその馬鹿が実じつ在ざいしていたとは思わなかった。


「それにね。不思議なの。あたし、そいつが外に出てきたところを狙ねらおうと思ってたんだ。だって、ほら。招まねかれないと中には入れないから。なのに、どういう訳わけかアダムの寝しん室しつには、入れちゃったのよね。あのときは、ただラッキーって思ってたけど、いま思うと運命よね。うん」


　誤ご魔ま化かすように、うんうんと、リズはわざとらしく頷うなずいた。


　一方、そのころのアダムはというと、体調を著いちじるしく崩くずし、長く死の床とこについていた。


「──私は、この身体からだに生まれついたときから、廃はい嫡ちやくされることが決定していた。ところが、長じて風水の才が認みとめられると、一族の宝たからとなった」


　もっともそれは、跡あと継つぎとしてでも、家族としてでもなく、あくまで『宝』としての尊そん重ちようだった。一族の者たちは、彼の能のう力りよく、彼の才能をこそ珍ちん重ちようし、利用したのだ。


「いわば私は、王家の風ふう水すい盤ばんだったんだ」


　風水盤とは、風水を読むときに使用する特とく殊しゆな円盤のことだ。ただ、アダム自身は、そんな己おのれの境遇を嘆なげかなかった。周りの者が喜んでくれることが嬉うれしかったし、風水を読むことも嫌きらいではなかった。一族の道具として生きることが自分の人生だと、承しよう知ちしていたのである。


「しかし、ここ数年で、もともと良くなかった身体の機き能のうが、急速に衰おとろえ始めてね」


　アダムにはそれが、自らの才の枯こ渇かつだとわかった。そして、自分はやはり風水盤だったのだと改めて理り解かいした。自分の生命は才を活いかすためにあり、だからこそ、役やく割わりを終えると同時に、生命も尽つきようとしていたのだ。


　しかし、一族の者たちは、アダムの認にん識しきを認めようとしなかった。彼の延えん命めいに必死になった。アダムはそれが無む駄だな足あ搔がきと知りつつ、大人しく受け入れ、床についた。最後の瞬しゆん間かんまで世の風水を感じ、見つめながら逝いくために。


　そんなときだ。アダムのもとに、リズが現あらわれたのは。


「吸血鬼ブラツク・ブラツドだということは、すぐにわかった。しかし、そんなこと以上に、感じたんだ。これは先さき触ぶれだ。やがてくる『波』の前兆だと」


「『波』？」


「ん？　……ああ。私の才とは、結局のところ、それを感じ取る力なんだ。口で話してもわかってもらえないと思うが……一連の『流れ』のようなもの。宇う宙ちゆうの波動のようなものを感じ取ることができるんだよ」


「『真しん祖そ』の血統が言うところの、龍りゆう脈みやくってやつか？」


「それとは少し違ちがうな。龍脈とは大地に根付くもの。私もそれを感じることはできるが、いま言っているのは、別のものだ。より時間的──歴史的な流れと言えばよいかな。社会的な動きと言ってもいい。人体における『気』の流れ。血流に似ている」


　トクン、とカーサの心しん臓ぞうが鼓こ動どうを打った。


　翠みどりの瞳ひとみに直感が走り、逆ぎやくに胃の底に重たい澱おりが生じる。


「……たとえば、世界の脈動？」


「ああ。それはかなり的てき確かくな表ひよう現げんだね。世界の脈動。うん。まさにそうだ」


　アダムが穏おだやかに笑った。傍かたわらのリズは、よくわかってはいないらしい。それでも、アダムの笑え顔がおを見て、嬉うれしそうにしている。


　カーサの鼓動が速度を速めた。


「……それを、感じ取ることができるのか？　お前は？」


「ああ。私の風水は、すべて私の個こ人じん的感覚を基き盤ばんとしている。自じ慢まんじゃないが、百発百中だったよ。といっても、自分で操そう作さできるわけじゃないんだ。私はあくまでただの風水盤──受信機だ」


「……見守るだけ？」


「その通り。もっとも、たとえ手を出せるとしても、出すべきじゃないだろうね。あれには。ただ見守り、受け入れるのが、もっとも賢けん明めいな選せん択たくだ。……といっても、あなたにはピンと来ないかもしれないが」


「……いや」


　カーサは擦かすれた声で、辛かろうじて返事をした。


　世界の『脈動』。それはまさに、『賢けん者じや』アリスが見守っているもの。受け入れ、従したがっているものに他ほかならない。カーサには知ることのできない、『賢者』の血けつ統とうの宿命だ。


　胃の底の嫌いやな澱が、徐じよ々じよに重たく、冷たくなる。いやにのどが渇かわいた。


　だが、そんなカーサに気づかないまま、


「でもね」


　とアダムは話を続けた。


「リズは違った。彼女自身──それに彼女との出会いは、これまで私がただ見守っていたのと違う、もっと私個こ人じんに近い波動だった。私に繫がる脈動だったんだ。そう、はっきりと感じた」


　リズと出会ったとき、アダムは、手を伸のばした。生まれて初めて、ただ見守るのではなく、それをつかもうとした。自らの行動が正しいかどうかは、あえて考えずに。ただ、その瞬間の衝しよう動どうに従ったのだ。


「……家人にいらぬ心配をさせていることはわかっている。だがこれは、私にとって最初で最後の我わが儘ままだ。この脈動が何を意味するか、私にはまだわからない。しかし私は、この脈動をつかんだまま最さい期ごを迎むかえるつもりだ。家人が何を言おうと。龍りゆう王おうが何を言おうと」


　よほど体力が衰えているのだろう。話し終えたとき、アダムは消しよう耗もうした様子で、深く息をついた。


　しかし、身体からだの調子がどうであれ、彼の意い志しの強さは十分に見て取れた。彼は、自らの意志でここに来たのだし、もはや一族のもとに戻もどる気はないのである。


　なぜかカーサには、二人の出会った瞬間が、見ていたように想そう像ぞうできた。


　広く豪ごう奢しやだが、閑かん散さんとした王家の寝しん室しつ。天てん窓まどから差し込こむ月明かりと、整えられた寝しん台だい。突とつ然ぜん室内に現れた『魔ま女じよの霧きり』に、寝台のアダムは目を瞠みはって身体を起こす。霧は、月光に溶とかされるように薄うすれ、やがて中から一人の少女が現あらわれる。


　点てん滴てきのチューブに繫つながれたアダムと、消えゆく薄うす霧ぎりをまとうリズ。


　月明かりの下、二人はしばらく無言で見つめ合う。そして、緊きん張ちようも露あらわなリズへ、アダムは導みちびかれるように、迷まようことなく手を差し伸べる──


　ところが、それまで黙だまって聞いていたリズが、


「……ねえ、アダム」


　と、台風並なみに低てい気き圧あつな声で、ぼそりとつぶやいた。


「あんたさあ。さっきから聞いてると、あたしのこととかひと言も言げん及きゆうしてなくない？　世界とか脈動とか、何それ？　なんなの？　要するにあんた、あたし自身のことなんかどうでもいいって訳わけ？　ご大たい層そうなご託たくの、おまけ扱あつかい？」


　じっとりにらむ半はん眼がんは、さすがカーサの孫と思わせる険けん相そうだ。アダムの顔から、さっきまでの泰たい然ぜんとした風ふう格かくが消え去った。


「ば、馬ば鹿かだな。そんな訳ないだろ、リズ？　私は君を愛してる。だから一族を捨すててまで君と一いつ緒しよに──」


「そんなの、ひと言も言ってなかったじゃん……」


「本当だ！　脈動を感じたというのは、要するに君と会えたことに運命を感じたということで──」


「それって、好きとか愛してるとは、微び妙みように違わない？」


「違わないよ。同じことだって！」


　リズの膨ふくれ面つらはなかなか直らない。アダムは大いに狼ろう狽ばいしながら、懸けん命めいに彼女の機き嫌げんを取る。カーサが呆あきれて視し線せんを逸そらすと、壁かべ際ぎわで立っていたラウと目が合った。クールなアダムの弟は、「いつものことさ」と言いたげに肩かたを竦すくめて見せた。


　どうして自分の周りには、この手の馬鹿な男女ばかりいやがるのだろう。カーサは何かとても理り不ふ尽じんなものを感じつつ、ゴホンと盛せい大だいに空から咳せきを打った。


「……とにかく、あらかたの経けい緯いはわかったよ。あんたが『救出』を望んでないってこともな」


　カーサが言うと、アダムとリズはいったん口こう論ろんを中止した。


「だが、ひとつわからない。教えてくれ」


「何かな？」


「リズの血を飲まない理由だ」


　その問いに動どう揺ようを見せたのは、問われたアダムではなく、リズとラウの方だった。アダム本人は平然と、なんでもないように「ああ」と頷うなずいただけだった。


「そうすべきではない、と感じるからだ」


「あんたの『才』とやらが、転化を拒きよ否ひしてる訳か。しかし、あんたリズを愛してるんだろ？　彼女が吸血鬼と知った上で？」


　重ねて問われると、アダムは飾かざりのない笑えみで応こたえた。


「私がリズを愛していることと、私が人か吸血鬼かという違ちがいとは、直ちよく接せつ関係ない」


「だが、あんたは死にかけている。愛する者がいるなら、生きたいと思うのが普ふ通つうだ。リズのためにも」


「そうだな。私も、自分の死の直前になれば、あるいは不死を願うかもしれない。だが、いまは違ちがう。まだその時ではない」


　そう言ったあと、アダムは急にどこか遠くを見つめる顔になった。


　淡あわい紫むらさきの瞳ひとみが、カーサたちにも見えない何かを見つめている。視線がゆっくりと移い動どうし、リズに向けられた。


　リズは慣なれているらしい。普ふ段だん通りの口くち振ぶりで、


「アダム？」


　と呼よびかけた。


　アダムの焦しよう点てんが現げん実じつに戻もどった。彼はカーサに向き直り、はっきりと言った。


「この波リズは私に繫がっている。脈動が時を動かせば、私も何らかの選せん択たくをするのだろう。きっと」


　──こいつ……


　何かしら圧あつ倒とうされつつ、カーサは唾つばを飲んだ。たかが人間にこんな感覚を覚えたのは初めてだ。


「……時が動けば？　そのとき、お前は転化する、と？」


「そう」


　アダムは頷いた。


「しかし……いや。うん。そうだな。あるいは、時はいま動いたのかもしれない……」


「なに？」


　カーサが問いかけた途と端たん、再ふたたびアダムの瞳が焦点を失った。


　今度はカーサを見ている。おそらくは、彼女に関かかわる『波』──脈動を。


　知らず、カーサの身体からだが強こわ張ばった。


「……リズ。ラウ。悪いが、少しの間だけ席を外してくれないか」


「え？」


「兄さん、それは……」


「頼たのむ」


　アダムがどれほど弱っていようと、この三人の力関係は変わらないらしい。不満は見せても、結局リズもラウも、アダムの言うことに従したがい、部屋を出た。


　ドアが閉しまると、アダムは口調を変えぬまま聞いた。


「人の心は読めるね？」


「なんだ？　まさか読めと言う気か？」


「ああ。リズは吸血鬼だ。外に出てもらったところで、中の会話くらい聞ける」


「いいのか？　精せい神しんを支し配はいすることなど、容易たやすいことだぞ？」


「その気なら、私の意い志しなど関係なくやれる訳わけだろう？　構かまわないよ。あなたを信用する。第一、手間がかからない。なんなら、私がどういう人間なのか、存ぞん分ぶんに探さぐってくれたっていい」


　王家の嫡ちやく男なんらしい、吸血鬼とのつき合いに慣なれた態たい度どだ。が、それにしても、自らの心を完全に晒さらそうというのに、心音には些いささかの乱みだれもないのである。見た目からは想そう像ぞうできない剛ごう胆たんさだ。カーサは内心感心しながら、要求通り彼の瞳をのぞき込んだ。


　用は一いつ瞬しゆんで済すんだ。


　アダムは平然としている。


　だが、カーサは息をのんでいた。


「お前……知っていたのか？　リズが……」


　カーサが口に出す前に、アダムは決然と首しゆ肯こうした。


「あなたの名前や素す性じようは、龍りゆう王おうの血族から耳にしたことがあった。リズがあなたと同じ血族というなら、当然『そういうこと』になる」


　そう淡たん々たんと告げ、アダムは本題に入る。


「さあ。いまので、私の頼たのみは読めただろう？　お願いできるかな」


「…………」


　カーサはアダムをにらみ、唇くちびるを嚙かんだ。白はく皙せきが、いつになく青ざめている。


　──断ことわる。


　声ではなく、念話で伝えた。即そく座ざに、アダムも思念で応おうじてきた。カーサが意い識しきの表ひよう層そうを読み取ることを前ぜん提ていにした反はん応のうだ。どうやら、吸血鬼と念話で話すことにも慣れているらしい。


　──なぜ？


　──なぜだと？　貴き様さま、それがどれほどのリスクか……


　──承しよう知ちしている。覚かく悟ごもある。そのことは、さっきの接せつ触しよくでわかっているはずじゃないか？


　──……だが。


　──大だい丈じよう夫ぶ。それで、私のリズに対する気持ちが変わることは、絶ぜつ対たいにない。それとも、そんなに信しん頼らいできなかったかな？　私の心は？


　アダムはどこまでも穏おだやかにほほえんだ。


　アダムの頼みとは、視し線せんの魔ま術じゆつを使って、カーサの知ち識しきと記き憶おくを共有させて欲ほしいというものだった。


　混こん血けつ児じについて。


　血族社会の混血児への対応や、吸血鬼たちの混血児に対する嫌けん悪おと差別。アダムが王家の人間として知っている単なる情じよう報ほうではなく、カーサ自身が体験した、混血児としての「生の記憶」を、伝えて欲しいというのである。リズが──幸福にも──知らずにいることすべてを、カーサから教わろうとしているのだ。今後、リズが血族社会と関わりを持った場合に生じる、リスクのすべてを。


　しかし、


　──ただの人間に耐たえられるものか……


　カーサは五百年生きている。多くは忘ぼう却きやくしたとしても、その記憶は莫ばく大だいだ。


　ましてや、魔術による記憶の伝達は、言葉によるものとは訳が違ちがう。言語、思考への変へん換かんによる劣れつ化かもなく、受け手の取捨選せん択たくなどのフィルターを通すこともなく、「直ちよく接せつ」且かつ「完全に」相手に伝わってしまうのだ。他のあらゆる伝達手しゆ段だんと比くらべても、情報量の大きさ、質しつのクリアさは、桁けた違ちがいだった。


　口頭で済すむ程てい度どの内ない容ようを瞬しゆん間かん的に伝える、といった手法なら問題はない。だが、付ふ随ずいする感かん情じようまでを含ふくめた「生の記憶」を大量に伝えるということは、他人の精神、人生を、自分の中に注ぎ込こまれるのと同意だ。受け手の自じ己こ同どう一いつ性せいが危き険けんに晒されることになる。


　──確たしかに、混血児に関する記憶を全部という訳にはいかないだろう。さすがに脳のうが耐えきれない。その辺の加か減げんは、君に任まかせるしかないな。また、これは君のプライベートに関わる問題にもなってくる。だから、君がどうしてもというのなら、無む理り強じいはできない。


　しかし、とアダムは続ける。


　──転化するにせよ、このまま朽くちるにせよ。私は知っておかねばならないんだ。


　彼女のために。そう、アダムは真しん剣けんに訴うつたえた。


　カーサは切れ長の瞳ひとみを光らせ、斬きりつけるような目つきでアダムを直ちよく視しした。アダムは目を逸そらさない。その内面は、微み塵じんも揺ゆれない。


「頼たのむ」


　カーサは葛かつ藤とうした。


　自分らしくもない。しかし、この葛藤と緊きん張ちよう感は本物だ。


　そして、高こう揚よう感も。


　カーサは、自分が興こう奮ふんしていることを、認みとめないわけにはいかなかった。混血児としてのコンプレックスなど、むろん、他人に見せたいものではない。断だんじてない。しかし、一方で知りたかった。この男が自分の中の闇やみ──氷の心しん臓ぞうを直接感じたとき、果たしてどうなるか。


　リズのため、という彼の希望はわかる。だが、やはり彼は理り解かいし切れていない。混血児についての記憶のみ、というが、それは結局カーサの核かくだ。それを伝えるということは、目の前の男の中に、もう一人の自分を生み出すということになるのではないか？


　相手を自分の『血』に染める、というようなことに？


　葛藤は長く続いた。


　結局カーサは、答えを保ほ留りゆうした。


　カーサはいったん申し出を断り、アダムもそれ以上は頼まなかった。それが、二人の最初の会見の終わりになった。





　衝しよう撃げき続きのひと幕まくだったが、最後にして最大の衝撃は、部屋を辞し、リズの案内で九クー龍ロン城じようの外に向かう途と中ちゆうに、彼女の口から告げられた。


「……なんだと」


　カーサはそう言ったきり、絶ぜつ句くした。リズはなるべく平静な態たい度どを装よそおいながら、ほのかに頰ほおを染そめていた。


　カーサは、ほとんど喘あえぐように、


「……た、確かなのか？　絶対に間違いないのか？」


「うん。たぶん……」


「たぶん、じゃないっ」


「だ、だったら、絶対。……ていうか、そうなの。間違えようないもん」


　強い口調で照れ隠かくしをしながら、リズは答えた。


　妊にん娠しんしているというのだ。


　人と吸血鬼。アダムと、リズの子。


　混血のダンピールを、リズは宿しているのである。





３







　とりあえずジローをぶん殴なぐろう。あとのことは、それから考えよう。カーサは自らにそう言い聞かせながら、仲間たちの許もとを目指していた。


　──そうだ。とにかく冷静になることが肝かん心じんだ。だからジローの馬ば鹿かを殴ろう。それから……いや、とにかくジローだ。すべてはそれからだ。


　長い黒くろ髪かみを垂たれ流し、両手をジーンズのポケットにつっこみ、ぶつぶつと口の中でつぶやきながら、なるべく人気のない通りを歩く。特に気配を隠している訳わけでもないのだが、彼女ほどの美人が一人で夜道を歩いているのに、声をかけようとする男はいなかった。


　携けい帯たい電話にはケインからの着信が残っていた。リンスケ、陣内という二人の人間を丸め込こんでいたはずだが、そろそろ誘ゆう拐かい犯はん──つまりリズの捜そう索さくを再さい開かいしているのかもしれない。が、そのときはそのときだ。いや、そうだ。そのときは、ジローのあとにケインも殴ろう。それから……それから……


　脳のう裏りにアリスの顔が浮うかんだ。


　もうこれ以上黙だまっているべきではない。カーサの中の冷静な声が告げた。


　リズたちのことを隠かくせば隠すほど、事じ態たいはのっぴきならぬものになっていくだろう。それは、火を見るよりも明らかだ。


　だが、にもかかわらず、カーサは踏ふみ切れない。この期ごに及およんでなお、抵てい抗こうを感じる。ジローに、ケインに、何より、アリスには話すことができない。


　なぜ？


　わからない。


「…………」


　カーサは、アル中のジャンキーの血を飲んだあとのように、美び貌ぼうを歪ゆがめた。


　なんだかとても気にくわない。ジローとケインは、それぞれ二発ずつ殴ることにして、カーサは夜道を急いだ。


　しかし、


「──カーサさん」


　声をかけられ、足を止めた。聞き覚えのある声だったのだ。


「お前──アイリン！」


　女じよ性せいが一人、人気の絶たえた通りの反対側から駆かけ寄よってきた。もちろん、そこに通行人がいたことは、事前に察知していた。だが、その通行人が顔見知り──しかも、つい先日ホテルに誘さそって血を吸すった相手だとまでは気づいていなかった。


　驚おどろくカーサに、


「酷ひどいわ。メイリンです」


　と女性は苦く笑しようした。


「ど、どうして」


「どうしてって、たまたま見かけたから声をかけただけです。そんなに嫌いやな顔されたらショックだわ」


「い、いや。別にそういう訳ではないが」


　なぜか気まずい思いに駆かられて、カーサは答えた。


　言うまでもなく、血を吸ったという記き憶おくは、魔ま術じゆつで消してある。彼女にとってカーサは、バーで意気投合したあとホテルで一夜を共にした仲、というに過すぎない。だが、街で見かけて声をかけるには、十分な仲だろう。


「こんな時間に、何してるんだ」


「カーサさんこそ。でもいいわ。先に答えてあげます。ただの仕事帰りですよ。残業が長引いちゃって」


　メイリンはおどけるように、ちろっと舌した先さきを見せた。


　それから少し恨うらみがましく、


「まさか、また会えるなんて……カーサさん、連れん絡らく先さきも何も教えてくれないんだもん」


「いや、まあ……」


「うふふ。いいんですよ。それより、これからまた、一杯ぱいやりません？　この前の店でも、他の店でもいいですから」


　そう言って、メイリンはカーサの腕うでに抱だきついた。再さい会かいできたのが嬉しいのか、声が弾はずんでいる。


　妙みようなことになった、とカーサは彼女らしくもなく当とう惑わくした。


　しかし、このままジローたちの許に戻もどるのも、なんとなく躊躇ためらわれる。彼女と飲んで、場合によっては、またひと晩ばん過すごして、それからジローを殴るという順番でもいいかもしれない。とにかく、今日はもう、面めん倒どうなことはうんざりなのだ。


　メイリンが期待を込めた視し線せんを向けている。彼女の瞳ひとみをのぞき込み、カーサは力を抜ぬいた。


「……わかったよ。じゃあ──」


　そう言いかけたカーサだったが、その瞬しゆん間かん、違い和わ感を感じ、語ご尾びを濁にごした。


　違ちがう。違和感ではない。これは、本ほん能のうの「警けい告こく」だ。それも、戦場で感じる類たぐいの。


　緊きん張ちようが走った。


　──何が。


　何がおかしい？


　目だ。


　メイリンの瞳。その奥おくに隠れている光。カーサが気を許ゆるした瞬間、油ゆ断だんと共に浮かび上がったそれは──


「誰だっ」


　カーサは一いつ瞬しゆんでメイリンを振ふり払はらい、一気に飛び退すさった。メイリンはぽかんとしてカーサを見返した。


「……え？　カ、カーサさん？」


「下手な芝しば居いは止めろっ。私はそいつの血を口にした。その血はまだ身体からだに残っている」


　吸血鬼が操あやつる魔術の中には、外見を変化させる術もある。カーサはその名手だ。ただし、目の前の女が吸血鬼でないことは明白だった。


　それどころか、彼女は先日出会い血を吸った女本人に間違いない。体内に残る彼女の血は、目の前の女に流れている血と同じものだ。


　しかし、目だけが違う。瞳の奥に一瞬だけ正体を見せた光──意い志しが、体内に残る彼女の血との間に微び妙みような差さ異いを感じさせた。


　メイリンのものではない精せい神しんだ。カーサの勘が激はげしく警告を発する、ただならぬ何かである。


　数秒後。


　メイリンは──彼女を操る何者かは、演えん技ぎを諦あきらめた。


「やれやれ」


　と、そうつぶやいた声はメイリンのものだ。しかし、頭をかく仕草は、メイリンのものとは異ことなっている。


「なんと鋭するどい。血を飲んでるんだから、逆ぎやくに信用すると踏ふんだんだが……甘く見たかな、ミス・カサンドラ。さすがは、憎にくまれっ子の混こん血けつ児じだ。用心深くていらっしゃる」


「……何者だ」


　問いつつ、カーサは頭を高速で回転させた。


　精神支し配はいではない。暗あん示じでも。どちらも、似にているが違う。まるで、精神を乗り移うつらせたかのようだ。見たことのない魔ま術じゆつだった。


「答えろっ。何者だ？」


「ノーコメント。まあ少なくとも、現げん時じ点てんでは君の敵てきじゃあない」


「……その女をどうした？」


「どうにも。ピンピンしてるよ。まあ、僕ぼくが抜ぬけたあとは記憶の混こん乱らんが起きるだろうけど、その程てい度どさ」


　飄ひよう々ひようとした口くち振ぶりで、メイリンを操る──というより、メイリンの中に潜ひそむ何者かは答えた。


　これが魔術だとしても、魔力の波動はほぼ皆かい無む。いったいどういうことなのか見当もつかない。


　だが、こいつは自分に接せつ触しよくしてきた。しかも、このタイミングで。つまり、リズと会った直後に。


　放置できない。


「目的はっ？」


「それも内ない緒しよ……なんだけど、実は、当面の間は、単なる観察だったんだよね。君が出てきたんで、思わず『保ほ険けん』をかけときたくなった。いやー、いらん欲よくをかくもんじゃないね。もうちょっと君の反はん応のうを見み届とどけてから動くべきだった──って、いまさら言っても仕方ないか。はてさて……」


　メイリンの顔が、ニヤリと笑う。狡こう猾かつな、だがどこか憎にくめない笑い方だ。


　──いまだっ。


　瞬しゆん時じに、カーサは視線に魔力を込こめ、相手の精神に攻こう勢せいをしかけた。カーサは、『魔女モーガン』の血族の中でも、長おさたちに次ぐ魔術の達人だ。相手の心を読み、正体を暴あばくつもりだった。


　だが、


「──！」


　あっさりと弾はじき返された。それどころか、カウンターをくらいそうになり、敵の視線から間かん一いつ髪ぱつ目を逸そらした。


「惜おしいっ」


　と、本気で悔くやしそうにメイリンが指を鳴らす。


　身体中が総そう毛け立だっていた。


　──こいつ、いま!?


　カーサの内面に潜もぐり込もうとした。いや、それは視し線せんを介かいした魔術の基き本ほんだが、この敵の場合、精神を丸ごとカーサの側に移そうという勢いきおいだった。


　メイリンを操あやつっている手法がわかった。カーサが漠ばく然ぜんと思ったまま、本当に精神を乗り移らせているのだ。


　吸血鬼の魔術は、本人の血が媒ばい体たいとなる。魔力の源みなもとは吸血鬼の黒き血であり、黒き血を蓄たくわえた肉体がなければ、魔術の行使は通つう常じよう不ふ可か能のうだ。なのにこの敵は、ただの人間の身体に、精神をまるごと憑ひよう依いさせて操っている。


　古今東西、そのような特とく異いな魔術を使う吸血鬼は、たった一人だ。


「貴き様さま──『ウォーカーマン』か！」


　カーサが叫さけぶと、メイリンの瞳ひとみが怪あやしく光り、かと思った次の瞬間には、電池が切れたように崩くずれ落ちた。


　そして、


「バレたか。失しつ態たい続きだね、どうも」


　頭上から、独ひとり言めいたぼやき声が聞こえた。


　ビルの屋上。月を背はい後ごに、人ひと影かげが舞まい降おりた。カーサが飛び退のくのと同時に、影かげは路面に着地した。


　男だ。今度は吸血鬼。外見は三十そこそこに見えるが、感じる気配は、遥はるかに歳とし経へた──カーサの数倍も生きたと思わせる、古い血の気配だった。


　肩かたまで伸のびる乾かわいたブロンドと、冷ややかな灰はい色いろの双そう眸ぼう。野戦服に似にた黒い衣服を身にまとい、編あみ上げのブーツを履はいている。鍛きたえ抜かれたとわかる引き締しまった肉体は、古代ローマの剣けん闘とう士しのようだ。


　男──『ウォーカーマン』は立ち上がり、獰どう猛もうな牙きばを剝むいた。


「わかるかな？　いまや絶たえて久ひさしい『闇あん牙がプルト』の血を引く牙だ。僕が保ほ存ぞんしてる中で、一番上等な端末さ」


「……！」


　カーサが即そく座ざに戦せん闘とう態たい勢せいを取る。だが、背せ中なかがじっとりと汗あせばんだ。


『闇牙プルト』の血族。敵の言う通り、すでに血けつ統とうは途と絶だえているが、その古さと凶きよう暴ぼうさ、残ざん酷こくな気き質しつは、いまだに語り継つがれている。


　ましてや敵は、あの『ウォーカーマン』だ。


　人と吸血鬼の別なく、その精せい神しんのみを次々他の個こ体たいに乗り移らせて数千年もの時を生きてきたと噂うわさされる大吸きゆう血けつ鬼き。それが『人渡りマン・ウオーカー』こと『ウォーカーマン』である。その特質を活いかし、過か去こ幾いく度どとなく人の歴史にまで関かん与よしてきたとささやかれている。ウォーロック家の忌いみ子などとは、悪名においても比ひ較かくにならない。月下で最悪のテロリストが、この人物なのだ。


　──くそっ。なぜ、こんな……!?


　死の予感すら感じながら、カーサは唾つばを飲み込んだ。


　どう考えても勝ち目はない。単たん純じゆんに、目の前の吸血鬼──『ウォーカーマン』は「端末」と呼よんでいたが──と戦うだけでも、おそらくカーサは勝てないだろう。いますぐ『東の龍りゆう王おう』その人が現あらわれない限かぎり勝てない。それほどの強きよう敵てきだ。


　せめて逃にげ切れるか？　そう考えた直後、龍王どころか、この場にもっとも来て欲ほしくない人物が現れた。


　カーサのよく知る気配が、彼女の気配を見つけて近づいて来たのだ。戦闘中と察したのだろう。まだ離はなれているのに、急いで駆かけつけんとする戦意が、手に取るようにわかる。


　──ジローっ。あの馬ば鹿か!?


　このままでは共とも倒だおれだ。カーサが青ざめたそのとき、『ウォーカーマン』もジローの気配をつかみ、顔を向けた。


　ところが彼は、


「……げ」


　と思わぬ反応を示しめした。嫌いやそうに顔をしかめたのだ。


「ほんとツイてない。これは『賢けん者じや』の……」


　そうもらしたあと、カーサに向かって慌あわてた風に口を開けた。


「よし。今日はここまでにしよう、ミス・カサンドラ。できれば僕のことは、誰だれにも話さないでもらえると助かる。念のため脅きよう迫はくさせてもらうけど、君の予想通り、僕はすでにアダム・王とリズ・スネークのことを知っているからな。加えて、さっきもちょっと口にしたが、当面僕は、あの二人にちょっかいを出だすつもりはないんだ。この際さい、君がどんな行動を取るかも見み極きわめさせてもらうことにする。だから君も、僕のことは誰にも言わないでくれ。嫌きらわれ者同士、仲良くしようじゃないか。ねえ？」


　ふざけたことを。そう思った直後、『ウォーカーマン』は大きく跳ちよう躍やくして、ビルの屋上に消えた。そして、気配が遠ざかり──消えた。


　ジローが到とう着ちやくしたのは、その数秒後だった。


「カーサ！　捜さがしましたよっ。いったいどこに──いやっ。それより、いまここで何がありました？　恐おそろしく強大な気配を──っタ!?」


　最後まで言い切ることはできず、ジローの脳のう天てんにカーサ渾こん身しんの一いち撃げきが振ふり下ろされた。


　ジローは痛いたみにのたうったあと、涙なみだ目めで抗こう議ぎしようとして……


　できなかった。


　カーサが、力なくジローにしがみついたからだ。


「カ、カーサ？　ど、ど、どうしたんです、いったい？」


　しどろもどろになりながら、引き離はなすこともできずにジローが問いかける。


　カーサは返事をしなかった。ジローの声を聞き流したまま、自分でも制せい御ぎよすることができない大きな感かん情じようのうねりに、じっと耐たえていた。


　あげくに、ジローにしがみついたまま顔を見上げ、


「……ジロー」


「は、はいっ」


「……どうしよう」


　ジローが愕がく然ぜんとする。彼の表情で我われに返るゆとりさえなく、カーサは混こん乱らんに身を任まかせ続けた。
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　　三章　聖せい戦せん前夜──1997
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「ケイン」


　声を潜ひそめた呼よびかけに、ケインは広い背せ中なかを竦すくませた。


「お嬢じよう様さま！　いままでどこに──!?」


「馬ば鹿か。静かに。振ふり返るな。吸血鬼が人目を惹ひいてどうする」


　いつの間にか背はい後ごに忍しのび寄よっていたカーサが、冗じよう談だんめかして返答した。ただ、声には微かすかな苛いら立だちがある。つき合いの長いケインだからこそ、辛かろうじて気づける程てい度どの苛立ち。そのためか、すぐにでも詰きつ問もんしたかったはずのケインも、大人しく姿し勢せいを元に戻もどした。


　香港中環ホンコンセントラルの片かた隅すみにあるコーヒー・スタンド。日中はビジネスマンでにぎわう界かい隈わいだが、終業後の時間帯では訪おとずれる客も多くない。カーサは、ケインが座すわる後ろのテーブルに着き、背中合わせで椅い子すに座った。


　待ちきれない様子で、ケインが口を開く。


「……ジローから聞きましたよ？　あなたが何かトラブルに巻き込こまれたらしい。それも、ただならぬトラブルのようだと」


「あいつの言うことを真に受けるとは、お前もずいぶん焼やきが回ったな、ケイン」


「茶ちや化かさないでください。あの馬鹿め、お嬢様の身に危き険けんが迫せまっていると本気で騒さわいだものですから、賢けん者じや殿どのまで慌あわててしまって」


「──と、予想したからお前だけに会いに来たわけさ」


　人を食ったカーサの言い様に、ケインの強こわ面もてが渋じゆう面めんになる。要するに、ケインの前には現あらわれたが、ジローやアリスと会うつもりはないと言っているのだ。


「……いったい何があったのです？」


　とケインは背中越ごしに聞いた。


　苦々しさの裏うらには、カーサを憂ゆう慮りよする響ひびきが隠かくれている。守もり役やくの「らしい」反はん応のうに、カーサは微び笑しようした。


　アダム・王と出会い、さらには伝説的吸きゆう血けつ鬼きである『ウォーカーマン』と対たい峙じしたのが昨日の晩ばん。あのあと、駆かけつけたジローを殴なぐって再ふたたび姿すがたを消したカーサは、まだ仲間のもとに戻っていなかった。連れん絡らくもしていない。


「……ま、色々とな。そっちの状じよう況きようはどうだ？」


「王ウオン家は痺しびれを切らしていますよ。誘ゆう拐かい犯はんの捜そう査さ状況を、毎日のように聞いてきています」


「ふん。龍りゆう王おうも存ぞん外がいだらしない。華か僑きようの突つき上げなど、泰たい然ぜんと構かまえていればよかろうに」


「龍王はいま香港を離はなれているのです。所用にて北京におられます。戻るのは来週になるでしょう」


　ぴくっとカーサの肩かたが揺ゆれた。


　聞き捨ずてならない情じよう報ほうだ。ということは、いま現げん在ざい、香港に彼の目は届とどいていないということなのである。


　龍王の目につきたくないカーサにすれば、行動の自由が広がったといえる。一方で、同じことは彼の配下──いまだにカーサを疑うたがっている者たちにもいえるだろう。


「王の不ふ在ざい、か。波は乱らんの予感だな」


「またそういう不ふ吉きつなことを……」


　アダム・王が姿を消して、すでにかなりの日数が経たっている。ある意味後ろ盾だてともいえる龍王が不在となれば、捜そう索さくを任にんじられたケインは、風当たりも強いはずだった。


　しかし、そんなことはおくびにも出さず、


「お願いです、お嬢様。何があったのか話してください。龍王はともかく、彼の腹ふく心しんの中には、まだあなたを疑っている者も少なくない。このままでは、お嬢様の立場が悪くなる一方です」


　血族間の立ち回りに慣なれたケインは、昔から勝手気ままなカーサの分まで世話を焼いてきた。彼女の起こしたトラブルを、関係者に掛かけ合って穏おん便びんに処しよ理りしてきたのだ。それは、カーサがウォーロック家の評ひよう判ばんに傷きずを付けないようにという長の命ゆえなのだが、ケインの働きは彼女自身の名めい誉よをも守っているのである。


「……ロンドンからは何か言ってきたか？」


　その台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かん、背後のケインが緊きん張ちようするのがわかった。


「やはり、本家が何か嚙かんでいるのですね？」


「質しつ問もんに答えろよ、ケイン」


「長には、こちらの状況は逐ちく次じ報ほう告こくしています。が、特別な指し示じは出ていません」


　不満げなケインの声に、カーサは「そうか」とささやいた。


　やはり、ケインはリズのことは知らされていないらしい。彼の反応からして予想はしていたが、どうやらロンドンの長老は、リズの件けんはカーサに一いち任にんするつもりのようだ。


　黙だまり込んだカーサを、「お嬢様っ」とケインが促うながした。カーサは椅子から立ち上がった。


「事じ態たいが動いたら連絡する。悪いが、もうしばらく配下連中の動きを抑おさえておいてくれ。あと……アリスには、心配するなと伝えてくれ。ジローの馬鹿にもな」


　カーサが立ち去る気配に我が慢まんができなかったのか、とうとうケインは後ろを振り返った。


「賢者殿は、昨夕また倒れられました」


　張はり付くようにカーサの動きが止まった。


　肩越しに振り返る。主しゆ従じゆうの視し線せんが交差すると、ケインは深く頷うなずいた。


「すでに回かい復ふくされていますが──どうやら例の『脈動』に関かかわることのようです」


「昨夕……」


　ちょうど、カーサがアダムと対面したころだ。あのとき、『賢者イヴ』が言う世界の『脈動』に何か変化があったのだろうか？　また、それと同じものを『波』として捉とらえていたアダム。彼の存そん在ざいも何か関係しているのだろうか？


　カーサが押おし黙っていると、ケインはさらに続ける。


「ジローは昨夜、お嬢じよう様さまを凌りよう駕がする力の気配を感じたと言っていました」


「……寝ねぼけてたんだろ」


「あいつは、精せい神しんこそ未み熟じゆくですが、もう半人前ではありませんよ。それどころか、賢者殿の旅に付き合い、あなたに揉もまれたこの百年で、ずいぶんと鍛きたえられた。同年代の吸血鬼になら、まず遅おくれは取りますまい」


「……つまらんジョークだ」


「お嬢様は違ちがう意見をお持ちですか？」


　正面から問われて、カーサは口をつぐんだ。


　カーサにせよ、またケインにせよ、日ひ頃ごろは青二才扱あつかいをしていても、見るべき所は見ているのである。かくいうケイン自身、カーサについて世界を回った経けい験けんが、同年代の吸血鬼を大きく上回る力を身につけさせているのだ。


　結局、カーサは無言で肩を竦すくめた。


『ウォーカーマン』の存在については、彼本人から口止めされている。彼の目的も明めい確かくでない上にリズたちの身み柄がらを盾たてにされているのだから、現げん時じ点てんでは大人しく従したがうしかない。


　カーサの態度でケインも諦あきらめたらしい。それでも彼女を案じる様子で、


「龍王の配下の中に、功を競きそって先走りつつある者たちがいます。お気をつけ下さい」


　と伝えた。


　カーサは思わず苦く笑しようした。ケインとのつき合いは長いが、彼の生き真ま面じ目めさと律りち儀ぎさ、それに度量の大きさには、いつも呆あきれ、苦笑させられてきたのだ。


「ケイン」


「──なんです？」


「いつも、悪いな」


　姿し勢せいを戻もどしかけていたケインが、再ふたたび肩かた越ごしにカーサを見上げた。


　それから、そのときのカーサの表ひよう情じように何を感じたのか、急にあごを引き、顔を引き締しめた。


「お嬢様。本家の思おも惑わくがどうあれ、俺おれはお嬢様の味方です」


　真まっ直すぐに目を見て、ケインは言った。カーサは従じゆう者しやの視線を、微び笑しようと共に受け流した。


　そして小さく手を振ると、長い黒くろ髪かみを揺ゆらし、ケインの前から立ち去った。


　その別れが何を意味するか、どちらも気づかないまま。





２







　先方はカーサの意を汲くんでくれたらしい。カウンターに着き、二杯はい目のグラスを空にしたときには、姿すがたを現した。


「待たせたかな？」


「少し」


「じゃ、お詫わびに何か奢おごろう」


「気にするな。まだだいぶ残ってる」


　ガランと氷を鳴らして、ワインクーラーの中のボトルを持ち上げる。『ウォーカーマン』はわざとらしい口笛を小さく吹ふいた。


　カーサたちがいるバーは、メイリン──『ウォーカーマン』が操あやつって接せつ触しよくしてきた女じよ性せいと、初めて出会ったバーなのだ。カーサは、二人が会ったその場所で、彼に誘さそいをかけたわけである。


「さて」


　とカーサは緊きん張ちようを隠かくし、妖よう艶えんで挑ちよう発はつ的ないつもの微笑を唇くちびるに乗せた。


「昨夜は急なことで失礼した『ウォーカーマン』。知ち謀ぼう優すぐれし運命を作る者フエイト・メーカー。謎なぞ多き放ほう浪ろう者しや。太陽の下を歩く牙きばよ。すでにご存ぞんじのようだが、改めて名乗ろう。私はカサンドラ・ジル・ウォーロック。『魔ま女じよモーガン』の秘ひ術じゆつにて月下に生まれ落ちた混こん血けつ児じ。黒き血の忌いみ子だ。血族社会の嫌きらわれ者と自負してはいるが──それも貴き殿でんの悪名には遠く及およぶまいな。お会いできて光栄だ」


「……敬けい意いを表してるのか貶けなされてるのか微び妙みような仁じん義ぎだねえ」


　改まったカーサの名乗りに、『ウォーカーマン』は苦笑いになった。カーサは軽く肩かたを竦め、彼にグラスを勧すすめてワインを注いだ。


　乾かん杯ぱい。


　ワイングラスが澄すんだ響ひびきを立てる。


「……てっきりメイリンか、『闇牙プルト』の身体からだで来ると思ったんだがな」


「度たび々たび乗っ取ったんじゃ、ミス・メイリンに申し訳わけないでしょ？　それに、今日は平和的な話し合いのつもりで来たからね」


　そう言う『ウォーカーマン』が今こん晩ばん操っているのは、三十代の男だん性せいの身体だ。髪かみはオールバックにまとめ、薄うすくひげを伸のばしている。渋しぶい容よう貌ぼうの男である。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドではなく人間。しかし、彼の瞳ひとみは昨夜見たメイリンや『闇牙』の血族と同じ光を宿していた。


　この悪名高き吸血鬼は、己おのれの精神を人や吸血鬼の身体に乗り移うつらせて、気の遠くなる年月を生きてきたと言われている。そのため正体は謎に包まれ、目的も知られていない。


　ただ、彼の現れるところには、必ず災さい厄やくが訪おとずれると噂うわさされていた。


　災わざわいを呼よぶトラブルメーカー、『ウォーカーマン』。その彼が、アダムとリズに注目し、カーサにまで接触してきた。彼の狙ねらいはなんなのか。それを知るために、カーサは彼に会うことにしたのだ。


「さて、まずはお礼から言っておこうかな。君は僕ぼくのことを、龍りゆう王おうはもちろん、仲間にも黙だまっていてくれてるみたいだね。助かるよ」


「脅おどしておいてよく言う」


「他人の善ぜん意いに期待できる身じゃないからさ。その点は君だって五十歩百歩じゃない？」


　ニンマリ、と『ウォーカーマン』は笑った。


　思いの外砕くだけた態度だ。しかし油ゆ断だんはならない。相手は、自分より遥はるかに格かく上うえの吸血鬼であり、名だたる陰いん謀ぼう家なのである。


「何が狙いだ？」


　とカーサは率そつ直ちよくに尋たずねた。


「これはまた単刀直入だ」


「好こう奇き心しんが抑おさえきれなくてね」


「自分の『血族』に関かかわることだから？」


　悪びれる様子もなく、『ウォーカーマン』はズバリと聞き返した。予想はしていたが、彼はリズが混こん血けつであることを見み抜ぬいているらしい。


「むしろ、僕の方こそ君に聞きたいね。あれはいったいどういうこと？　混血児なんて自然にできるものじゃない。唯ゆい一いつ、『魔女モーガン』の血けつ統とうに伝わる古い魔ま術じゆつで生み出された例があるだけだ。君みたいにね。そのくせ、『魔女』の血族は彼女の存そん在ざいを認にん知ちしていない──そうとしか思えない放置ぶりだった。あのリズって子はいったい──」


「ウォーロック家が新たに創つくった混血児。その忘わすれ形がた見みさ」


　カーサはあっさり白はく状じようした。「へ？」と『ウォーカーマン』が間ま抜ぬけ顔を晒さらした。


「それも、魔術には私の血を使ったらしい。もっとも、リズはその混血児の子だから、血の繫つながりでいえば私の孫に当たるんだがな」


　両りよう肘ひじをカウンターについたまま、カーサはグラスのワインに語りかけるように言った。『ウォーカーマン』はパチパチ瞬まばたきをして、カーサの横顔を凝ぎよう視しした。


「……ずいぶんあっさりと言うんだね」


「今日は平和的な話し合いのつもりで来てる。不満か？」


「いや。歓かん迎げいするけど……正直、もっと面めん倒どうな駆け引きを予想してたからさ。拍ひよう子し抜ぬけしただけ。ここだけの話、面倒な駆け引きって結けつ構こう好きなんだ」


「私も嫌きらいじゃないが、あんた相手に勝てる気はしないんでね」


　かといって、戦って勝てる相手でもない。平和的に、というのはまったくもってカーサの本心なのだ。


「ま、なんと言ってもまだこれで二度目の対面なんだ。今日は無ぶ難なんに情じよう報ほう交こう換かんといこうじゃないか。ギブ・アンド・テイクで」


　気安い口を叩たたいてはいるが、内心は冷や冷やし通しだ。そんな心しん情じようを知ってか知らずか、『ウォーカーマン』はしばし無言で、カーサの顔を眺ながめていた。


　その眼まな差ざしに、好奇心の欠片かけらが混まじる。


「……よろしい」


　と大吸きゆう血けつ鬼きは答えた。


「知りたいのは僕の目的だったね？　ひと言で言えば、アダム・王、だ。実を言うと僕はここ数年、彼に興きよう味みを持ち、動向を見守っていた。龍王の目をかいくぐったまま」


　意外な台詞せりふだった。カーサは隣となりに座すわる男に横目を向けた。


「なぜ？　奴やつはただの人間だ」


「みんな初めは人間なのさ」


「なに？」


　意味がわからずに聞き返す。しかし『ウォーカーマン』はそれには答えず、不思議と穏おだやかな顔で、両手を広げてはぐらかした。


「とにかく、僕は彼に、ある種の可か能のう性せいを見み出いだしているんだ。だから、大いなる興味を持って、彼を見守っているのさ」


「……端たん末まつ候こう補ほということか？」


「いやいや。それは誤ご解かいだな。むしろ僕は、極力彼に干かん渉しようしないよう注意してるんだよ？　昨日君にちょっかいを出したのだって、せっかくの状じよう況きようを台無しにされないよう予よ防ぼう措そ置ちを取ろうとしたからなんだ。まあ、あれは拙せつ速そくだったと認みとめるけど」


「……では『ある種の可能性』とは？」


「それはまだ内ない緒しよ」


　肝かん心じんなところは、さらりと躱かわす。カーサは視し線せんの魔術を警けい戒かいしつつ、『ウォーカーマン』の瞳ひとみを盗ぬすみ見た。


　渋しぶい端末の外見に反し、どこか稚ち気きすら感じさせる態たい度どだ。ひょっとすると、格かく下した相手にふざけているのかもしれない。『ウォーカーマン』から見れば、自分など小こ娘むすめ同然のはずなのだ。


「予防措置……つまり、私に手出しするなと言いたいわけか？」


　そう警けい告こくをするためにカーサの誘さそいに応おうじて姿すがたを見せたのだろうか。しかし、カーサの質しつ問もんに対する『ウォーカーマン』の返事は複ふく雑ざつだった。


「そうそう。そこなんだけど、実は迷まよっててね。昨夜あれから考え直したんだ。僕は彼の可能性を見守っている訳わけだが──あるいは君もまた彼の可能性に含まれている。その一要素なんじゃないか、ってさ」


「私が？」


「うん。そこでまた僕からの質問なんだけど、君、彼からそんなこと言われなかった？　風ふう水すい師しっぽく、君と会ったのも運命だ、とかなんとか？」


「それは……」


　カーサは口ごもった。


　リズについては、「自分に繫がる波」とアダムも明言していた。それは『ウォーカーマン』の言う、「可能性に含ふくまれる」ということなのかもしれない。


　しかし自分はどうだろう。間にリズを介かいしている以上無関係とは思われないが。


　──『時はいま動いたのかもしれない』


　カーサと話したとき、アダムはそんなことを口にしていた。あれは、自分が彼にとって、何かのきっかけになったという意味になるのだろうか？


　黙だまり込こむカーサを、『ウォーカーマン』は相変わらず楽しげに眺めていた。カーサの答えを期待しているというより、彼女の反はん応のうこそ真実の回答だと考えているかのようだ。


　結局彼は美う味まそうにワインを飲んで、「まあいいや」とつぶやいた。


「状況は動き始めている。なら、その行き着く先を見み届とどけるとしよう。考えてみれば今回のケース、僕ぼくが想定している『スケール』に当てはまるなら、こうして僕が彼に注目していることや、君と接せつ触しよくを持ったこと自体、彼の可能性の一いつ端たんなのかもしれないしね。シュレーディンガーだっけ？　観かん測そくというのも、難むずかしいもんだ」


「……それは、今後私の行動には関与しないということか？」


「そういうこと。あとは神様の思おぼし召めしのままに。僕だって所しよ詮せんは歯車のひとつに過すぎないんだ」


　そう言って、『ウォーカーマン』はあっさり方ほう針しんを転てん換かんした。


　どうにも軽い調子なので、いまいち信用がおけない。しかし、彼の言葉に噓うそがないのなら、少なくとも当面の間は、彼と敵てき対たいする事じ態たいは避さけられたことになる。それだけでも、今夜勝負に出て『ウォーカーマン』を誘さそい出した甲か斐いはあった。


「その代わり、さっきの質問はノーカウントってことで、別にひとつ教えてもらおうかな」


「なんだ？」


「ウォーロック家の出方さ」


　と、それまでとは違ちがう幾いく分ぶん真しん剣けんな口調で『ウォーカーマン』は言った。


「さっきの君の話し方からして、リズ・スネークの生おい立ちは、ウォーロック家の長おさに聞いたんだろ？　ということは、向こうも彼女の存そん在ざいに気づいたことになる。いまの長は三姉し妹まいの長女アンヌ・ウォーロックだったと思うけど──真ま面じ目めなあの子が『魔ま女じよモーガン』ゆかりの混こん血けつ児じを放置するとは思えないんでね。ウォーロック家はリズ・スネークの扱あつかいをどうするつもり？」


　ごく自然にアンヌを「真面目なあの子」呼ばわりする『ウォーカーマン』に、カーサは強こわ張ばった苦く笑しようを見せた。どこかひょうきんな気安い態度に騙だまされるが、考えてみれば目の前の人物は、ウォーロック家の長老よりも長く生きている可能性が高いのだ。


「……長はリズを血族に迎むかえ入れる気だ」


「ふむ……」


　想定内の答えだったのか、『ウォーカーマン』は驚おどろきもせず、その情じよう報ほうを吟ぎん味みした。


「となると、君の今後の行動は重要になって来るな。長の命令に従したがう気かい？」


「次はこっちが質問する番だ」


「おっと、そうだった。けど、何が聞きたい？　さっき言ったとおり、僕の目的はアダム・王で、彼の可能性が何かについては秘ひ密みつ。答えるつもりはない。それに、今後僕は手出しを控ひかえることにしたんだ。たとえば彼が目の前で死にかけたとしても介かい入にゆうはしない。傍ぼう観かん者しやに徹てつするよ。とすると、いまの段だん階かいで君がこれ以上僕に質問することなんかある？」


　その通りだった。『ウォーカーマン』の狙ねらいが具体的にどこにあるのか気になるが、彼に言う気がないのではどうしようもない。彼とカーサでは立場が違う。ギブ・アンド・テイクの情報交こう換かんは、あくまで強者──つまり『ウォーカーマン』の側の「好意」で成り立っているのである。


「第一、聞いておいてなんだけど、いまの君がさっきの僕の質問に答えを出せるとは思えないな。迷っているんだろ？　自分が取るべき行動を」


「……そう見えるかい？」


「まあね。実を言うと君のことは、君が香港に現あらわれたときから気に掛かけていたんだ。アダム・王に対する興きよう味みとは、また別の話としてね」


　それこそ意外な台詞せりふだった。思わず顔を向けたカーサの手元で、危あやうくワインがこぼれそうになる。


「なんだとっ？」


「ああ、誤ご解かいしないで。悪わる巧だくみをしてたわけじゃない。君の素す性じようはこの世界じゃ有名だ。まだ会ったこともなかったし、どんな人物なのか純じゆん粋すいに興味を持ったのさ。で、ちょくちょく様子を窺うかがってみて──ああ、これは危き険けんだな、と思ってたんだ」


　話を聞いてカーサの表ひよう情じようはさらに強張った。実力の差だけではない。自分と彼とでは、実じつ際さいに相対する前に情報戦ですでに負けていたのだ。


　カーサの知る限かぎり、『ウォーカーマン』は常つねに単たん独どくで行動する珍めずらしい吸血鬼だ。幾いく多たの敵てきを作りつつ、たった一人で月下を生き抜ぬいてきた経けい験けんと抜け目なさ。それは、こうした日にち常じよう的な情報 収しゆう集しゆうの量と精せい度どに支ささえられているのだろう。


　それにしても、


「危険？　私のような半はん端ぱ物ものを、『ウォーカーマン』ほどの大物が危き険けん視しする理由が見当たらないな？」


「危険と言ったのは、僕にとってじゃなく君自身にとってさ」


　相変わらずの人を食った表情で、『ウォーカーマン』は言い返した。


「自覚しているはずだ。いま君は行き詰づまり、煮に詰つまっている。生き方に。自らの在あり方そのものに。迷めい走そうしていると言ってもいいだろう。違うかい？」


　断だん定てい的な口くち振ぶりに、カーサは反はん論ろんできない。無言のままにらみ返すだけだ。


　ところが『ウォーカーマン』は、いとも平然と、


「まあ仕方ないさ。よくあることだ」


「よくある、だと？」


　とっさに自じ制せいできなかった。思わず叩たたき返した言葉には、隠かくしようのない険が籠こもった。


「知った風な口を叩くな。お前がどれほど長く生き、何人の吸血鬼を見てきたのか知らないが、私と同じ立場に立ったことが一度でもあるはずがない。私は、特別なんだ。よくあるだなどと……」


「混こん血けつ児じかどうかは関係ない」


　カーサの台詞を『ウォーカーマン』はあっさりと遮さえぎった。


「長く生きた吸血鬼なら、混血だろうと純じゆん血けつだろうと、遅おそかれ早かれ陥おちいる状じよう態たいだ。死や破滅を求める傾向。黒き血の宿命じゃないか。君も、五百年目にしてそんな時期を迎えてるだけさ」


「──！」


　カーサは切れ長の瞳ひとみを瞠みはった。


　老いることなく永えい久きゆうの時を生きる吸血鬼は、往おう々おうにして生に倦うむ。己おのれの死や破滅を、無む意い識しきに求めるようになる。知識として知っていたカーサだが、己の状じよう況きようを当てはめて考えたことはなかったのだ。


「……私が、破滅を？」


「ま、直ちよく接せつ的な理由や原げん因いんは人それぞれだけどね。今回の件けんが、君の破滅を早める引き金になるか、それとも思い止とどまらせるきっかけとなるかはわからない。しかし、岐き路ろに立っているかもしれないってことは、自覚しといた方が良いんじゃないかな？　嫌きらわれ者同士、老ろう婆ば心しんながらの忠ちゆう告こく──いや、アドバイスだ」


　そう告げて、『ウォーカーマン』はグラスのワインを飲み干ほした。


　勝手にボトルに手を伸のばして、お代わりを注ぐ。横で見ていても美お味いしそうに、グラスを傾かたむけた。


「……チッ」


　なぜか急に腹はら立だたしくなったカーサは、残っていたワインを飲み干し、『ウォーカーマン』に突つきつけた。『ウォーカーマン』は少しびっくりしたようだが、すぐに楽しげにワインを注いだ。


「そうそう。アドバイスのお礼って訳わけじゃないけど、知ってたら教えてくれない？　最近リズ・スネークの魔ま力りよくというか気配が、少し変へん質しつしてきてるような気がするんだ。ひょっとして、君が魔ま術じゆつの手ほどきでもしてるのかい？」


「変質？」


　ワインをぐいぐい飲みながら、カーサは乱らん暴ぼうに聞き返した。


　すぐにはピンと来ず、眉まゆ根ねを寄よせたのだが──


「……あ」
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　と思い至いたった。


「なに？　やっぱり君が何かしてるの？」


「……いや、その……」


　つい言いよどむカーサを、『ウォーカーマン』は興きよう味み津しん々しんで見つめた。カーサは、言っていいものか散々悩なやんだが、いずれはわかることだと割わり切ることにした。


「リズはいま……妊にん娠しんしている。アダムの子を」


『ウォーカーマン』が息をのんだ。


　目を見開いて絶ぜつ句くしている。彼がそれほど驚いたのは、今夜初めてのことだ。カーサは居い心ごこ地ちが悪そうに身じろぎした。


「……リズは産む気らしい。予定日がいつかは聞いてないが、逃とう亡ぼう中に出産するとなると色々面めん倒どうなことになるだろうな」


「……君は、知ってて言ってるの？」


「何を？」


　カーサが尋ねると、『ウォーカーマン』は何とも言えない複ふく雑ざつな表情を見せた。まるで、皮肉な運命を図はからずも予見した占うらない師しのようだった。


「……本来、吸血鬼は生せい殖しよくに向かない。当然だ。何しろ、個こ体たいとして不老不死なんだから、子孫を作る意味がないからね。しかも、我われ々われは血によって血族を作る。つまりは、種としての方ほう向こう性せいが、他の動物と違ちがうんだ。いや、吸血鬼という存そん在ざい自体、いわゆる生命体の中でも特とく殊しゆなポジションにいるのさ」


「なんだ。何が言いたい？」


　カーサが苛いら々いらと促うながすと、「どうやらほんとに知らないようだな」と『ウォーカーマン』は苦い口調でつぶやいた。


「いいかい？　人と吸血鬼の間の子──ダンピールが極きよく端たんに少数なのには理由がある。人と吸血鬼が結ばれる場合、多くは子を生なす以前に吸血鬼が相手の人間を自分の血族に転化してしまうからだ。ダンピールが生まれるのは、その例からもれるケースだが……それにしても、吸血鬼という種が生殖に向いていないことに変わりはない。父親が吸血鬼の場合はまだしも、母親が吸血鬼の場合、母体には相当な無理がかかる。ほとんどの場合は死産か──もしくは母親が命を落とすことになるんだ」


「…………」


　カツッ、と危あやうい音を立てて、カーサはワイングラスをカウンターに置いた。


『ウォーカーマン』の顔を正面から凝ぎよう視しする。直感した。彼が言っていることは、噓うそではないのだ。


「……リズ・スネークの妊娠。アダム・王は知っているの？」


『ウォーカーマン』が探さぐるように聞いた。カーサは答えなかった。胸むねの奥おくで、心しん臓ぞうが不ふ吉きつな鼓こ動どうを打ち始めた。
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　──リズが……死ぬ？


　まだ、そうと決まったわけではない。しかし、近い将しよう来らい彼女が死の危き険けんに晒さらされることは確たしかなのだ。


『ウォーカーマン』と別れたあと、カーサの足は自然とリズたちのいる九クー龍ロン城じように向かっていた。


　細いビルが密みつ集しゆうする巨きよ大だいスラム街、九龍城。その内部は、余よ所そ者ものに自由な行き来を許ゆるさぬ大迷めい宮きゆうと化している。カーサも、九龍城の奥にあるリズたちの隠れ家には、一度案内されたきりだ。そのときの記き憶おくを頼たよりに、深夜の迷宮に足を踏ふみ入れた。


　──リズ……お前、どうする？


　カーサの足あし並なみは、彼女の胸きよう中ちゆうを反はん映えいして乱みだれていた。


　脳のう裏りに浮うかぶのは、カーサに妊娠の事実を打ち明けたときの、リズのはにかんだ顔だった。彼女は、転化後ずっと独ひとりで生きてきた吸血鬼だ。血族社会とのつき合いもない。お腹なかの子を産むことの危き険けん性せいなど、当然知らないはずだ。


　厳きびしい現げん実じつを知ったとき、リズはどれほど悲しむだろうか。愛する者との間に授さずかった命を、諦あきらめねばならないと知れば。


「──くそっ」


　やるせない。カーサは砂すなを嚙かむような無力感を嚙み締しめた。


　しかし、その直後に髪かみを乱みだして顔を上げた。何か、遠方からくぐもった音が聞こえたのだ。


「……いまのは」


　銃じゆう声せい？


　そう思ったとき、間ま違ちがいようのない拳けん銃じゆうの発はつ射しや音おんが、立て続けに聞こえてきた。


　古いビルの迷宮の奥。カーサが向かっている先からだ。背せ筋すじが粟あわ立だった。


「まさか……ラウ!?」


　昨日、ラウは拳銃を所持していた。嫌いやな予感に貫つらぬかれた瞬しゆん間かん、その予感を裏うら付づけるように、それまで伏ふせられていた吸血鬼たちの気配が膨ふくれあがった。


　リズの気配。それに、数名の吸血鬼──『真しん祖そ混こん沌とん』の血族の気配がある。


　龍りゆう王おうの配下たちだ。


　──追っ手か!?


　本来ならアダムの捜そう索さくはケインに一いち任にんされている。なのに、龍王が香港を離はなれた途と端たんにこの様だ。カーサは鋭するどく舌した打うちした。そして、暗い路地から飛び出した。


　ビルとビルの間の隙すき間まを、縫ぬうように駆かけ抜ぬける。自らの気配を抑おさえつつ跳ちよう躍やく。壁かべを蹴けり、あっという間にビル群ぐんの上──屋上が連なる空間に飛び上がる。


　夜空は晴れていた。


　遥はるか天空に浮かぶ、目ま映ばゆい満月。月明かりの下に、混沌とした九龍城の屋上が広がっている。強い風が、針はり山やまのようなアンテナや、方々にある植木や雑ざつ草そうを揺ゆらしていた。


　追っ手の数は全部で四つ。追いすがろうとするリズの気配。一人が残って、彼女の足止めをし、残る三人は九龍城を脱だつしようとしていた。


　彼らには、気配を隠そうとする様子がない。目的を達したということだ。つまり、アダムの身み柄がらを確かく保ほしているはず。


「……させるか」


　カーサは即そく座ざに、脱だつ出しゆつしようとする三人の方を目指した。長い黒くろ髪かみをなびかせ、疾しつ風ぷうのように駆け寄よる。三人の気配が肉にく薄はくしたとき、彼らの一人が跳躍して九龍城の路地から屋上へと飛び出してきた。その瞬間を逃のがさず、カーサは襲おそいかかった。


「──な!?」


　まだ若わかい。転化して二、三十年といった風な青年だ。カーサは、反はん撃げきはおろか彼がこちらを認にん識しきする間すら与あたえず念動を叩たたきつけた。


　青年を吹ふき飛ばして屋上に撃げき墜つい。屋上のコンクリートが砕くだけ、粉ふん塵じんが舞まい上がった。若い吸血鬼は一いつ瞬しゆんで意い識しきを失った。


　一方、路地に残る二人の追っ手は、突とつ然ぜんの奇き襲しゆうに仰ぎよう天てんしたようだった。緊きん張ちようを走らせて迎げい撃げき態たい勢せいを取ろうとする──が、態勢が整うよりも早く、カーサは路地に身を躍おどらせた。


　眼がん下かの路地に立つ、二人の吸血鬼。一人は三十代の女で、一人は四、五十代の男。男の方は吸血鬼としてもジローより年長だろう。肩かたに、ぐったりとした人間の男を担かついでいた。長い白はく髪はつがだらりと垂たれ下がっている。アダムだ。


「何者です!?」


　女おんな吸きゆう血けつ鬼きがカーサを見上げて誰すい何かを飛ばした。むろん返事などしない。カーサは隼はやぶさの如くに急きゆう降こう下か。その降下途と中ちゆうで、交わった視し線せんを介かいし、女吸血鬼の意識を強ごう引いんに刈かり取った。


　女吸血鬼が昏こん倒とうする。その真横に着地。アダムを担いだ吸血鬼は、とっさに後方に下がった。


「貴き様さまっ。混こん血けつの──！」


　カーサが跳はねた。


　吸血鬼は躱かわそうとするが、担いだアダムを気き遣づかって急な動きが取れない。カーサはあっさり敵てきの懐ふところに飛び込こみ、心しん臓ぞうの真上に掌しよう底ていを打ち付けた。


　ガハッ、と血を吐はき、吸血鬼がよろめいた。カーサは、直前の鋭さを完かん璧ぺきに消した柔やわらかな動きで、気き絶ぜつした吸血鬼が倒たおれる寸すん前ぜんに肩からアダムを奪うばい取った。


「アダムっ！」


　アダムの顔面は蒼そう白はくだった。息も細い。病びよう床しようの身で無理を強しいられたせいだ。


　しかし、カーサの声を聞くと、目ま蓋ぶたを震ふるわせながら持ち上げた。


「……カーサ、か……」


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「……ああ。それより、リズと、弟を……」


　カーサは頷うなずき、そっとアダムを路地の片かた隅すみに座すわらせた。吸血鬼たちは昏倒し、しばらく身動きできないはずだ。「すぐ戻る」と言い残して、リズの気配がする方向へ駆けだした。


　リズの足止めをしていた追っ手は、仲間が倒されたことに気が付いたらしい。彼女の相手を止め、戦場からの離り脱だつに移うつった。
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　リズの気配は無事。カーサは目標を、最後の一人に変へん更こうする。逃にがす訳わけにはいかない。逃がせば、リズたちの居い場ば所しよが龍王の血族に知られてしまう。


　カーサは気配を隠す手間もかけず、矢のように追い縋すがった。そして、九クー龍ロン城じようを抜け出した直後に、逃げる敵に追いついた。


　巨きよ大だいなコンクリート塊かいのような迷めい宮きゆうから、満月の月明かりの下へ。


　飛び出してきたカーサを、吸血鬼が振り返った。まだ若く見える男の顔が、恐きよう怖ふに歪ゆがんでいる。カーサは無む情じように念動を練り上げ、鞭むちのように振ふるって敵の足を打った。


　激げき痛つうと衝しよう撃げきで男は転てん倒とう。鮮せん血けつが月下に舞う。カーサは速すみやかに男へ駆け寄った。


　白魚の如き指を鋭く揃そろえ、手刀を彼の心臓に──


「カーサっ、駄だ目め！」


　叫さけんだのはリズだった。


　あとを追いかけてきたらしい。背せ中なかを打つ血族の制せい止しに、ギクリとカーサの動きが止まった。


「殺してもなんにもならないよ！　だから止めてっ。お願い！」


　リズが懇こん願がんする。転倒した男は、震えながらカーサを見上げる。


　殺してもなんにもならない？　違う。逆ぎやくに生かしてはおけない。さもなくば、リズたちのことやアダムのこと、そしてカーサのことが、龍りゆう王おうの耳に入ることになる。この男も、さっき気絶させた三人も、殺して口を封ふうじる必要があるのだ。


　──そうだ。これは必要なことだ。しかし……


　しかし、それは所しよ詮せん、遅おそいか早いかの違いがあるだけだ。


　ここは香港。『東の龍王』が加か護ごする都市である。いまは王が不ふ在ざいとはいえ、リズたちが香港にいる以上、彼女らの存そん在ざいはいずれ彼の知るところとなるはずなのだ。


　カーサは牙きばを剝むいて歯を食い縛しばった。


「──くそっ！」


　満月に向かって呪のろいの言葉を吐く。そして、怯おびえる吸血鬼の首くび筋すじに手刀を叩たたき込み、彼の意識を奪い去った。


　


　後あと処しよ理りは可か能のうな限かぎり迅じん速そくに行った。


　リズはアダムを部屋に戻もどし、点てん滴てきを打って体調を落ち着かせた。その間に、カーサは追っ手四人を一か所にまとめ、魔ま術じゆつで記き憶おく封ふう鎖さを行った上に当分何もできないよう暗あん示じをかけてから解かい放ほうした。せめてもの時間稼かせぎだ。


　現げん場ばにはラウもいた。駆けつける途中でカーサが聞いた銃じゆう声せいは、予想通り彼が発はつ砲ぽうしたもののようだ。アダムを連れ去られる際さいに、激はげしく抵てい抗こうしたらしい。


「だが、守れなければ意味はない。あんたにはでかい借りができた」


　ラウはそう言って頭を下げたあと、すぐに次の隠れ家を手配すべく九龍城を出て行った。


　──いよいよ潮しお時どきだな。


　アダムを介かい抱ほうするリズを見ながら、カーサは唇くちびるを嚙かんだ。


『東の龍王』は寛かん大だいな長老だ。このまま見つかるのを待つよりは、彼の帰き還かんを待ち、こちらから腹はらを割わって事じ情じようを明かすべきかもしれない。ケインなら開口一番そう勧すすめることだろう。


　しかし、それでは結局、リズはカーサと同じ境きよう遇ぐうとなる。


　アダムと王家のことは、アダム自身が龍王を説得できれば、解かい決けつするかもしれない。だが、リズはそうはいかない。仮かりにアダムを連れ去った罪つみが許ゆるされたとしても、リズの素す性じようはどうにもならない。彼女は混血なのだ。血族社会の忌いみ子なのである。


　──つくづくままならないな。「我わが血族」は。


　カーサは自じ嘲ちようした。五百年間浮かべ続けた自嘲だが、こんなに苦い思いは初めてかもしれない。


　とにかく、龍王は頼たよれない。彼の人じん格かくは信しん頼らいできても、彼はより大きなシステム──「社会」に組み込まれた人物なのだ。彼個こ人じんがカーサやリズに同どう情じようしたところで、彼が守しゆ護ごする月下の「法」が、彼の慈じ悲ひを制せい限げんする。


　──なら……


　次にカーサの脳のう裏りに浮かんだのは、仲間たちの存在だった。ケイン。ジロー。アリス。彼女の自嘲を何百年もの間、和やわらげてくれてきた者たちだ。


　──……話して、みるか。


　考える。真しん剣けんに考こう慮りよする。


　しかし踏ふん切りがつかない。自分でも驚おどろくぐらいだ。


　ケインはいい。ジローも。しかし、アリスにリズのことを打ち明けることに、どうしても抵抗を感じる自分がいる。


　──なぜだ？


　自分でもわけがわからない。リズの事情を知ればアリスは必ず力を貸かしてくれるだろう。それこそ自分の立場を悪くしてでも。


　アリスは一見頼たよりなくとも、紛まがうことなき始祖である。彼女のおかげでカーサは救われてきたし、リズも同じように救われる可か能のう性せいはあるはずなのだ。


　それなのに、なぜ？


　わからない。


「…………」


　カーサの中に小さな棘いばらがある。あるいはその棘は、何十年も昔、あのドイツの黒い森でアリスが口にした言葉から生えているのかもしれない。


　だが、それだけではない。リズとアリス。二人を会わせたくない思いが、カーサの中に蹲うずくまって動かないのだ。


　──……ええい、くそっ。


　自分は迷めい走そうしている。『ウォーカーマン』に指し摘てきされた通りだ。カーサは頭を振ふって雑ざつ念ねんを追い出した。そして、まずはここに来た当初の目的を先に済すませることにした。


　二十分後。


　アダムの容よう態だいが落ち着いたところで、カーサはリズを外に連れ出した。


　リズたちの部屋の裏にある中庭。ほのかに差し込む月明かりの下、傍かたわらに柳やなぎの木を従したがえた古い廟びようが、沈ちん黙もくと共に佇たたずんでいる。


　二人きりになると、リズは目を潤うるませ、顔を赤らめて礼を言った。


「ありがとう、カーサ。カーサが来てくれなかったら、あたし……」


「タイミングが良かっただけだ。『ウォーカーマン』に感かん謝しやしないとな」


「え、誰だれ？」


「なんでもない。ちょっと変わり者の吸血鬼さ」


　カーサは優やさしく言って、おどけるように笑ってみせた。カーサの笑え顔がおに釣つられる形で、リズも安心した笑顔を見せる。


　リズの笑顔を目にしたとき、カーサの胸むねにあたたかい感かん情じようが満ちた。


　愛いとおしいと思う心。アリスに対して感じていた、届とどかぬ高みに必死に手を伸ばすような感情ではない。もっと穏おだやかでありふれていながら、この上なく貴き重ちような感覚だ。


『血』がゆるやかに、さわさわとさんざめく。その感かん触しよくが、こそばゆいようで心ここ地ちよい。これまで感じたことのない──これが血族というものなのだろうか。


　これから伝えねばならない内ない容ようを思うと、胸が痛いたんだ。


　しかし、こればかりは目を逸そらすことができなかった。


「リズ。落ち着いて聞いて欲ほしい──」


　そして、カーサは『ウォーカーマン』から聞かされた話を、少しずつ嚙かみ砕くだくように、若わかい血族に聞かせた。


　話を聞くにつれ、リズの顔色は青ざめていった。その些さ細さいな変化が、ひとつひとつカーサの胸を裂さく。こんなことなら、血まみれの戦いを続ける方がずっと楽だろう。カーサは、まさに血を吐く思いで話し続けた。


「……そういうことだ。リズ。辛つらいだろうが……お腹なかの子のことは、諦あきらめてくれ」


　最後の台詞せりふはリズの顔を見ることができず、あらぬ方を向きながら口にした。


　屋上では強く吹ふいていた風も、ビル壁かべに囲まれた中庭には吹ふき込んでこない。音のないそよ風が、わずかに二人の髪かみを撫なでていた。


　長い沈黙を挟はさんで、カーサはリズに向き直った。


　リズは、棒ぼうのように伸のばした両手でホットパンツの裾すそをつかみ、唇くちびるを固く結んでうつむいていた。その弱々しい子こ供どものような姿すがたに、カーサの胸がジクジクと疼うずく。


　しかし──


　リズは顔を上げた。


　目があった瞬しゆん間かん、カーサの中から直前までの印象が吹き飛ばされた。表ひよう情じよう豊ゆたかな黒い瞳ひとみが、眩まぶしい光を放ってカーサの両目を正面から射い貫ぬいた。


　まるで、太陽のような強い光。真まっ直すぐな思いの宿る光だった。カーサは気け圧おされた。同時に、魅み入いられていた。同じ血が流れる──しかし対極の生き方をしてきた同どう胞ほうに、磁じ石しやくのように吸すい付けられる自分を感じた。


　リズは歯切れの良い声で、


「ありがとう、カーサ。聞かせてくれてよかった。でも──」


「リ、リズ？」


「でも、あたし産むわ」


　カーサは思わず呻うめき声をもらした。


「リズ！」


「ごめんね。余よ計けいな心配かけちゃって」


「そういう問題じゃない。私の話を理り解かいできなかったのか？」


「ちょっと、カーサ。それじゃ、あたしが馬ば鹿かみたいじゃない。要するに、吸血鬼のお産は命に関かかわるってことでしょ？」


　照れ隠かくしのように、リズが頰ほおを膨ふくらませる。あるいは、そうやって内心の恐きよう怖ふを紛まぎらわせているのかもしれない。しかし、固い決意に迷まよいはなかった。


「いいよ。仕方ない。普ふ通つうの人間だって、子供を産むのは命がけなんだ。『お母さん』になるためには、きっとそういう覚かく悟ごがいるんだよ」


「馬鹿な」


　平然と言うリズが信じられない。カーサは怪かい物ぶつでも見るような思いで、まだ転化して五十年そこそこという、自分の十分の一しか生きていない血族を見つめた。


　しかし、カーサにとって理解の外にある決意──どう手を伸ばしても触ふれられない高みにある決意を、リズはいとも容易たやすく握にぎりしめて放さない。


「子供ができたってわかったときから、あたしはお母さんなんだよ。難なん産ざんになるから、ハイそうですかって諦めたりできない。あたしが死んじゃうか、この子が死んじゃうか──ひょっとするとどっちも死んじゃうかもしれないけど、それでもチャレンジしてみなきゃ。でないと、この子が可か哀わい想そうじゃない。だって──」


　この子を守ってあげられるのは、あたしだけなんだから。そう、リズはにっこりと牙きばをのぞかせて、笑った。


　カーサは立ち尽つくした。彼女の決意を覆くつがえすだけの言葉が、どうしても思い付かない。


「……アダムはどうする？　死にかけの男に子供を残して、自分だけ先に死ぬつもりか？」


「そ、そうなるかどうかは、わかんないじゃん。ひょっとすると、あたしもこの子も助かるかもしれないし……」


「追っ手は？　龍りゆう王おうの手の者は五万といる。さっきの四人の記き憶おくは消したが、連中がここをかぎつけたことは確たしかなんだ。逃とう亡ぼうしながら出産する気か？」


「そ、それはだって……仕方ないじゃん！　追っかけられてるんだからさ！　これからのことは、アダムとも相談してみるよ。新しい隠れ家はラウが探さがしてくれるだろうし──多分どうにかなるって！」


　どうにかなる訳わけがない。アダムに相談してどうにかなるようなら、彼はとっくにどうにかしている。ラウにせよ、年に似に合あわず世せ故こに長たけているようだが、所しよ詮せんは十代の子供に過すぎない。龍王の血族から逃げ切れる可か能のう性せいなど万にひとつもなかった。


　ただ、


「……アダムには話すんだな？」


「……こ、子供のことは言わない」


「ふざけるなよ!?」


「ふ、ふざけてないよっ。アダムは自分の身体からだのことで精せい一いつ杯ぱいなんだ。余計な心配かけたくないもの！」


「馬鹿っ。黙だまったままお前が死んだら、アダムはどう思う？　何より、お前だけの子供じゃないだろう？　子供のことは、お前とアダム二人の問題だっ」


「でも……でも！」


　凜りんとして見えた幼おさない顔が、今度は一転泣き面つらになる。結局、出産に挑いどむ決意はあっても、それに備そなえる知ち恵えも力も、リズにはありはしないのだ。


　いや、妙みよう案あんがないのはカーサも同じだ。病びよう床しようのアダム。龍王の追っ手。リズの妊にん娠しん。無力な恋こい人びとたち。孤こ立りつ無む援えんの八方塞ふさがりだった。


　しかし、


　──それが、混こん血けつの宿命、か。


　突とつ然ぜん、カーサの中から気負いが抜ぬけた。乾かわいた笑いの衝しよう動どうが湧わいてきた。


　アリスやジローら『賢けん者じや』の血けつ統とうに、彼女らなりの宿命があるように。また、他のあらゆる血統に、外れることの叶かなわぬ『血』の定めがあるように。混こん血けつ児じには混血児の、避さけて通れぬ業ごうがある。


　孤立無援の八方塞がり。カーサの生きた五百年にせよ、いわばそんなものだった。仲間と思える者たちはいても、混血児たるカーサの生が閉へい塞そくの中にあったことに変わりはない。『血』という道を見いだせぬ巨きよ大だいな迷めい宮きゆうの中で、カーサは生きてきたのだ。九クー龍ロン城じようの奥おくで息を潜ひそめるリズと同じように。そして、その中で藻も搔がき足あ搔がくのが、混血児の生き方なのである。


　──ならば。


　ならば、子を産みたいと願う心に殉じゆんじてみせるのは──いっそ小気味良いのではないか？


　──そうだ。私のように五百年生きたとして、それが正しいなんて誰にわかる。歳とし経へた者が正しいなど、長老どもの世よ迷まい言だ。私たちの価か値ちは、私たち自身が決める……


　カーサの胸むねに同時に芽生える、相反するふたつの感かん情じよう。


　達観じみた透とう明めいな絶ぜつ望ぼう感と、絶望に支ささえられた確かな高こう揚よう感。


　破は滅めつ願望？　たぶんそうだろう。自じ暴ぼう自じ棄き？　それも外れていまい。


　だが、それでもなお胸を張はり、不ふ敵てきに笑うのが、混血児の矜きよう恃じというもの。


　カサンドラ・ジル・ウォーロックという、はぐれ者の価値観スタイルだ。


「……リズ」


　とカーサは両手をリズの肩かたにかけた。


「アダムには、すべて話せ。私が話したことも全部。でないと、私がアダムに言う。いいな？」


「でも……！」


「その代わり、お前たちのことは、私がなんとかしてやる。側にいて、守ってやる。子を産むにしろ、諦あきらめるにしろ、この先もずっと。最後の瞬しゆん間かんまでお前たちを守ってみせる」


　えっ、とリズが涙なみだで赤らんだ目を丸くし、カーサの顔を見つめた。


　その瞬間、カーサは、


　──なんだ。


　とおかしくなった。


　自分が口にしたことの意味を、もちろんカーサは理り解かいしていた。それは、五百年間続けてきた生活が終わるということだ。自分の人生の大きな転てん換かん期き。なのに、動どう揺ようがない。迷まよいも、気が付けば、ない。


　自分の運命が、コトン、とレールに乗る音がした気がした。在あるべき所に歯車がはまったような気が。要するに、自分はわかっていたのだ。さんざん悩なやんで柄がらにもなく塞ぎ込こんでいたが──結局こうなることが、心のどこかでわかっていたのだ。


　アダムの言葉が脳のう裏りに甦よみがえった。


　時が動く、というのは、こういうことなのかもしれない。


「だ、駄だ目めだよ、カーサ！　そんなことしたら、カーサの方こそ裏うら切ぎり者に……」


「さっきの追っ手を返り討うちにしたのを忘わすれたか？　そもそも、お前たちを見み逃のがしてる時点で──いや、そんなことよりもずっと昔から、私は月下の裏切り者さ。それこそ、転化したそのときから」


　だがな、とカーサは優やさしく続ける。


「そんな私でも、裏切りたくないものはある」


「な、なに？」


「決まってるだろ。血族さ。自分自身さ」


　不思議なほど軽かろやかな気持ちで笑い、カーサはリズの両りよう肩かたから手をどけた。代わりに、くしゃくしゃと黒くろ髪かみを撫なでてやる。


　目の前にいるのは、自分の血族。同じ血を引く、もうひとりの自分だ。


　共に生きるに値あたいする。


　ジローやアリスの気持ちが──彼らの「強さ」が、少しわかった気がした。


「カーサ……」


　髪を搔かき乱みだされるままにし、リズがカーサの顔を見つめている。


　リズはどうだろう、とカーサは思った。リズもまた、いまの自分と同じような感かん慨がいに打たれているのだろうか。


　そうであって欲ほしいと思うし、そうでなくても構かまわないとも思う。リズの気持ちがどうあれ、二人が血で繫つながっていることは確たしかだし、いまカーサが満足しているのも間ま違ちがいないことなのだから。


「やれる限かぎりのことをやってみよう。力を合わせて」


　リズはぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。二人の視し線せんが、深く交わる。


　目に見えない大きな何かに背せを押おされるように、二人は同時に頷うなずき合った。
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　第一声は、もがっ、だった。


「もがっ!?　くぁっ、カーサちゃん！」


　顔を出したカーサを見るなり、アリスは口いっぱいにすすっていた麵めんをのみ込み、丼どんぶりを取り落として椅い子すから飛び上がった。慣なれたもので、カーサは即そく座ざに念動で器うつわを支ささえ、ラーメンが床ゆかに飛び散るのを回かい避ひした。


　自然と唇に浮うかぶのは、何万回と浮かべてきたのと同じ苦く笑しよう。だが、今日ばかりは苦笑の中にささやかな針はりが紛まぎれている。アリスにではなく、自らに向けられた針が。


「昨日倒たおれたと聞いたんだが──元気そうで何よりだ」


「元気なわけないじゃない！」


　アリスは真っ赤になって口から唾つばを飛ばした。


　カーサが訪おとずれたのは、アリスたちが香港で拠きよ点てんとしている安宿だ。ジローとケインの姿すがたはない。都合が良い、と思うカーサの内面に気づかぬまま、アリスは必死の形相でドアの側まで駆かけ寄よってきた。


「ジローはカーサちゃんが危き険けんな目に遭あってるって言うし、なのにカーサちゃんとは連れん絡らくが繫がらないし！　ぼく、ここ数日は食べ物ものどを通らなかったんだからねっ」


「いままさにがっついてたのは、食べ物のように見えたが？」


「だ、だから、ここ数日は！　あれは、ぼくが倒れたからジローが心配して出前を取ってくれたんだよ。それに、ぼく別にがっついてなんかないもん！」


「嬉うれしそうに抱かかえ込んで一心不ふ乱らんに麵をすすっていたように見えたが？」


「そ、それは久ひさしぶりのご飯だったから──って、そういう話じゃないでしょ？　誤ご魔ま化かさないで！」


　怒おこったり喚わめいたり弁べん明めいしたりと忙いそがしい。コロコロ変わる豊ゆたかな感かん情じようは、しかしひとつも噓うそがない。


　いまさらになってカーサは、手放そうとしているものの貴き重ちようさに気づかされた。混こん血けつ児じたる自分の前で、これほど明け透すけに感情を晒さらしてくれる者は他にいない。


　カーサに向けられた針が、チクチクと胸むねを刺さす。


　しかし、もう決めたことだった。


「まあ落ち着けって。ほら。土産みやげだってある。機き嫌げんを直せよ、アリス。一杯ぱいやろうぜ」


　アリスの鼻先にかざしたワインは、せめて最後に飲み交かわしたくて持参した物だった。また、酒の力でも借りねば切り出せそうにないと予想したからでもある。


　──今生の別れでもあるまいに。


　大おお仰ぎような、と思う一方で、これはケジメだと思う自分がいる。過か去ことのケジメ。踏ふん切りだ。


　カーサはゆらゆらとボトルを振ふりながら、アリスの隣となりを抜ぬけて奥おくのテーブルに向かった。


「ケインはどうせ龍りゆう王おうのところだろ？　ジローはどうした？　懲こりもせず一人で誘ゆう拐かい犯はん捜さがしか？」


　適てき当とうな話題を振りつつ、テーブルの丼を脇わきに押しやる。ボトルを卓たく上じように置いて、椅子を引き、腰こしを下ろした。


「まあ、ひとまず座ってくれ。ちょっと話したいことも──」


　黒髪を揺ゆらして肩かた越ごしに振り返ったカーサは、作っていた笑え顔がおを消した。


　アリスはまだドアの側そばに立っていた。こちらを見る青い瞳ひとみが、呆ぼう然ぜんと見開いている。


　そして、


「……カーサちゃん。あなた……」


　カーサを凝ぎよう視ししたまま、絶ぜつ句くした。


　ボロボロと涙なみだをこぼし始めた。


　あまりに唐とう突とつで極きよく端たんなアリスの反はん応のうを見て、カーサは軽く息をのんだ。しかしすぐに嘆たん息そくした。肩から力が抜け落ちた。


「……さすがだな。話が早くて、助かるよ」


　視線を落とす。黒髪がひと房ふさ、さらりとカーサの額ひたいに落ちた。


　こういうことは初めてではない。どれほどとぼけていようと、アリスは始祖だ。大切なことは見み逃のがさないし、決して間違えないのだ。


　少しぐらいはたわいのない話をして、それから──と思っていたのだが、どうやらそういう訳わけにもいかなくなってしまった。仕方がない。カーサは床に喋しやべりかけるように口を開けた。


「さて、何をどう話せばいいのか……」


　と、一度言葉を切り、意味もなく髪をかき上げる。


「ジローが言ったことは噓じゃない。本当に色々あってな。でまあ……少し生き方を変えてみることにした。生き様を、じゃないぞ？　生き方を、だ。私も、なんだかんだで五百年の時を生きてきたわけだものな。そろそろそういうことがあってもいいだろうと思うし──みんなには悪いが、私らしい気がするし──それに……」


　さらに続けようとしたが、それ以上は止めておいた。何か、自分でも言い訳めいた響ひびきに聞こえたからだ。そんな言葉を連ねなくとも、アリスにはきっと伝わる。甘えかもしれないが、カーサはそう思った。


　事実、伝わるはずなのだ。ジローやケインには理り解かいされないだろうが、アリスならわかってくれるはずだった。アリスはそういう奴やつなのである。こんな捻ひねくれ者の、しかも混血児のことでさえ、親身になって、いつだって真しん剣けんに──


　──……あ。


　そうか、とカーサは視し線せんを落としたまま、目を瞠みはった。


　自分が、リズをアリスに会わせたくない理由がわかった。


　リズをアリスに取られると思ったからだ。


「……クッ……クク」


　腹はらの底から意地の悪い自じ嘲ちようが込み上げてきた。なんと卑いやしい理由だろう。呆あきれるほどに幼おさない理由だ。


　だが、それが自分なのだ。卑しく惨みじめな意い地じっ張ぱりが。まったくもって、『賢けん者じやイヴ』ほどのやんごとなき人物が涙するには値あたいしない。


　カーサは椅い子すから立ち上がった。アリスはまだ泣いている。声もなく、ただはらはらと涙を落としている。カーサはアリスの前へと歩み寄る。


　立ち止まり、顔を見合わせた。涙に濡ぬれる青い瞳が、翠みどりの瞳と目を合わせた。


「……カーサちゃん」


　カーサは驚おどろいた。


　アリスの瞳の中にあったのは、苛か烈れつなまでの葛藤だったのだ。それこそ、カーサには想そう像ぞうもつかない、凄すさまじい葛藤の一いつ端たん。引き留とめようとする想おもいと、干かん渉しようしてはならないという戒いましめが、魂たましいを揺ゆるがすほどの力で、激はげしくせめぎ合っている。


　始祖の見せるあまりに激しい葛藤が、そのときのカーサには理解できなかった。理解できたのは、もう少しあとになって──その後勃ぼつ発ぱつした動どう乱らんの最中でだった。


　このとき、アリスはカーサを引き留めたかったのだ。大好きなカーサを、その後に待つ過か酷こくな運命に向かわせたくなかったのだ。


　しかし、『賢者』の『血』がそれを許ゆるさなかった。彼女は世界の『脈動』を感じとることができる。だからこそ、そこに自らの意い思しで関かん与よする権けん利りは与あたえられていないのである。


　そんなアリスの葛藤と哀かなしみを、そのときのカーサは理解できなかった。


「やれやれ……お前はいつも、大げさだ」


　と、真まっ直すぐ自分を見る美しい瞳に手を向け、ぼろぼろこぼれる涙の粒つぶを、白い指先ですくいとった。


　心と心が触ふれ合う一いつ瞬しゆん。ただの錯さつ覚かくかもしれないが、その一瞬は、カーサの未練をぬぐい去った。


「じゃあな」


　アリスの隣となりを抜ぬけて、ドアの外の廊ろう下かに出る。階かい段だんに向かって歩き始める。


　と、


「カーサ」


　階段に向かいかけたカーサの背せ中なかに、アリスの声がぶつかった。


　普ふ段だんと違ちがう呼よび方。いつもと異ことなる声の響き。カーサの肩が緊きん張ちようで強こわ張ばった。


　しかし、


「またいつか。どこかで」


　緊張が消えた。同時に、振り向きたいという強きよう烈れつな欲よつ求きゆうが襲おそってきた。


　ひと目でいい。振り返り、アリスの顔を見たい。しかしカーサは押し殺した。別れはもう済ませたのだ。


　両手をジーンズのポケットに。


　背せ筋すじを伸のばし、


「ああ」
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　と、振り向かないまま返事をする。そして、アリスの視線を感じながら、廊下を渡わたり、階段を降おりた。


　──あっけない。


　下へ下へと階段を降りながら、まだ寂さびしさや後こう悔かいはやって来なかった。心がやんわりと麻ま痺ひしている。地に足が着かない。酔よっているような感じがする。


　次し第だいに足音が早くなる。カタカタカタと、逃にげるように階段を鳴らす。


　その音が止まった。


　階段の下から、フランスパンの突つき出た紙かみ袋ぶくろを抱かかえた青年が、目を丸くしてカーサを見上げていた。


「カーサ!?」


　探さがす手間が省けた。


　カーサはニヤリと牙きばを剝むき、


「ちょうど良かった。君に話があるんだ、ジロー。ちょっとそこまで面つらを貸かせ」
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　そこまで面を貸せ、とは言ったものの、近くに心当たりの場所があったわけではない。用意したワインも部屋に置いてきてしまったので、カーサは仕方なくジローを連れて、適てき当とうなバーに入った。そのバーを選んだのも、特別な理由はなかった。パッと目に入った店名が、皮肉っぽくて気に入った。それだけのことだったと思う。


　あの店でのささやかなやり取りを、実はカーサはよく覚えていない。その前後にあまりに様々なことがあり過すぎて、ジローと過ごした一時間──台風の目のような凪なぎの時間が、うっすらとしか記き憶おくされていないのである。たぶん、ジローの方も似にたようなものだろう。覚えていることといえば、ランプに揺れる薄うす暗ぐらい店内と、店の壁かべに飾かざってあった一いち枚まいの油絵ぐらいだ。その絵のモチーフがあまりにはまっていて、つい笑ってしまったような……けど、それだけだった。


　時々思い出そうとするのだが、いつもなぜか上う手まくいかない。捨すててしまった写真のように、あいまいな印象しか浮かんでこない。必死に記憶をたぐっても、そのときのジローの表ひよう情じようは遠く、そのときの自分はひどく儚はかない。もどかしい想いが募つのるばかりで、結局は空むなしい結果に終わるのだ。


　そして、ひとしきり徒と労ろうを重ねたあとは、誰だれにもわからないように、


「……ちぇ」


　と、詰つまらなそうに口を尖とがらせるのである。





４







　カーサがジローと別れて九クー龍ロン城じように戻もどったとき、東の空はほんの微かすかに白み始めていた。しかし、満月は淡あわく霞かすみつつも、まだ空に浮かんでいる。それは満月というよりも、月という天体の蜃しん気き楼ろうのようだった。


　大気が一番透すき通り、大地が一番静まる時間。世界が静止したような時間だ。


　その気配に気づいたときは、反はん射しや的に背せ筋すじがヒヤリとした。だが、敵てき意いは感じなかった。慎しん重ちように近づくと、彼は向こうからカーサの前に姿すがたを見せた。


　野戦服に似た黒い上下に、編あみ上げのブーツ。乾かわいたブロンドと冷ややかな灰はい色いろの目の男。『ウォーカーマン』が操あやつる『闇あん牙がプルト』の吸血鬼だ。


「……友好的な関係は、もうお終しまいか？」


「馬ば鹿か言っちゃいけない。君が安あん易いにここを空けるから、代わりに見み張はってたんじゃないか」


　端たん末まつが替かわっても中身は替わらない。『ウォーカーマン』はどこまで本気かわからない口くち振ぶりで抗こう議ぎした。


　それから気づいて、


「あれ？　君、酔ってるの？」


「悪いか」


「いや、別に悪かないけど……そうか。君も覚かく悟ごを決めちゃったみたいだね。他ひ人と事ごとのように言わせてもらうけど、面おも白しろくなってきたよ」


　うそぶいて、灰はい色いろの双そう眸ぼうをニンマリと細めた。カーサは鼻を鳴らした。


「……あんたはどうする気だ？」


「何もしない。例によって」


「覗のぞき趣しゆ味みのためだけに、その端末で出で張ばって来たのか？　結けつ構こうな性せい格かくだな」


「年とし寄よりの吸血鬼なんて、みんなこんなもんさ」


　カーサの無礼な物言いに、『ウォーカーマン』は飄ひよう々ひようと応おうじる。もっとも、彼の台詞せりふの方が、より無礼なのかもしれないが。


「ま、龍りゆう王おうの配下を見つけたら、声ぐらいかけてあげるよ」


「ありがたくて涙なみだが出るね。だが、約束だぞ。こちらに手出しはするなよ」


　釘くぎを刺さして、その場をあとにする。「いってらっしゃ～い」と『ウォーカーマン』はにこやかに手を振ふった。あれで操っているのがカーサの何倍も強力な吸血鬼というのだから嫌いやになる。


　──まさか、これがもとで腐くされ縁えんになどならないだろうな？


　考えたくはないが、考えられる可か能のう性せいだ。とにかく不良吸きゆう血けつ鬼きのことは頭から追いやって、カーサはリズの部屋を訪おとずれた。


　二人は不ふ在ざいだった。一いつ瞬しゆん嫌な予感に襲われたが、中庭に通じるドアが開いたままになっている。外を見ると、中庭の廟びようの前に、アダムとリズの姿があった。


「アダム。もういいのか？」


　カーサが中庭に降おりると、リズがほっとした表情を向けた。


　アダムの表情は厳きびしかった。敵てき兵へいに城を包囲されながら、必死に踏ふみとどまっている指し揮き官かんのようだ。敗北を目の前にしながら、なお威い厳げんを保たもつ面つら構がまえである。


　リズから話を聞いたらしい。カーサもすぐに真しん剣けんな顔つきになった。


「カーサ。あたし──」


「リズ」


　カーサに何か言いかけたリズを、アダムがやんわりと止めた。強くはないくせに人の心に響ひびく声は、いかにも彼らしい。


「悪いが、少しの間カーサと二人にしてくれないか？」


「で、でも──」


「私なら大だい丈じよう夫ぶ。身体からだの方は落ち着いているよ。頼たのむ、リズ。大事なことなんだ」


　アダムが重ねて頼むと、リズは口を閉とざした。何度もアダムとカーサを見たが、結局は大人しく部屋に戻っていった。


　リズが非ひ常じよう階かい段だんを上って部屋に入るのを見み届とどけてから、アダムはカーサに向き直った。淡い紫むらさき色いろの瞳ひとみが、揺ゆるぎのない視し線せんを飛ばしてくる。


「話は聞いた。リズの妊にん娠しんのことも。吸血鬼が子を産む危き険けんのことも。リズは口を濁にごして誤ご魔ま化かしていたが、実じつ際さいはかなりの危険を伴ともなうんだろうね？」


「……ああ。楽観的なことを言っても仕方がない。私も知らなかったことなんだが……母子ともに無事で済すむことは、まずないと覚悟してくれ」


　カーサが事実を告げると、アダムは伝えられた事実を嚙かみ締しめるように、沈ちん痛つうな面おも持もちで目を閉じた。


「なんと言うことだ」


　と隠かくしきれぬ弱々しさでもらす。


「己おのれの死を目前にして、愛する者と我わが子とを秤はかりにかけるが如ごとき憂うき目を見るとは」


「……リズは産む気だぜ？」


「聞いた。しかし私に止めることはできない。止める権けん利りなどないし、止めたとしてもリズは聞くまい。あれはそういう女だ。そして、そうまでして私の子を産もうとしてくれる彼女が、私は愛いとおしいのだ。彼女の生おい立ちは知っているのだろう？」


「……ああ。少しは」


「ならわかるはずだ。彼女が子こ供どもをほしがる訳わけが。彼女は『家族』というものに憧あこがれている。見せてやりたいよ。初めて君と出会ったときの、彼女のはしゃぎぶりを」


「…………」


　アダムの言葉はカーサの胸むねに突つき刺ささった。彼は見せたいと言ったが、見るまでもなく目に浮うかぶようだ。カーサという血族に会って、リズが大喜びする様が。


　仲間や血の繫つながりを求める。これもまたカーサたちの──混こん血けつの血族が背せ負おう定めなのかもしれない。


「……カーサ。私は、リズの血を受ける」


「……！」


　カーサの両目が鋭するどく光った。


「例の『波』とやらは許きよ可かしてくれたのか？」


「私の才などどうでもいい。いまとなっては、事ここに至いたらねば決意できぬ我が身を不ふ甲が斐いなく思うばかりだ。だが、リズが死を賭として子を産むのなら、私には子を育てる義ぎ務むがある。それで彼女が命を落とすとしても、最さい期ごの瞬しゆん間かんまで側そばにいる」


　日ひ頃ごろは温おん厚こうなアダムの奥おく底そこから、熾おき火びのような熱が発せられていた。まるで灼しやく熱ねつの塊かたまりを、懐ふところに抱いだいているかのようだ。


　熱。


　その熱が誰かを連想させ、それが誰か気づいたカーサは、内心苦く笑しようしてため息をついた。


　──我われながら発想が貧ひん困こんだ。


　そもそも、百年前のあいつは比くらべものにならないぐらい青あお臭くさい奴やつだったはずだ。いや、それ以前に、この手の熱──ともすれば青臭くも感じられる熱意は、人間ならば誰しも裡うちに秘ひめているものなのだろう。


　人の血が持つ熱だ。


　吸血鬼が、本ほん能のう的に欲ほつするものだった。


「……あんたの覚かく悟ごはよくわかったよ、アダム」


　とカーサは頭を切り換かえる。


「で、わざわざ私と二人になったってことは、『例の件けん』だな？」


「その通りだ。今度こそ是ぜ非ひとも頼みたい」


　カーサの魔ま術じゆつを使い、思念によって「混こん血けつ児じとしての記き憶おく」を共有させてもらうこと。一度は断ことわった申し出である。しかし、いまはアダムだけでなく、カーサの方も覚悟ができていた。


「……説明したと思うが、これは人間の精せい神しんには過か大だいな負ふ荷かとなる行こう為いだ。人じん格かくにも少なからぬ影えい響きようが出るはずだし、最悪の場合、気が狂ふれることもある。こちらでも加か減げんはするが、人の心は複ふく雑ざつな上にデリケートだ。すべてを予よ測そくすることはできない」


「わかっている」


　アダムは簡かん潔けつに答えた。相変わらず、心音にはまったく乱みだれがない。剛ごう胆たんなものだ。


「いま始めてしまっていいのか？」


「構かまわない。さっきの騒さわぎで体力は消しよう耗もうしたが、心は十分に充じゆう実じつしている。何より──わかるんだ」


「わかる？」


「ああ」


　アダムは真しん剣けんな態たい度どで首しゆ肯こうした。


「いまだ、ってね。さあ始めてくれ」


　アダムは、一度目を閉じ、呼こ吸きゆうを整えてから、ゆっくりとカーサと目を合わせた。


　カーサは舌した先さきで唇くちびるを舐なめた。


　ひと息に魔ま力りよくを練り上げ、魔術を構こう成せいする。身体からだの力を抜ぬき、精神を統とう一いつさせる。


「よし。では、いくぞ」


　翠みどりの双そう眸ぼうが昂こう然ぜんと閃ひらめき、紫むらさきの双眸が戦おののくように見開かれた。
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「──今世紀に入ってからというもの、世の『脈動』は飢うえた蛇へびの如ごとしだった。『脈動』を感じ取る甲か斐い性しようのない僕ぼくですら、その激はげしさがわかったほどだ。それは、祭事に臨のぞみ踊おどり狂くるうようであり、また臨りん終じゆうに入りのたうち回るようでもあった。そこにあるのは一種の『もどかしさ』。また、逆ぎやく説せつ的であるが『停てい滞たい感』だ」


　九クー龍ロン城じようの外に広がる、無数のバラック。その一角に残された分ぶ厚あつい石いし垣がきは、かつてここが城じよう砦さいだった頃ころの数少ない名残なごりだった。


　その城じよう壁へき跡あとに寄よりかかったまま、『ウォーカーマン』は夜明けを迎むかえつつある九龍城の異容を眺ながめていた。


「『行き詰づまっている』と僕は見た。君と同じさ、カサンドラ君。この百年、人はあまりに世界を急がせ過すぎたんだ。特に、本来表ひよう裏り一体であるべき人間社会と月下の在あり様は、もはやどうしようもないほど乖かい離りし、歴史の両輪たり得なくなっている。求められるのは『変化』。それも『革かく命めい』レベルでの変化だが……それはもう、いま在る要よう素そだけでは不ふ可か能のうだ。だから、『脈動』は淀よどみ始めた。止まることもできず、向かう先もわからず」


『ウォーカーマン』が目を閉じる。そして、小さく口ずさむ。


「……この流れ。こういうときなんだ。出てくるのは」


　聞く者もない独どく白はく。遥はるか古いにしえより身体さえ捨すて去って生きてきた、孤こ独どくな放ほう浪ろう者しやの、大だい胆たんなモノローグ。


　閉とざした目を再ふたたび開き、『ウォーカーマン』と呼よばれる吸血鬼は、小さな声で淡たん々たんと続ける。


「アダム・王は自ら述のべた通り『風ふう水すい盤ばん』だ。彼は世界と交信する装そう置ち。現げん時じ点てんでは意い志しを持たない、ただの器うつわに過すぎない。しかしそれは別の見方をすれば、可か能のう性せいを秘めているということだ。また、『賢けん者じや』がこの地に現あらわれたことこそ、何よりの証あかしだと僕は思う。あの始祖こそは、神代の昔より幾いく星せい霜そうという時の流れ、世の『脈動』を追い、見守ってきた『賢かしこき者』。だが、カサンドラ君。君が自ら渦か中ちゆうに飛び込こむとなると、今度ばかりは『賢者イヴ』も傍ぼう観かん者しやではいられないかもしれないな。世の『脈動』などと漠ばく然ぜんと言ってみたところで、それは結局個この集合から紡つむがれる。『そのとき』『そこ』にいた個の選せん択たくが、小さな蝶ちようの羽ばたきから巨きよ大だいな嵐あらしを呼よぶのだ。おそらくはこの『行き詰づまり』を突とつ破ぱし、風かざ穴あなを開ける強い嵐を。それとも結局、すべては僕の単なる妄もう想そうに終わるのか……」


　何がおかしいのか、『ウォーカーマン』はクスリと肩かたを震ふるわせる。


　それから、「さて」とゆっくりと石垣から背せ中なかを離はなし、


「約束だ。声はかけるぞ……カーサ」
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　アダムの精神と繫つながるのは、これで二回目だ。しかし、今回は前と違ちがい、彼の深しん層そう心理にまで潜もぐっている。前回気づかなかったことにも気が付いた。


　それは深さ。


　そして、広さだった。


　カーサの認にん識しきするイメージに過ぎないが、アダムの心は広大だった。ただの人間でこれほどの容よう量りようは、お目にかかったことがない。彼の、いわゆる人じん格かく的な部分は、言ってしまえば凡ぼん庸ようだ。格かく別べつ特とく異いでも複雑でもない。にもかかわらず、彼の心はどこまでも広がり、底知れない奥おく行ゆきを感じさせる。


　これがアダムのいう『才』の証なのだろうか。世界を読み解とく者が備そなえる巨大なアンテナを、カーサは連想した。


　カーサが有する混こん血けつ児じとしての知ち識しきの類たぐいは、瞬またたく間に伝えられていった。術を用意したときに想定していた最低限の情じよう報ほう量りようは、あっという間にコピーされ尽つくしてしまう。


　ならばもっと。


　カーサが出力を上げる。知識から記き憶おくへ。さらには記憶にまつわる感情、想おもいまで。アダムが要求した混血児としての記憶とは、詰まるところカーサそのものだ。伝えることはいくらでもある。


　凄すさまじい勢いきおいで、カーサの想いがアダムを埋うめていく。


　もっと。


　気が付いたときには、カーサの中に悪お寒かんが生じていた。目の前で自分自身が再さい構こう成せいされていくような錯さつ覚かく。新しいカーサが生まれ、五百年のときを駆かけ足で辿たどっていく幻げん想そう。


　しかし止まらない。


　もっと。


　カーサの歴史が繙ひもとかれ、次から次へとページを捲めくられて写し取られていく。


　月下に転化したカーサ。混血の意味を知ったカーサ。吸血鬼としての骨こつ格かくが、転化後数年の内に見る見る作り上げられていく。長おさから受けた魔ま術じゆつの訓練。血族たちが向ける嫌けん悪おの視し線せん。カーサは、怒いかり、憎ぞう悪おし、嘆なげき、哀かなしみ、屈くつ折せつし、苛いら立だちを募つのらせていく。


　しかし、カーサはアリスに出会った。


　当時の感情がうなりを上げてアダムの心を埋めていく。歓かん喜き。決意。向上心。思し慕ぼ。憧しよう憬けい……


　カーサの前にケインが現あらわれた。


　またも、そのとき感じた心の動きが目の前で再さい現げんされる。警けい戒かい心しん。隔かく心しん。悪いた戯ずら心。歩み寄り。信しん頼らい……


　世界を旅する中で、見たことが、聞いたことが、口にしたことや、手にしたことが、嗅かいだことや、思ったことが、「混血児」というキーワードを核かくに、怒ど濤とうの勢いで流れ込んで行く。その凄まじい勢いに、カーサはもう制せい御ぎよがかけられない。


　それは取りも直さず、カーサが自らの歴史と存そん在ざいを、再さい認にん識しきし再さい構こう築ちくする行こう為いに他ほかならなかった。カーサがいままで気づかなかった、もしくは気づいても見ぬ振りをしてきたことをも含ふくめて、混血の吸血鬼という奇き異いな存在の足そく跡せきを辿ることだ。


　そして、カーサは見た。日本から来た朴ぼく訥とつな青年が、アリスの腕うでの中で牙きばを生やす光景を。


　その瞬しゆん間かんから、彼はカーサの視し界かいの中心に据すえられた。彼女の視線も。その思考も。否いや応おうもなく彼へと収しゆう束そくされていく。


　怒り。敵てき意い。嫉しつ妬と。


　戸と惑まどい。興きよう味み。親しみ。


　そして──


　もっと。


　いや、もういい。カーサは止めようとした。しかし止められなかった。外でもない、カーサ自身が見み届とどけようとしていた。


　最後の百年。


　カーサが過ごした中でもっとも濃のう密みつな時間。カサンドラ・ジル・ウォーロックにとっての、百年の夜。止めどなく膨ふくらむ行き場のない想いが、徒いたずらに内ない圧あつを高め、いつしかカーサ自身をも出口のない迷めい宮きゆうへと誘いざなっていく。


　そして、行き詰まり、煮に詰つまった想いは、虚こ空くうの中で凝ぎよう縮しゆくした。


　気がついたとき、目の前に心しん臓ぞうが生まれていた。


　闇やみをまとう、氷の心臓。カーサの中に確たしかに存在する、彼女の力の源みなもとが。


　そして、その心臓が生まれた瞬間だ。


　世界が、堰を切ってなだれ込んできた。


　なだれ込む世界を受けて、心臓が脈を打つ。血流が迸ほとばしる。氷の心臓からはき出される、闇色の黒い血。心臓が脈を打つ。アダムの中で。そして、アダムの外で。


　気がつけば、カーサの胸むねも早はや鐘がねを打っていた。二つの心臓が共鳴する。どくんドクンどくんドクンと。一拍ぱくごとに、アダムの身体からだの全ぜん細さい胞ぼうへと浸しん透とうしていく。


　何が起こっているのかわからない。いや、これは知っている。カーサ自身、五百年前に体験した再さい生せい──生まれ変わりだ。


　転化。


　しかし、転化は通つう常じよう、吸血鬼の血を人の血に注ぐことで発生する。カーサは記憶こそ伝えはしても、血は一滴てきも与あたえていない。なのに──


　世界がアダムを転化させる。


　氷の心臓で。


　カーサの想いで。


　求めていたのだ。世界の『脈動』が、その意を顕けん現げんする心臓を。


　停てい滞たいし、行き詰づまり、淀よどみ始める流れを、次へと導みちびく者。血と破は壊かいを厭いとわず、新たな流れを呼び込む者。


　それはまた、五百年にわたるカーサの宿願でもあった。


　カーサの──そして世界の──呼び声に応おうじて、新たな『血』が産うぶ声ごえを上げる。


　新しい血けつ統とうが。


　カーサはその創そう始しに立ち会い、歓喜とも慟どう哭こくともつかぬ激げき情じように揺ゆさぶられて──





　──カーサ！
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　とっさに時間の経けい過かがつかめなかった。静止していた時が、突とつ如じよ動き始めたようだ。カーサは瞬しゆん時じ、見けん当とう識しきを失った。


「……い」


　──いま!?


　誰だれかが自分を呼んだ気がした。完全なトランス状じよう態たいにあったカーサを、離はなれた場所からでも現げん実じつに引ひっ張ぱり上げるほど強力な思念。


　──『ウォーカーマン』！　お前か？


　返事はない。しかし次の瞬間、心身に巨きよ大だいなプレッシャーを受け、膝ひざが折れた。三さん半はん規き管かんが麻ま痺ひし、胃い液えきが逆ぎやく流りゆうする。大気が重みを増ましたかのようだった。


　さすがのカーサも、すぐには事じ態たいが把は握あくできなかった。気が付いたのは、魔ま力りよくが身体から抜ぬけ落ちるような倦けん怠たい感かんを感じたときだ。


「これは……『結界』!?　『真しん祖そ』の奇き門もん遁とん甲こう術じゆつか！」


　カーサの叫さけびに応こたえるように、『真祖混こん沌とん』の血族たちが現あらわれた。


　見覚えがある。先日の晩ばん、カーサに絡からんできた龍りゆう王おうの配下たちだ。奇門遁甲術は『真祖』の中でも世代の古い強力な吸血鬼しか操あやつれない。そしてこの『結界』は、本来敵を排はい斥せきするのに用いる術だ。カーサのような混こん血けつ児じが「招まねかれなければ入れない」という性せい質しつを持つのを承しよう知ちで、彼女の力を封ふうじにかかっているのである。


　龍王の配下の一人が、ニコリともせずに言う。


「……召めし捕とったぞ、混血児。治を乱みだし、王に弓引く不ふ埒らち者ものめ」


　──不覚！


　いかな『真祖』の奥おう義ぎといえど、カーサほど魔ま術じゆつの造ぞう詣けいが深い術じゆつ巧こう者しやならば、隙すきを突つくことはできたはずだ。


　しかし、ここまで完全に発動した『結界』に捕らわれては、反はん撃げきもままならない。完全に油ゆ断だんした。


　──『ウォーカーマン』め。本当に声をかけるだけで済すませる気か!?


　彼がこの事態を見ているのは間ま違ちがいないはずだ。しかし、彼にカーサたちを助ける気がないとすると、事態はかなり絶ぜつ望ぼう的だ。


「今回の件けん、やはり貴き様さまが裏うらで糸を引いていたか。今度ばかりは賢けん者じや様さまとて庇かばい立てのしようがあるまい。覚かく悟ごするのだな」


「……くっ」


　カーサは片かた膝ひざをつきつつ、歯を食いしばって配下をにらんだ。


　優ゆう位いに立った余よ裕ゆうからか、配下の吸血鬼は目つきに嘲ちよう弄ろうをにじませた。


「『賢者イヴ』の訓くん戒かいに触ふれながら、ついに正道を歩むことがなかったな。所しよ詮せんは混血ということか」


「…………」


　カーサの眼がん光こうに熱がこもる。配下の吸血鬼はむしろ哀あわれむような顔になった。


「おそらく咎とがはロンドンのウォーロック家にも及およぼう。あの血統も罪つみ作つくりだ。貴様のような鬼おに子ごをわざわざ産み落とすなどと。……そう思えば、貴様も哀れよな。月下にありながら『血』の導みちびきを受けることも叶かなわぬのだから」


「……貴様らに何がわかる」


　それは、カーサの魂たましいがもらした怨えん嗟さの声だったに違ちがいない。


　目の前の吸血鬼とて、徳とく高き龍王の配下である。普ふ段だんならば──アリスやジロー、ケインにならば、相そう応おうの礼も尽つくすだろう。ときには生きた歳さい月げつを笠かさに着ることがあったとしても、年長者たる威い厳げんと寛かん大だいさを忘わすれることはないに違いない。龍王の法──脈々と保たもたれる血族社会の掟おきての中にある限かぎり、彼もまた偉い大だいな吸血鬼の一人であるはずなのだ。


　しかし彼らにはわからない。血族社会の歪みが。あまりに長い時間が形成した、月下の良りよう識しき。それは、枠わくからはみ出る者──「新しい存そん在ざい」を許きよ容ようできず、枠を保たもつために排斥せざるを得なくなる。そのことを、彼らは気付いていない。気付こうともしない。システムに組み込こまれているからこそシステムの限げん界かいが見えず、いまある矛む盾じゆん、やがて来るかもしれない崩ほう壊かいが、予よ測そくできないのだ。


　古い血には力が宿る。


　しかし、古いだけの血は濁にごるのである。


　思えば、混血児カーサを生み、五百年かけていまの彼女に育て上げたのは、その濁り、その歪みではなかったか？


「貴様ら……貴様らに……」


　カーサは牙きばを剝むく。


　魔術に押おさえつけられながら、なお足あ搔がき、咆ほう哮こうする。


「何が、わかる！」


　そのときだ。





「……その通りだ。カーサ。彼らにはわからない。我々がやるしかない……」





　その場にいた全員の視し線せんが、カーサの背はい後ごに吸すい寄よせられた。


　アダムが立っていた。


　彼は、胸むねの上を腕うでで押さえて、身をふたつに折っていた。その姿すがたは、死の縁ふちで踏ふみとどまる獣けもののそれだ。振り乱みだれた白はく髪はつが、滝たきに打たれているかのように身体からだを覆おおっている。白髪の奥から紫むらさき色いろの双そう眸ぼうが、炯けい々けいと光を放っていた。


　どこからか地鳴りが聞こえてきた。轟ごう音おん。鼓動だ。アダムの鼓動。一拍ぱくごとに周囲が震しん動どうしている。世界が粟あわ立だっている。


　わずかな間とはいえ、どうして意い識しきしなかったのか。さっきの魔術──アダムと繫つながっているときに感じた感覚は、まだ終わってなどいなかった。アダムの中に世界がなだれ込んでいく。アダムの心しん臓ぞうから世界へ向けて『脈動』が駆かり出される。アダムを核かくにして、世界が循じゆん環かんし、彼の刻きざむ『脈動』を行き渡わたらせていく。


「アダム。お前……」


　アダムが喘あえぎをもらした。


　口から覗のぞくのは、ぞろりと白い二本の牙。白い息い吹ぶきが火吹き竜りゆうのように、細いあご先にまとわりつく。見ているだけで伝わってくる想そう像ぞうを絶ぜつする苦く痛つうが、それを上回る強い意い志しで押さえつけられている。


　気が付けば、空は暗雲に覆おおわれていた。四方をビルに塞ふさがれた中庭にさえ、轟ごう々ごうと風が吹ふき込んでくる。いや、違う。ここから風が発生しているのだ。アダムが中心になっているのだ。大地が震ふるえ、大気が軋きしみ、見えない波動が周囲を圧あつしていた。カーサの中の『血』が畏い怖ふし、萎い縮しゆくしていた。


「……なんだ、これは？」


　配下の吸血鬼が愕がく然ぜんと後こう退たい。彼の足取りに力はなく、傷きずついてよろめくかのようだ。そのときには『結界』など吹ふき飛んでいた。カーサが恐きよう々きようと立ち上がる。手足の自由は戻もどったが、視線はアダムから離はなせない。


　アダムの鼓動は止まらない。アダムの鼓動に、世界が吸い寄せられ、吐はき出される。魔ま力りよくがどうだという問題ではない。時空が強ごう引いんに歪わい曲きよくされるかのようだ。


　しかも、鼓動は勢いきおいを増まし始めた。世界はいまや鼓動に合わせてうねっている。カーサ自身、身体がねじ曲がるのを感じた。彼女の意志よりも高い次元で、『血』が鼓動と共鳴している。


「……なにが？」


　恐おそれ戦おののきもらした声は、しかしカーサ自身の耳にすら届とどかなかった。


　鼓動が耳を圧した。悲鳴が聞こえたような気がした。振ふり返ると、さっきまでカーサを捕ほ縛ばくしていた吸血鬼が、全身から血を噴ふん出しゆつさせて砕くだけ散り、灰はいになった。他の配下たちも、次々と同じ末路を辿たどっていく。恐おそろしいことに、死の瞬しゆん間かん、彼らは恍こう惚こつとした表ひよう情じようを浮かべていた。


　──このままでは巻まき込まれるっ。一度ここから──


　だが、脱だつ出しゆつを試みるより早く、カーサの視し界かいに人ひと影かげが入った。


「リズ！」


　中庭に通じる非ひ常じよう階かい段だんに、真っ青になったリズが顔を出した。おそらく、さっきまで『結界』で動けなかったのだろう。


　階段の上に現あらわれ、


「アダム！」


　と叫さけんだ瞬間、うねりに当てられ昏こん倒とうした。


　階段から落ちる。


「くっ──！」


　まるで嵐あらしの海上のように揺ゆれ動く大地を蹴けり、カーサは階段の下に駆かけつけた。リズが地面に墜つい落らくする寸すん前ぜん、横から体当たりするように抱だき留とめる。


　二人はもつれ合いながら大地に身を投げ出した。そこに、ひと際きわ巨きよ大だいなうねりが、大波のように襲おそってきた。


　逃にげられない。そう判はん断だんした瞬間、カーサの眼がん前ぜんに男が飛び込んできた。


「『ウォーカーマン』！」


「…………」


『ウォーカーマン』は答えなかった。前方に思念の壁かべを築きずき、アダムの鼓動を遮しや断だんした。技ぎ術じゆつではなくパワー。カーサでは逆さか立だちしても不ふ可か能のうなほどの膨ぼう大だいな力を注ぎ、彼女とリズの盾たてとなった。


　だが、『ウォーカーマン』が二人を助けたのは、単なる「ついで」だったのかもしれない。


　彼は一いつ切さいの雑ざつ念ねんを払はらい、食い入るようにアダムを凝ぎよう視ししていた。


「……素す晴ばらしい」


　両の目から涙なみだがこぼれる。


「なんと峻しゆん烈れつな──果か敢かんな祖そだ」


「……祖？」


　頭の中は空白に近かった。カーサは上う手まく考えることができないまま、リズを抱きかかえて身を起こした。


『ウォーカーマン』の盾の後ろから、嵐の中心にいるアダムを見る。


　獣のように唸うなっていたアダムが、様子を変えようとしていた。


　ゆっくりと背せ筋すじを伸のばし始める。周囲の歪ゆがみが少しずつ緩かん和わされ、地鳴りにも似にた轟音が少しずつ鳴りを潜ひそめた。鼓動が猛たけ々だけしさを鎮しずめ──代わりに、安定した力強い鼓動へと変化した。


『ウォーカーマン』が思念の壁かべを解かい除じよした。


　彼は、それが唯ゆい一いつ相応ふさわしい対たい応おうだとでも言うように、無言で膝ひざを着き、頭を垂たれた。


　カーサは、意識のないリズを抱いたまま、馬ば鹿かみたいに突つっ立たっていた。突っ立ったまま、目の前の光景に釘くぎ付づけになった。





　そこに、始祖が立っていた。





　始祖は、長い白はく髪はつを真まっ直すぐ大地に滑すべらせ、空を見上げるようにあごを突つき出して、二本の足で屹きつ立りつしていた。


　ただそこにいるだけで、決して無む視しすることのできない圧あつ倒とう的な存そん在ざい感をまとっている。誰に教えられるまでもない。黒き血の通う者ならば、本ほん能のう的に理り解かいしただろう。


　始祖。


　月下の歴史に、またひとつ新しい血脈が誕たん生じようしたのだ。


　しかも、


　──……ああ。


　いる。あの中に、自分がいる。カーサの影かげが。氷の心しん臓ぞうが。


　あれは、混こん血けつの王。


　九めい龍きゆうの奥おく底そこで生まれ、他を喰くらいて、ひとつにする血。


　淀よどみを動かし、新たな流れを導みちびく牙きばだ。


　カーサと同じ過か去こから連なる、波は乱らんに満ちた未来が、あそこに立っている。混こん血けつ児じカーサの、宿命が。


　急に、笑いたくなった。


「……まいったな。リズ。君の旦だん那なは……始祖になってしまったぞ？」


　ふと。


　心の片かた隅すみで思った。みんな、いまごろどうしているだろう、と。


　ケインはこのただならぬ波動を受けて、さぞ仰ぎよう天てんしていることだろう。原げん因いんを知るべく、考えつくあらゆる方面に連れん絡らくを取っているはずだ。


　アリスは派は手でにぶっ倒たおれているに違ちがいない。何しろ、これほどの『脈動』だ。またも、うっかり食事の最中で、大変なことになっていなければいいが。


　ジローはアリスを抱きかかえて右う往おう左さ往おうしているのだろう。いったい何が起きたのかと、大おお慌あわてで、大おお騒さわぎをして……


　みんな、私のことを心配していたりするのだろうか？


「……まいったな」


　カーサは理解した。いま、自分と仲間たちとの道は、完全に分かたれたのだ。


　ついさっき体験し直した自らの五百年が、夜明け前に見た夢ゆめのように、朧おぼろ気げに思い出される。天真爛らん漫まんなアリスの笑え顔がお。眉み間けんにしわを寄よせたケインの小言。ときに苛いら立だち、ときに苦く笑しようし、不意にどきりとさせられた、ジローの真っ直ぐな眼まな差ざし。二人で、三人で、そして四人で、旅し、話し、ぶつかり合い、笑い合った、記き憶おく。


　本当に夢みたいだ。それとも、いま見ているのが夢なのだろうか？　いま自分は、夢の中にいるのだろうか？


　だが、ひとつだけ間ま違ちがいのないことがある。たとえこれが夢だとしても、自分はこの夢の続きを、生きていかねばならないのだ。


　若わかき血族を腕うでに抱だき、伝説の吸血鬼の傍かたわらに立って──


　カサンドラ・ジル・ウォーロックは自らの宿命と対たい峙じした。





　一九九七年、香港。


　のちに『九龍ショック』と呼よばれる史上空前の災さい禍かは、もうすぐそこにまで迫せまりつつあった。
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「……とまあ、そんなところだ」


　長い長い回想を、カーサはそう締しめくくった。


　時間が急速で戻もどり、意い識しきが空間を飛び越こえる。一九九七年から、二〇〇九年へ。香港から、特区へ。そして、歴史の中の一場面から、現げん実じつの日にち常じようへ。ワインは自分の意識が時空を跨またぐような錯さつ覚かくを覚えた。


　特区第八地区エイト・ヤード、旧きゆう『カンパニー』本部の一室。部屋にいるのは、自らの体験を淡たん々たんと語るカーサ。そして、小さな身体からだを寄より添そわせるように姉の傍らに座すわる少女──ワインの二人だった。


　葛かつら城ぎミミコの九龍化計画が失敗に終わり、二人がシンガポールより戻もどって二日半。己おのれの出自を問うワインに対して姉が聞かせた話は、彼女の想そう像ぞうを上回って、衝しよう撃げき的で込こみ入っていた。


　落ち着いた態たい度どのカーサに比くらべ、ワインは動どう揺ようを露あらわにしていた。


　黒くろ髪かみを編あんだお下げは力なく垂れ下がり、視し線せんの落ちた瞳ひとみは時折不安そうに隣となりに座る姉を見上げようとする。彼女が人と吸血鬼の子──ダンピールであることを明かす縦たて長ながの瞳どう孔こうをした紫むらさき色いろの右目も、不安と驚おどろきからくる涙なみだで淡あわく潤うるんでいた。


　あまりに数すう奇きな運命を歩んだ、ある一人の女おんな吸きゆう血けつ鬼きの回想。


　念話ではなくあえて言葉で伝えられた話は、それだけに、言外に含ふくまれる様々な想おもいを伴ともないながらワインの胸むねに染しみ入った。


　自分の知らなかった、自分自身のルーツ。ワインの記憶に香港の風景はない。彼女の知る香港は、失われた都市だ。しかし、そこで生まれた複ふく数すうのドラマが、いま在ある自分に繫つながっている。繫がり、脈打っている。その事実を、ワインはしっかり認にん識しきしようとした。


　人を変え、舞ぶ台たいを変えて、物語は途と切ぎれることなく、いまもなお続いているのだ。


　ワインが生きる、この現実リアルに。


「……それで、どうなったの？」


　久ひさしぶりに口にした声は、カラカラに乾かわいていた。カーサは気にすることなく、「うん」と頷うなずいた。


「その後アダムは、九クー龍ロン城じようの住人たちを自らの血に染そめた。といっても、いちいち血を吸すって回ったわけじゃないぞ？　あれであいつにも、ちょっとした『技わざ』があってね。まあ、とにかく九龍城は我われらの根ね城じろとなり、転化した者たちが街に出て──『九龍ショック』の幕まくが開かれる訳わけさ」


　当時を回想する面おも持もちで、カーサはワインに肩かたを竦すくめて見せた。


「……それはそれは凄すさまじい混こん乱らんだった。ちょうど龍りゆう王おうが不ふ在ざいだったのも、混こん乱らんが拡かく大だいした要よう因いんのひとつだろうな。騒ぎは瞬またたく間に香港全土に飛び火し、次いで世界中に伝えられた。そして、パニックが頂ちよう点てんに達したころ、押おっ取とり刀で龍王が帰き還かん。香港を『結界』で封ふう印いんして……いよいよ本ほん格かく的な戦いが始まった。これがいわゆる香港聖せい戦せんだ」


「……戦争」


「そうだ」


　カーサは頷いた。


　世界に向かって牙きばを剝むいた、ワインの父、九龍王アダム。カーサは彼の副ふく将しようとして、常つねに戦いの最前線に立ったという。いや。いまの話を聞いた限かぎりでは、あの戦争は「九龍王の」というより、「アダムとカーサの」戦争だったのかもしれない。生きあぐね、足あ搔がき、藻も搔がき、それでも必死に生きようとした、虐しいたげられし者たちの。


　ワインは深く息をついた。そうせずにいられなかった。


　香港聖戦はその歴史的意い義ぎに反し、十年以上経けい過かしたいまでも、真実のほとんどが闇やみに伏ふせられたままだ。ましてや、その発ほつ端たんを正せい確かくに知る者が、どれだけいるだろうか。


　一九九七年の香港で起きた出来事は、間ま違ちがいなく世界を変へん革かくした。しかし、その変革は夜の暗くら闇やみの中で行われ、いまなおそこに光は当たっていないのである。あるいは、これから先もずっと。


　その真実に触ふれる資し格かくが、自分にはあるだろうか。ただ、ワインにとってひとつだけ、聞かずにはいられないことがある。


「お母さんは？」


　半ば答えを確かく信しんしつつ、それでもあえて、ワインは尋たずねた。


「お母さんは、そのあとどうしたの？」


「……リズは、戦いの最中お前を産み、引き替かえに命を落とした」


「…………」


　吸血鬼ブラツク・ブラツドは生せい殖しよくに向かない。話の中にあった言葉が、虚むなしい響ひびきでワインの胸きよう中ちゆうに木こ霊だまする。つまり、母は自分のために命を落としたのだ。この命は、母の生命と尊とうとい決意を引き替えにして存そん在ざいしているのである。


「あいつは覚かく悟ごしていたよ。だから、お前が無事産まれたときは喜んでいた。ちゃんと産んであげられた、って。そして謝あやまっていたよ。育ててあげられなくてごめん──とな」


　カーサの顔が優やさしくほころんだ。ニヒルな姉が、ワインの前でだけ見せる顔だ。おそらく母の前でも、姉はこんな表ひよう情じようを浮うかべていたのだろう。


「だから、お前は間違いなく、アダムとリズの血を引く子だ」


「でもっ」


　とワインは姉にしがみつく。


「でも、それならどうしてミミコさんが転化しなかったの？　わたし、ちゃんとあの人の血をのんだのよ？　わたしがダンピールだから？　それとも──」


「お前がリズのお腹なかに宿ったのは、アダムが始祖ソース・ブラッドとして目覚める前だ」


「──！」


　ワインはダンピールだ。しかし、吸血鬼アダムと人間の子ではない。人間アダムと吸血鬼リズの間に産まれた子こ供どもだったことになる。当然、『導どう主しゆアダム』としてのアダムの血──いわゆる『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血は流れていないのである。


　思い当たるところはいくつもあった。たとえば、九龍の血は乱を好む、という点だ。姉や兄たちは皆みな、程てい度どの差こそあれ戦いや争いを良しとする。日ひ頃ごろはセーブしていても、本ほん能のう的に凶きよう暴ぼうさを秘ひめている。それが彼女らの『血』の宿命だ。


　しかし、ワインには好戦的なところがまるでない。これまでは『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血が半分しか流れていないからだと思っていたが、そうではなかったのだ。


「お前が龍王の張はった『結界』に反はん応のうしたのも、お前が『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血を引いているからじゃない。リズの──混こん血けつ児じの血を引いているからだ。というより、『九龍の血統わたしたち』が『結界』に反応すること自体、元を正せば『導主』の『血』が、混血という存在と深く関かかわっている証しよう拠こだろうな」


「……じゃあ、やっぱりわたしは、みんなとは違ちがうのね？　『九龍の血統クーロン・チヤイルド』とは関係ないのね？」


　問いかける声は隠かくしようもなく震ふるえていた。いまにも泣きそうなワインに、カーサは軽かろやかに笑いかける。


「いま言ったじゃないか。お前はちゃんとアダムの血を引いている。そして何より、リズの血を引いている。彼女の存在こそ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の根こん源げんだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』というのは、いわば混血の血統なんだ。アダムを復ふつ活かつさせたときだって、あえてお前の血を使っただろ？　吸血鬼の黒き血ならアダムは甦よみがえったはずだが、リズの子であるお前の血の方が、より相応ふさわしいと思ったからだ。私だけじゃなく、みんながな」


「みんな……」


　ハッとワインは顔を上げた。


「他のみんなは、その、わたしのこと……？」


「知ってるよ。もっとも、気にしてる奴やつはいない。その点に関しては、お前もちゃんとわかってるはずだ。それとも、連中がお前に隔かく意いを持って接せつしてると、お前はそう思うか？　もしそうなら、それはなかなか残ざん酷こくなことだぞ？　ザザなど首を吊つるかもしれん」


　悪いた戯ずらめかしてカーサが言うと、ワインは慌あわてて首を横に振ふった。兄たちが、そしてカーサがワインに向ける愛あい情じようは本物だ。それを疑うたがったことなど一度もないし、それがわからないほど愚おろかではない。


　ただ、悲しいのは──


「どうして言ってくれなかったの？　なんでいままで、黙だまってたの？」


　裏うら切ぎられたというのは大げさかもしれない。おそらく、秘ひ密みつにしていた理由だって、ワインが傷きずつかぬよう気き遣づかってのことなのだろう。ダンピールだというだけでも、ワインは自分に「他の姉し弟ていと違う」という引け目を抱いだいていた。そして、そのことを周りの者たちもわかっていたはずだ。姉や兄たちがワインの出自を隠かくす気持ちはわからない訳わけではない。


　しかし、それでも言って欲ほしかった。その結果深く傷きずついたとしても、本当のことを教えて欲しかった。少なくとも、こんな形で明かされるよりは。


「ねえ、どうしてっ？」


　我わが儘ままだ。そう自覚しつつ、ワインは姉を責せめた。


　カーサは唇くちびるを嚙かんだ。言いづらそうに目を逸そらした。


　しばらくの間、姉し妹まいの間に沈ちん黙もくが横たわる。


　が、やがてカーサは口を開けた。


　ぽつり、と、


「……お前に、『お姉ちゃん』と呼よんで欲しかったからだ」


　ワインは、きょとんとした。


「え？」


「だって……」


　カーサが振ふり向く。こちらを向いた白はく皙せきの美び貌ぼうは、拗すねるように唇を尖とがらせている。しかし、翠みどり色いろの瞳ひとみには、あたたかな微笑ほほえみの色があった。


「ザザの言い様ではないが……さすがにワインから『カーサ曾ひいお祖ば母あちゃん』と呼よばれたのではな。私としても、その……あまりに切ない」


「…………」


　思いも寄よらぬ切り返しに、ワインは絶ぜつ句くする。


　カーサはたたみ掛かけるように、


「いや、だって、そうだろ？　リズは私の孫まごだった訳だから、当然お前は曾ひ孫ってことになる。五百年生きてる分ぶん際ざいでと言われるかもしれないが、これでも心は若わかいんだ。可愛かわいい妹でも可愛い曾孫でも、構かまわないと言えば構かまわないのかもしれないが……どうせなら、な？　姉妹ってことにしたいじゃないか？　わかるだろ？」


　実に大げさな手て振ぶりを加えながら、カーサはワインに訴うつたえた。態たい度どはシリアスだが、切れ長の双そう眸ぼうは相変わらず笑っている。ワインは対たい応おうがわからないまま、目を白黒させた。


「……それで、黙ってたの？」


「うん。そう」


　カーサは白々しくも頷うなずいた。


　ワインは為なす術すべもなく脱だつ力りよくした。心と身体からだの強こわ張ばりが解とけ、代わりにあたたかい何かで充みたされた。思わず微笑んでしまいそうな何かで。


　やはり、姉には敵かなわない。


「……わたしは……」


　何者なのだろうか、とワインは自問した。


　アダム・王の娘むすめ。リズ・スネークの子。カサンドラ・ジル・ウォーロックの曾孫。混血児の血を引くダンピール。九龍王の九姉弟──その、末っ子。


　だが、正体がどうであれ、少なくとも姉弟にとっての自分は、これまでの自分と何ひとつ変わらないはずだ。そう信じるべきだ。


「ここにいて、いいのかな？」


「もちろんだ」


　即そく答とうして、カーサは妹に手を伸のばし、頭を抱だき寄せた。ワインは姉の胸むねに顔を埋うずめ、姉の頼たのもしい鼓こ動どうを聞いた。


　そしてその瞬しゆん間かん、何の脈みやく絡らくもなく、直感的に悟さとった。


　ひょっとして姉は、自分の中にかつての己おのれを見ているのではないだろうか？　混こん血けつ児じとして仲間と旅をしていたという、かつての自分自身を。もしくは、いまとは違ちがう選せん択たくをできた、過か去この自分の「可か能のう性せい」を。


「……お姉ちゃん」


「ん？」


「お母さんの顔、見てみたい」


　ワインが頼むと、カーサは「よし」とすぐに思念を投げてくれた。


　脳のう裏りに、母の顔、母の姿すがたが浮うかぶ。想そう像ぞうしていたより、ずっと若い。いかにも元気そうで、朗ほがらかそうで、屈くつ折せつしたところを感じない。表ひよう情じようの豊ゆたかさは、彼女の心の素す直なおさや瑞みず々みずしさを表しているようだった。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドとしては未み熟じゆくだったのかもしれない。性せい格かくも、姉の話の通りなら、ずいぶん子こ供どもっぽかったのだろう。しかし、きっと困こん難なんに遭そう遇ぐうしても、挫くじけず一いつ生しよう懸けん命めい立ち向かう人だったのだ。自らの命を賭として、ワインを産んだように。


　なんだか……


「なんだかちょっと、ミミコさんに似にてる」


「え？　ああ、なるほどな。言われてみれば……」


　気づかなかった、とつぶやきながら、カーサも同意して頷いた。


「ミミコには初めて会ったときからやけに親しさを感じていたが……案外リズに似てたからなのかもな」


　ワインに見せている映えい像ぞうにカーサも焦しよう点てんを合わせているらしい。カーサの口くち振ぶりは懐なつかしそうだった。


　ワインはそっと目を閉とじた。


　頭の中に次々と母の姿が映うつし出される。在ありし日の母を見やり、いま脈打つ姉の感かん触しよくを確たしかめながら、ワインはこれまでとは異ことなる意い識しきで自分自身を深く思った。





　二〇〇九年、春。


　冬を乗り越こえた様々な種が、世界各地で一いつ斉せいに芽め吹ぶこうとしていた。小さなダンピールの想おもいを余よ所そに、歴史のうねりはその勢いきおいを増ましていく。









　　四章　聖せい戦せん前夜──2009
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　各国の有力血族が人間社会に向けて公おおやけに発言した、あの日。


　あの日以来、『カンパニー』代表である『乙メイ女デン』こと葛かつら城ぎミミコは、太陽の下だけでなく、月下においても世界のＶＩＰに仲間入りを果たしたらしかった。


「お目にかかれて光栄です、『乙メイ女デン』──」


「私は『聖せい槍そうホリン』の血に連なる者──」


「今こ宵よいは血族を代表して──」


「ぜひ貴女あなたにご挨あい拶さつを──」


「……はあ」


　格かく高き牙きばたちが口々に述のべる古式ゆかしき言上の数々。それらは本来、数百、数千年を生きた偉い大だいな古血オールド・ブラッドにのみ払はらわれる最上級の敬けい意いであるはずだ。むろん彼らの好意はありがたいことではあるのだが、なまじ平の調停員コンプロマイザーとしての感覚が身に付いている分、ミミコは対たい応おうに困こまるのだった。


　もちろん、ミミコが月下から熱い注目を浴びるのは、いまに始まったことではない。彼女が『カンパニー』代表として世界に向けて演えん説ぜつをしたとき──さらに言えば、特区脱だつ出しゆつの映えい像ぞうが流れて『乙メイ女デン』と呼よばれるようになったとき以い降こう、彼女は血族社会でもっとも頻ひん繁ぱんに話題に上っていた人間だったはずだ。しかし、ミミコ自身焦しよう燥そうを募つのらせていた通り、どれほど彼女に脚きやつ光こうが当たろうと、彼女の言葉に応こたえる者は現あらわれなかった。激はげしいバッシングに耐たえながら、吸血鬼たちの動きを、じっと待ち続けていたのだ。


　それが、つい二か月前の話である。


　なのにどうだろう。あの日以降というもの、それこそ世界中の血族が、一いつ斉せいにミミコの声に応え始めていた。ミミコの許もと──つまりシンガポールにある『カンパニー』および十字軍の本ほん拠きよ地ちたる『キャッスル』に、続々と使者が送られてきたのだった。


「なんだか、堰せきを切ったみたいですよね」


「まあ、そうなるよう願ってたことなんだけどね」


　秘ひ書しよである楠くすのきヒバリの台詞せりふに、ミミコは笑って返事をした。


　事実、いまミミコたち『カンパニー』を取り巻まく環かん境きようは、劇げき的てきな変化を迎むかえていた。相変わらず、吸血鬼を擁よう護ごすることに対するバッシングは続いている。むしろ、激しさを増ましている。だが、その激しいバッシングの中、はっきりと『カンパニー』への支し持じを表明する動きが現れたのだ。


　全面的な賛さん同どうは少ない。支持する者の数も、決して多くはない。だが、頭ごなしに否ひ定ていするのではなく、『カンパニー』の意見を認みとめて話し合いのテーブルに着く意思を見せる者や、『カンパニー』の示しめす理念を公正に考こう慮りよし始めた者は、爆ばく発はつ的に増ぞう加かしていた。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの社会は、古来より常つねに人間社会の裏うら側がわにあり、いまなお存そん在ざいしている。まずはその現げん実じつを認め、両種族の未来の在あり方について真しん剣けんな議ぎ論ろんが始められたのである。


　これはヒバリの台詞になるが、


「『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の感かん染せん力りよくなんか目じゃない」


　勢いきおいで、世よ論ろんは『カンパニー』に傾かたむいているのだった。それも現げん在ざい進行形で。


「これまでが大変だった分、いまはなんだか目が回りそうだわ」


　と、『キャッスル』にある自らの執しつ務む室しつで、ミミコは大きく息をついた。


　ミミコは普ふ段だん通り、『乙メイ女デン』のイメージに沿そって用意された白いスーツ姿すがただ。一時期の張はり詰つめた様子はかなり緩かん和わされ、表ひよう情じようも穏おだやかになっている。


　その一方で、落ち着いた、貫かん禄ろくめいたものを漂ただよわせるようになったのは、やはり『カンパニー』代表としての経けい験けんが、短いながらも濃のう密みつだった証しよう拠こだろう。血族社会の積極的な動きや吸血鬼に対する世論の軟なん化かも、自分がやってきたことへの自信となって彼女に力を与あたえている。


　ちなみに、ミミコは先月誕たん生じよう日びを迎えて、ひとつ歳としを取っていた。それでも、ようやく十九だ。課せられた責せき務むと寄よせられる期待の過か大だいさを考えれば、ここまで来れたのは奇き跡せきに等しいと言えたかもしれない。


「尾お根ね崎ざき会長が復ふつ帰きしてくれて良かったですよね」


「ほんと。正直、あたし一人じゃ、とても手に負えないわ」


　笑いながら頷うなずくミミコの声には、安あん堵どの色が濃こかった。


『カンパニー』会長でありミミコの最大の後ろ盾だてでもある尾根崎ミタカが職しよく場ばに復帰したのは、先月下げ旬じゆんのことだ。


　尾根崎は、カーサらの襲しゆう撃げきの際さい、彼女に血を吸すわれるという窮きゆう地ちに陥おちいった。左ひだり腕うでを犠ぎ牲せいにすることで辛かろうじて『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に染そまることから免まぬがれたものの、一時は生死の境さかいを彷徨さまよったのである。


　だが、意い識しきが回かい復ふくしたあとは、絶ぜつ対たい安静を厳げん命めいする医い師しの目を盗ぬすんで、部下に細かな指し示じを与え始めた。尾根崎の強きよう靭じんな精せい神しんが健けん在ざいである証あかしだろう。「実はもともと吸血鬼なんじゃないか？」とは、『キャッスル』に逗とう留りゆうしているとある始祖ソース・ブラツドが、彼の勤きん勉べんさに呆あきれて口にした感想だった。


　実際、実じつ質しつ的『カンパニー』最高責せき任にん者しやたる尾根崎の職しよく務むは多た岐きにわたる。ベッドの上からでは限げん界かいがあったが、復帰したいまは再ふたたびその辣らつ腕わんを遺い憾かんなく発はつ揮きしていた。状じよう況きようが急速に好転する中、ミミコ以上に多た忙ぼうな日々を送っているのだ。


「これで、あたしの方は少し楽ができるかもしれないわね」


　そう言って、ミミコは仕事の手を休め、椅い子すの上で身体からだを伸のばした。


　窓まどの外に目を向ける。中央センター最上階にあるミミコの執務室からは、シンガポールの高こう層そうビル群ぐんが一望できる。特区を彷ほう彿ふつとさせる風景は、ミミコの郷きよう愁しゆうをかき立てると同時に、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に占せん拠きよされている現在の特区を思い起こさせ、彼女の胸むねを小さく刺さした。


　封ふう印いんされた特区では、取り残された人々によるレジスタンスが組そ織しきされている。彼らにも、『カンパニー』を取り巻まく状況の変化は逐ちく次じ報ほう告こくしていた。内外で呼こ応おうし、特区奪だつ還かんのため決起する日は、思っていた以上に近くなりそうだ。「楽ができるかも」などと軽口を言いはしたが、いよいよここからが本番なのだということを、ミミコは決して忘わすれてはいなかった。


　そんなミミコの心しん情じようは十分察した上で、ヒバリは「コホン」と空から咳せきを打った。


　わざとらしい澄すまし顔で、


「楽がしたいなんてとんでもないですよ、先せん輩ぱい。会長の復帰はもちろんめでたいことですけど、シンガポールに来てる吸血鬼の皆みなさんが一番のお目当てにしてるのは、なんと言っても先輩なんですから！」


「あら。でも、ヒバリちゃん。あたしだって病やみ上がりなのよ？　無理は禁きん物もつだわ」


「私は単に事実を指し摘てきしてるだけです。現に、昨さく晩ばん来た使者の方だって、また先輩の所に直ちよく接せつ顔を出したんでしょ？　それも寝しん室しつに！」


「うん。まあ」


　苦く笑しようしながらミミコは頷いた。


　シンガポールを訪おとずれた血族の使者たちは、全員判はんで押おしたようにミミコとの面会を要求した。彼らにしてみれば、ミミコは『カンパニー』という血族の長おさである。直接目通りを願うのは当然といえば当然だが、それ以上に、彼らの認にん識しきの中では『カンパニー』という組織より『乙メイ女デン』という存在の方がより大きな意味を持っているらしいのだ。


「血族社会あつちには血族社会あつちの見方があるんだろうけど……ちょっと困こまったものね」


　人間社会の常じよう識しきからすると、ミミコの立場はあくまでも『カンパニー』の代表だ。良く言ってシンボル、悪く言えばマスコットに過すぎない。特に、組織のトップに立つような年配の人間からすれば、個こ人じんとしての名声や才覚はどうあれ、ミミコなど所しよ詮せんは未成年の小こ娘むすめだろう。


　しかし、血族社会から見れば、そもそも人間などすべて「若わか造ぞう」である。その中で、自分たちに向かって正々堂々「話しかけた」少女を、人間たちがそうする以上に特とく別べつ視ししているようだった。昨晩訪れた使者のように、『カンパニー』そっちのけで直接ミミコの個室へ挨あい拶さつに訪れる者も、実は少なくないのだ。


「おかげでサキさんには、だいぶ苦労をかけてるわ」


　と、ミミコは応おう接せつ用ようソファに視し線せんを向けた。


　そちらでは、現在ミミコの護ご衛えいをしている朱と鷺き籐とうサキが、ソファに蹲うずくまるようにして目を閉とじていた。連夜の疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされているのか、さすがのダンピールも睡すい眠みん不足らしい。凜り々りしい容よう貌ぼうの美女なのだが、子こ供どものように熟じゆく睡すいしている。


　何しろ、使者と言ってもただ者ではない。吸血鬼ブラツク・ブラツドたちにしてみれば、人間の組織に正式な使者を送るという行こう為い自体、血族の命運を賭かけるに等しい勇ゆう断だんだ。その任にんを背せ負おう者には、血族内でももっとも知勇に優すぐれ、知ち識しきと経験を豊ほう富ふに積んだ有ゆう能のうな牙きばが選ばれている。当然、ほとんどの者は古血オールド・ブラツドであり、生きた歳さい月げつに比ひ例れいした力の持ち主だ。そんな吸血鬼がある晩突とつ然ぜんミミコの寝しん所じよに現れるというのだから、護衛役を任まかされたサキの心労たるや想そう像ぞうして余あまりあった。


「いまさらだけど、特区にいた吸血鬼のみんなは、一いつ般ぱん的な血族社会の吸血鬼とは違ちがってたんだってよくわかるわ」


　ミミコが愚ぐ痴ちっぽくつぶやくと、ヒバリも同意して頷いた。


「確たしかにそうですね。やっぱり、古い血族の中だけで生きてきた吸血鬼って、力は強くても感かん性せいは古くさい感じがします」


「うん。まあ、人間社会と血族社会じゃ勝手が違うんだろうけどね。でも、できればもう少し勉強して、こっちの流りゆう儀ぎにも合わせて欲ほしいなあ」


　その点、有力血族の使者たちは、人間の組織とのつき合い方も慣なれていた。影えい響きよう力りよくが強い大血族ほど、生せい存ぞんのためには人間社会に対する理り解かいを深める必要があったからだ。一部の吸血鬼たちは、古くから国や企き業ぎようのトップと秘ひ密みつ裏りに関かかわってきた実じつ績せきがあるのである。


「もっとも、『狼ろう王おうガルー』のとこみたいな例もありますけどね」


　悪いた戯ずらっぽくヒバリが言うと、ミミコは苦笑というには苦すぎる渋じゆう面めんを浮うかべた。


『狼王ガルー』の血族は、特区時代からの面々を除のぞけば、『豪ごう王おうフォワード』と『魔ま女じよモーガン』の二血族に次いで早く『カンパニー』支し持じを打ちだした血族である。長おさは、フランスの大吸きゆう血けつ鬼きルイ・マルファン。世よ論ろんが動くきっかけとなったあの日、ライブ放送で人間たちの前に姿すがたを現した人物だった。


『狼王』の血族は欧おう州しゆうにある血族の盟めい主しゆともいえる存そん在ざいで、長老のルイも、欧州血族社会では屈くつ指しの発言力を持っている。そのため、テレビを使った彼の大だい胆たんな意思表明は、去きよ就しゆうを決めかねていた多くの他血族の背せ中なかを押す結果となった。ミミコにとっては力強い協力者と言えるだろう。


　ただ、ルイは頼たのもしい協力者である一方、ミミコが困こん惑わくし、やがて閉へい口こうしてしまったほど熱心な『乙メイ女デン』支し持じ者しやでもあるのだ。


「今日もパリから届とどいてましたよ？　赤い薔ば薇らの花束」


「うーん、困ったもんね」


「対たい抗こうして、ギルバートさんからも来てます。こっちは白薔薇でした」


「うーん……」


　当然、ミミコは『狼王』の血族からもコンタクトを受けている。しかも、ルイはわざわざ使者を立てるような真ま似ねはせず、長老である自らが──それもフランス・テレビジョンでのライブ放送があった翌よく日じつの夜には──シンガポールを来らい訪ほうした。そして、『カンパニー』の理念に賛さん同どうし、その実じつ現げんに協力する旨むねを、ミミコたちに直接伝えたのである。


　ルイは欧州血族社会でも親人間派はとして知られている人物だった。実じつ際さい、ミミコの前に現あらわれたときも極きわめて紳しん士し的で、彼女の努力と勇気を認め、その健けな気げさを賞しよう賛さんした。血族の代表という政せい治じ的立場を抜ぬきにしても、ミミコ個人に好意的だったのだ。


「貴女あなたの映えい像ぞうを見たときから、今日の日があることを運命と感じていた」


　対面して早々ルイは大おお真ま面じ目めにそう告白して、ミミコの目を白黒させたものだ。


　ルイの想おもいは実際に会ってからさらに強まったようで、結局彼は、翌日には帰国する予定だったものを五日も延のばしてシンガポールに居い座すわった。現げん在ざいの情じよう勢せいを考えると、大血族の長としては異い例れいの──というより大人げない──対たい応おうだ。おかげで、『豪王フォワード』ことギルバート・フォワードまで対たい抗こう心しんが芽生えたらしく、ルイの滞たい在ざい中は始祖ソース・ブラツドと大血族の長老による、お世辞にも高こう尚しようとは言えない低次元な鞘さや当あてまで繰くり広げられることになった。


「ギルバートさんは先せん輩ぱいにプロポーズして振ふられた過か去こがありますもんね。ルイさんにばかりいい目は見させないってとこなんじゃないですか？」


「なんだかなあ……」


　ニヤニヤと頰ほおを弛ゆるめるヒバリと違い、あの五日間に関しては思い出したくないというのがミミコの本音だ。まあ、どちらもミミコに血を求めるような素そ振ぶりは微み塵じんも見せなかった辺り、ちゃんと弁わきまえてはいたのだろうが。


　その後ルイは、パリの部下から「どうしても」と泣きつかれて渋しぶ々しぶ帰国した。が、帰国後は事あるごとに宝ほう飾しよく品ひんや花束が贈おくられて来る。『カンパニー』が得ていた評ひよう判ばん通り、相当な伊だ達て男おとこらしかった。


「モテモテですね、先輩。羨うらやましいなあ」


「噓うそ仰おつしやい。第一、モテてるのはあたしじゃなくて『乙女メイデン』よ」


　実際、ルイの例は極きよく端たんだとしても、各血族から使わされた使者たちの間で似にたようなことは頻ひん繁ぱんに起こっている。どういう訳わけか「血族からの使者」という立場とは別のところで、個こ人じん的に『乙女メイデン』を慕したう「ファン」が相当いるのである。


　しかも、ミミコ個人のことについて、誰だれもがやたらと詳くわしいのだ。ルイもそうだったが、公開した覚えのない特区時代のエピソードまで知っている。『乙女メイデン』となってからのミミコはプライバシーの感覚が麻ま痺ひしてきているが、それにしても気味が悪かった。


「あたしが調停員コンプロマイザー時代に遅ち刻こくしかけてパジャマのまま外に飛び出した──なんて、ジローさんかコタロウ君ぐらいしか知らないことのはずなのに……他にも、ハンバーグ焦こがしてケチャップで誤ご魔ま化かしたとか、トマトジュース半年分が当たった懸けん賞しようの葉は書がきをなくしたとかさ。そんなの、なんで知ってる人がいるわけ？」


「案外、ジローさんが言いふらしちゃったとか？」


「世界中の血族に？　だったら納なつ得とくだけど、そんな大それたことジローさんにできるわけないじゃない」


　ところがどっこい──という「界」にまつわる真相など、むろんミミコの想そう像ぞうが及およぶはずもない。とにかく、あまり考えても仕方がなさそうなので、ミミコはその件けんで悩なやむことは放ほう棄きしていた。


　それに、吸血鬼ブラツク・ブラツドたちから慕われ、頼たよられること自体は、決して嫌きらいではないのだ。彼らから向けられる飾かざらない信しん頼らいは、ミミコにとって喜びであり誇ほこりである。『乙女メイデン』としてではなく、一人の調停員コンプロマイザーとして。


　ただ──


「こんなに大おお勢ぜい駆かけつけてるのに……いったい何してるのかしらねえ。あの馬ば鹿か」


　ぽつり、とミミコがつぶやいた。ヒバリはハッとして彼女を見やった。


　ジローの話題が出たせいだろうか。ミミコの視し線せんが部屋の隅すみに逸それている。愚ぐ痴ちっぽく、冗じよう談だんっぽくつぶやいた彼女の独ひとり言に、ヒバリはそれまで通りの軽口を返せなかった。


　部屋の隅に置かれた椅い子すには、つば広の赤い帽ぼう子し──彼女の護衛クローザーが彼女に託たくした帽子が置かれていた。共に特区を取り戻もどすと誓ちかい合ったあのとき、その証あかしに渡わたされた、彼のトレードマークだ。ミミコはどれほど忙いそがしくなろうと、常つねにこの帽子を身近に置くことを止めようとはしなかった。


　ヒバリはミミコの胸きよう中ちゆうを察して、唇くちびるを嚙かんだ。


　いま、『乙女メイデン』の下には世界中から名だたる吸血鬼が駆けつけ、彼女に力を貸かそうと──剣けんを捧ささげようとしている。


　しかし、ミミコが本当に望んでいるのは、古く著ちよ名めいな牙きばでも、強く忠ちゆう実じつな牙でもない。


　たったひと振りの剣。


　ただ一人の吸血鬼を、彼女はずっと、待っているのだ。


「……まったく。いつまで経たっても、遅ち刻こく魔まなんだから」


　ミミコはぽつりと、少し寂さびしそうにぼやいた。ヒバリは何も聞こえなかった振りをして、手元のレポート用紙に視線を落とした。


　と、そのときだ。ヒバリのデスクで電話が鳴った。


　ソファで寝ねていたサキが、「ふわ!?」と慌あわてて身体からだを起こす。その仕草がおかしくて、しんみりしていたはずのミミコまで思わず噴ふき出した。


　ヒバリはすぐに電話を取り、二、三やり取りをしてから受話器の口を手で塞ふさいだ。


　少し慌てた風に、


「先輩！　『南の朱あけ姫ひめ』の使者の方が、もう到とう着ちやくされたそうです」


「え、もう？　夜の予定だったのに」


　思わず窓まどの外を見やる。快かい晴せいとまではいかないが、曇くもり空ではない。真っ昼間から訪ほう問もんしてくるとは吸血鬼には珍めずらしいことだ。


「とにかく、すぐに会うわ。先方はいまどこ？」


「そ、それが女じよ性せい二人組らしいんですが、中央センターの受付で名乗ったあと、二人ともどこかに消えちゃったって……いま必死に捜さがしてるそうです」


「……ええ!?　それって結けつ構こう、緊きん急きゆう事じ態たいじゃない」


『南の朱姫』は『真しん祖そ混こん沌とん』の血けつ統とうの吸血鬼で、『真祖』その人の血を受けた直ちよつ系けいの一人だ。特区の守しゆ護ご者しやであった『東の龍りゆう王おう』セイとは、いわば姉し弟ていの関係にあるという大物である。セイのように精せい力りよく的に活動していたわけではないが、東南アジアにある熱帯雨林の奥おく地ちで、長年自らの血族を率ひきいていた。


　ちなみに、同じく『真祖混沌』の直系には、かつてジローとコタロウが身を寄よせていたシベリアの『北の黒くろ姫ひめ』や、現げん在ざいジローに修しゆ行ぎようをつけているらしい『西の虎こ仙せん』がいる。ただ、この二人はすでに隠いん遁とんした身らしく、コンタクトを取ることができずにいた。つまり、龍王セイが倒たおれたいま、『南の朱姫』は来きたるべき『九龍の血統クーロン・チヤイルド』との戦いにおける、極きわめて有力、且かつ貴重な「援えん軍ぐん候こう補ほ」なのだ。


　名乗っておいて行方ゆくえを眩くらますというのは腑ふに落ちないが、これまでにシンガポールを訪おとずれた使者たちにしても、理り不ふ尽じんな行動は少なくなかった。人間社会とつき合いの少ない血族ほど、自分たちの流りゆう儀ぎで勝手に行動する傾けい向こうが強いのだ。


「まだ日も落ちないうちに来たってことは、それだけ向こう側も積極的な証しよう拠こ……と前向きに考えたいところね」


『南の朱姫』の人となりがどのようなものか。また、セイとの関係が良好だったのかどうかは、『カンパニー』も詳しく調ちよう査さできていない。


　だが、交流が薄うすかったとしても、両者が同じ『真祖混沌』の血族であったことに違ちがいはないのだ。セイの無念を晴らすべく、助力を仰あおげる可か能のう性せいは高いと考えられた。


「どうしましょう？　とりあえず会長たちに連れん絡らくして、先せん輩ぱいの警けい護ご態たい勢せいだけでも整えてもらいましょうか？」


「……ううん。いいわ。はっきり言って、セイさんと同どう格かくかそれ以上って大物相手に、いまの『キャッスル』が取れる対たい抗こう手しゆ段だんなんてないと思うし」


「真銀刀なら……」


「駄だ目め。いずれにせよ相手の心しん証しようを悪くしかねない。それより、歓かん待たいの準じゆん備びを急がせて」


　ヒバリの意見を退しりぞけ、ミミコはすぐさま指し示じを下した。


　寝ねぼけ眼まなこだったサキも、二人の会話で事態を把は握あくしたらしい。ミミコの言葉に頷うなずいて、ソファから立ち上がった。


「ミミコ。とりあえず心の準備はしておけ。『真祖』の長老格となると、セイ殿どののように奇き門もん遁とん甲こう術じゆつを操あやつる可能性が高い。縮地法で突とつ然ぜんこの部屋に現れてもおかしくないぞ」


「あー、ありそうですね。確たしかに」


　とミミコが頷いた直後、サキの予想は半分だけ当たった。


　執しつ務む室しつのドアがノックもなしに、勢いきおいよく開け放たれたのだ。


　デスクのミミコと、ソファのサキと、内線を切ったヒバリの視線が、ドアの向こうに集中する。


　立っていたのは、一人の女性だった。


　ミミコは最初──そんな訳わけは決してないのに──観光客が迷まよい込こんだのかと思った。年としの頃ころは二十代前半。ラフに編あんだ麦わら帽ぼう子しを被かぶり、縁ふちが赤いサングラスをつけている。着ている服は、いかにも南国の観光地にありがちな、お仕着せのようなシャツとスカート。デザインも着こなしも、彼女の年ねん齢れいに比くらべれば、どこか幼おさない感じがする。ちょうど、両親に連れられて初めて海外を訪れた、小さな女の子のようだ。


　ただ、それを身につけた本人は、素す晴ばらしく蠱こ惑わく的な女性だった。


　繊せん細さいな首くび筋すじと、滑なめらかな曲線を描えがく手足。熟うれた果実のような胸むな元もとや見み事ごとにくびれた腰こしつき。少女めいた服ふく装そうに反して、ひどくグラマラスなプロポーションだ。腕うでまくりした袖そでやスカートのスリットからのぞくのは、まるで瑪め瑙のうの如ごとく艶あでやかな、褐かつ色しよくの肌はだである。


「……どちら様で？」


　ミミコが聞いた。我われながらえらく間の抜ぬけた声だった。


　謎なぞの闖ちん入にゆう者しやはドアの入り口で仁に王おう立ちになったまま、麦わら帽子を取り、サングラスを外した。身体からだを覆おおいそうなほど豊ゆたかな黒くろ髪かみがこぼれ、繻しゆ子すのドレープのように広がる。そして、黒くろ真しん珠じゆを連想させる円つぶらな黒い瞳ひとみが、一直線にミミコを捉とらえた。


　ミミコは思わず息をのんだ。


　子こ供どものように澄すんだ瞳だ。が、吸すい込まれてしまいそうな、強い力を感じた。視し線せんが不思議な磁じ力りよくを帯びている。同どう性せいの自分でさえクラッと来そうな、ある種官かん能のう的なオーラがあった。


　ミミコを瞳に捉とらえた女性は、肉にく厚あつな赤い唇くちびるを、にっこりと微笑ほほえませた。


「ミミコじゃな？」


「は、はいっ」


　反はん射しや的にミミコが答える。女性は満足そうに頷いた。


「妾わらわは、朱姫。他ほかにも名はジャングルの木々ほどあるが、皆は妾を姫と呼ぶ。そなたも姫と呼ぶが良い」


　その台詞せりふは、言こと葉ば遣づかいこそ仰ぎよう々ぎようしいが、同時に、はしゃいだ子供のような口くち振ぶりだった。言い放った朱姫は、潑はつ剌らつとした足取りで部屋に入ってきた。


　ミミコのデスクの前で再ふたたび仁王立ちになって両手を腰に当てる。


　朱姫は興きよう味み津しん々しんと瞳を輝かがやかせながら、椅い子すに座すわったままのミミコを熱心に観察した。


　秘ひ書しよのヒバリはもちろん、護ご衛えいのはずのサキも反はん応のうできないまま固まっていた。むろん、ミミコもだ。礼を失すること甚はなはだしいが、名乗りに返事をすることもできず、固まったまま相手の視線を──セイの姉に当たるという、世界でも有数の大吸きゆう血けつ鬼きの目を──見返していた。


　やがて朱姫は、咲さき誇ほこるハイビスカスのように満面を綻ほころばせ、


「そなた、良い目をしておるの！　とても綺き麗れいじゃ」


「……あ、ありがとうございます」


「口も大きくて良い。健康なカモやアヒルのようじゃな！」


「……よ、よく言われます」


「なかなかに可愛かわいらしいぞ。じゃが、意外と頑がん固こじゃろう？　そんな顔をしておる」


「……はあ」


　ミミコは途と方ほうに暮くれた。


　連日のように各血族の使者と会い、何百年も生きた吸血鬼ブラツク・ブラツドたちの相手をこなして、それなりに自信をつけていたつもりだったが──今回ばかりは為なす術すべもなかった。ほとんど度ど肝ぎもを抜かれていた。


　そして、ミミコが半ば呆ぼう然ぜんしていると、


「どれ」


　と朱姫は無む邪じや気きにデスクの上に身を乗り出した。


「え？　……ちょっ！　あ、朱姫さん!?」


「うん。肌も綺麗じゃ。それに良いにおいがする。なるほど、話に聞いたカツラギミミコとは、このような女によ性しようであったか。ウォンの言うとった通りじゃなあ」


「ひゃあ！　ど、どこ触さわって……や、止めて下さいって!?」


　ミミコが逃にげる猶ゆう予よを与えず、朱姫は彼女にしなだれかかった。椅子に座るミミコに抱だきつき、身体からだ中をなで回す。頰ほおを触り、手首を撫なで、唇を指先でつまんで、「ほんとにアヒルみたいじゃのう」と大喜びした。果ては、頰をくっつけてすり合わせる始末だ。


　しかも、密みつ着ちやくしてくる朱姫の身体は、柔やわらかく温かくスベスベしていてやたらと気持ちがいい。ミミコは耳まで真っ赤になった。ヒバリとサキは啞あ然ぜんとし、言葉も出ない。


　そこへ、


「姫ひめ！　やっと見つけた！」


　執務室にもう一人の闖入者が現あらわれた。


　こちらも女じよ性せい。見た目は朱姫より少し年上といったところだが、受ける印象は彼女より遥はるかにしっかりとして見えた。


　化け粧しよう気けはないが凜り々りしい面おも立だちをした美人で、黒髪を後ろで束ね、背せ中なかに流している。スラリとした佇たたずまいがサキに似ており、女おんな剣けん士しのような鋭するどさを感じさせた。


「あれほど大人しくしていて下さいと言ったでしょう！　それになんです？　会って早々はしたない！　ミミコも嫌いやがってるじゃないですかっ」


「う、うむ。わかった。怒おこるな。もう止める故ゆえ」


　頭ごなしに叱しかられた大吸血鬼『南の朱姫』は、些いささかばつが悪そうな顔で大人しくミミコを解かい放ほうした。


　もっとも、解放されたミミコの方は、ほっとするどころではなかった。朱姫が現れたときとは別の意味で、驚おどろきのあまり言葉をなくしていた。


　自分の目が信じられない思いで、新たに現れた女性を見つめる。そんなミミコの反応に、彼女もまた嬉うれしそうな表ひよう情じようを見せた。


「久ひさしぶりだな、ミミコ。それとももう、『乙女メイデン』と呼よばないと失礼かな？」


　ミミコは息をのんだまま、ぶんぶんと首を横に振った。


　そして、ようやく唾つばを飲み込み、


「黄ウオンさん！」


　かつて、難なん民みんたちを率ひきいて特区を目指し、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』との争いに巻まき込まれて仲間を失った女おんな吸きゆう血けつ鬼き。


　ケリー・黄だった。
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　風が吹いている。


　それが、あの日以い降こう、『カンパニー』と十字軍の幹かん部ぶたちが共通して感じている、率そつ直ちよくな感想だった。


　公式、非ひ公式を交えた、各国政せい府ふの協力と支し援えん。規き模ぼの大小を問わぬ、世界各地の血族からの意い思し表明。何よりも、喧けん々けん諤がく々がくたる有様ながら、大きくうねり、脈動し、わずかずつ望ましい方向へと傾かたむきつつある、世よ論ろんの流れ。


　多方面にわたる状じよう況きようの好転が、そこに関わる者たちに力と希望を与あたえていた。そして、力と希望を与えられた者たちの活かつ躍やくが、さらなる状況好転の連れん鎖さを生んでいる。停てい滞たいが長かったからこそだろうか。好こう循じゆん環かんの勢いきおいは凄すさまじく、全体としてより大きな、歴史の潮ちよう流りゆうといったものを形成している感すらあった。


「『魔ま女じよモーガン』の長おさ、ミズ・アンヌが健けん在ざいだったとき、ミミコ君は彼女にこう言ったそうだ。『世界中の頑がん張ばりが集まって世界の行方ゆくえを少しずつ決めていくのなら、それはとても素す敵てきなことだ』と」


「……同感ですな。努力する者にこそ、神もご加か護ごをくだされる」


　尾根崎の台詞せりふに答え、神父は厳おごそかに十字を切った。


　二人がいるのはミミコたちと同じく、『キャッスル』の中央センターだ。情じよう報ほう管かん制せい室しつの奥おくにあるガラスで仕切られたスペースである。元は単なる会議室なのだが、真っ先に情報に触ふれられ即そく座ざに指し示じを下すことができるため、最近はこの部屋が幹部たちの実じつ質しつ的執しつ務む室しつとなっていた。


　尾根崎と神父の他ほかに同席しているのは、十字軍の最高責せき任にん者しやであるジョン・羅ローと、彼の片かた腕うでであるウィリアム・スミス。そして、いまや二つの組そ織しきと命運を共にすることとなった『豪ごう王おうフォワード』の血族を率いる始祖ソース・ブラツド、ギルバート・フォワードだった。


　目には見えない大きな力の後あと押おしを受けるいま、組織の舵かじを取る彼らの顔も活気と鋭えい気きに満ちている。日々その勢せい力りよくを着実に拡かく大だいさせながら、ひとつの目標を目指し、揺ゆるぎなく邁まい進しんしていた。


　彼らが共通して掲かかげている、第一の目標。


　それこそが、特区奪還だ。


「──特区におけるレジスタンス活動は、極きわめて順調な模も様ようです。食料、生活用品、医い療りよう品ひんの消費も増ぞう加か中。非ひ戦せん闘とう員いんも含ふくめ、レジスタンス全体の規模が拡大している証しよう拠こです。ただ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』との衝しよう突とつは依い然ぜん頻ひん繁ぱんに発生しているらしく、前回の定期連れん絡らく時には、火器および弾だん薬やくの追加搬はん入にゆうの要よう請せいがありました。もっとも、戦せん闘とうにおける負ふ傷しよう者しや数すうは低下しています。それだけ経けい験けん値ちが上がったと見るべきでしょうね」


　手て際ぎわよく報ほう告こくするのは、情報部門を統とう括かつしているスミスだった。細かいデータに関しては、すでに各人の手元にレポートが配られている。スミスはそれらの内ない容ようを簡かん潔けつに説明したあと、データに対する分ぶん析せきを加えながら、レジスタンスの現げん状じようを述のべていった。


　スミスの報告を聞きながら、尾根崎は右手でレポートをめくる。左手のあった位置は、スーツの裾すそだけが虚むなしく垂たれ下がっていた。すでに義ぎ手しゆの手配は済すんでいるが、調整する間を惜おしむほどの激げき務むなのだ。


　また、


「マスコミの対たい応おうはミミコ君がこなしてくれている。差し当たって片かた腕うででも仕事に支し障しようはでない」


　と尾根崎自身、一向に気にするところがない。態たい度ども泰たい然ぜんとしたもので、周囲の人間が気き遣づかう余よ地ちがなかった。


　事実、隻せき腕わんになったいまも尾根崎の手腕は衰おとろえておらず、むしろ凄すごみを増ましている。『キャッスル』を訪おとずれた血族の使者たちなど、彼が左腕を失った経けい緯いを知ったあとは、その聡そう明めいさと剛ごう毅きさを称たたえて「隻腕の長老」と呼んでいるほどだ。


「とはいえ、それでは日にち常じよう生活で不便をするでしょう？　なんならアメリカ軍に掛かけ合って、最新式の義手を用意させますよ？　パンチ一発で『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を黒くろ焦こげにできるような、アメコミ調のギミックが付いたやつを」


　物ぶつ騒そうな台詞はギルバートが冗じよう談だん交じりに言ったものだが、そのときも尾根崎は笑って辞じ退たいしただけだった。いまの彼にとっては、特区の奪還こそが何よりも優ゆう先せんすべき事じ項こうなのだ。それを前にしては、腕のあるなしなど些さ細さいな問題なのだった。


　スミスの報告がひと通り終わると、尾根崎は短く頷うなずいた。


「現げん地ちに残された吸血鬼ブラツク・ブラツドたちとのコンタクトは？」


「そちらも順調です。確かく認にんできた血族とはすべて接せつ触しよくを持っていますし、内八割わりの血族とは共きよう闘とう態たい勢せいを組んだとのことでした」


「人数はわかるか？」


「百人前後と見られます。もっとも、戦せん闘とうには不ふ慣なれな者が大多数らしく、直ちよく接せつ的な戦力というよりは、マンパワーを活いかした協力態勢を構こう築ちくするつもりのようですが」


「なるほど。となると、レジスタンスの中でも、戦闘要員ではなくスタッフたちとの連れん携けいが鍵かぎになるな。レジスタンス内の吸血鬼に対する感かん情じようは軟なん化かしているのか？」


「その点は予想以上に。吸血鬼全ぜん般ぱんに対する漠ばく然ぜんとした不安や不信より、いまが非ひ常じよう事じ態たいだという認にん識しきの方が大きいのでしょうね」


『カンパニー』の職しよく員いんと違ちがい、レジスタンスを構成する人間たちは、吸血鬼に関する正しい知識を持っていなかった一般人だ。血を吸すう怪かい物ぶつに対する偏へん見けんは根深いはずである。


　しかし、厳きびしい現実を前にしたいま、互たがいに助け合うことで発生するメリットは絶ぜつ対たいに無む視しできない。デマや迷めい信しんではなく、自分たちの見聞きした事実──吸血鬼とも相そう互ご理り解かいは可か能のうなのだという事実こそを冷静に受け入れているのだろう。そうでなければ、すぐそこにある身近な危き機きに挑いどむことはできないのである。


「まあ、ほぼ理想的な進しん捗ちよくだよ。ブラザー・バドリックとブラザー・リンスケはよくやってくれている。彼らだけでなく一般人の参加者にも優ゆう秀しゆうな者が多いらしいし、士気も相当高いようだ。人材に恵めぐまれたな」


　スミスの返答を補ほ足そくするように神父が付け足した。


　神父は、神父服にサングラスという、いつもの彼の服ふく装そうだ。良く響ひびく低い声は、聞く者の心を落ち着かせた。また、神父は香ホン港コン聖せい戦せん時代、民間人からなる義勇軍を率ひきいて『九龍の血統クーロン・チヤイルド』と戦っている。その言葉には重みがあった。


　現在特区のレジスタンスには、鎮ちん圧あつチームのバドリック・セリバンと、査さ察さつ部ぶの赤あか井いリンスケがアドバイザーとして参加していた。レジスタンスの骨こつ格かくを構成しているのは特区の住民たちだが、二人は彼らを指し導どうするポジションにいるのだ。


『カンパニー』で培つちかった知識と経験は、吸血鬼を相手取ったレジスタンス活動では必要不ふ可か欠けつなものだ。また、レジスタンスとシンガポールとの間を取り持ち、様々な情じよう報ほうや物ぶつ資しを手配する役目も果たしている。神父が評ひよう価かした通り、現げん段だん階かいにおいて特区でのレジスタンス活動は予想以上の成果を上げているのだった。


「上がってくる報告を見る限かぎり、対吸きゆう血けつ鬼き戦の練度も期待以上だ。民間人の誘ゆう導どうが完全でない、また、敵てき情じよう視し察さつ能のう力りよくが乏とぼしいといった課題はあるが──レジスタンスそのものは、もはや完成しつつあると言えるかもしれないな」


「つまり……」


　と尾根崎の声がわずかに低くなった。


「レジスタンスについては、準備は整った、と言うことか」


「……ほぼ」


　神父が答える。


　幹かん部ぶたちの間を、密みつ度どの高い沈ちん黙もくが横切った。言葉にせずとも伝わる幾いくつもの意い志しが、決して狭せまくはない空間を充みたしている。


「……だが、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』への抵てい抗こうが組そ織しき化すれば、それだけ大だい規き模ぼな襲しゆう撃げきを招まねきやすいはずだ。現在、特区全体の被ひ害がい者しや数はどう変動しているのかね？」


　その質しつ問もんは、羅だった。彼もまた、神父の部下として香港聖戦を戦った歴戦の指し揮き官かんだ。


　スミスは少し難むずかしい表情を浮かべ、


「正せい確かくな数字は調べようがありませんが、把は握あくできている範はん囲いでは問題ありません。むしろ、レジスタンスによるパトロールが功を奏そうしてか、ここ数週間は特に低下しています」


「敵てきの動きに変化は？」


「目立った動きは特に」


「ふむ……些いささか反はん応のうが鈍にぶいな。現在の世よ論ろんについて、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』側はどう考えているのか……」


　羅の懸け念ねんは尾根崎としても気になる点だった。特区占せん領りよう後に彼らが行った『黒くろ蛇へびカーサ』の宣せん言げんからもわかるように、九龍王とその側近たちは、人間社会の世界情じよう勢せいを無視しているわけでは決してない。逆ぎやくに、世論を誘ゆう導どうし、利用するような強したたかさを持っている。とすると、彼らにとって不利な現在の状じよう況きようを、みすみす手をこまねいて見ているとは思えないのだ。


　スミスの台詞せりふを聞いたあと、尾根崎はしばし黙もつ考こうしてから、神父に視し線せんを向けた。


「どう見る？」


「さて。敵の内ない情じようを予想するには、さすがに情報が足りていないな。ただ、油ゆ断だんはできない。その点は確たしかだろう」


「なんらかの手しゆ段だんは講こうじてくる、と考えるべきか」


「おそらくは」


　神父の意見には、羅とスミスも同意して頷いた。


　ただ、敵が動くとしてもどのような手段を講じるかについては予よ測そくが付かない。たとえば、九龍王の許もとには策さく略りやく家かとして名高い『ウォーカーマン』がいる。特区が陥かん落らくしたときもそうだが、彼らは常つねにこちらの思おも惑わくを上回る奸かん智ち術じゆつ数すうを用いて、尾根崎たちを翻ほん弄ろうしてきたのだ。


「ただし──」


　と神父が先を続けた。その唇くちびるに、不ふ敵てきな微び笑しようが過よぎる。


「奴やつらは特区から動けない。というより、特区だけで手て一いつ杯ぱいなはずだ」


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の数は多くとも、その大多数は特区陥落後に転化した転びたてアンダー・イヤーばかりだ。言ってしまえば雑ぞう兵ひようである。


　対して、彼らを指し揮きする九龍王直ちよつ系けいの臣下は、確かく認にんできている限り人間のラウ・王を含ふくめても八人しか存そん在ざいしない。その内の数名を使ってミミコの九龍化を図はかるといった謀ぼう略りやくは駆く使しできても、組織としてできることは限られる。


「これが、香港時代から続く、奴らの最大のネックだ。組織としての脆弱さ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、『テロリスト』にはなれても、『軍』にはなれない」


　構こう成せい員いんだけを徒いたずらに増ふやしても「組そ織しき」を巨きよ大だい化かすることはできない。それはただの「集しゆう団だん」だ。「集団」を「組織」にするためには、脳のうと手足があるだけでは駄だ目めなのだ。構成員を支ささえる骨こつ格かく、情報を伝達する神しん経けい、様々な物資を供きよう給きゆうする血管が必要となるのである。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、有ゆう能のうな将しようと凶きよう悪あくな兵を有している。組織としての脳と手足が揃そろっている。だが、将の下で兵を指揮する士官がいない。骨格となり、神経となり、血管となって、組織を「活いかす」者たちがいないのだ。


　そして、戦いのスケールが世界規模へと移い行こうしたいま、戦う主体は「組織」対「組織」が基き本ほんだ。それも、国家クラスの大組織同士の。そのような戦場において、単なる「集団」にできることは多くないのである。


　神父の冷静な分ぶん析せきに、尾根崎は頷うなずいた。


　そして、猛たけることも激げきするところもなく、ごく淡たん々たんと言う。


「流れは、我われ々われの側にある。今度は奴らが、ツケを払はらう番だ」


　いまや尾根崎の言葉には、そう意識するまでもなく、強い力が籠こもるようになっている。尾根崎ミタカという人物の中に、『カンパニー』の想おもいが──失われた者たちと、いま戦っている者たちすべてを代表する想いが、宿っているからだ。神父や羅、スミスは自然と表情を引き締しめ、ギルバートはニヤリと切れ味鋭するどい微笑を浮うかべた。


　そしてまた、流れが自分たちにあるという尾根崎の認にん識しきは、おそらく正しい。十二年前、一人の吸血鬼ブラツク・ブラツドによって歪ゆがめられた歴史が、いま、偉い大だいな復ふく元げん力りよくで正しい方向へと戻ろうとしているのだ。大おお勢ぜいの者たちの努力を糧かてに、以前より少し新しい流れへ。その巨大な力の流動を、尾根崎たちは肌はだで感じているのである。


　と、不意に、


「再さい編へんした『赤い牙レツド・フアング』は、予定通り明みよう晩ばんシンガポールに入ります」


　ギルバートが言った。羅とスミスがハッとする中、尾根崎と神父は鋭い視線を若わかき始祖ソース・ブラツドに向けた。


「現げん在ざいジャネットが準じゆん備び中だが、部隊が到とう着ちやく次し第だい、彼女が指揮を執とり、戦術行動の最終調整に入る。戦力自体も大おお幅はばに増ぞう強きようしている。次こそはご期待頂いただきたい」


　ギルバートの外見はまだ若い。十代半ばの青年だ。だが、吸血鬼としては若い部類に入る彼も、この中では最年長である。才気走った印象のある銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの美び貌ぼうを、吸血鬼らしい貪どん欲よくな戦意で漲みなぎらせていた。


　尾根崎は動じることなく頷いて、若長の意欲を正面から受け止めた。


　そして、


「……ロンドン、ウォーロック家からの報ほう告こくだ。『魔ま女じよモーガン』の血族より、戦せん闘とう経けい験けんの豊ほう富ふな魔ま術じゆつ師しが数名、来週にはシンガポールに送られてくる。パリのミスター・ルイからも連れん絡らくがあった。例の、欧おう州しゆう血族の有ゆう志しからなる古血オールド・ブラツドの戦士団派は遣けんが、正式に内定したらしい。こちらも、早ければ今月の半ばには欧州を発たつ。……羅委員長。十字軍の対吸きゆう血けつ鬼き部隊は？」


「……一時期見られた士気の低下は、いまでは見られなくなりました。物ぶつ資しの面でも、すでに準備は進んでいます。各国に派遣していた部隊──つまり実戦経験を積んだ部隊も、逐ちく次じシンガポールに帰き還かんしているところです。また、日米とシンガポールの政せい府ふからも、そのときには公的に支し援えんが得られるよう手て筈はずは整っています」


「わかりました。……神父？」


「もちろん、我らが『カンパニー』鎮ちん圧あつチームは、常つねにスタンバイしているよ。捲けん土ど重ちよう来らいに燃もえながら」


　それぞれの報告に、尾根崎はひとつずつ頷いていく。彼がひとつ確認するたびに、室内の内ない圧あつが跳はね上がっていくかのようだ。


　そして、圧あつ力りよくが頂ちよう点てんに達したとき──


「流れは、我々の側にある」


　尾根崎は、荘そう厳ごんな口調で、繰くり返した。


「この機を逃のがすつもりはない。敵てきがなんらかの手を打つ可か能のう性せいは高いが……我々は、その機先を制せいし、特区を奪還する」


　その場にいる全員がそれぞれの思いで、彼の宣せん言げんを嚙かみ締しめた。


　ついに、と思う者。とうとう、と思う者。だが、誰だれしも、これほど早く尾根崎の宣言を聞くことになるとは予感していなかったはずだ。敗残の『カンパニー』がシンガポールの地を踏ふんでおよそ半年。春の到とう来らいと時を同じくして反はん撃げきの機会が巡めぐってこようとは、あのとき誰だれも考えていなかっただろう。


「素晴らしいワンダフル」


　運命の女め神がみを口説き落とすような美声で、ギルバートがささやいた。


「英えい断だんです、ミスター・尾根崎。お教え下さい。我らのＸデーは？」


「正式な決定を下すには、いま少し待つ必要があるでしょう。各方面の足あし並なみを揃そろえるには、どうしても相そう応おうの時間がかかる。特に、今回の作戦は各部隊の綿めん密みつな連れん携けいが必要不ふ可か欠けつとなるはずです。何しろ──我々は特区を奪だつ回かいすると同時に、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を特区に封ふうじ込こめ、殲せん滅めつしなければなりませんからね」


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の最大の脅きよう威いは、その爆ばく発はつ的感かん染せん力りよくだ。たとえ一人でも逃がしてしまえば、その一人から再ふたたび『九龍ショック』と同じことが発生する可能性がある。現在『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が特区内に留とどまっているのは、人間社会を必要以上に刺し激げきしないための九龍王たちの方ほう策さくだ。だが、その方策によって被ひ害がいの拡かく大だいが抑おさえられているのも事実なのである。


『カンパニー』が特区を奪還するためには、特区を包囲し、封ふう鎖さするのと同時進行で『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を殲滅しなければならない。言うまでもなく、非ひ常じように高度で困こん難なんな作戦だ。共きよう闘とうする全勢力を結集して「数量」を確かく保ほするのは当然として、それ以上に、全ぜん勢せい力りよくで一いつ斉せいに敵を抑え込む「連携」が重要な鍵かぎとなるはずだった。


「当然、作戦遂すい行こうには入念な準備が必要となります。拙せつ速そくは断だんじて慎つつしむべきでしょう」


　羅の台詞せりふに、尾根崎は深く同意して頷いた。


　ただ、


「……しかしそれ以上に、無む為いな遅ち延えんはすべての敗北に直結しかねない。逆ぎやく説せつ的になるかもしれませんが、これだけの条件が整いつつある以上、行動は可か及きゆう的速すみやかに起こすべきだと考えます。敵に主導権イニシアチブを渡わたしてはならない」


　尾根崎にしても、より万ばん全ぜんの態たい勢せいで望みたいという思いは捨すてきれずにいるはずだ。だが、徒いたずらに時を費やしては、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に猶ゆう予よを与あたえることにもなりかねない。ここは賭かけに出るべきだと判断したのである。


　尾根崎は一度言葉を切り、一同の顔を見回した。


　大きく息を吸って、告げる。


「Ｘデーは、次の新月。四月二五日をもって、戦闘開始としたい。各人ともそのつもりで、調整を急いで下さい」





２







　ミミコが初めてケリー・黄と出会ったのは、いまから二年前。ジローとコタロウの兄弟が特区を訪おとずれたのと、ちょうど同じタイミングだった。


　当時黄は、行き場をなくした吸血鬼ブラツク・ブラツドの難なん民みんたちのリーダーだった。仲間たちを率い、多くの吸血鬼が隠かくれ住むという噂うわさを頼たよりに、はるばる特区を訪れたのだ。途と中ちゆう、鎮圧チームとは衝しよう突とつしたが、ミミコと出会ったことで『カンパニー』を信しん頼らいし、仲間たち共々身み柄がらを預あずけようとした。


　だが、その後、難民たちの中に紛まぎれ込んでいた『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が暴ぼう走そう。仲間は全員九龍の血に染そまり、ジローと鎮圧チームによって滅ほろぼされることとなった。その際さい、黄が我わが子のように可愛かわいがっていたチャンという幼おさない吸血鬼も犠ぎ牲せいになっている。


　また、その事じ件けんの翌よく々よく日じつには、特区に侵しん入にゆうしたカーサが、魔ま術じゆつで黄に化けてミミコに接せつ近きんする、という事件も起こっている。ミミコにとっては、ジローたちとの出会いを機に巻まき起こった様々な事件を、共に経けい験けんし、共に乗り越こえた友人の一人なのだ。


　結局、事件がひと段だん落らくしたあとも、黄はしばらくの間、特区に逗とう留りゆうしていた。そして、仲間の弔とむらいが済すんだあと、再び流る浪ろうの旅に戻ったのである。


「それがまさか、こんな形で再さい会かいすることになるとはな」


　応おう接せつ用ようのソファに腰こしを下ろした黄は、向かい側に座すわるミミコを眩まぶしそうに眺ながめた。


「大物の器うつわだとは思っていたが……さすがに『これ』は予想してなかったよ。人であれ、吸血鬼であれ、いまや世界中で君を知らない者はいない。特区での騒さわぎもただ事ではなかったが、あれが些さ細さいな事に思えてしまえるな」


　それは、黄の飾かざらない感想なのだろう。ミミコ自身、彼女と別れたあとに起きた数々の変へん遷せんと激げき動どうは、冷静に考えると実感が湧わかないことばかりなのだ。もし当時の自分にいまの状じよう況きようを伝えることができたとしても、絶ぜつ対たい信じないに違ちがいない。


「……覚えてますか？　黄さんが特区を出る前に、みんなでチャンのお墓はか参まいりをしたときのこと？」


「もちろん。気持ちよく晴れた月夜の晩ばんだった。いい風が吹いてたな。コタロウが両手一いつ杯ぱいに花を摘つんで来てくれて。それに、あの鎮ちん圧あつチームの隊長──隊長代理だったかな？　彼まで来てくれたときは、驚いたが、嬉うれしかったよ」


　同じ光景が脳のう裏りを過よぎったのか、顔を見合わせたミミコと黄は、同時に淡あわい微ほほ笑えみを浮うかべた。


　あのとき隣となりにいたジローとコタロウが、いまはミミコの側にいない。その理由は、すでに黄に伝えていた。別れたあとの経けい緯いをごくかいつまんで伝える間、黄はひと言も口を挟はさまず、真しん摯しな眼まな差ざしでミミコを見つめていた。


「早く再会できるといいな」


　話を聞き終わったあと優やさしく言う黄に、ミミコは思わず泣きそうになったほどだ。


　黄の隣に座る朱姫は、出されたホットココアにふーふー息をかけながら、黒い瞳ひとみを大きく開けて二人のやり取りを見守っていた。サンダルを脱ぬいで裸足はだしで胡座あぐらをかくという行ぎよう儀ぎの悪さだが、二人の間に割わり込んで場を搔かき乱みだすような素そ振ぶりは見せなかった。


　ヒバリとサキも少し離はなれて沈ちん黙もくを保たもっている。かつての特区を思い出しているのか、彼女たちの表ひよう情じようには郷きよう愁しゆうが漂ただよっていた。


「だが、とにかく、こうして会えて良かった」


　と黄は笑え顔がおを作った。


「例の映えい像ぞうが世間に出回ったとき、すぐに君のことだとわかったよ。真っ先に駆かけつけるつもりがなかなか会いに来ることもできず、結局こんなに遅おそくなってしまった。済すまなかった」


「そんな！　とんでもないです。来てくれるとは思ってなかったから、さっきはほんとにびっくりしました。しかも、『南の朱姫』と一いつ緒しよだなんて」


　そう言って、ミミコは朱姫の方に視し線せんを向ける。朱姫はミミコと目が合うと、上うわ唇くちびるにココアのあとをつけたまま機き嫌げん良よく微笑んだ。


「黄は妾わらわの食しよつ客かくなのじゃ」


「──と、いうことになっている。特区を出たあと姫の血族と知り合う機会があってな。その……本人を前に言うのもなんだが、ずいぶん気に入られてしまって」


「うむ。黄も良い女によ性しようじゃからのう」


　衒てらいもなく肯こう定ていしながら、朱姫はぺろりと口の周りのココアを舐なめ取った。


　本人はまるで無自覚なようだが、そんな仕草がいちいち艶つやめいている。ミミコは赤くなりつつ、この部屋にいるのが女じよ性せいばかりで幸いだったと、やや場違いなことを思った。


「まあ、私はまだ転化して二十年に満たない若じやく輩はい者ものだが、こう見えても結けつ構こうあちこち歩いていたからな。傭よう兵へい時代の経験で、人間たちの裏うら社会のことなんかも、ある程てい度どわかっている。そのせいか、若いが情じよう報ほう通つうだということで、姫の側近たち──中でも、実じつ際さいに血族をとりまとめているグエンには重ちよう宝ほうされるようになったんだ」


「グエンさんというのは、朱姫様の右腕うでの？」


「そう。グエン・シン・ズオンのことだ」


　確かく認にんするミミコに、黄は頷うなずいた。


　グエン・シン・ズオンは朱姫の配下でも一の重臣である。『カンパニー』にコンタクトを取ったのも彼で、現げん在ざいも血族の代表として渉しよう外がいに当たっている。どうも、朱姫の血族を実じつ質しつ的に指し導どうしているのは彼らしい。血族社会の間でも有ゆう能のうな実じつ務む家かと目されている古血オールド・ブラツドで、いわばミミコにとっての尾根崎に当たる人物だった。


「何しろ姫はこの通り、その……世事に疎うとい方だから」


「うむ。グエンは妾より物事に詳くわしいし、世の中にも明るいからの」


　言いにくそうな黄と対照的に、朱姫は当然のように自らの臣下を褒ほめた。


　実際、朱姫はその人生の大半を、文明から縁えん遠どおい東南アジアの密みつ林りんの中で過ごしてきたらしい。何千年という長い時間、自由を好み、自然を愛し、動物たちと共に暮くらしてきたのだそうだ。朱姫の振ふる舞まいが童心を感じさせるのも、そうした生き方によるものなのだろう。通つう常じようなら長く生き過ぎた吸血鬼ブラツク・ブラツドは次し第だいに感かん情じようを摩ま耗もうさせていくものだが、朱姫はいまだに純じゆん粋すいな情じよう感かんを保ち続けている。


　しかし、長おさがそのような調子なので、彼女が率いる血族は現げん代だい社会との接せつ点てんが薄うすかった。セイの部下たちのように積極的に人間社会と関わりを持つことはなく、ジャングルの奥おく深くで古い時代の暮らしを続けているのだ。


「もちろん、人間社会や血族社会との接点が、まるでないって訳わけじゃない。中には、グエンのような者もいる。だが、やはり朱姫の血族は、基き本ほん的にのんびりとした温おん厚こうな方が多いんだ。悪いことではないが、現在のような激動の時代には、正直あまり向いてなくてな。グエンも苦労が多いようで、私のことを手放したがらない」


　そう言って、黄は少しわざとらしく肩かたを竦すくめて見せた。


　のんびりとして温厚、というのは、朱姫の人となりを見ていればよくわかる。おそらくは、不老という吸血鬼本来の姿すがたに相応ふさわしい、安あん閑かんとした時間の流れで生きている者たちなのだろう。


　黄が食客として残っている理由も、グエンに請こわれて、というだけではないのかもしれない。波は乱らんの中でチャンや仲間を失った黄にとって、世せ俗ぞくと離はなれた穏おだやかな集しゆう団だんの中にいることは──それが他の血族であっても──癒いやしとなったに違いない。また、そんな黄が朱姫の血族からどれほど信しん頼らいされているかは、長のシンガポール行きにただ一人同行している事実からも察せられる。黄が世せ故こに長たけており、またミミコと個こ人じん的に面めん識しきがあるといっても、他の血族の者だけを長に同行させるというのは余よ程ほどのことだ。


「まあ、グエンは最後まで同行したがったんだが、現在の状じよう況きよう下かで彼が血族を離れるのも難しくてな。くれぐれも姫から目を離さないよう、耳にたこができるほど注意されたよ。……とはいえ、ついさっきも撒まかれてしまった訳だが」


　黄が皮肉っぽく朱姫に横目を向けると、血族の長は慌てた風になってそっぽを向いた。一いち応おう、悪いとは思っているらしい。


「守るように、じゃなくて、目を離さないように、なんですか？」


　子こ供どもっぽく知らんぷりをする朱姫を見ながら、ミミコがおかしそうに尋たずねた。


　しかし、黄はその問いに対しては、それまでと声のトーンを変えた。


　不ふ敵てきにニヤリと牙きばをのぞかせ、


「騙だまされるな、ミミコ。ここにおわすお方は、『真しん祖その四神』が一角、『南の朱姫』その人だぞ。それも、『技わざ』こそ他の長老に譲ゆずろうと、『力』では『真祖』の血族にあって随ずい一いちとさえ評ひようされる、筋すじ金がね入りのお転てん婆ば姫ひめだ。彼女を守れる者など、月下広しといえどほとんど存そん在ざいしない」


　黄の忠ちゆう告こくめいた台詞せりふに、ミミコも我に返り口を閉とざした。


　そうだった。いかに言動が幼おさないとはいえ、彼女はセイや黒姫、虎仙らと同どう格かくの、月下に名だたる大吸きゆう血けつ鬼きなのである。当の朱姫は「お転婆とはなんじゃ」と可愛かわいらしく口を尖とがらせているが、いま『カンパニー』と十字軍が総そう力りよくを結集したところで、彼女一人に対たい抗こうすることさえ難むずかしいかもしれないのだ。


　だが、それだけに朱姫の参戦が確かく定ていするならば、これ以上心強いこともない。事前に想定していた通り、特区奪だつ還かんを前にして、望みうる最高の戦力だ。


　ミミコが真しん剣けんな顔で朱姫を見つめる。朱姫は、愛らしくも艶めかしい無む垢くな表ひよう情じようのまま、ぱちぱちと瞬まばたきをした。


　が、


「──ただな、ミミコ」


　ミミコの面おも持もちが変わったことを敏びん感かんに察したのだろう。黄は申し訳なさそうな表情で、しかしきっぱりと釘くぎを刺さした。


「これは朱姫やグエンを始め、『南の朱姫』に属ぞくする血族全体としての決定なんだが……朱姫とその血族は、『カンパニー』の理念に賛さん同どうし、その理想実じつ現げんに向け、可か能のうな範はん囲いにおいて力を貸かす。だが、いかなる形であれ、また相手が何者であったとしても、争いに荷か担たんするつもりはない」


「え……」


　交こう渉しように入る前から一方的に突つき放すような通達だった。ミミコもとっさに返事をすることができず、離れて成り行きを見守っていたヒバリとサキも驚おどろいた顔をした。


「済すまない。私わたし個こ人じんとしてなら、できる限かぎりの手助けはしたいと思っている。だが、姫や血族の意向としては、いま言った通りだ」


　絶ぜつ句くするミミコに、黄は平へい坦たんな口調で告げた。


　実のところミミコは、朱姫との交渉は案外楽に運ぶのではないかと予想していた。血族社会全ぜん般ぱんの風ふう潮ちようもあるし、何よりセイの件けんがある。他の血族に比くらべれば、『南の朱姫』とその血族は『カンパニー』寄よりの立場のはず──と、無む意い識しきの裡うちにもそう思っていたのだった。


　それが、こうもはっきり支し援えんを拒きよ否ひされるとは、完全に想定外だ。


「……なぜなんでしょう？」


　ミミコは黄ではなく、朱姫に向かって質しつ問もんした。


「理由をお聞かせ下さいますか？　……もちろん、我われ々われ『カンパニー』は皆みなさんの意い思しを尊そん重ちようします。もとより、自分たちの争いに皆みなさんを巻まき込こむ資し格かくは、あたしたちにはありませんから。でも、『カンパニー』の理念に賛同して下さるのなら、特区奪還のためにも力をお借りしたいというのが、あたしたちの本音です。特区は、あたしたちが掲かかげる『人と吸血鬼の共きよう存ぞん』という理想にとって、なくてはならない場所なんです。それに……朱姫様。あなたの弟であるセイさんが、大事に大事に守ってきた場所でもあるんですよ？　争いを好まないというお気持ちは理り解かいできますが、せめて後方からでもあたしたちを支援して頂いただくことはできないでしょうか？」


　恨うらみがましくならないよう気をつけたつもりだったが、朱姫に問いかける口くち振ぶりは、どうしても批ひ難なんめいたものになった。特に、特区を守ろうとして犠ぎ牲せいになったセイのことを考えると、他ひ人と事ごとのような朱姫たちの決定を責せめる気持ちになってしまう。


　切々と訴うつたえかけるミミコを、朱姫は何も言わずに見返した。


　ただ、朱姫の整った面おも差ざしからは、わずかに困こん惑わくしているような雰ふん囲い気きが伝わってきた。まるで、突とつ然ぜん異い国こく語ごで討とう論ろんをふっかけられた幼い少女のようだ。ミミコの言っていることがわからない。上う手まくコミュニケーションが取れていない。そんな感かん触しよくだった。


　あるいは、世事に疎うといという朱姫にしてみれば、俗ぞつ界かいの争いに善ぜん悪あくの別などないのかもしれない。考えてみると『賢けん者じやイヴ』もそうだった。大きな力や影えい響きよう力りよくを持っていようと──むしろ、持っているからこそ──彼女は周囲の争いには、決して手出ししなかったはずだ。


　ただ、今回は事じ情じようが異ことなる。相手は、あの九クー龍ロン王おうと『九龍の血統クーロン・チヤイルド』。人の世と月下の世界とを等しく乱みだし、破は壊かいした者たちである。事は、人間と吸血鬼すべての未来に関わる問題なのだ。


　朱姫を説得しなければならない。ミミコはもどかしい気持ちで、彼女にも伝わる言葉を探さがした。


　しかし、その必要はなかった。





「『導どう主しゆ』は、始祖じゃ」





　朱姫が言った。


　それは、あらゆる事情と事由から、核かく心しんだけを切り出し、直ちよく接せつ手て渡わたしするかのような物言いだった。


『導主』。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の長おさ、九龍王アダム・王が名乗る尊そん称しようである。


　人間たちの中で、彼をそう呼よぶ者はいない。月下ですら、少ない。彼を『導主』と呼ぶのは、彼の存在の意味を──彼が一血統の祖であるという事実を、正しく認にん識しきしている古い吸血鬼たちだけだった。


　ミミコは、口にしようとしていた台詞せりふをのみ込こみ、唇くちびるを嚙かんで目を瞠みはった。


　朱姫は変わらぬ眼まな差ざしで、じっとミミコを見返している。ただし、さっき感じた困惑は、そこにはなかった。彼女の、大きく、不ふ純じゆん物ぶつのない双そう眸ぼうに宿るのは、幼よう児じの無む邪じや気きさと高こう僧そうの達観、そしてミミコの眼がん力りきでは計り知れない、古い古い夜に属する、深しん慮りよだった。


「『導主』は、始祖じゃ」


　朱姫は繰くり返した。


「始祖とは、天地の必然を背せ負おって生まれるもの。妾わらわ如ごときが手出しすることは許ゆるされぬ」


「…………」


　朱姫の口くち振ぶりは、あくまで素そっ気けない。素っ気ないが──それだけに「議ぎ論ろんの余よ地ちがない道理」を述のべている印象を与あたえた。


　吸血鬼にとって、始祖とは特別な存そん在ざい。安易に干渉してはならない存在アンタツチヤブルだ。調停員コンプロマイザーだったミミコには常じよう識しきとしてわかっていたことだが、朱姫ほどの長老の口から改めて告げられると、その意味がより重たく胸むねにのしかかってくるようだった。


「九龍王……『導主アダム』も、天地の必然を背負って生まれた始祖ソース・ブラツドなのですか？」


「もちろんじゃ」


「それは……それは、いったいどんな必然なのです？」


　ぐっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめるように、ミミコは朱姫に尋たずねた。


　遥はるか昔から東南アジアに冠かんした古き長老は、蠱こ惑わく的な笑えみを垣かい間ま見みせた。


「さあの。天地の真意は深しん淵えん故ゆえ」


「……それでも、セイさんは、彼と戦いました」


「あやつはな。じゃが、妾は戦わぬ」


　またしても素っ気なく、朱姫は参戦を拒否した。黄のように悪びれた様子や屈くつ託たくした様子はない。彼女の理り屈くつで言えば、最初に告げたひと言がすべてなのだ。つまり、アダム・王は始祖だ、という事実以外に、彼女が気にすべきことはないのだろう。


　とはいえ、このまま大人しく引き下がれる立場に、ミミコはいない。必死に頭を回転させ、なんとか食い下がろうとした。


「……特区には、もう一人始祖がいます。九龍王に囚とらわれの身となって」


「うむ。知っておる」


「それでも……彼を助けるためだとしても、力をお借りすることはできないのでしょうか？」


「あの方も始祖じゃ。妾如きの出る幕まくはない。第一──」


　と朱姫はがんぜなく笑う。


「その任を負うべきは他におる。じゃろ？」


　張はり詰つめていたミミコの緊きん張ちようが、その言葉で崩くずされた。


　柔じゆう道どうの達人に、ひと息で重心を崩されたようだった。痛いたみはなく、不思議と心ここ地ちよい疲ひ労ろう感だけが残った。そんな気分だ。


　ここまでか、とミミコは観念した。朱姫との交こう渉しようは尾根崎や羅も加えて今後も続けられるだろうが、おそらくここで出た結けつ論ろんは覆くつがえらないだろう。残念だが──ミミコ自身口にした通り、彼女や『カンパニー』に朱姫とその血族を戦いの渦か中ちゆうへ追いやる資し格かくなどないのである。


「わかりました。まずは朱姫様のご意思、謹つつしんで拝はい承しよういたします。ただ……最後にもうひとつだけお聞かせ下さい。『その任にんを負うべき誰だれか』は──そのときが来たら、駆かけつけるでしょうか？」


「まあのう。そうするのではないかえ？」


　そう答えたときの朱姫は妙みように楽しげに見えた。


　もちろん、ミミコの気のせいかもしれないけれど。


「──それとな、ミミコ」


　二人の会話がひと段だん落らくするのを見計らって、黄が再ふたたび口を開けた。


「その……朱姫の血族に関してはそういうことなんだが、実はそれとはまったく別べつ件けんで、少し気になる情じよう報ほうがあるんだ」


「気になる情報、ですか？」


　問い返すミミコに、黄は「うん……」と難むずかしい表情で頷うなずいた。


「朱姫の血族は複ふく数すうの拠きよ点てんを渡り歩きながら生活している。東はベトナムから西はミャンマー付近まで、東南アジア全ぜん域いきを移い動どうしながら暮くらしているんだ。それも、必ずしもひと固まりになって行動する訳わけではなく、ときには二、三の集しゆう団だんに分かれたり、少人数のグループが個こ別べつに行動したりする。まあ、血族としてはかなり変へん則そく的な部類に入るだろうな」


　確たしかに、欧おう州しゆうの血族などにはあまり見られない風習だ。たいていの血族には人の目を避さける「里」のようなものが存在し、彼らはそこを拠点として隠かくれ住んでいる。その方が効こう率りつ的だし、何より都合の悪いものを偶ぐう然ぜん人間に目もく撃げきされる機会が減へるからだ。


「ただ、近代的な連れん絡らく手しゆ段だんを持たない朱姫の血族にとっては、これが意外と各地の情報収しゆう集しゆうにもなっていてな。それで、しばらく独どく自じに行動していたグループが、ここに来る直前に無む視しできない情報を報告してきた。……香港だ」


「香港？」


　思わぬ地名に、ミミコの目が丸くなった。


　香港と言えば言わずと知れた『九クー龍ロンショック』発生の地であり、香港聖せい戦せんの戦地でもある。吸血鬼ブラツク・ブラツドに関わる者なら──というより、そうでない者であっても──特別な響ひびきを持って想起される都市だろう。


　現げん在ざいの香港は、廃はい墟きよの街だ。十二年前の聖戦によって『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は掃そう討とうされているが、その後復ふつ興こうされることもなく厳げん重じゆうに封ふう鎖さされている。いまでは、ごく少数の浮ふ浪ろう者しやや犯はん罪ざい者しやが住み着いているだけのゴースト・タウンと化していた。


　しかし黄は大おお真ま面じ目めに、


「そう、あの香港だ」


　と先を続けた。


「実は、ここ数日香港に、吸血鬼が何人も姿すがたを見せているというんだ。それも、どの血けつ統とうというわけではなく、欧州系けいも大陸系も含む様々な血統の者が。しかも、全員ひとかたならぬ……それなりに力のある吸血鬼たちらしい」


「それは……」


　ミミコは思わず後ろを振ふり返ってヒバリを見た。そのような話を聞いているかと確かく認にんしたのだ。しかし、ヒバリはすぐに、ぶるぶると首を横に振った。


「どういうことですか？」


「うん。この情報を持ってきた奴やつらも気になったらしくてな。しばらく観察していたそうなんだが、どうもそいつらは、互たがいに顔見知りという訳でもなく、連れだって行動したり、逆ぎやくに衝しよう突とつしたりもしない。ただ香港に集つどっただけなんだ。まあ、あえて言えば、何かに備そなえて待機しているように見えた、とその血族は報告していた」


「…………」


「それで、結局その血族も痺しびれを切らして、集まってきた連中の何人かと接せつ触しよくしてみたそうだ。するとそいつらは、こう答えたらしい。『「乙女メイデン」が特区奪だつ還かんを行うと聞いて、聖戦に志し願がんするため訪おとずれた』とな」


「そんな……」


　黄の説明を聞いて、ミミコは息をのんだ。


　もちろん、ミミコは特区奪還のために力を貸して欲ほしいと、様々な血族に呼よびかけを行っている。ただ、それはあくまで血族の長おさや代表者に対してだ。義ぎ勇ゆう兵へいのように、個人的な参戦を呼びかけたことはない。ましてや香港に集うようになど命じる訳がなかった。


　しかし、黄の話を聞いたヒバリは「あっ」と声をもらした。ミミコは慌あわてて振り返った。


「ヒバリちゃん、心当たりがあるのっ？」


「は、はい。心当たりって言うか……そう言えばこの前ルイさんが電話で──ほら。先せん輩ぱいが会議中で出られなかったときです。あのとき、ちょっと雑ざつ談だんになったんですが、その中でルイさんが愚ぐ痴ちってました」


「愚痴？　何を？」


「はい。あの……いま向こうじゃルイさんが中心になって、欧州血族からの援えん軍ぐんっていうか、『カンパニー』の要よう請せいで派は遣けんする戦せん士し団だんの選せん抜ばつを行ってるじゃないですか？　そのことで、『どうにも若い連中が血けつ気き盛さかんで困こまる』って。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』って、もともと色んな血族から恨うらみを買ってるでしょ？　『乙女メイデン』だって、若い吸血鬼たちの間じゃすごい人気だそうですし。それで、戦士団に選ばれなかった経けい験けんの浅い吸血鬼たちの中に、なんとか戦いに参加しようと勝手に行動してる方々がいるんだそうです」


「……まさか、その吸血鬼たちが香港に？」


　驚おどろくミミコに、黄は「いや」と口を挟はさんだ。


「そういう連中もいるんだろうが、そればかりじゃない。何しろ、香港に現あらわれた吸血鬼は欧州系だけじゃないんだからな。中には、戦いくさがあると聞いて足を延のばした傭よう兵へいや武ぶ芸げい者しや、あるいは単に血を見るのが好きって物ぶつ騒そうな連中というのもいたそうだ」


「…………」


　どうにも不安を募つのらせる内ない容ようである。ミミコが口を結ぶと、黄はさらに神しん妙みような面おも持もちになった。


「ただな、ミミコ。連中は皆みな、言い方は違ちがっても似にたようなことを言うんだそうだ。自分たちは『血』の導みちびきで来た、と」


「『血』の導きで……」


　吸血鬼の本ほん質しつが『血』であるというのは、吸血鬼に関わる者なら一度は耳にしたことがある言葉だ。そして、『血』の導き、という言葉も、吸血鬼たちの間ではよく口にされている。一種の「天てん啓けい」や「虫の知らせ」のようなものらしいが、吸血鬼にとってはもっとずっと具体的な感覚らしい。


　そして、多くの血族にとり、『血』のささやきを聞き、それに従したがうことは、誇ほこらしい行こう為いだと考えられていた。所しよ詮せん人間であるミミコには、なかなか実感しがたいところである。


　ただ、『血』の導きを鋭く察知し、正しく解かい釈しやくするのは、簡かん単たんなことではないとも言われている。常つねに己おのれの『血』と向き合いながら長い年月を生きた者だけが到とう達たつできる境きよう地ちなのだそうだ。


「私は若じやく輩はい者ものの上に『断絶血統ブラツド・オーフアン』だからな。『血』の導きと言われてもピンと来ない。だが、ミミコの名前も出たことだし、君の耳に入れておいた方がいいだろうと判断したんだ。実じつ際さい、『乙女メイデン』を支し持じする者が集まっているという噂うわさを聞いて、香港を目指す者がさらに増ふえつつあるらしい。ミミコの身に覚えがないのだとすると、放置するのは危き険けんだろう？」


「……はい。その通りです」


　すでに尾根崎たちは、特区奪還の準じゆん備びを着々と進めている。戦いに加わろうという吸血鬼たちの意い志しはありがたいが、ミミコたちになんの断ことわりもないまま『乙女メイデン』の名の下に動かれたのでは、かえって面めん倒どうなことになるだろう。いくら世よ論ろんが好意的とはいえ、特区奪還計画は、まだまだデリケートな局面にあるのだ。


「……ミミコ。これは早さつ急きゆうになんらかの手を打つべきかもしれないぞ」


　それまで黙だまって話を聞いていたサキが、重たい口を開けた。


　ミミコがきつく口を結ぶ。朱姫はこの話題には関心がないのか、飲み終わったココアのカップをぺろぺろと舌したで舐なめている。ヒバリとサキは深しん刻こくな面持ちで、しかし何も言えずに黙っていた。


　尾根崎から特区奪だつ還かんのＸデーが伝えられたのは、それから半時間後のことだった。
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　その広大な瓦が礫れきの丘おかは、かつて九クー龍ロン城じようと呼よばれていた。


　香港最大の、そして世界有数の巨きよ大だいスラム。違い法ほうに建けん築ちくされたペンシルビルが限られた土地の中に密みつ集しゆうして連なり、巨大で、複ふく雑ざつで、一種異い様ような「城じよう砦さい」を形成していた二十世紀の魔ま窟くつ。


　眼がん前ぜんにあるのは、そのなれの果てだ。


「……すごいものだな」


　徹てつ底てい的に破は壊かいされ、撤てつ去きよされることなく放置された瓦礫の中。初めて目まの当たりにする光景に、ヘリック・ホランドと彼の仲間たちは嘆たん息そくをもらした。


　ここ九龍城──正せい確かくにはその跡あと地ち──は、九龍王が挙兵した場所であり、香港聖せい戦せん勃ぼつ発ぱつ時、彼とその配下、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの根ね城じろとなった場所だった。そのため、開戦後真っ先に目標とされ、徹底的な爆ばく撃げきを受けた。密集したビル群ぐんはもちろん、周辺に広がっていたバラックの村も完全に焦しよう土ど化かしたと聞く。いまでは香港全ぜん域いきが廃はい墟きよと化しているわけだが、この九龍城一帯は、特に聖戦の名残なごりを強く感じさせた。


　ぐるりと周りを見み渡わたしても、人々の営いとなみはまったく感じられない。あるのは、墓ぼ標ひようの如く立ち尽つくす鉄てつ骨こつや、堆うずたかく重なるアスファルトとコンクリートの塊かたまり。ねじ切れたパイプに、崩ほう壊かいした壁かべ。熱で変形し異様な姿すがたを晒さらすオブジェは、かつてのアンテナや鉄てつ柵さく、プラスチック製せいの看かん板ばんだ。そして、それら残ざん骸がいの山や丘は、十二年間風雨に晒され、たくましい雑ざつ草そうに覆おおわれて、もの悲しい異界の如ごとき風景を作り上げている。


　月下の史上でもっとも巨大な爪つめ痕あとを残した戦──その原風景だった。


「……そして、この戦いはいまもなお継けい続ぞくしている。思えば凄すさまじい血けつ統とうだ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』という『血』も」


　ヘリックは転化して二百年になる古血オールド・ブラツドだが、その短くない生しよう涯がいの中でも『九龍ショック』と香港聖戦、そして『特区インパクト』は、圧あつ倒とう的に巨大な存そん在ざい感を放つ出来事だった。彼だけでなく、多くの吸血鬼ブラツク・ブラツドにとって、そうだろう。


　そして、その激げき変へんは依い然ぜん終結しておらず、いまなお継続しているのである。恐おそろしい時代──と長くを生きた長老たちが戦おののくのも無理はなかった。


「……しかし、我われ々われはこの激げき動どうを、手をこまねいて見守るつもりはありません」


　鼻息を荒あらくして、一人の吸血鬼が宣せん言げんする。苦く笑しようするヘリックを余よ所そに、他の者たちも勢いきおい込こんで追つい従じゆうした。


　若わかいな、と思う一方で、噂うわさを頼たよりに香港を訪おとずれた自身を省かえりみて、ヘリックの苦笑は一いつ層そう深くなる。だが、己の行動を恥はじるつもりはなかった。これは価か値ちのある行こう為い。そう、ヘリックは心の底から信じているのである。


　ヘリック・ホランドは『壮そう剣けんローラン』の血に連なる吸血鬼だ。何を隠かくそう、ルイ・マルファンの私し邸ていで開かれた『会議』に、血族の代表者として参加していた人物である。


　もっとも、『壮剣』の血族は一人前と見なされた者のほとんどが放ほう浪ろうの旅に出るため、一族の中では決して古参とはいえない。そのために、『乙女メイデン』の元へと派は遣けんされる戦せん士し団だんの選せん抜ばつからも外された。ヘリックはその結果にどうしても納なつ得とくがいかず、こうして同じ志こころざしを持つ若手たち──半分は他の血族の者たちだ──と香港を訪おとずれたのだった。


『壮剣』の血は、正せい義ぎと名めい誉よを典てん範ぱんとする。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の跳ちよう梁りようを見み過すごせるはずはなく、ましてや故こ郷きようを取り戻もどすべく奮ふん起きする『乙女メイデン』の義ぎに、胸むねを打たれないはずがないのだ。しかも、かつての香港聖戦では、血族の英えい雄ゆうであった聖せい騎き士しペンテウスも九龍の毒どく牙がに倒たおれている。その意味でも、『壮剣』の血族にとって『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は因いん縁ねん浅からぬ仇きゆう敵てきなのだった。


　遠くヨーロッパにあって黙もく然ぜんと成り行きを見守るだけなど、ヘリックには耐たえらない。たとえ力及およばず犬死にするとしても、何もせずにいるよりは百倍良かった。


「せめてジャネット様には断りを入れるべきだったかもしれないが……」


　と、その点に関してはヘリックの顔は渋しぶくなった。


　彼の先達にあたる『壮剣』の古血オールド・ブラツド、ジャネット・ハーゲンダルフは、今回の件けんの当事者である。特区が陥かん落らくした際さいも、実際に戦場にいた。本来なら彼女に話を通して戦列に加わるのが筋すじだっただろう。


　とはいえ、参戦の許ゆるしを請こい、結果、自重を促うながされでもした日には、ヘリックは立つ瀬せがない。思い立ったらまず行動。猪ちよ突とつ猛もう進しんは、『壮剣』の常つねである。後々ジャネットからはきつい叱しつ責せきを受けるかもしれないが、それも覚かく悟ごの上だ。


「我わが剣がどこまで通用するか……命を賭かけて試ためしてみるのも一いつ興きようだ」


　長おさやジャネットに叱しかられたら、そのときはそのときで謝あやまれば良い。そう、ヘリックは前向きに考えていた。


「しかし……」


　と若い吸血鬼の一人が、思いついたように口を開けた。


「いま現げん在ざい、香港にはどの程度の吸血鬼が集まっているのでしょうね。どうも、気配が漠ばく然ぜんとして実じつ態たいがつかみづらいのですが……」


　彼が口にしたことは、ヘリックも気になっていたところだ。気のせいか、香港に入ってからというもの、感覚が鈍にぶっているのである。


　いや、自分の感覚というより、香港の空気が独どく特とくなのだ。少なからぬ数の吸血鬼──それも、かなり力のある吸血鬼──がいるのはわかるが、全ぜん体たい像ぞうがつかめないのだった。


「そもそも、集まっている連中の間に、共通した目的意い識しきが感じられないと思わないか？」


「うん。全員が『乙女メイデン』に賛さん同どうして集まっている感じではないな」


「かといって、何者かが音おん頭どを取っている雰ふん囲い気きでもない。確たしかに妙みようなところはあるな」


　もともと、「『乙女メイデン』に従わんとする戦士たちが香港に集つどいつつある」という情じよう報ほう自体、裏うら付づけのないただの風聞だった。それでも香港に来れば事じ情じようはわかると思っていたのだが、どうやら見通しが甘かったらしい。


「しかし、我々以外にも『乙女メイデン』の旗の下に駆かけつけた者はいるはずです。その者が事情を把は握あくしているかどうかはともかく、同じ志の者がいるなら行動を共にしておくべきかもしれません」


「そうだな。確かに、こうして何かが始まるのを待っていても埒らちが明かない。こちらから動くとしよう」


　最年長のヘリックが言うと、それでとりあえずの方ほう針しんが決まった。集合場所と時間を決め、ヘリックたちは一度方々に散り、香港を探たん索さくすることになった。


　若い者たちが散開したあと、ヘリックはこっそりため息をもらした。


「……やれやれ。香港に到とう着ちやくして早々、最初にやるのが現げん地ちの情報収しゆう集しゆうか。どうも我われながら出たとこ勝負が過すぎるな。これだから長も、俺おれを戦士団から外したのかもしれん」


　とはいえ、彼が尊そん敬けいする聖騎士ペンテウスにせよ、まさに『壮剣』の典型というべき行動派はの人物だった。少しぐらい考えが浅くとも、自分はこれでいいとヘリックは思うのだ。


　ともあれ、情報を収集すべく、ヘリックも移い動どうする。まずは九龍城跡あとをひと通り見てみようと歩き始めた。


　それから、ほんの数分が経けい過かしたころだ。


「……ん？」


　九龍城跡を奥おくへ奥へと進んでいると、突とつ然ぜん周囲の空気が変わるのを感じた。なんだろうと思いながら、その中心地を目指すと、今度は一人の吸血鬼ブラツク・ブラツドの気配を感じ取った。


　どこの血けつ統とうの者かはわからない。ただ、おそらく向こうもヘリックに気づいているはずだったが、特に目立った反はん応のうは──敵てき意いや緊きん張ちよう感も含ふくめて──示しめさなかった。


　さっそく情報が手に入るかもしれない。そう思ったヘリックは、なるべく自身の気配を抑おさえ、害意のないことを示しながら発見した吸血鬼に近づいていった。


　すると、


「……なんだ、ここは？」


　破は壊かいされ、遺い棄きされ、古代の遺い跡せきのようになった瓦が礫れきの世界。


　その、混こん沌とんと荒こう廃はいの奥に、突然、奇き跡せきのように残された、小さな庭が現あらわれた。


　まるで、そこだけ爆ばく撃げきから免まぬがれたかのように、無む傷きずのまま残る庭だ。雑ざつ草そうの緑に覆おおわれた大地が見え、中なか程ほどに枝えだ葉はを垂たらす[image: ]てい柳りゆうが立っていた。その傍かたわらには、東洋風の古い小屋が残されている。


　祠ほこらだ──と、こちらの文化には詳しくないヘリックですら、すぐに直感した。


　祠、あるいは聖せい堂どうだろうか。小さく粗そ末まつではあるが、何かしら特別な物を感じる。祠だけでなく庭自体も、周囲とは違ちがう聖せい域いきなのだろう。一帯の清せい浄じような空気は、誰だれかに指し摘てきされるまでもなく肌はだで感じ取れた。血が疼うずくような感覚さえ覚える。


　そして──


　その、神聖な祠の前に、吸血鬼は立っていた。


　見た目は若い。まだ青年だ。背せの高い東洋人で、黒い髪かみが背中まで流れ落ちている。古い旅りよ装そうなのか、前世紀の軍人を連想させるような漆しつ黒こくのマントをまとって、その襟えりを立てていた。マントの長さは膝ひざ裏うらに届とどく程度。腰こしに刀とう剣けん類を提さげているのか、わずかに持ち上がった裾すその下から、鞘さやの先せん端たんらしき物がのぞいていた。


　青年はただ一人で、じっと祠を見つめている。


　立ち姿すがたを見るだけでも、相当の手て練だれだとわかった。隙すきがない──という以前に、斬きり込むことを躊躇ためらわせる何かがある。だが、そんな距きよ離りまで近づいても、彼がどこの血族の者なのか、またどの程度生きた牙きばであるのかは、まるで見当がつかなかった。


　何者だろう。情報収集という目的とは別に、『壮剣』らしい純じゆん粋すいな好こう奇き心しんがむくむくと芽生えてきた。


「──失礼。少しよろしいか？」


　徒いたずらに近づいて相手を刺し激げきしたくない。ヘリックは慎しん重ちような足取りで青年に近づいていった。


　しかし、青年が振ふり返った瞬しゆん間かん、ヘリックの足は意識するまでもなく勝手に止まった。感電したように全身に震ふるえが走った。


　本来なら整った容よう姿しの青年なのだろう。長い黒くろ髪かみは気け怠だるげに額ひたいにかかり、切れ長の黒い瞳ひとみは涼すずしげで、口元は引き締しまっている。


　だが、青年の顔の右半分は、異い様ように血管が浮き上がり、どくどくと不気味に脈打っていたのだ。一いち応おう前髪で隠かくされてはいるが、この距離なら判はん別べつできる。右目が赤く充じゆう血けつし、まるで怪かい物ぶつが憤ふん怒ぬしているかのように見える。憤怒し──同時に嘆なげき悲しんでいるかのように。髪も、遠目には艶あでやかな黒髪と見えたものが、近づいてみると白はく髪はつが入り交じっているのがわかった。特に、顔と同様右側ほどくすんでおり、蓬ほう髪はつとなって乱みだれていた。


　異い相そうの青年だ。


　マントの下に着ているのは、真新しい赤いスーツらしい。予想通り、腰にはサーベルのように刀身の反そった剣を吊つるしている。マントは肩かたに羽は織おり、胸むな元もとで金きん鎖さで留とめていた。瞬しゆん時じに抜ばつ刀とうできる格かつ好こうである。


　振ふり返ってヘリックを視し認にんしたあとも、青年は口を開けなかった。こちらを見やる視し線せんが重い。理由もなく気け圧おされる。「失礼……」とヘリックは低い声で繰くり返した。


「初めてお目にかかる。わたくしは、ヘリック・ホランド。『壮剣ローラン』の血に連なる者だ。少しお聞きしたいのだが……貴き公こうはいずこの血統に属される方か？　この地には何用があって参られた？」


　無礼にならぬよう気をつけたつもりだが、相手の格が把は握あくできないので取るべき態たい度どが定まらない。不ぶ躾しつけだったか、と思いつつ、腹はらをくくって返事を待った。


　しかし、


「…………」


　青年はヘリックを見やるだけで、返事はもちろん何の反応も示さなかった。ただ、無言で注がれる透とう明めいな眼まな差ざしが、ヘリックの困こん惑わくを大きくした。なぜか不思議なほど気になる青年だった。


　ヘリックは逡しゆん巡じゆんした。


　血族の代表として『会議』に送られるぐらいだから、彼の社しや交こう性せいは決して低くない。『壮剣』の中では弁べんの立つ方だ。しかし、その青年が放つ独どく特とくの気配が、ヘリックからそれ以上の積せつ極きよく性せいを奪うばった。


　いかにも訳わけありと見える青年だが、突然話しかけたのは自分の方だ。この青年が自分より年少とも限らないし、だとすれば格かく下したの吸血鬼にいちいち受け答えするいわれは、彼にはない。


　ときに無む神しん経けいにもなる邪じや気きのない好こう奇き心しんは、彼の血族が持つ悪あく癖へきである。また、『壮剣』の血は戦いを尊とうとぶが、無用な争いを好む訳ではなかった。


「……どうやら思し索さくの邪じや魔まをしてしまったようだ。許ゆるされよ」


　ヘリックは礼れい儀ぎを損そこなわぬよう青年に詫わび、その場を辞することにした。


　ところが、


「旅の途と中ちゆうで立ち寄よりました」


　青年が喋しやべった。


　立ち去ろうとしていたヘリックが足を止める。思わず青年を凝ぎよう視しし、慌あわてて不ぶ躾しつけな目を向けるのを止めた。


「旅ですか？　では、ここへはただ立ち寄っただけだと？」


「はい」


　異相に似に合あわぬ良い声だ。青年らしい、朴ぼく訥とつな響ひびきがある。


「……この廟びようも、いましがた見つけたのです。不思議と──心を惹ひかれて」


　そう言って、小さな祠ほこらに視線を落とす。


　独特の風ふう貌ぼうと気配にどうしても警けい戒かい心しんを抱いだいていたヘリックだったが、それはたちまち払ふつ拭しよくされてしまった。


「そうでしたか。いや、実はわたくしは仲間と共にある噂うわさを聞いてこの地を訪おとずれたのでね。貴公も同じではないかと思い、声をかけさせてもらったのだ。では、貴公は例の噂については何もご存ぞんじないのかな？　旅の途中ということは、目的地は他ほかにあると？」


　抑おさえようとしていた好奇心が、思わず一気に噴ふん出しゆつする。ヘリックは警けい戒かいを解ときながら、さらに青年に近ちか寄よろうとした。


　が、またしてもその足が止まった。


　青年は何もしていない。相変わらず、こちらに対して敵てき意いも見せなければ好意も示していない。


　しかし、一定以上には近寄りがたい何かは、依い然ぜんとして彼を取り巻まいていた。触ふれてはいけない。気安い好奇心から関かかわってはならない。そんなことを考えさせる何かだ。


　結局、青年もヘリックの問いには、それ以上答えなかった。


　礼れい儀ぎ正しく、静かに頭を下げる。


　ヘリックの胸に好奇が疼うずいた。青年の存そん在ざいそのものが無む性しように気になる。


　だが、一方で悟さとらざるを得なかった。何を尋たずねたところで、青年は話さないだろう。


「……失礼」


　頭を下げる青年にもう一度だけ声をかけ、ヘリックは今度こそ、彼の前から立ち去った。途中幾いく度ども後ろ髪がみを引かれながら。


　青年は、姿すがたが見えなくなるまでずっと、祠の前に立ち尽つくしていた。





３







「──決まったぞ。Ｘデーは四月二五日だ」


　リーダーの報ほう告こくに、ブリーフィング・ルームに集まったレジスタンス各部門の責せき任にん者しやたちは、一いつ斉せいにどよめいた。


　大たい勢せいの予想を裏うら切ぎる、大だい胆たんなスケジュールだ。その日が近いかもしれないという噂はレジスタンス内にも流れていたが、決起の日がこれほど早期に決定するとは誰だれ一人考えていなかった。


「……もう二十日もないじゃないか」


「……いくら何でも早はや過すぎないか？」


　収おさまらないどよめきの中、誰からともなくそんな声がささやかれる。その場に集ったメンバーたちの、率そつ直ちよくな感想だろう。


　しかしリーダーは力強く、


「いや」


　と気弱な声を一いつ蹴しゆうした。


「『カンパニー』の決定だ。勝算あってのことだろう。事実、シンガポールで再さい編へんされた『カンパニー』の対吸きゆう血けつ鬼き部隊だけでなく、十字軍からも実戦部隊のほとんどが投入されるらしい。しかも彼らを指し揮きするのは、香港聖せい戦せんの英えい雄ゆうである、あの神父だ。これはもう、考えつく限かぎりでも最高に頼たよりになる対吸血鬼部隊だ」


「神父」というひと言に、メンバーも、おお、と力を取り戻もどした。彼らはもともと吸血鬼ブラツク・ブラツドとは関わりのない一いつ般ぱん人じんだったわけだが、かつて香港を解かい放ほうした英雄である神父の名声なら十分耳にしている。彼が戦いに参戦してくれることは、レジスタンスにとって大きな希望なのだ。


「また、俺たちの援えん軍ぐんは人間だけじゃない」


　とリーダーは、部屋の後方へ視し線せんを向けた。視線の先にいるのは、レジスタンスに参加している、特区に残った吸血鬼たちだ。


「世界各地で名乗りを上げた吸血鬼たちも、特区奪だつ還かんのための協力を申し出ているそうだ。彼らにとっても『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は共通の敵てきといえる。すでに、強力な吸血鬼が何人も『カンパニー』へと派は遣けんされつつある」


　リーダーが報告すると、視線を受けた吸血鬼──『智ち眼がん』の代表者だ──は彼の意を汲くんで椅い子すから立ち上がった。


「……私を始め、現げん在ざいレジスタンスに加わっている牙きばは、言ってしまえば皆みな、若じやく輩はい者ものだ。深い夜を誇ほこる月下において、取るに足らぬ若わか造ぞうに過ぎない。だが、いまこの情じよう勢せい下かで『カンパニー』に派は遣けんされる者となれば、話は違ちがう。それぞれの血族が威い信しんを賭かけて選び抜ぬいた、歴れき戦せんの古血オールド・ブラツドたちのはずだ。その力は、九龍王の側近たちと比ひしても、決して劣おとりはしないだろう。それは断だん言げんできる」


　静かな口調。しかし、いま彼は、レジスタンスに協力する吸血鬼たちのまとめ役だ。数少ない、前線に立つ吸血鬼の一人でもある。牙を持つ戦友の言葉は、メンバーたちにも実感をもって伝わった。


「いいか、みんな。これは、逃にげることのできない戦いだ」


　再ふたたびリーダーが続ける。メンバーたちの視線が、彼に集中した。


「楽な戦いにはならないだろう。だが、勝算のない戦いではないんだ。友軍は信しん頼らいに足り、俺たちはもう単なる『獲え物もの』ではない。信じよう。俺たちは、仲間と俺たち自身を信じ、俺たちに託たくされた役やく割わりを完かん璧ぺきにこなすんだ」


　リーダーの呼よびかけに、一人、また一人とメンバーたちが頷うなずいた。


　レジスタンス結成から数か月。すでに彼らは素しろ人うとではない。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の支し配はいする街を生き抜いた経けい験けん者しやであり、未来に向けて生き抜く自信を有している。彼らがリーダーを見返す顔には、揺ゆるぎない気き概がいがあった。


　一方、


「なるほど。二五日──つまり、次の新月を狙ねらう訳わけね」


「……対吸血鬼戦の基き本ほんだな。選せん択たくとしては順当だ」


　ブリーフィング・ルーム、出入り口の傍かたわら。レジスタンス・メンバーたちの態たい度どを頼たのもしげに見守りながら、『カンパニー』の赤井リンスケとバドリック・セリバンは、低い声を交かわしていた。アクセサリーをジャラ付けして髪を紫むらさき色いろに染そめた優やさ男おとこと、強こわ面もてで絵に描かいたような軍ぐん人じん肌はだの巨きよ漢かん。対照的な組み合わせだが、すでにレジスタンスのメンバーたちには見み慣なれたツー・ショットである。


　二人は組そ織しきのアドバイザーとしてここにいる訳だが、最近では彼らの出る幕まくはほとんどなくなりつつあった。レジスタンスが成せい熟じゆくしている証しよう拠こだ。いまも、余よ計けいな口は挟はさまず、定例会議の進行を眺ながめていた。


「それにしても、ずいぶん早い。会長も強気に出たわね」


「主導権イニシアチブを握にぎりたいんだろう。通つう常じよう対吸血鬼戦は、目標出しゆつ現げん直後に開始される。自然、人こ間ち側らは後手に回らざるを得ないが──今回は条じよう件けんが異ことなるからな。そうでなくとも数少ない利点だ。活いかさぬ手はない」


　レジスタンスのメンバーたちは、状じよう況きようを甘くみているわけではない。それでも、『カンパニー』の二人に比くらべれば、深しん刻こくさは及およばなかった。気楽と軽けい薄はくを常つねとするリンスケでさえ、来きたる戦いに思いを巡めぐらせると、軽口を叩たたく気が失うせるほどなのだ。


　実じつ際さい、これは相当厳きびしい戦いになるはずである。特に、レジスタンスのメンバーにとっては過か酷こくな戦いになるだろう。


「十字軍の大部隊に、古血オールド・ブラツドの戦せん士し団だん……確たしかに、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に勝つ──って意味でなら、十分勝算はあるんでしょうけどね」


「シンガポール協定でも謳うたわれている、奴やつらへの正せい攻こう法ほうだ。政せい治じ的判はん断だんとして、この考えは正しい」


「それくらい、私だってわかってるわよ」


　あくまで強こわ面もてを崩くずさないバドリックに、リンスケは不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせた。


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を相手取る場合、対吸血鬼戦せん闘とう部隊は、「敵てきの殲せん滅めつ」を最さい優ゆう先せんとする。人命救助ではなく。これは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』という存そん在ざい自体が、将来的にさらに莫ばく大だいな数の被ひ害がい者しやを出す可か能のう性せいを秘ひめているためだ。


「対吸きゆう血けつ鬼き部隊だけじゃないわ。吸血鬼ブラツク・ブラツド同士の──それも力のある吸血鬼同士の戦いになっちゃえば、被ひ害がいはこっちにも及およんでくる。そうでなくても、いまの特区は大量の人ひと質じちを取られてるようなものですもの。わたしたち、特区を取り戻もどすことはできるかもしれないけど、そのとき特区は香港みたいな焦しよう土どと化してるかもしれないわね……」


「…………」


　リンスケは香港聖せい戦せんの生き残りだ。その口からもれる不ふ吉きつな想そう像ぞうを、バドリックは否ひ定ていできなかった。


　ただ、


「……今度の作戦では、初手が肝かん要ようとなるはずだ」


　と、自らの見けん解かいを口にした。


「一いつ般ぱん人じんの保ほ護ごを図はかる意味でも、敵を逃にがさぬよう包囲する意味でも、部隊の配置と展てん開かい、そのタイミングが結果を分ける。かといって、作戦に備そなえて訓練などする余よ裕ゆうはない、ぶっつけ本番だ。というより、俺おれ個こ人じんの意見を言わせてもらえば、吸血鬼との戦いで『万ばん全ぜんの』準じゆん備びなど所しよ詮せんは机き上じようの空くう論ろんだ。ならば、せめて主導権イニシアチブを取る──それも最大の戦果を期待できる形で取ることは、大きな意味がある」


「……そうね。リーダーの言うとおり、どのみち避さけては通れない戦いですもの」


　リンスケが首を竦すくめる。そして、彼らしくない沈ちん鬱うつな態度を払ふつ拭しよくするかのように、顔つきを改めた。


　するとバドリックは思い出したように、


「そう言えば、リンスケ。貴き様さま、レジスタンスの指し揮き系けい統とうから自分を外すよう依い頼らいしたらしいな？」


「あら、ひょっとしてリーダーから相談された？　だったら、バドちゃんからも口くち添ぞえしといてよ。あ、別にサボろうって訳じゃないわよん？」


「わかっている。というより、その件については、むしろ俺から彼に進言しようかと思っていたところだ」


　バドリックの返答に、リンスケは目を丸くした。


「……あらあら。気が合うわね、バドちゃん。以心伝心ね。ツーカーだわ」


「もともと貴様には、ある程てい度どの権けん限げんを与あたえた上で遊軍として動いてもらうつもりだった。画一的な指揮系統下にあるよりは、その方が活きるタイプの男だからな。貴様は。それと、『バドちゃん』は止よせ」


　突つき放した言い方だが、こう見えて二人のつき合いは長い。性せい格かく的な相あい性しようはともあれ、余よ計けいな説明が不用な程度には、互たがいの能のう力りよくはわかっていたし、信しん頼らいもあるのだ。同どう僚りようの心こころ遣づかいに、リンスケは肩かたを竦すくめて応おうじた。


「だが──言っておいてなんだが、いまの特区では貴様一人が遊軍として動いたところで、大した成果は上がらんぞ？　それとも何か考えがあるのか？」


「考えって言うか、まあちょっと……」


　横目に問いかけるバドリックから、リンスケはあえて視し線せんを逸そらした。


「一人、ね。落とし前をつけさせる人間がいるのよ。個人的にね」


　腕うで組ぐみをして壁かべに寄よりかかりながら、それまで通りの声と抑よく揚ようでリンスケがつぶやく。


　しかし、その瞬しゆん間かん、バドリックは密ひそかに肌はだを粟あわ立だたせて、強こわ張ばった顔を傍かたわらの同僚に向けた。リンスケの台詞せりふから、液えき体たい窒ちつ素そのように冷たく危き険けんな殺意を感じ取ったのだ。


　どういうことだ。そう、追つい及きゆうしようとしたバドリックだったが──口を開けかけて、結局止める。そして、リンスケの横に並ならび、壁に背せ中なかを預あずけた。


　バドリックはリンスケの能力を知っているし、信頼もしている。リーダーが告げた通り、彼らは、仲間と自分自身を信じ、自らに託たくされた役やく割わりをこなせばいいのである。


「ところで」とリンスケは話題を変えた。


「遊軍で思い出したんだけど、彼女の扱あつかいは結局どうなってるの？」


「彼女？」


「決まってるでしょ。例の、彼女」


「あ、ああ。それは……」


　なぜかバドリックが動どう揺ようし、言い淀よどんだときだ。


「──そういえばリーダー。白しら峯みねサユカさんの配はい属ぞくは正式に決定したんです？」


　活発なミーティングの中、その問いは唐とう突とつに投げられた。「あ、いや。それは……」とリーダーが──顔をわずかに強張らせて──返答に詰つまった。


　途と端たんに、メンバーたちの態たい度どが加熱した。


「現げん在ざいレジスタンスの前線チームで一番広こう域いきをカバーしているのは俺たちだ！　彼女の力は俺たちのチームにこそ必要だ」


「待ちたまえ。それを言うなら、もっとも危険に晒さらされる機会が多いのは、敵の本ほん拠きよ地ちがある第八地区エイト・ヤード担たん当とうの私たちだろう。発見されないよう常つねに少数で行動する必要もある。彼女の力はぜひとも欲ほしい」


「待ってくれ。我われ々われはすでに彼女と幾いく度ども作戦行動を遂すい行こうしている。彼女にしても、気心の知れたチームの方が動きやすいはずだ。当然、彼女は我々のチームに来るべきだ」


「何が気心の知れた、だ。そもそも彼女はチームとして前線に出ることは拒きよ否ひしたはずじゃないか！　彼女は基地ベースに残すべきだ。その方が、非ひ戦せん闘とう員いんも安心して生活できる」


　たちまち議ぎ論ろんが沸ふつ騰とうした。リーダーが慌あわてて制せい止ししてみても、各自一歩も譲ゆずろうとしない。日ひ頃ごろ協きよう調ちよう性せいの高い彼らにしては、実に珍めずらしい光景だろう。


　バドリックが仏ぶつ頂ちよう面づらになり、リンスケは思わず吹ふき出した。


「なるほど。こりゃ、私の扱いなんかより、よっぽど大問題みたいね」


「……白峯サユカは一いつ介かいの転びたてアンダー・イヤーに過すぎないが、レジスタンスに参加した吸血鬼ブラツク・ブラツドの中では、群ぐんを抜ぬいた攻こう撃げき力りよくの持ち主だ。実じつ績せきも積んでいる。前線に立つ者なら、誰だれだって欲ほしがる人材だろう」


「『攻撃力』ねえ。それだけで、こんなに引ひっ張ぱりだこになってるわけ？」


「……一種のカリスマ性せいがあることは認みとめざるを得ない。彼女が参加するのとしないのとでは、チームの士気が段だん違ちがいだからな」


「『カリスマ性』ねえ。どっちかっていうと、『アイドル性』だと思うけど」


　実じつ際さい、現在レジスタンス内部には、非ひ公式なサユカのファンクラブがリンスケの知る限かぎりでも五つ存そん在ざいしている。男連中のみならず、若い女じよ性せいからも強い支し持じを受けていた。


　クスクス肩を震ふるわせながら、リンスケは「で？」とバドリックに顔を向けた。


「バドちゃんの意見は？　どこのチームに編へん入にゆうするのが理想かしら？」


「すでにリーダーには進言した」


「へえ？　どこに」


「……俺のチームにだ」


　仏頂面のままバドリックが言う。リンスケは、ぽかんとした顔で傍らの巨きよ漢かんを見つめたのち、腹はらを抱かかえて大笑いした。
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　今年、特区の春は好天に恵めぐまれた。四月に入った段だん階かいで満開に近かった桜さくらが、いまもまだ散らされることなく、こぼれ落ちそうになりながら美しい姿すがたを見せている。頭上に伸のびるソメイヨシノの枝えだでは、月光を浴びた白い花びらが、幻げん想そう的に咲さき誇ほこっていた。


　そんな桜の木の下で、


「ったく。冗じよう談だんじゃないわ」


　と、食べ終えた醬しよう油ゆラーメンの器うつわを置きながら、白峯サユカは憤ふん慨がいした。


「チームに入れですって？　私はレジスタンスのメンバーになった覚えなんかないし、そもそも長なが居いする気なんてなかったのよ。ちょっと手を貸かしたからって厚あつかましい」


　現在レジスタンスは、第一地区フアースト・ヤードにある元物流企き業ぎようの社屋ビルと社しや員いん寮りようとを本拠地として利用している。潜せん伏ぷく施し設せつは他ほかにも複ふく数すう存在するが、戦せん闘とうに参加しない一いつ般ぱん人じんをもっとも多く収しゆう容ようしているのがここで、現在は「基地ベース」と呼こ称しようされていた。


　サユカがいるのはその基地ベースの食堂──ではなく、厨ちゆう房ぼうの勝手口を抜ぬけた裏うら庭にわだ。丸太を割わって作られたテーブルの側に、パイプ椅い子すを広げて腰こしを下ろしている。というのも、食堂で食事しようものなら、同席志し願がん者しやがわらわら湧わいてくるからだ。


　そんな若わかき美び貌ぼうの女おんな吸きゆう血けつ鬼きは、黒いニット帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、銀のラインが入った黒いジャージを着て襟えりまでファスナーを閉しめていた。下もブラックのジーンズ。全身黒ずくめのストリートファッションだが、もとがお嬢じよう様さま風のサユカだけに多少の不自然さは隠かくせない。どことなく、背せ伸のびをして悪ぶっている風紀委員のようなおかしさがあった。


　もっとも、そんなギャップを感じるのは、以前の──人間だったころのサユカを知っている者だけだろう。いまや彼女のラフで自由なスタイルは、決して馴なれ合わない彼女の態度と相まって、レジスタンス内に特別な輝かがやきを放ちつつあるのである。


「まあそう尖とがるなって。みんな、あんたには感かん謝しやしてるし、期待だってしてるんだ。もちろん、この俺も」


「そういうの、迷めい惑わくだわ」


　冷たく突つき放すサユカの物言いに、もうすっかり馴な染じみになった元『ニボシ亭てい』の店長──現在はレジスタンスの炊すい事じ長ちようを務つとめている──は、「相変わらずツレナイねえ」と楽しげな笑え顔がおを見せた。


　もともとサユカをレジスタンスに紹しよう介かいしたのは、彼だった。サユカは特区陥かん落らく後ご、亡なき主ゼルマン・クロックの想おもい出に浸ひたるように『ニボシ亭』を訪おとずれ、店長と出会ったのだ。一度は彼の導みちびきでレジスタンスとも行動を共にしている。


　だが、九クー龍ロン王おうの直ちよつ系けい二人から襲しゆう撃げきを受けた際さいに、囮おとりとなってレジスタンスを離り脱だつ。以後は単たん独どく行動を取っていた。


　サユカが再ふたたびレジスタンスと合流したのは、彼女が得た情じよう報ほう──シンガポールにいるミミコの許もとに『黒くろ蛇へびカーサ』の魔ま手しゆが迫せまっているという情報を、レジスタンス経けい由ゆで『カンパニー』に伝えるためだった。幸い、ミミコは命に別べつ状じようはなく、胸むねをなで下ろしたサユカも、すぐにまたレジスタンスを離れようとしたのである。


　ところが、


「……どいつもこいつも行くな行くなとみっともなく慰い留りゆうしてくるし、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は『九龍の血統クーロン・チヤイルド』で狙ねらったように襲おそってくるし……」


　結局サユカは、今回だけ、これで最後──とその場その場でレジスタンスに手を貸し、多大な戦果を上げ続けた。そうこうする裡うち、彼女自身にはなんの説明もないままに、レジスタンス戦闘チームの主力に数えられていたのである。


　それでも、サユカは、


「そんなの知ったことじゃないわ！」


　とレジスタンスと決別しようとしたのだが、いざ基地ベースを飛び出そうとした矢先、はるばる第十地区テン・ヤードからサユカを訪たずねて──正せい確かくには「追いかけて」──一人の少女とぬいぐるみがやって来たのだった。


「ほんと、お姉様ってばツレナイですよね。わたし、バウワウちゃんと二人で、ずっとお姉様の帰りを待ってたんですよ？　なのに、なんの連れん絡らくもないですもの」


　そう言ってラーメンの器うつわから顔を上げたのは、以前サユカに命を救われたことのある少女──ナナだった。サユカと一いつ緒しよに遅おそい夕食を食べているところだ。


　ラーメンの器を抱かかえたまま膨ふくれ面つらをするナナを見て、サユカはげんなりと顔を歪ゆがめた。


「だから、ほんとにすぐ帰るつもりだったの。放って置いたのは成り行きなの。連絡しなかったことについては、散々謝あやまったじゃない」


「……どーせわたしなんか、お姉様にとってはどうでもいいんです。お腹なかが空すいたとき血を吸すうだけの対象なんです」


「そんなこと言ってないじゃない。ゴメンってば」


　サユカに助けられて以来すっかり彼女に懐なついたナナは、第十地区テン・ヤードにあった彼女の隠れ家に頻ひん繁ぱんに出入りするようになっていた。サユカがミミコの危き機きを知ったとき、レジスタンス経由で『カンパニー』に連絡を取ることを思いついたのもナナのアイデアだ。


　ナナは、サユカが隠れ家を出てからは、ずっと彼女の帰りを待っていたらしい。しかし、いつまで経っても音おと沙さ汰たがないのでとうとう痺しびれを切らし、なんと自分の所しよ属ぞくするコミュニティの大人たちを説き伏ふせて、レジスタンスに加わるべく基地ベースまでやって来たのだった。もちろん、参加を呼よびかけに第十地区テン・ヤードまで来ていたレジスタンスのメンバーにくっついて来た訳わけだが、それにしても大した行動力だろう。


　ちなみにナナは、赤のニット帽を被り、赤いジャージを着ている。もちろんサユカの真ま似ねだ。実のところこのファッションは、現げん在ざいレジスタンスの若い女じよ性せいの間で密ひそかなブームになっているのである。


　夜風が音もなく通り抜け、桜さくらの梢こずえがふらふら揺ゆれる。


　拗すねてヘソを曲げる少女を前に、サユカは弱り切った様子で機き嫌げんを取った。そんな二人のやり取りを、店長はおかしそうに眺ながめていた。ナナが基地ベースを訪れるまで、彼を始めレジスタンスのメンバーたちは、クールな吸血鬼ブラツク・ブラツドとしてのサユカしか知らなかった。こんな風な人間味のある表ひよう情じようは新しん鮮せんなのである。


　そして、吸血鬼と少女のやり取りを眺ながめる者がもう一人──ではなく、もう一匹ぴき。


「お姉様が帰って来ない間、ほんとにほんとに不安だったんですから。ねえ、バウワウちゃん？」


　少女が同意を求めたのは、彼女の隣となりに自立する巨きよ大だいなクマのぬいぐるみテデイ・ベアだった。名前はバウワウ卿きよう。ぬいぐるみは、ナナに賛さん同どうするが如く、ぴょこん、と右手を持ち上げた。そして、息のあったタイミングでナナと一緒に腕うでを組み、「冷たい奴やつだ」と言わんばかりにうんうん頷うなずいた。


「ぷっ」


　と店長が吹き出し──それからサユカの仏ぶつ頂ちよう面づらを見て、うーん、と複ふく雑ざつな顔をする。


「何回見ても不思議だなあ。それ、ほんとにあんたが動かしてるのかい、サユカさん？」


「……でなきゃ、こんな布ぬのと綿わたの塊かたまりが勝手に動くわけないでしょ」


「いや、もちろんそうだけど……」


　それにしては、サユカがバウワウに取らせる態たい度どは、彼女自身の態度と差が激はげしい。いまも、サユカがぬいぐるみをにらむ憎にく々にくしい視し線せんなど、あまりに真に迫せまっている。まるで腕の良い腹ふく話わ術じゆつ師しが己おのれの人形に魂たましいを吹き込こむかのようだが──なぜそこまで芸の細かい真似をするのか、意味がわからない。


　店長が首を捻ひねっていると、今度はナナとバウワウが秘ひ密みつめかしてクスクス笑い合った。


　もちろん、サユカの言い訳は噓うそである。何しろ彼女は、これまでに幾いく度どとなく、このぬいぐるみに危あぶないところを救われている。それどころか、転化して間もない彼女がレジスタンスで英えい雄ゆう視しされるほど力を伸のばしたのは、バウワウの導みちびきがあったからこそなのだ。さもなくば、いかに彼女が『緋ひ眼がんのゼルマン』の血を継つぐ『闘とう将しようアスラ』の牙きばであろうと、凶きよう暴ぼうな『九龍の血統クーロン・チヤイルド』相手に連戦連勝とは行かなかっただろう。


　とはいえ、バウワウが動く理由はサユカにもわからないし、細かい事じ情じようをいちいち説明するのも面めん倒どうな話だ。なので、レジスタンス内では「このぬいぐるみはサユカが力場思念ハイド・ハンドで動かしている」ということにしているのである。


「バウワウちゃんはお姉様の良心なんです。お姉様が優やさしさを忘わすれて冷れい酷こく非ひ道どうな吸血鬼になりそうなときは、叱しかって教えてくれるんですよ」


　得意げにナナが言うと、その説明が気に入ったのかバウワウはぴょこぴょこ飛び跳はねて頷いた。店長も合わせて「ほほう」と感心して見せる。サユカは極きわめつきの渋じゆう面めんになった。


「じゃあバウワウさんよ。あんたはどう思うね？　やっぱり、サユカさんはレジスタンスに残って、みんなのために力を貸かすべきだと思わんかね？」


　するとバウワウは、ひょこ、と大きな丸い顔を店長に向けた。


　こちらを見やるボタンの瞳ひとみなど、意い思しを持っているとしか思えない。店長はいい年をした中年男だん性せいなので人形やぬいぐるみには興きよう味みはないが、それでも思わず頰ほおを弛ゆるめてしまいそうな愛らしさだった。


　ただ、店長の誘ゆう導どう尋じん問もんに、バウワウは乗ってこなかった。


　バウワウは、イエスともノーとも言わず──もとより喋しやべれないが──ただ答えづらそうに、右手──もしくは右前足──で頭を搔かくような仕草をした。そして、ちらちらとサユカを振ふり返った。


　気のせいか、それはサユカが自分で決めねば意味がない、と、そんな風なことを言っているように見える。不思議なもので、このぬいぐるみは簡かん単たんな動きしかできないくせに、そのボディ・ランゲージは妙みように饒じよう舌ぜつなのだ。しかも、やたらと偉えらそうなところがある。バウワウ卿とはよく言ったものだ、と店長は思った。


　ともあれ、バウワウの同意が得られなかった店長は、仕方がない、と幾いく分ぶん真しん剣けんな顔になった。


「……サユカさん。あんた、赤毛の坊ぼう主ずの仇かたきを討うちたいんじゃないのか？」


　ハッ、とそれまで半分ふざけていたナナが、表情を強こわ張ばらせた。バウワウも緊きん張ちようして動きを止める。


　赤毛の坊主──ゼルマンの話は、サユカにとっては禁きん句くのようなものだ。聖せい域いき、と言ってもいいだろう。彼女は、たとえ味方であろうと、亡なき主の名めい誉よを穢けがす者は、決して許ゆるさない。容よう赦しやもしない。


　案の定、サユカが店長を見る視線が、ドライアイスの如ごとき気配をまとった。


　が、


「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」


　サユカは、フッ──と息を抜ぬき、視線を店長からずらした。


「ゼルマン様は、自分で自分に挑いどみ、勝利されたの。そして私に『血』を託たくし、亡くなられた。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』のせいなどでは、決してないわ」


　頭上を仰あおぎ、桜を見上げる。同時に、右手を胸むねの上に当てる。


　それは、最近サユカがよく見せる姿すがただった。心しん臓ぞうの鼓こ動どうに集中しているのだ。


　不安定だった転化後と違い、幾いく多たの戦闘を切り抜けてきたサユカは、戦いを通して自らの『血』──ゼルマンの『血』を実感できるようになった。それは彼女に安定をもたらし、最愛の主を失ったという喪そう失しつ感を、自分は主と一体であるという充じゆう実じつ感に変えてくれた。


「……いまの私は、復ふく讐しゆうのために生きているわけじゃない。ゼルマン様の娘むすめとして、彼の『血』を受け継ぐ『闘将』の一人として、相応ふさわしい生き方をしたいだけ。ゼルマン様は戦いの中に、その生き方を見み出いだした。私は……まだわからないけど」


　桜さくらに彩いろどられた夜空から視線を下ろし、サユカは真まっ直すぐに店長を見る。彼女の黒い瞳が、ほんの一いつ瞬しゆん、紅べにに染そまったように見えた。


　息をのむほど美しい瞳だ。店長は魅み入いられたように、動けなくなった。


「まずは力を高めたい。ゼルマン様の娘として恥はずかしくないように。だから、用よう心じん棒ぼうのような真ま似ねもしたし、レジスタンスにも手を貸した。でも、馴なれ合う気はないわ。『闘将』の『血』は束そく縛ばくを何より嫌きらう。私もそう。己の意い志しと力だけで、ただ一人、月下に立つの。たとえそれが、未み熟じゆくな転びたてアンダー・イヤーの、ちっぽけなプライドだとしても、ね」


　淡たん々たんとした独どく白はくは、誰だれに聞かせるためのものでもなかった。自らの決意を言葉にして再さい確かく認にんした。そんな口くち振ぶりだった。


　サユカの目指す先にあるゼルマンは「炎ほのお」だ。苛か烈れつで鮮せん烈れつな──すべてを焼き尽つくしながら、なお傲ごう慢まんに、美しく猛たける炎。そんな、華はなやかな火か炎えんだった。


　主に比くらべて、サユカは小さい。消えまいと必死に燃もえる、か細い灯火ともしびに過すぎない。


　しかし、火は確たしかに、燃えているのである。大気を吸すい、熱を発し、自らの力で輝かがやいているのだった。


　ひらり、と一ひと片ひら、桜の花びらが舞まい落ちた。


　ナナはため息をもらしてサユカの横顔に見とれ、バウワウは苦く笑しようしつつ──といっても、顔は変わらないが──ぽふぽふと両手を動かす。


　店長は大きく嘆たん息そくした。


「参ったな。リーダーから、どうにかあんたを口説き落としてくれって頭を下げられてたんだが……」


　困こん窮きゆうした様子で頭を搔く店長に、サユカは小さく鼻を鳴らした。


「そんなことだと思ったわ。いまさらね」


「いや、今回はちと事じ情じようが違ちがうんだ。実は──」


　と店長は声を潜ひそめ、


「──例の決起日がな。決まりそうなんだと。しかも、どうやら月内って線が濃のう厚こうになったらしい」


　サユカの顔色が変わった。ナナとバウワウも驚おどろいて店長の話に耳を傾かたむける。


「月内？　確たしかなの？」


「ああ。いまごろはもう発表されてるんじゃないかな？　何にせよ、今月中ってのは間違いない」


「早はや過すぎない？」


「まあ、きついスケジュールになるだろうな。だが、レジスタンスが面めん倒どうを見てる一いつ般ぱん人じんも増えてきた。このままじゃ補ほ給きゆうにも限げん界かいが来る。いつまでも先さき延のばしにはできないさ」


　店長はレジスタンスの幹かん部ぶクラスだが、その役やく職しよくは炊すい事じ長ちようだ。決起準じゆん備びには直ちよく接せつ関かかわっていないので、実じつ際さいにどれほど厳きびしいスケジュールになるかは想そう像ぞうできない。


　ただ、彼はレジスタンスの食料補ほ給きゆうを担たん当とうしている。レジスタンスの規き模ぼは理想的な拡かく大だいを見せたが、その分補給線が圧あつ迫ぱくされていることを誰だれよりも知っているのだ。


「一般人の誘ゆう導どうは、どの程てい度ど進んでるの？」


「さて……何しろ、いまの特区にどれぐらい人間が残ってるか、実数は調べようがねえ」


　レジスタンスは、特区に残ってる一般人全員を吸きゆう収しゆうしようとしている訳わけではない。ナナの所しよ属ぞくしていたコミュニティのように、独どく立りつして潜せん伏ぷくしている人間は多いのだ。


「まあ、ある程てい度どの人数がいるコミュニティとは、連れん絡らく網もうが敷しけてるからな。『当日』はうちの人間を派は遣けんして避ひ難なん誘導をする手て筈はずだ。ただ、個こ人じんで逃にげ回ってる奴やつも案外多くてよ。こっちは、決行直前にそれとなく情じよう報ほうを流すぐらいしか対たい処しよのしようがねえ」


「……個人で、ね」


　たとえば、もしサユカが転化することなく人間のままだったとするなら、おそらくいまごろはレジスタンスやコミュニティには参加せず、自分一人で生きていた──もしくは死んでいた──だろう。ゼルマン譲ゆずりの独どく立りつ独どつ歩ぽの精せい神しんは、何も『血』によってのみもたらされたものではない。そもそも彼女は、人の身でありながら悪名高い吸血鬼ブラツク・ブラツドに単身仕えていた女じよ性せいだ。群むれるのは肌はだに合わないのである。


「そう言えば、わたしも見ました。基こ地こに来る途と中ちゆうで」


　ナナが思い出したように言った。


「見たって──一人で潜伏中の人間を？」


「はい。あ、いえ……人間じゃないかも」


「じゃあ吸血鬼？　よく見つけたわね」


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は特区の住民を人ひと質じちとしても利用したいらしく、その襲しゆう撃げきはあまり徹てつ底ていされていない。一度でも『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に襲おそわれた者は九龍化するため、他国や世よ論ろんに対しての人質とならないからだ。実を言えば、レジスタンスがここまで勢せい力りよくを伸のばせた一番の理由は、皮肉にもこの『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の──というより九龍王とその臣下たちの、思おも惑わくがあるからこそなのである。


　だが、こうした方ほう針しんはあくまで人間にのみ向けられており、吸血鬼はその限かぎりではない。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に発見された吸血鬼は問答無用で襲われており、そのため特区に残された吸血鬼たちは、人間以上に神しん経けいを使って『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の目から逃のがれているのだ。偶ぐう然ぜんナナが目もく撃げきできる確かく率りつは極きわめて低いはずである。


　だが、


「いえ。吸血鬼でもない……と思います。あのときはレジスタンスに参加してる吸血鬼の方も一いつ緒しよだったんですけど、吸血鬼の気配じゃない、って言ってましたから」


　ナナの台詞せりふに、サユカは柳りゆう眉びを寄よせた。


「どういうこと？」


「はあ……」


　結局、サユカに促うながされたナナは、そのときの状じよう況きようを詳くわしく説明した。


　それは、ナナがサユカの跡あとを追って、第十地区テン・ヤードから第一地区フアースト・ヤードまで来る途中のことだったらしい。


　ナナは、基地ベースに戻もどるレジスタンスのチームに加えてもらう形で移い動どうしていた。と言っても、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の襲しゆう撃げきに警けい戒かいしつつ避ひ難なん者しやを捜そう索さくして回る移動である。常つねに危き険けんに晒さらされる上、日数もかかる辛つらい旅だ。それでも、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』が密みつ集しゆうしている第八地区エイト・ヤードから第九地区ナイン・ヤードを抜け、第五地区フイフス・ヤードに入る頃ころには幾いく分ぶん緊きん張ちようも解とけてきていた。


　あるときナナは小用を足すべく、同行していたレジスタンスから少し離はなれた。何しろ年とし頃ごろの女の子なので、その辺はどうしても気になるのだ。また、知らない大人に囲まれて長時間移動してきたストレスもあった。事前にチームの吸血鬼に周辺の気配を探さぐってもらい、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』や他の吸血鬼がいないことを確かく認にんした上で、少し羽を伸ばすことにした。


　ちなみに、この移動の間、ナナはバウワウをリュックのようにして背せ中なかに背負っていた。勝手に動かれたのでは説明が面倒なことになるので、バウワウにはただのぬいぐるみの真ま似ねをしてもらっていたのだ。チームの者は難むずかしい顔をしていた──何しろ目立つ──が、妹の形見とかなんとか作り話をでっち上げて、頑かたくなに側そばに置くようにしていたのである。もちろん、チームから離れたそのときも、背中にはバウワウを背負っていた。


　すると、


「──バウワウ卿きよう!?」


　突とつ然ぜん背はい後ごから声をかけられ、ナナは飛び上がって驚いた。


　そして後ろを振ふり向いたとき、同じように驚いて立ち尽つくす、小さな女の子を見たのである。


「女の子？　でもナナちゃん、人間でも吸血鬼でもないって──」


「はい。だってその子、わたしが『誰？　なんでこのぬいぐるみのこと知ってるの？』って聞いたら、急に逃げちゃったんです。それも、もの凄すごいスピードで」


　その女の子は、明らかにナナより年下──せいぜい十二、三歳さいに見えた。しかし、彼女の運動能のう力りよくは、その歳としの少女のものではあり得なかったのだ。


「どういうことだ？」


　と店長が首を捻ひねった。ナナは頷うなずいて続ける。


「はい。わたしも気になって、女の子のことをチームの人に話したんです。そしたら、そのときいた吸血鬼ブラツク・ブラツドの方が、多分だけど、ダンピールじゃないか、って」


「ダンピール？　なるほど」


　ダンピールの気配は吸血鬼に比くらべてずっと小さい。事前に察知できなかったとしても納なつ得とくがいく。


　しかし、ダンピールということは、歳も外見通りのはずだ。そんな小さな女の子がたった一人、いまの特区でよくぞ生き延のびて来れたものだ。


　サユカは何か腑ふに落ちなかった。


「ちなみに、その子を見たの、第五地区フイフス・ヤードのどの辺り？」


「えっと……前は綺き麗れいな銀い杏ちよう並なみ木きがあった通りなんですけど。お姉様、知ってます？」


「……ひょっとして、突つき当たりが墓ぼ地ちになってた通り？」


「そうっ、その通りです！」


「…………」


　サユカの瞳ひとみが鋭するどく引き絞しぼられた。その場所なら、むろん、知っている。


「『カンパニー』事じ務む所しよの側、か……しかも、バウワウこのクマを知っている？　ひょっとすると、ミミコさんか望月兄弟と面めん識しきがあった子かもしれないわね」


　細められた双そう眸ぼうが、じろりとバウワウをにらんだ。あんたの顔見知りの子じゃなかったの、と詰きつ問もんする視し線せんだ。


　バウワウは慌あわてて頭を横に振り、次いで弁べん解かいするようにあたふたと手足を動かした。そのときバウワウはぬいぐるみの真似をしていた訳わけだし、何よりナナが一緒だった。たとえその女の子が気になったとしても、勝手な行動には移うつれなかったのだろう。


「気になるわね」


　ぽつり、とサユカがつぶやく。考え込こむ彼女を、ナナと店長、バウワウが見つめる。足あし下もとの会話に耳を澄すますかのように、桜さくらの枝えだがさわさわと風に揺ゆれた。


　彼女らの元に「Ｘデー決定」の連れん絡らくが来たのは、ナナのラーメンがすっかり冷めたころだった。
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「見えた……」


『赤い牙レツド・フアング』の所有する長ちよう距きよ離り小型輸ゆ送そう機きのコクピット。パイロットの肩かた越ごしに身を乗り出しながら、ジャネット・ハーゲンダルフは前方下方に目を向けた。


　キャノピーの向こうには、広大な天空があった。西の空は夕日に赤く焼け、東の空は深い群ぐん青じように染そまっている。眼がん下かには霞かすみのような雲海が敷しき詰つめられており、地平線の付近では、雲海に洗あらわれるように、夕月──満月が見えていた。


　そして、雲海の切れ目から確認できる、海面と海岸線。そこに、目的地、香港があった。


「どうします？」


「予定通り、啓徳カイタツク空港跡あと地ちに向かえ。そこに着陸する」


　ジャネットたちが搭とう乗じようする機体は、ＣＶ─22オスプリと呼よばれる垂すい直ちよく離り着ちやく陸りく機の改良機だ。主しゆ翼よくの両りよう端たんにエンジンとチルトローターが装そう備びされており、飛行時は推すい進しん方向に向くプロペラを上へと傾かたむかせることでヘリコプターのような垂直の離着陸が可か能のうとなる。啓徳カイタツク空港の滑かつ走そう路ろは破は壊かいされているが、この機体なら着陸することができた。


「……にしても、この忙いそがしい時期に迷めい惑わくな話だ。ヘリックの痴しれ者め」


　忌いま々いましそうに口を曲げ、顔をしかめながらジャネットは愚ぐ痴ちった。


　もっとも、憎にく々にくしい表ひよう情じようを浮うかべてみても、いまひとつ迫はく力りよくには欠けている。ジャネットは『壮そう剣けんローラン』の血を引く三百歳さい近い古血オールド・ブラツドなのだが、見た目は十四、五の少女なのだ。体型も小こ柄がらで顔立ちも可愛かわいらしく、ブラウンの瞳の目元にはそばかすが残っている。麦わら色の髪かみは硬かたく結ゆい上げられており、広いおでこが剝むき出しになって幼おさない印象を強めていた。


　それでも彼女は、『豪ごう王おうフォワード』の客人として『赤い牙レツド・フアング』の隊長を任まかされるほどの力の持ち主だ。剣けん士しとしての腕うで前まえもかなりのもので、愛用の十字剣はいまも腰こしに提さげられていた。


「──どれぐらいかかるでしょうね？」


「さあな。しかし、早く終わらせたいものだ」


　パイロットの問いかけに、ジャネットは不本意そうに答えた。


　ジャネットがシンガポールを離はなれて遥はる々ばる香港までやって来たのには訳があった。先日『南の朱姫』からもたらされた「香港に吸血鬼が集結しつつある」という情じよう報ほうを調ちよう査さするためだ。あまりに曖あい昧まいな情報だったが、時期が時期である。『カンパニー』としても無む視しする訳にはいかなかったのだ。


　とはいえ、本来ならジャネットがこの任に当たることはなかっただろう。彼女には香港の土と地ち勘かんがないし、再さい編へんして間もない『赤い牙レツド・フアング』の訓練に追われていた。当然、調査には他の誰だれかが当てられるはずだった。


　ところが、尾根崎たちが調査隊の派は遣けんを検けん討とうしている最中、長らく音おと沙さ汰たのなかった『壮剣』の長おさからジャネットに連絡があったのだ。その内ない容ようは「血族の者が数名、指し示じを無視して香港に向かった」というもので、しかも彼らを率ひきいているのは、かつてジャネットが稽けい古こをつけたこともあるヘリック・ホランドだというのである。


　香港に集結している吸きゆう血けつ鬼き集しゆう団だんは、実体が謎なぞに包まれている。しかし、その中に同じ血族の者がいるのなら、情報 収しゆう集しゆうも容易たやすいはずだ。そう判はん断だんされたため、香港調査の任にん務むがジャネットに回ってきたのだった。おかげで彼女は『赤い牙レツド・フアング』の訓練を副官に任せ、シンガポールから香港まで直線距離にしておよそ二六〇〇キロを、途と中ちゆう、米海軍の協力で空中給油を受けてまで、遠路遥はる々ばる赴おもむいているのである。


「まったく。とんだ貧びん乏ぼうくじだ」


　現げん在ざい『カンパニー』では、特区奪だつ還かんのＸデーに向けて急ピッチで準じゆん備びが進められている。ロンドンのウォーロック家からは五人の魔ま術じゆつ師しが『キャッスル』を訪おとずれているし、十字軍の対吸血鬼戦せん闘とう部隊と『カンパニー』鎮ちん圧あつチームの共同訓練は佳か境きように入っていた。予定では来週到とう着ちやくするはずだった欧おう州しゆう血族の選せん抜ばつからなる古血オールド・ブラツド戦せん士し団だんも、ジャネットと入れ替かわりで、いまごろシンガポールに入っているはずだ。彼らを迎むかえ入いれた『カンパニー』は、戦意昂こう揚ようを目的とした『乙女メイデン』による激げき励れい会かいを、今こん晩ばんに予定している。


　そんな大変な時期に、『豪王』の護ご衛えいであり『赤い牙レツド・フアング』の隊長であるジャネットは、シンガポールを離れているのである。忸じく怩じたるものがあるし、焦あせりも大きい。らしからぬ愚痴がこぼれるのも無理からぬことだった。


「……しかも、とんだ『お荷物』まで一いつ緒しよだし……」


　とジャネットが小声でさらにぼやいたとき、


「おっ。ようやく着いたのかね？」


　コックピットに顔を見せたのは、フリー・ジャーナリスト──と言いつつ、いまでは半ば『カンパニー』の専せん属ぞくになりつつあるが──の、ベンジャミン・スタンフォードだ。特区陥かん落らくの際さい、一いつ般ぱん民の避ひ難なんを誘ゆう導どうするミミコに手を貸かし、同時にその姿すがたを世界中にライブ放送することで、のちの『乙女メイデン』像ぞうを作り上げた張ちよう本ほん人にんである。


「どうだい、隊長？　吸血鬼ブラツク・ブラツドはどれぐらいいそうだい？　どうせなら、わんさといた方が画えになるんだがね」


　のんきなベンの言い草に、ジャネットの顔が渋じゆう面めんになった。


　騎き士し道どう精せい神しんに則のつとった言動のおかげか、日ひ頃ごろは勇ましくも凜り々りしいジャネットなのだが、いまのように不ふ機き嫌げんそうにへの字口をしているときは、外見そのままの女の子に見えてしまう。まるで、だらしない父親に膨ふくれ面つらをする、生き真ま面じ目めな娘むすめのようだった。


「吸血鬼の数なんて、降おりて見なきゃわからないっ。それより、大人しく後ろで席に着いていなさい。危き険けんだっ」


　ジャネットは刺とげ々とげしく注意するが、肝かん心じんのベンはまるで頓とん着ちやくしない。子こ供どものように目を輝かがやかせながら、キャノピー越ごしの光景に見入っていた。


　今回の調査には、『赤い牙レツド・フアング』一個こ分隊の他に、ベンと彼の取しゆ材ざい班はんが同行していた。


　言うまでもなく、ジャネットとしては危険が予想される調査に人間の民間人を同行などしたくはなかった。吸血鬼の例にもれず、マスコミ関係者は苦手なのだ。彼女の場合、存そん在ざい自体が極ごく秘ひ扱あつかいの特とく殊しゆ部隊を預あずかっているのだから、その苦手意い識しきもなおさらだろう。何より、吸血鬼の部隊に人間を同行させたのでは、足手まといである。


　しかし、神父とも知ち己きの仲であるベンは、香港聖せい戦せん時から戦場ジャーナリストとして名を馳はせているベテランだ。また、聖戦終結後も香港の取材は続けていたらしく、現げん地ちの地理にも詳くわしいらしい。最終的にはギルバートまで許きよ可かを出したので、渋しぶ々しぶ同行を許ゆるしたのだった。


「下に降おりても、許可なく吸血鬼にカメラを向けるような真ま似ねは禁きん止しだぞ。くれぐれも、私の指示に従したがうようにっ」


「オーライ、任せておきたまえ！　リスクを伴ともなう取材は、我われ々われのもっとも得意とするところだ！」


　そう言って、グッと親指を突つき出すベン。


　不安だ。しかし、これも任務だった。ジャネットはベンを連れて後部のキャビンに戻もどりながら、パイロットに機を降ろすよう命令した。
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　ひび割われたアスファルトを両足で踏ふみしめ、ジャネットは辺りの風景に目を凝こらした。


　オスプリのチルトローターが生なま暖あたたかい夕ゆう暮ぐれの空気を撹かく拌はんする。隊長に続いて『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちが機体から降り、次いでベンと彼のスタッフが機材を降ろし始めた。彼らを後ろに残し、ジャネットは一人、機から離れた。


「……ここが、香港か……」


　荒あれ果て、方々に雑ざつ草そうを生やした滑かつ走そう路ろ。離れた場所にある管かん制せい塔とうは、空くう爆ばくによって破は壊かいされている。管制塔だけでなく、空港ビルも──その他、近くの街まち並なみや遠方の高こう層そうビル群ぐんも含ふくめ、見み渡わたす限かぎりに立つ建物のすべては、破壊されたまま放置されていた。


　世界でもっとも巨きよ大だいな廃はい墟きよ。それが現在の香港なのである。


「父の、最後の戦場……」


　ジャネットを転化したのは、『壮そう剣けんローラン』にその人ありと讃たたえられた名めい剣けん士しペンテウス・ハーゲンダルフである。聖せい騎き士しの名で親しまれた正せい義ぎ感の強い人物だったが、香港聖戦の折、ある吸血鬼ブラツク・ブラツドとの決けつ闘とうで命を落としている。しかも、決闘の結果ではなく、不意を突いての暗殺によって。


　その決闘相手の名は、ダール・ディーン。


　聖騎士ペンテウスと並ならび称しようされた大吸きゆう血けつ鬼きであり、ペンテウスとは数百年来の親友でもあった人物だ。ジャネットも、かつては彼に剣けん技ぎを教わったことがある。しかし、香港聖戦においてダールはペンテウスを裏うら切ぎり、九クー龍ロンの血に染そまった。ジャネットにとっては許し難がたい仇きゆう敵てきだ。


　だが、ジャネットは先々月、闇の父マスターを暗殺した暗殺者と対面した。そして、父とダールの決闘がフェアなものであったことを知らされた。暗殺者を使って父を殺そうとしたのは、ダールではない。結果としてペンテウスは暗殺されたが、ダールはあくまでも剣での決着を求めていたのだ。


　むろん、真実を知ったいまも、ジャネットにとってダールが憎にくい裏切り者であることに変わりはない。ただ、こうして父とダールが剣を交えた戦場に立つと、思いを馳せずにはいられないのである。未み熟じゆくな自分では、踏み込こめない何かに。敵てき味み方かたに袂たもとを分かってなお、両者の間にあったであろう絆きずなに。


「隊長！　どうします？」


　部下の一人が指し示じを求めてジャネットに声をかけた。少女の姿を持つ吸血鬼は、物思いを振ふり払はらって後ろを振り向いた。


「──パイロットと他ほか二名をここに残す！　機体を守り、いざとなったら先に離り脱だつしろ。残りは取材スタッフを守りつつ、私と共に周辺の捜そう索さくに入る。気を抜ぬくな。思った以上に、多いっ」


　すでにジャネットは、香港中に点てん在ざいする吸血鬼たちの気配を捉とらえていた。その数は、概がい算さんでも百を下らないだろう。下手をすると、二、三百人はいるかもしれない。


　ただ、おかしな点もあった。どうにも気配が探さぐりにくいのだ。この土地全ぜん域いきに重苦しい靄もやがかかっているかのようである。神しん経けいがピリピリする。嫌いやな感じだった。


　上空からは美しく見えた雲海も、地上に降り立つと暗雲となって空を塞ふさぐ。吸血鬼の視し力りよくは闇やみ夜よを見通すが、ジャネット自身はともかく、部下たちの指し揮きには多少の支し障しようを来きたすかもしれない。もちろん、戦せん闘とうは可か能のうな限り避さけたいのだが。


　慎しん重ちように感覚を解かい放ほうして気配を探るジャネットに、「隊長さん！」とベンが声をかけ、駆かけ寄よってきた。彼のスタッフも準じゆん備びを終えたらしい。ベテランらしい手て際ぎわの良さだ。


「最初はどこに向かう？」


「……あちらだ。あの、妙みような丘おかがある辺り。わかる範はん囲いでは一番吸血鬼が集まっている」


　ジャネットは真まっ直すぐ北西の方向を指さした。


　滑走路の途と切ぎれた向こう側。沈しずんだ朱しゆ色いろがわずかに差すだけの夕ゆう闇やみの奥おくに、がらくたでできた砦とりでの如ごとき、巨大で奇き怪かいなシルエットが浮うかんでいる。


　ベンはジャネットの指さす方を見やり、


「九クー龍ロン城じようの跡あと地ちだな」


「九龍城？　あれが……」


　ぞくり、と背せ筋すじを微び弱じやくな電流が駆け抜けた。そうと知らず死体に触ふれた気分で、ジャネットはとっさに腕うでを降おろした。


　しかし──


「……ん？　これは……」


　感覚を九龍城方面に向けていたジャネットが、ぴくりと反はん応のうした。そして、今回の調ちよう査さに発たってから初めて、その表ひよう情じようを明るくした。


「ありがたい。我われら『壮そう剣けん』の気配がする。しかも、これは多分、ヘリックだ。到とう着ちやく早々、発見できたぞっ」


　廃墟とはいえ香港は広い。しかも、この重苦しい空気だ。血族を捜さがすのも楽ではないと覚かく悟ごしていたのだが、嬉うれしい誤ご算さんだった。


　すぐさま、ジャネットはヘリックとその集しゆう団だんに向けて、遠えん距きよ離りの念話を投げた。


　返答はすぐに来た。


　──ジャネット様!?　どうしてここに！


　間ま違ちがいない。ヘリック・ホランド本人の思念だった。


　ヘリックは状じよう況きようを確かく認にんしようと次々質しつ問もんを投げかけてきたが、ジャネットは「待て」と伝え、まずは彼を落ち着かせた。思念による会話は、一いつ瞬しゆんで済すむ。だが、香港に集結している吸血鬼は千せん差さ万ばん別べつだ。どのような魔ま術じゆつを使う者がいるかわからない。


　結局ジャネットは慎重を期し、


　──そちらに向かう。待機しろ。


　とのみ伝えたのち、ベンたちを急がせながら九龍城を目指した。


　元啓徳カイタツク空港から九龍城までは、目と鼻の先である。しかし、離はなれて見るのと中に入るのでは訳わけが違う。ジャネットたちが近づくにつれ、九龍城はそのスケールの大きさと、異形と評ひようすべき外観とを露あらわにし始めた。


　破は壊かいされ、遺い棄きされた、前世紀の魔ま窟くつ。


　広く、堆うずたかく積み上げられた瓦が礫れきの山々は、かつての九龍城の異い観かんを想そう像ぞうさせると共に、十年前に行われた聖せい戦せんの激げき烈れつさを思い知らせた。人間たちの爆ばく撃げき跡あとだけでなく、中には明らかに吸血鬼ブラツク・ブラツドの──それも強力な力を有する吸血鬼のものと見られる破壊跡もあった。瓦礫に埋うもれたまま、風化し、朽くち果てようとしている遺い体たいも、少なからず目に付く。ベンたちは過か去こにこの地を訪おとずれているはずだが、それでも次し第だいに口数が少なくなり、周囲の撮さつ影えいに集中していった。


　やがてジャネットが率ひきいる一行は、ヘリックや彼に同行する仲間の吸血鬼たちと無事合流することができた。


　場所は、周囲を瓦礫や倒とう壊かいしたビルに囲まれた、平地──スタジアムのような一角だ。すでに陽ひは完全に没ぼつし、月光に照らし出された暗雲が、頭上でゆっくりと蠢うごめいている。吸血鬼たちには相応ふさわしい、物悲しい場所だった。


「久ひさしいな、ヘリック。まさかこのような場所で再さい会かいするとは」


「はい。ジャネット様。お久ひさしぶりでございます」


　再会したヘリックは、挨あい拶さつもそこそこに頭を下げた。己おのれの非ひを認みとめているのか、ジャネットを前に恐きよう縮しゆくすることしきりだった。


「……長おさの言いつけを破やぶっての独どく断だん専せん行こう。真にもって申し開きもございません」


「まったくだ。だが、それをいま責せめても始まるまい。むしろ、いまとなってはお前たちの情じよう報ほうは貴き重ちようだ。早さつ速そくだが、色々話してもらうぞ。いったい香こ港こで何が起きている？」


「ハッ。それなのですが……」


　その場にいた吸血鬼たちは、『壮剣』の血族だけではなかった。全部で十二名。そのうち八名はヘリックと共に『乙女メイデン』の聖戦に参戦すべくやってきた欧おう州しゆう系けいの吸血鬼たちで、残る四名は香港で知り合った同じ志こころざしを持つ者たちらしい。


　しかし、


「他ほかにも我われ々われのように特区奪だつ還かんに馳はせ参じた者はいる模も様ようです。ただ、そのような話はまったく知らずにここに来た者も多く……我々もここ数日は香港に留とどまりながら情報収しゆう集しゆうに奔ほん走そうして回ったのですが、どうにも要よう領りようを得ません。皆みな、戦いくさが近いという予感は抱いだいているようなのですが……」


　ヘリックの説明は、事前に『南の朱姫』が『カンパニー』に伝えていた内ない容ようと大差がなかった。一いち応おうこれで裏うら付づけが取れたことにはなるが、事じ態たいの解かい明めいという面ではまったく前進していない。むしろ、ヘリックたちが数日かけて不明だったことがジャネットらの調査で明らかになるとも思えないだけに、事態の複ふく雑ざつさ──というより捉とらえ所のなさが、より浮き彫ぼりになった形だ。


　しかも、ヘリックがたどたどしく説明している間にも、


「……なんだ、こいつら？」


　ジャネットたちから一定の距離を置いて、こちらの動向を探さぐるかのように吸血鬼たちが集まり始めた。


　ヘリックも顔をしかめ、


「我々のように、何が起きているのかわからない者や、噂うわさの真しん偽ぎを疑うたがう者は多いのです。不安な者はこうして、何か進しん展てんがないか目を光らせているんですよ」


「……訳がわからん。こいつらは皆、香港で何があるか知らないままここに来たのか？」


「わ、我々は一応、『乙女メイデン』の支し持じ者しやたちが集結していると聞いてやって来たのですが……」


　呆あきれるジャネットに、ヘリックはばつが悪そうに弁べん明めいした。


　すると、


「──ちょ、ちょっといいか？　そこにいるのはひょっとして、『豪ごう王おうフォワード』の吸血鬼化特殊部隊ブラツク・ブラツド・フオースじゃねえか？　『乙女メイデン』に協力してるって噂の？」


　瓦礫の山を乗り越こえて、一人の吸血鬼が顔を見せた。


　直前に察知していたジャネットは、慌あわてることなく鋭するどい眼がん光こうを向けた。しかし、現あらわれた吸血鬼は敵てき意いがないことを示しめすように両手を上に上げていた。


「あんたら、さっき空港の方に降おりた連中だろ？　シンガポールの『カンパニー』から来たんじゃないか？　俺おれ、『乙女メイデン』の演えん説ぜつに感動して香港に来たんだけど、俺も仲間に加えてくれないか？」


　まだ若わかく見える吸血鬼は、期待を込こめてジャネットたちに話しかけた。すると、それまで成り行きを見守っていた他の吸血鬼たちも、次々と近づいてきた。


「『カンパニー』の者が来ただと？　ようやくか！」


「どういうことだ？　やはりここに集まっていたのは『乙女メイデン』の支し持じ者しやたちなのか？」


「待てよ。まずは詳くわしく説明してくれ。俺は別に、人間と手を組むつもりはないんだ」


　薄うす闇やみの中、瓦礫でできたスタジアムに、続々と吸血鬼たちが姿すがたを見せる。欧州系の血族。大陸系の血族。『闇やみ』と通つう称しようされる血族。見たところ、転びたてアンダー・イヤーや転化後十年に満たぬような者は一人もいない。さすがに古血オールド・ブラツドは多くないが、それでもちらほら混まじっているようだった。


　とっさに臨りん戦せん態たい勢せいを取ろうとする部下たちを抑おさえつつ、ジャネットは冷静に彼ひ我がの戦力差を計算した。


　とりあえず、好戦的な態たい度どを示しめす者は見当たらない。ベンたちスタッフは背せ筋すじを凍こおらせたようだが、それでも無言のままカメラを回し続けていた。吸血鬼ブラツク・ブラツドの数は五十人を超こえ、さらにぽつぽつと増ふえつつあった。


　ヘリックがジャネットの背はい後ごに近ちか寄より、


「話を聞いて回ったので、連中も我々の顔は知っています。私から説明しますか？」


「……いや」


　ジャネットは血族の申し出を断ことわると、念話で部下にベンたちの護ご衛えいを命じた。


　腰こしに吊つった十字剣の柄つか頭がしらに手を置き、一歩前に進み出る。


　周囲の視し線せんがジャネットに集中した。ジャネットは胸むねを張はり、大きく息を吸すった。


「まずはこちらの事じ情じようを説明する！　我わが名は、ジャネット・ハーゲンダルフ。『壮剣ローラン』に連なる者だが、現げん在ざいは『豪王フォワード』の客分となっている。諸しよ兄けいがお察しの通り、『カンパニー』や『乙女メイデン』と立場を同じくする者だ！」


　営いとなみの絶たえた廃はい墟きよの街に、殷いん々いんと木こ霊だまするジャネットの声。


　幼おさなさの残る舌したっ足らずな声ながら、ジャネットの血が醸かもし出す風ふう格かくは、周囲の吸血鬼たちにも十分伝わった。どよめきがわき上がり、たちまち方々から質しつ問もんが投げられる。


「──静かに！」


　とジャネットは一いつ喝かつし、辺りが静まるのを待って先を続けた。


「我々が香港を訪おとずれたのは、この地に力ある牙きばが多数集っているとの情報を得たためだ。その実じつ態たいを調ちよう査さをするため、この地を訪れた。つまり、諸兄がなんの目的で集まっているのか、調べに参ったのだ」


　ジャネットの台詞せりふに、再ふたたびどよめきが起こった。ただ、今度は最初の騒さわぎと反はん応のうの質しつが異ことなっていた。


「どういうことだ？　お前たちが参加を呼よびかけたのではないのか？」


「違ちがう！　確たしかに『乙女メイデン』は、来きたる戦いに備そなえ、各血族に協力を要よう請せいしている。が、公式にであれ、非ひ公式にであれ、このような場所に集つどうよう呼びかけた事実はないっ」


　ジャネットが断だん言げんすると、集まった吸血鬼たちは困こん惑わくを露あらわにした。「噓うそだろ？」「どうなってる？」と、口々に疑ぎ問もんや懐かい疑ぎの声がもれ始めた。


　しかし、その内何人かは当然のような顔で、


「……俺は『乙女メイデン』とか『カンパニー』は関係ないな。単に、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』をぶっ殺せるって聞いて、ここに来たんだ」


「私もだ。特区で戦争があると耳にして、傭よう兵へいの口を求めに来た」


　やはり、ここに集まった事情も、各自によってそれぞれ違うらしい。黙だまって控ひかえていたヘリックまで、「我われ々われも、彼らと似にたようなものです」とジャネットに耳打ちした。


「何しろ、『乙女メイデン』の正式な要請には、長おさたちが戦せん士し団だんを派は遣けんしている訳わけですからね。我々は、『乙女メイデン』に従したがわんとする戦士たちが香港に集いつつあるという情じよう報ほうを聞いて、自発的にここを訪おとずれました」


「では、その情じよう報ほう源げんはどこだ？　誰だれが主唱──いや、煽せん動どうしている？」


「ハ。それが、皆かい目もく……」


　再び決まり悪い顔をする血族に、ジャネットも仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべた。


　とりあえずジャネットの側から言うべきことは以上なのだが、当然ながら集まった吸血鬼たちは納なつ得とくした様子を見せなかった。各おの々おのの立場を主しゆ張ちようし、あるいはさらなる説明を要求して、次し第だいに声を荒あららげ始めた。


　ジャネットは舌した打うちした。


　場がヒートアップしている。悪い流れだ。また、騒ぎが大きくなったため、さらに大おお勢ぜいの吸血鬼たちがこちらに近づいているのも察知できた。


「……厄やつ介かいだな。これでは収しゆう拾しゆうがつかん」


「ジャネット様。ジャネット様の口から直ちよく接せつ『カンパニー』の『乙女メイデン』に、我々を指し揮き下に入れるよう説得して頂いただくことはできませんか？」


「たわけっ！　長に諭さとされた戒いましめを忘わすれたか？　第一、お前たちはともかくとして、ここにいる皆が皆『カンパニー』に協力する意い思しを持っている訳ではないのだろう？」


　それ以上に、たとえ協力する意思があったとしても、なんの統とう制せいも取れていない吸血鬼たちを、いまさら特区奪だつ還かんの兵力に組み込こむことはできない。すでに計画は、その段だん階かいにないのだ。


　ヘリックを叱しかりつける間にも、集まった吸血鬼たちの反応は加熱している。この空気だ、とジャネットは思った。香港に立ち込める、重苦しい、不ふ可か解かいな空気。多くの犠ぎ牲せいを出した戦場のにおいが、十二年経たったいまも来らい訪ほう者しやたちを惑まどわせているのだ。


　とにかく、このままでは収おさまりそうにない。かといって、いまジャネットが率ひきいている戦力では、この場を鎮ちん圧あつするのは難むずかしい。一度後こう退たいして『キャッスル』と連れん絡らくを取りたいところだが、『乙女メイデン』の仲間だと名乗った自分たちが退たい去きよするのを、他の者たちが黙って見送るだろうか？


「どうしたものか……」


　ジリジリと焦しよう燥そう感を募つのらせながら、ジャネットは判はん断だんに迷まよった。


　が、





　──待たせたな。いま説明する。





　明めい瞭りような思念が、辺り一帯に響ひびいた。


　覚えのある思念。だが、ジャネットがその思念の持ち主を思い起こすより早く、ひらりと背はい後ごで気配が動いた。


　人ひと影かげが跳ちよう躍やくする。瓦が礫れきの山から、半はん壊かいしつつ辛かろうじて骨こつ格かくを残すビルの頂ちよう上じようへ。野生の豹ひようの如ごとき優ゆう美びな動きだった。しなやかなシルエットに沿そって、長い髪かみが翻ひるがえった。


　ジャネットの視線が、人影を追った。しかし、影が頂上に到とう達たつすると同時に、そこに不思議な光が輝かがやき、彼女はとっさに手をかざした。


　真っ先に反応したジャネットに続いて、ヘリックや周りに集まっていた吸血鬼ブラツク・ブラツドたちも、一いつ斉せいにそちらへ注目する。淡あわい光と、その傍かたわらのシルエット。最後に、ベンと彼のスタッフが振ふり返って、頭上へとカメラを向けた、そのとき──


　光の粉を噴ふいて空間が裂さかれ、先に跳躍した人影の隣となりに、もう一人の影が顕けん現げんした。


　巨きよ漢かんである。最初の一人がスリムな分、二人目の体格の良さが際きわだっている。


　彼を目にした瞬しゆん間かん、ジャネットの顔から、一いつ切さいの表ひよう情じようが剝はく離りした。


「ダ──」


　そのつぶやきが聞こえたとも思えないが、現あらわれた巨漢がこちらを向き、ジャネットと目を合わせた。深い色合いの双そう眸ぼうが、驚おどろきのあまり大きく見開かれた。


「ジャネットか？」


　確かく認にんするような声に、しかしジャネットは反はん応のうできなかった。


　頭部に巻まかれたターバンに、剽ひよう悍かんなあごひげ。彫ほりの深い顔立ちと、赤しやく銅どう色いろの肌はだ。


　均きん整せいの取れた逞たくましい巨きよ軀くは、白いコートに包まれている。全体として静かな印象の佇たたずまいが、逆ぎやくに、裡うちに秘ひめた力の強大さを連想させた。


「……ダール卿」


　見み紛まがうはずがなかった。特区で対たい峙じした、父の仇かたき、ダール・ディーンだ。すると、ダールの反応に気づいた最初の人影が、彼の視し線せんを追ってジャネットに顔を向けた。


　若わかい女じよ性せい。血の気を感じさせぬ白はく皙せきに、エメラルドの輝きを放つ切れ長の瞳ひとみ。彼女は、つい先月『キャッスル』を戦せん慄りつさせた、あの女だった。


「ほう？　『壮そう剣けん』のジャネット・ハーゲンダルフじゃないか。お前が寄よ越こされるとは」


「『黒くろ蛇へびカーサ』！」


　即そく座ざにジャネットが抜ばつ刀とう。立ち尽つくすヘリックたちを余よ所そに、全身に力を漲みなぎらせ、無形の霧きり──眩霧リーク・ブラツドを噴ふん出しゆつさせた。


　部下の『赤い牙レッド・フアング』も隊長に呼こ応おうして臨りん戦せん態たい勢せいに入る。事じ態たいの推すい移いについて行けない吸血鬼たちまで、慌あわただしく警けい戒かい態たい勢せいを取った。


「どうしてっ!?　なぜ香こ港こにっ？」


　ダールにせよ、カーサにせよ、九クー龍ロン王おうの配下の中でも、一、二を争あらそう重臣である。軽々と特区を離はなれられる立場ではない。ましてや、遠く離れた香港にいるはずがない。


　しかし、目の前にいる吸血鬼は、ダールとカーサに間ま違ちがいなかった。視経侵攻アイ・レイドでもないし、何らかの幻げん術じゆつでもない。誇こ示じするまでもなく伝わってくる強大な気配は、紛まぎれもない本物だ。


　そして、いるはずがない本物は、その二人だけではなかった。


　最後に。


　光の扉とびら──いまならわかる。おそらく奇き門もん遁とん甲こうの縮しゆく地ち法ほうだ──が閉とじる寸すん前ぜんに、もうひとつの人影が、空間を乗り越こえて現れた。


　身を屈かがめるようにしてダールとカーサの後ろに立ち、ゆっくりと身体からだを伸のばす。その悠ゆう揚よう迫せまらざる動きに従したがって、雪の如く白い長ちよう髪はつが、さらさらと流れ落ちた。


　男だ。


　彼は、背せ筋すじを伸のばした自然な姿し勢せいで、悠々眼がん下かを見み渡わたした。


　ゆったりとしたローブのような物をまとっている。異い様ように長い髪は白はく髪はつで、肌はだも抜ぬけるように白い。ただ、ジャネットたちを見やる双眸だけが、淡い紫むらさき色いろをしていた。


　線の細い、優やさしげな男である。こちらに向けられた視線からも、威い圧あつするような感じはまったくない。容よう貌ぼうも穏おだやかで、学徒か僧そう侶りよの如ごとき落ち着きがあった。


　だが、その男は「王」だった。


　理由はわからない。しかし、『血』がそう告げている。目の前に立つ男性が、王者であることを。月下に生きる者たちを、導みちびく者だということを。


　理り屈くつではなく、吸血鬼たちは直感したのだ。彼が、行こう為いや人じん格かくや思想といった問題とはまったく別の次元で、『尊とうとい存そん在ざい』であることを。


「者ども、聞け」


　ダールの太いバリトンが、空くう疎そな廃はい墟きよに木こ霊だました。


「九龍王『導主アダム』で在あらせられる」









　　五章　『銀刀』、再ふたたび










１







　それは実に、『狼ろう王おうガルー』の長おさルイ・マルファンが、太陽の下もとに名乗りを上げた翌日のことだった。
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　日付の変わった午前零れい時じ。九クー龍ロン王おう陣じん営えいの参さん謀ぼう役やくである『ウォーカーマン』ことザザは、緊きん急きゆうに招しよう集しゆうした父王と姉し弟ていの前で、頭を搔かきながら打ち明けた。


「非ひ常じように言いづらいことなんだけど──もはや大勢は決したね。これは」


　招集された者たちは、誰一人騒さわぎも喚わめきもしなかった。全員鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くったように、仲良く目をぱちくりと瞬しばたたかせた。


　そして、


　カーサは「やれやれ」と大げさに両手を広げ、近くの椅い子すに行ぎよう儀ぎ悪く腰こしを下ろす。


　ダールは険けわしい表ひよう情じようのまま黙もく然ねんと目を閉とじる。


　その傍かたわらで相変わらずの無表情なのは、天才暗殺者『橙蜂オレンジ・ビー』こと、ナブローシュカ・バラライコフだ。


　ザザの台詞せりふに動どう揺ようを隠かくしきれずにいるのは、居い合あいの達人、ハンス・李リー。


　逆ぎやくに、苦く笑しようを浮うかべているのが、血族の工作員である、マーベリック・ベンク。


　ヤフリー・趙チヤオは兄の台詞の意味が理り解かいできずに、「え？　え？」と周りの姉弟を見回している。


　ラウ・王は鋭するどく舌した打うち。


　ワイン・王はザザを真まっ直すぐ見つめたまま、唇くちびるを結んだ。


　場所は特区の第八地区エイト・ヤード。九龍王の居きよ城じようと化している、旧きゆう『カンパニー』本部ビルである。血族がミーティング──ザザ曰いわく「家族会議」──に使っているのは、最上階にあるコンベンションルームだった。


　壁かべ一面を覆おおう嵌はめ殺しのガラス窓まどの向こうには、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の巣そう窟くつとなった特区新市街区ニユー・ヤードの摩ま天てん楼ろう群ぐんが見える。一いつ切さいの照明が消えた高こう層そうビルの森は、荘そう厳ごんな古代の墓ぼ所しよのように──あるいは、いまだ人類が知らない文明が残した巨きよ大だいなモニュメントのように、幻げん想そう的で静せい謐ひつな光景だった。


　姉弟が千せん差さ万ばん別べつの反はん応のうを示しめしたあとで、九龍王アダム・王は、


「……ふむ」


　と大たい儀ぎそうに答えた。


　椅子に座すわっていても背せ筋すじは綺き麗れいに伸のびている。皇こう帝ていがまとうマントのように、長い白はく髪はつがさらりと身体からだを包つつんでいた。


　アダムは右手であご先を支ささえるように腕うで組ぐみをし、


「お前でもどうにもならないのかい、ザザ？」


「はあ。力及およばず済すみません、陛へい下か」


　妙みように軽い王の問いかけは、壊こわれたテレビの修しゆう理り状じよう況きようを尋たずねるような調子だった。参さん謀ぼうは恐きよう縮しゆくして頭を下げる。こちらも、見た目が子こ供どもだけに、忘わすれ物ものをして怒おこられる生徒のようだ。


「一いち応おう色々と対たい抗こう策さくを考えてみましたが、抜ばつ本ぽん的にはいかんとも──」


「そうか」


　呆あつ気けなく、アダムが頷うなずく。


　そして腕組みを解とき、両りよう膝ひざに手を突ついて、


「では仕方あるまい」


　と言った。アダムの表情には、翳かげりひとつ見当たらなかった。


　堪こらえきれなかったのはヤフリーだ。


「待てよ、兄あに貴き！」


　と、引きつるような大声──というより悲鳴──を上げた。


「待て！　待て待て待てっ。……え？　なに？　大たい勢せいは決したって──何それ？　どういうことだよ！　訳わけわかんねえよ!?」


「あのね、ヤフリー君。『大勢が決する』というのは、要するに、世の中の流れがある程てい度ど固まったという──」


「言葉の意味を聞いてるんじゃねえ！　あ、いやっ、まあ、言葉の意味を聞いてはいるんだけど……!?」


　ヤフリーはしどろもどろになって狼ろう狽ばいする。あまりの事じ態たいに取るべき表情も決めかねたのか、不ぶ格かつ好こうに強こわ張ばった半笑いを貼はり付け、真っ赤になって身もだえしている。


　すると、幼おさない顔を緊きん張ちようさせたワインが、浮き足立つ兄に変わってザザに確かく認にんした。


「……ザザお兄ちゃん。それってつまり、わたしたちの負けってこと？」


「ん。まあ……」


　愛する妹のストレートな質しつ問もんに、舌したの滑すべりでは人後に落ちないザザも言葉を詰つまらせた。


　だらしない長男に代わり、「──ワイン」とカーサが肩かた越ごしに振ふり返った。


「それは、私たちの『勝敗』を、何をもって判はん断だんするかによるな」


　カーサが言うと、ザザも便びん乗じようして大きく頷いた。


「お姉ちゃんの言う通りだね。まあ、さすがに説明が足りないだろうから、少し僕ぼくの話を聞いてもらおう。いい？」


　ザザがそう言うと、立ったままだったダールとナブロが席に着き、続いてハンスとマーベリック、ヤフリーとラウも手近な椅子に座った。


　最後にワインがカーサの隣となりに座る。血族が聞く姿し勢せいに入るのを確認してから、


「ではまず、現げん状じようについて──」


　とザザは説明を始めた。


「みんなもう知ってると思うけど、昨夜『豪ごう王おうフォワード』と『魔ま女じよモーガン』の両血族が、それぞれアメリカ政せい府ふとイギリス政府に対し公的に接せつ触しよくし、自らの存在を表明した。その上で、互たがいの種族の共きよう存ぞんと今後の繁はん栄えいについて話し合いの場を持つことが発表された。また、フランスでは『狼ろう王おうガルー』の長おさルイ・マルファンが公こう営えい放送の電波に登場し、先の二血族が表明したのと同じ趣しゆ旨しの会見を行った。いまのところ公おおやけにされたのは以上三つの有力血族だけだが、ロシア、ノルウェー、ベルギーでも水面下で同じ動きが見られる。今後はさらに増ふえるだろう。そして、僕たちにとって無む視しできないのは、これら人間社会に名乗りを上げた、もしくはその意い志しを見せている血族のほとんどすべてが、『カンパニー』の『乙女メイデン』が提てい唱しようする『人と吸血鬼の共存』という理念に対し、積極的に賛さん同どうしているという点だ」


　いつもの調子でつらつらと、詩を詠よむようにザザは言った。


「『人と吸血鬼の共存』という理念が人間社会に受け入れられるかどうかは、現げん時じ点てんでは定かではない。また、前にも言ったことがあるけど、この理念に人間たちが賛同したところで、我われ々われに直ちよく接せつ的な害はないだろう。少なくとも、すぐには、ね。問題となって来るのは、名乗りを上げた血族が、『カンパニー』の理念に賛同している、という点だ。そして、『カンパニー』はその理念の象しよう徴ちようとして、人と吸血鬼が共存していた都市──特区を掲かかげている。特区の奪だつ還かんを、理念実じつ現げんの第一歩と捉とらえているんだ。これはつまり、『カンパニー』の理念に賛同する血族は、残らず僕らの敵に回るということだ」


　ザザは飄ひよう々ひようと口にしたが、最後のひと言は血族──特に年少の者たちには刺し激げきが強かったらしい。ワインが思わず隣のカーサの裾すそをつかみ、ヤフリーは席から立ち上がった。


「でもよ、兄貴っ。言っちゃなんだけど、俺おれたち『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、端はなから連中の敵だったはずだぜ？　俺たちに味方する血族なんか、これまでだってなかったじゃんか！」


『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は血を吸すった相手を、人間、吸血鬼の別なく九龍の血に染そめる。これは、血を重んじる吸血鬼にとっては極きわめて冒ぼう瀆とく的な性せい質しつだ。そのため、十二年前月下に誕たん生じようして以来、彼らは他ほかのあらゆる血族から、忌き避ひされ、敵てき視しされ続けてきた。


　しかしザザは、「それが違ちがうんだ、ヤフリー君」と丁てい寧ねいに弟の意見を訂てい正せいした。


「確たしかに僕らは嫌きらわれ者で、これまでだって味方になる血族は存在しなかった。だが、昨日までと今日とでは、血族社会の意識が違う。これまで僕らは彼らにとって『目め障ざわりな血けつ統とう』でしかなかった。憎にくんでいたし恐おそれてもいただろうが、だからといって積極的に敵てき対たいする対象ではなかった。基き本ほん的に血族というのは──特に古い血族ほど、他の血統に対して自分たちから干かん渉しようするような真ま似ねはしないものだからね」


　と、そこでザザは表ひよう情じようを引き締しめる。


「しかし、彼らは『カンパニー』と一いち蓮れん托たく生しようとなって人間社会に向き合うことを選せん択たくした。つまりだ。いまや彼らは、血族存続のために、僕らと敵対しなくてはならないんだ」


　現げん代だい史しを教きよう授じゆする講こう師しよろしく、「わかるかな？」とザザは血族の顔を見み渡わたした。


「──先の『乙女メイデン』葛かつら城ぎミミコの演えん説ぜつを境さかいに、血族社会の行く末は大きく揺ゆれ動いていた。そして下された総意が、これだ。まさに、大たい勢せいは決した、ってことだよ。この巨きよ大だいな流れ──血族社会全体の方ほう針しんは、今後の歴史を決定づけるムーブメントと言えるだろう。残念ながら、僕たちがこれに逆さからったところで、覆くつがえすことはできない」


　そう、静かに、ザザは締めくくった。


　ザザの出した結けつ論ろんに異いを唱える者はいなかった。もし『カンパニー』の尾お根ね崎ざきたちが知っていれば、驚きよう愕がくし、青ざめていただろう。何しろ、ルイがテレビで会見したのは、つい前日──正せい確かくには、ほんの十数時間前である。シンガポールでは、ミミコたちがのんきに快かい哉さいを上げているころなのだ。


　実じつ際さい、血族社会に動きがあったとはいえ、それはまだ「始まり」に過すぎない。客観的に見てこれが血族社会全体の「総そう意い」だと判断するのは、そうであって欲ほしいと熱望する『カンパニー』側ですら二の足を踏ふむタイミングだ。


　にもかかわらず、ザザはこの時点で誰だれよりも早く、世界の情じよう勢せいを「見切って」いた。


　ザザの判断には、甘い見み込こみやわずかな期待といったものが一いつ切さいない。冷れい徹てつに情じよう報ほうを分ぶん析せきし、未来の展てん望ぼうを予よ測そくしている。そうした「現げん実じつ」を直ちよく視しするザザの態たい度どは、峻しゆん烈れつとすら評ひようせるものだった。


　参さん謀ぼうの厳きびしい台詞せりふに、椅い子すから立ち上がっていたヤフリーは顔色を失っている。


　しかし、唇くちびるを嚙かんで立ち尽つくす弟に、


「ヤフリー君。落ち込むのは、まだ早い」


　と兄は告げた。


「とりあえず、現げん在ざい僕たちが置かれている状じよう況きようについての解かい説せつは、以上だ。で。ここから先は、僕たちの今後の話」


　ぴくり、とヤフリーのみならず、姉し弟ていのそれぞれが反はん応のうを示す。長口上の参謀を見る視し線せんが、はっきりと真しん剣けん味みを増ました。


　ザザは気をよくして、ゴホン、とわざとらしく咳せき払ばらいをした。


「えー……説明した通り、僕たちは血族社会と『カンパニー』の連合に対し、正面から戦うことはできないだろう。戦っても、勝てっこない。でもね。ここで発想を転てん換かんというか、原点に立ち戻もどって欲しいんだが──僕たちは別に、彼らに勝つ必要はないんだよね。さっきお姉ちゃんも言った通り、僕らにとっての『勝敗』というのは別のところにある。思い出して欲しいんだけど、僕たちはそもそも特区が欲しかった訳じゃないでしょ？　僕たちにとって第一の目的。それは、九龍王の復活だったはずだ。そして、僕らはその目的をすでに達成している。だろ？」


「そりゃ……まあ……」


　ヤフリーが後方に座る父王を振ふり返る。すると、視線が合った血族に、アダムはにっこり微笑ほほえんだ。


　ヤフリーは赤くなり、慌あわてて席に座り直した。彼は姉弟の中で、アダムに転化された時期が一番遅おそい。アダムと接せつした期間もワインの次に短く、まだ父王に慣なれていないのだ。


　弟の態度に目め尻じりを下げながら、ザザが先を続ける。


「僕たちが特区に居い座すわった理由は、『香ホン港コンの続き』をしようと目もく論ろんだからだ。言ってみれば、十二年前のリベンジだった訳わけだね。生あい憎にくそれは失敗に終わりそうだけど、僕はこれを『振り出しに戻った』と考える。王の許もとに馳はせ、世界に対して弓を引いた、あの時点に。となれば、特区を死守するのが困こん難なんとなったいま、僕たちは僕たち本来の戦いを続けるべく、次の戦略に移うつるべきだ」


　ニッ、とザザは口元に冷笑を浮うかべた。彼の台詞に、血族の多くは息をのみ──それから、参謀の熱意に感化されるかのように、獰どう猛もうな笑みを浮かべた。


　カーサが「まったく」と足を組みかえ、艶あでやかな仕草で髪かみを搔かき上げた。


「いつもながら、話が回りくどい。最初から、そこから話せ」


　不平を鳴らしつつ、カーサの顔にも生気が宿っている。むしろ、美び貌ぼうが一いつ層そうのきらめきを見せている。黒いルージュが引かれた唇を彩いろどるのは、弟たちと同種の微び笑しよう。不ふ敵てきで悪あく辣らつな──乱らんを好むと言われる、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』たちの笑みである。


　しかし、戦意を燃もやす姉弟の中で、一人だけ周りに呼こ応おうできずにいる者がいた。


「あ、あのっ。お兄ちゃん？　『本来の戦い』って、なんのこと？」


　ワインだ。


　凶きよう悪あくな吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが、たちまち「家族」の顔に戻った。


「あ、そうか。ワインちゃんは知らなかったっけ。僕らが香港聖戦を起こした理由」


　ワインが生まれたのは、香港聖戦の最中。物心が付いたときには、姉や兄たちと逃とう亡ぼう生活を続けていた。当然、九龍王が世界に牙きばを剝むいた理由は知らなかった。


　ザザが気まずそうに頭を搔いた。彼に悪意はない。言うまでもなく、ザザがこの末っ子に悪意を抱いだくことなど──それこそ天地がひっくり返っても──あり得ないことだ。


　しかし、コンベンションルームに流れた、どこか白々しい空気──兄たちのいつにない反応は、幼おさないダンピールの心身を凍いて付かせた。


　すでに、カーサがワインに彼女自身の出自について説明をしたことは、この場にいる全員が知らされていることだ。ワインが「違ちがう」ことをワイン自身がすでに知っていると、兄たちもわかっている。


　同情。憐れん憫びん。そんな訳はないのに、想そう像ぞうしてしまうのだ。兄たちが自分を見る視線の中に、「違う」妹を哀あわれむような感情が交じっている様を。


　妹の硬かたい表情に気づき、ザザがサッと血の気をなくした。先刻までの泰たい然ぜんとした態度をかなぐり捨すてて、「いやっ、ちがっ!?」と大おお慌あわてをする。ダールにナブロ、ハンスやマーベリック、ヤフリーも、一様に表情を改め、腰こしを浮かせた。この場で唯ゆい一いつ人間のラウは、ダンピールの姪めいを案じる眼まな差ざしを向けている。


「──コラっ。ワイン」


　隣となりに座っていたカーサが、優やさしく、強く、妹の肩かたを抱だいた。ワインは肩に置かれた姉の手を、ぎゅっと握にぎりしめた。


　すると、


「私から話そう」


　アダムが言った。


　姉弟が王を振り返り、ワインも顔を上げて父を見た。


　父と娘むすめの視線が重なる。アダムは席を立つとワインの前に移い動どうして座り直した。


　殊こと更さらに穏おだやかな面おも持もちで、


「簡かん単たんなことさ。『生きる』ためだ」


「生きる？」


「そう。ただし、籠かごの鳥としてではない。敗者としてでも。私たちは、私たちらしく生きるために、世界中の人間や吸血鬼たちと戦うことを決めたんだ」


　そう言って、アダムは少し遠くを見るような眼差しになった。


　おそらくは、その決意を抱いたときのことを思い起こしているのだろう。ひょっとすると、母のことも。ワインは無言のまま父の顔に見入った。


「……カーサから聞いてるね？　私たちの血けつ統とうが、混こん血けつと深い関かかわりを持っていると？」


　アダムが確かく認にんすると、ワインはコクリと頷いた。


　アダムは満足そうに頷き返し、


「私がカーサと思念の交流をしたとき感じたのは、世界の歪ゆがみが生んだ『弱者』としての混血だった。──まあ、カーサが弱者だなんて、とても似に合あわないけどね」


　とアダムはカーサと目配せを交かわして笑う。ワインは、にこやかな父と皮肉っぽい姉の顔を交こう互ごに見み比くらべた。


「──でも、そうなんだ。いまの状じよう況きようを見ても、それはよくわかる。私たちは生きるために他者を犠ぎ牲せいにする。それは他のあらゆる生物も同じ事だが、『血を吸すった者を血族にする』という私たちの性せい質しつは、月下のシステム──いや、いまの社会にとっては、とても都合の悪い性質だ。だから、たとえ香港で戦いくさを起こさずとも、私たちが受け入れられることはなかっただろう。追いやられ、虐しいたげられていたに違いない。個ことして、血統としてどれほど強力であろうとも、社会という巨きよ大だいなシステムの前では、あまりに小さい。社会の敵として生きるしかない私たち『九龍の血統クーロン・チヤイルド』は、基本的に弱者なんだよ」


　アダムは優しく説明する。彼の言う通り、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の血は凶きよう暴ぼうだが、その存そん在ざいはあくまで少数民族マイノリテイーだ。彼らは、『九龍ショック』によって世界中を恐きよう怖ふと混こん乱らんの坩る堝つぼに叩たたき落としたかのような印象があるが、実のところ彼らがしたのは、一都市の占せん拠きよだけである。むろん、それとて大それた暴ぼう挙きよではあるが、『九龍ショック』の混乱が世界中に伝でん播ぱした原げん因いんは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』というより「吸血鬼」という存在そのものにあった。


　アダムやザザたちは、「吸血鬼」というモンスターを世界に明かし、そのイメージを利用して『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の力を演えん出しゆつしたのだ。いわば、彼らなりの戦せん略りやくの結果なのである。


「でもな、ワイン。私たちは、弱者だが、敗者ではない。一血統としての尊そん厳げんを、自ら貶おとしめるような真ま似ねはしない。たとえそれが、他の大おお勢ぜいにとって害になるとしてもだ」


　優しい口くち振ぶりに変化はない。しかし、そうきっぱりと告げるアダムの言葉は、やはり「王の言葉」だった。


　ザザが、ダールが、ナブロが。ハンスやマーベリック、ヤフリーやラウまでもが、アダムの言葉を耳にして、自然と表情を引き締しめていた。居い住ずまいを正して、耳を傾かたむけている。ワインもコクリとつばを飲み込こんだ。


「それは……いけないことじゃないの？」


「かもしれない。だけど、私たちは選んだんだ。犠牲になって死ぬより、害となって生きることを」


　不安そうに問う娘に、父は揺るぎない口振りで答えた。


「それにね、ワイン。私は、始祖だ」


　そう、アダムはワインの目を見て言った。


「始祖ソース・ブラツドは、個人の宿願と世界の脈動が合がつ致ちしたときに誕たん生じようする。天の意を受け、それを果たすに相応ふさわしい者が始祖ソース・ブラツドとなる。まあ、私の場合は特とく殊しゆだから、天の意を受けたのは、あるいはカーサだったのかもしれないが……」


　とアダムは苦笑しながら、カーサを見やる。カーサは、そんな大それた責せき任にんを押おしつけられては堪たまらないといった風に、そっぽを向いて口笛を鳴らした。


　アダムは娘に向き直り、


「私は風水師しだった。だから、世界とは陰いん陽ようのバランスで成り立つと考えている。昼があれば、夜があるように。太陽があれば、月があるように。人の社会の裏うら側がわには、それと対ついになる存在が必要だ。だから世界は、始祖を生んだ。始祖。『血』。血統。全部同じだ。ワイン。吸血鬼とは、世界に求められて生まれた存在なんだ。私たちも、然しかり。だから私は、九龍の血──『導どう主しゆ』の血も、生きるに値すると考えている」


　静かだが、強い言葉。芯しんのある言葉だった。神しん殿でんを建てるための巨大な支し柱ちゆうのように、アダムの投げる言葉の数々は、ひとつひとつが深いインパクトで、しっかりとワインの中に突き立った。


　いや、支柱を立てているのは、ワインの方なのだろう。アダムの台詞せりふに押しつけがましいところや決めつけるような言い草はない。父王が説く、世の理ことわり。彼が表ひよう現げんする支柱を、ワインは自ら受け取り、己おのれの中に打ち立てているのだ。


「では、私たちが『生きる』とはどういうことか？」


　と、娘むすめの心が向いているのを意い識しきしてか、アダムはさらに話を進めた。


「『血を吸った者を血族にする』という性質は、私たちの運命を決定づけた呪のろわしい性質かもしれない。しかし、ある意味とても象しよう徴ちよう的な力だ。この力が混血という根を持つ私たちの血統に備そなわっていたことに、私は不思議な因いん縁ねんを感じる。これもまた天の意だ。そしてもうひとつ、私たちは『乱らんを好む』。なぜか？　何事もない世界は、まさに何事もないかのように平然と弱者を磨り潰すからだ。私たちの『血』はそれを知っている。だから私たちは乱を好むんだ。『静』ではなく『動』を。不公平な平和ではなく、公正な戦いを」


　さっきまでよりいくらか挑ちよう発はつ的に、アダムは娘に話しかけた。


「そこで質しつ問もんだ。他を染そめる力を持ち、乱を好む、弱者。そんな我われ々われに天が求める生き方とは何だろうか？」


　全ぜん神しん経けいを集中していたワインは、突とつ然ぜんの問いかけに「えっ」とまごつく様子を見せた。利発そうな瞳ひとみ──父より色いろ濃こい紫むらさきの瞳と、母から受うけ継ついだ黒い瞳が、必死に答えを捜さがそうとする。


　すると、アダムは急に視し線せんを転じ、


「ヤフリー。君はどう思う？」


　指名されたヤフリーは「お、俺おれっ？」と目を白黒させた。


「……つ、強く生きる、ってことかな？　あとは、強さを求めて生きる、とか……」


　満まん更ざら自信がなくもない顔で、ヤフリーは父王に答えた。アダムは鷹おう揚ように頷いた。


「うん。では、マーベリックは？」


「うーん……そうですねえ。我が道を行けゴーイング・マイウエイ、ですかね？」


「ハンスは？」


「──克こつ己き、かと」


「ナブロは？」


「自由」


「ダール？」


「すべての統一──でしょうか。あらゆる血統をひとつにする。我らには、それができる。つまりは、それこそ我らに与えられた使命なのだと思われます」


　それぞれの意見に、アダムはひとつひとつ頷いた。


　離はなれて座るラウに顔を向け、


「ラウはどうだい？」


「なんだっていいさ。生きるのに理由はいらない」


　これまたラウらしい答えだ。アダムは笑って、正面に向き直った。


「ザザは？」


「革命です」


　それは、ラウが彼らしい言い草だったのに比くらべ、ザザらしくもなく、真しん剣けんな声こわ音ねだった。


「弱き立場。動どう乱らんの渇かつ望ぼう。そして、他者を己に取り込む性さが。これらはまさに、現げん状じようのシステムを打だ破はし、閉へい塞そくを突とつ破ぱするためのもの。我々はその『可か能のう性せい』です。我々の生は、その『可能性』を具ぐ現げん化かさせるためにこそあるのではないでしょうか？」


　強い口調で持じ論ろんを述のべる。アダムは、ザザに対しても他の血族たちと同様に頷き返した。


「……カーサ？」


　カーサは肩かたを竦すくめた。


「ま、何かでかいことをしろ、ってことじゃないかな。なるべく派は手でなことを」


　カーサの答えにアダムは苦笑を浮かべる。そして最後に、ワインの顔をのぞき込んだ。


「わかるかい、ワイン。私たちが『生きる』とは、そういうことなんだよ。皆みなそれぞれに捉え方は違ちがう。私自身、まだはっきりとしたことは言えない。でも、どれも間ま違ちがってはいないんだ。吸血鬼ブラツク・ブラツドはよく、『血』の導みちびきに従したがうという。このことさ。いまみんなが口にしたことが、『導主アダム』の『血』の導きだ。だから私たちは戦う。迫はく害がいの生をただ堪たえ忍ぶのではなく、牙きばを剝むいて、喰くらい付くんだ」


　それは、いまから十二年前、香ホン港コン九クー龍ロン城じようで、アダムがカーサと『ウォーカーマン』を前に口にしたのと、同じ意味の台詞だった。


　彼は迷まよい、しかし躊躇ためらわない。困こん難なんに立ち向かう。それが、いまも昔も変わることのない、アダムの──そしてリズの──選せん択たくだった。


　そして、アダムの選択は、世界に新風を吹ふき込んだ。血と破は壊かいに満ちた、鮮せん烈れつな風を。


　ある意味、その風が吹くことがなければ、ジローと陣じん内ないの出会いはなく、陣内と尾根崎、尾根崎と『カンパニー』、『カンパニー』とミミコの出会いもなかった。アダムの起こした風は、ミミコの元にも確たしかに届とどいて、彼女をいまある地点へと押し上げているのだ。


　もちろん、それらはアダムたちの意図したところではない。しかし、前世紀末より続く激げき動どうの起点は、間違いなくアダムたちにある。吸血鬼たちが人間たちの前に姿すがたを見せる。共に生きようとする。そんな、かつてなかった現げん在ざいの「変化」は、九龍の血によって導かれた結果なのである。


　アダムは自らを『導主』と名乗る。それは自らの『血』に感じた尊そん称しようだが、果たして自らが「何を」「どこへ」導くのか、その答えは彼自身にも図はかり知ることはできないことだ。戦いくさの最中、その答えを『賢かしこき者』に求めたこともあったが、真実はわからずじまいだった。だからアダムは、答えを自ら決め、真実を自ら作ろうとしているのである。


「さて」


　再ふたたび元の調子に戻って、ザザが血族の注意を喚かん起きした。


「話を戻すよ、みんな？　僕ぼくたちが取るべき、『今後の戦せん略りやく』について」


　参さん謀ぼうの顔でザザが言う。血族全員が──今度はワインも──しっかりと頷いて、彼の言葉に集中した。


「まず、特区は放棄する。理由はいちいち繰くり返さなくていいね。ここの暮くらしは悪くなかったけど──なあに。僕らは余よ所そでもやっていけるさ」


「つまり、また以前のように地下に潜せん伏ぷくするのか？」


　ダールが確かく認にんした。ザザは首を横に振った。


「ちょっと違う。前は『特区に封ふう印いんされた王』という固定化された目標があった。だから、息を潜ひそめて機を窺うかがう必要が、どうしてもあったんだ。けど、もうその必要はない。王を取り戻したいま、僕らには『縛しばり』がなくなった。主導権は僕らにあるんだ。そこで考えたんだけど、僕らは今後、傭よう兵へい化──もっと言えば、明めい確かくにテロリスト化しようと思う」


　ほう、と誰だれからともなく息がもれる。ワインだけは逆ぎやくに息をのんだ。幼おさない顔が緊きん張ちようも露あらわに堅かたくなっている。


　カーサが茶ちや化かすように、


「革命ゴッコがしたいから、とか言うんじゃないだろうな？」


「いやいや。これはごくオーソドックスな選択だよ？　世界との闘とう争そうは、僕ら『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の宿命だ。この指し針しんは動かしようがないんだから、せめて合理的な手しゆ段だんを取るべきだろ？　正せい規き軍ぐんへの対たい抗こう手段としてゲリラ戦が生まれたように、体たい制せいへの対抗手段としては、結局のところテロが効こう果か的だ。特に、僕たちみたいな少数派マイノリテイーにはね。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の基き本ほん的な性せい質しつにも合ってる」


「……では、本ほん拠きよ地ちを定めず、流る浪ろうするということですか？」


　と、今度はハンスが質しつ問もんする。ザザは「そう」と頷いた。


「できれば幾いくつかの集しゆう団だんに分かれ、ときに独どく自じに、ときには連動しつつ、太陽と月下の両方に対して揺さぶりをかけたい。あらゆる血族が敵てきに回り、しかも人間社会と手を組むとなれば、こちらも世界規き模ぼで戦わないとすぐに潰つぶされてしまう。もちろん、人と吸血鬼の連帯を突つき崩すことが最さい優ゆう先せん課題にはなるだろうが──これは正直、決定打となる作戦はないからね。人間側にも、反吸血鬼勢せい力りよくは根強く残るはずだ。彼らと手を組んで両種族間の溝みぞを広げるという手も一考の余よ地ちはあるが、まあ、結局は長期戦だ。あまり焦あせらず、時間をかけて社会全体の不安を煽あおるのが良いと思う」


　いとも当然の如く言うが、ザザの構こう想そうは壮そう大だいだ。そして、『カンパニー』側にしてみれば、まさに悪あく夢むのような発想だろう。つまりは、それだけ有ゆう効こうな手段なのである。


「集団に分かれる？　別行動を取るのか？」


　その問いはナブロだった。ザザは幾いく分ぶん仕方なさそうに頷いた。


「そうせざるを得ないだろうね。まあ、特区を陥かん落らくする前も、ダール君やナブロ君、ラウ君には別行動を取ってもらってた訳わけだし、また元に戻もどることになるかな。ただし、世界規模の戦いを継けい続ぞくするには、僕たちだけではいかんともしがたい。血族の補給と増強は急きゆう務むになるだろう。幸い、いまの僕たちには、王がいることだしね」


　それまで落ち着いてザザの計画を聞いていた面々が、最後の台詞せりふにザワリと揺れた。


「ま、待てよ、兄あに貴きっ。それって、直系を増やすってことか？」


「うん」


　ザザはあっさりと頷いた。


　もっとも、驚おどろいているのはヤフリーとワインだけだ。そもそも、香港聖せい戦せん当時、九龍王の直ちよつ系けいはいまより多く存そん在ざいした。カーサとザザはもっとも早くアダムの傘さん下かに入った古参だが、ダールより先に九龍化した者──その中には有力な古血オールド・ブラツドも存在した──は、少なくないのである。現在残っているのは、聖戦を生き延のびた者なのだ。


　すると、それまで黙だまっていたマーベリックが挙手をした。


「でもさあ、兄ちゃん。それ、特区に残ってる連中の中から見積もる気？　だったら、数はともかく、質しつの面じゃ期待できないぜ？」


　のちに尾根崎の前で神父が指し摘てきするように、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』には組そ織しきとして中ちゆう堅けんを担になう人材がいない。ハンス、マーベリック、ヤフリーなどは中堅格かくと呼よべなくもないが、それにしても絶ぜつ対たい数すうが足りない。九龍化された吸血鬼ブラツク・ブラツドは力を増すとはいえ、その程てい度どの強化では組織そのものの強化にはならないだろう。


　しかしザザは、「大だい丈じよう夫ぶ」と請うけ負った。


「それもちょっと考えがある。詳くわしくはあとで話すが……君にはまた骨ほねを折ってもらうよ、マーベリック。それに、陛へい下か。少々力をお貸し頂くことになるかと存ぞんじます。そのときはよろしくお願いします」


　マーベリックは参謀ザザの直ちよく属ぞくとして謀ぼう略りやくの片かた棒ぼうを担かつぐ工作員だ。よって、ザザがマーベリックを扱こき使うのは、いつものことである。


　しかし、アダムにまで協力を求めるのは珍めずらしい。基本的にアダムは権けん謀ぼう術じゆつ数すうの類たぐいには不向きなため、最終的な判はん断だんはともかく、ザザの「悪わる巧だくみ」に直ちよく接せつ荷か担たんすることはないのだ。


「もちろんだ。私にできることならな」


　とアダムはザザの要よう請せいに、鷹おう揚ように承しよう諾だくした。マーベリックは鳶とび色いろの瞳ひとみにちょっとした好こう奇き心しんを浮かべながら手を下げた。


　ザザは、他ほかに質問のある者がいないか、一同の顔を見回した。


　すると、「特区を出る」と聞いて以い降こうずっと顔を曇くもらせていたワインが、思い切ったように質問した。


「……お兄ちゃん。特区を出るなら、あの子はどうするの？」


　それが「どの子」を差すのかわからない者は、その場にはいなかった。現げん在ざい捕ほ虜りよとして時間凍とう結けつを施ほどこされている望月コタロウ。始祖ソース・ブラツド『賢けん者じやイヴ』のことだ。ワインはコタロウの監かん視し役やくである。本人は決して認みとめないが、いまでは互たがいに打ち解とけあった仲なのだ。


　またしても、ザザの軽けい快かいな弁べん舌ぜつは、妹の問いを前に動きを鈍にぶらせた。


　畏おそれを知らぬザザ──大吸きゆう血けつ鬼き『ウォーカーマン』にも、鬼き門もんというべき存在はある。たとえば、『賢者イヴ』の血けつ統とうがそうだ。かの偉い大だいなる血統は、彼の様々な思おも惑わくをいとも容易たやすく裏うら切ぎり、上回ってきた。彼個こ人じんの本音を言えば、関かかわりたくはないのである。


　しかし、


「……連れて行く。状じよう況きようが変わったいま、彼の存在は重要度ウエイトを増ました」


『賢者イヴ』は月下でもっとも敬けい慕ぼされる始祖ソース・ブラツドの一人だ。その身み柄がらは交こう渉しよう材料として、これ以上ない存在である。『賢者』が囚とらわれているという事実だけでも、多くの吸血鬼は安あん易いに『九龍の血統クーロン・チヤイルド』を叩たたくことを躊躇ためらうだろう。


　つまり、『賢者』の身み柄がらは他血族に対する切り札ジヨーカーとして大きな価か値ちを持っているのである。そのメリットを前にすれば、ザザの個人的感かん情じようなど瑣さ末まつなことだった。少なくとも、ザザはそう考える。


　兄の返事に、ワインがほっとした顔を見せた。


　一方、カーサは茶ちや化かす口くち振ぶりで、


「爆ばく弾だんを抱かかえることになるぞ？」


「……嫌いやなこと言わないの。ちゃんとデメリットも踏まえてるつもりだよ」


　実じつ際さい、『賢者』を連れ回せば、彼を救出しようとする者も必ず現あらわれる。「周りはすべて敵てき」と判断せざるを得なくなった状況でなければ、連れ回したい相手ではなかった。そうでなくとも、『賢者』自身が何をしでかすかわからない。彼を同行するのは賭かけなのだ。


「……ザザ。お前の戦せん略りやくの概がい略りやくはわかった。具ぐ体たい策さくに移れ」


　場を引き締しめ直すラウの台詞に応おうじて、血族たちは再ふたたび真しん剣けんな表ひよう情じようになった。


　ザザも「うん」と頷き、そして、仕返しとばかりにカーサを指差した。


「まず手始めに──お姉ちゃん。君の特訓から始めたいと思う」


「私の特訓？」


　まったく予期せぬ弟の反はん撃げきに、カーサは珍しくも目を丸くした。


　驚いたのは王や姉し弟ていもだ。血族の反はん応のうに満足そうな顔を見せながら、ザザはもったいぶって告げる。


「その通り。僕ぼくたちはこれから大急ぎでお姉ちゃんを特訓し──ちょっとだけ香港に出かけようと思うんだ。すべてが始まったかの地から、もう一度始めるために」





　その翌よく日じつから、ザザの描えがいた策略は始動した。


　敵勢せい力りよくの目につくことなく、密ひそやかに。しかし、大だい胆たんに。





２







　特区奪だつ還かん。そのＸデーに向けた各方面の進しん捗ちよくは、あの尾根崎が興こう奮ふんの面おも持もちで、


「素す晴ばらしく順調だ」


　と神父にもらすほど、目まぐるしくも着実な進しん展てんを見せていた。


　ルイが提てい唱しようした欧おう州しゆう血族の戦せん士し団だんは、日にち没ぼつ前に『キャッスル』に到とう着ちやくした。彼らの受け入れ体たい勢せいも、すでに整っている。十字軍と鎮ちん圧あつチーム、さらには『赤い牙レツド・フアング』の連れん携けいも滞とどこおることなく進み、明日にも戦士団を交えた合同訓練に入れるほどだった。これには、ウォーロック家から派は遣けんされた魔ま術じゆつ師したちの存そん在ざいが大きい。彼らは魔術で思念の共有化を行い、部隊間の連携を高度化したばかりか、互いに対する相そう互ご理り解かいを高める役やく割わりをも果たしてくれたのである。


　種族間の確かく執しつが消えたわけではないし、ましてや個人個人の私し的てきな想おもいは、また別の問題だ。しかし、少なくとも同じ作戦行動に従じゆう事じする「兵士」として、彼らは互いを認め合うに至いたったのだった。


　前線に立つ者だけではない。情じよう報ほうを収しゆう集しゆうし、分ぶん析せきし、操そう作さする者。作戦を立案し、検けん討とうし、練り上げる者。物ぶつ資しを調達し、分配し、輸ゆ送そうする者。他た部ぶ署しよと交渉し、議ぎ論ろんし、調整する者。それら、後方にあって作戦を支ささえる者たちも、寸すん暇かを惜おしんでこの計画に没ぼつ頭とうしていた。それはちょうど、『キャッスル』という心しん臓ぞうが、対『九龍の血統クーロン・チヤイルド』勢力という肉体に、一いつ刻こくも休まず、ポンプのように血を補ほ給きゆうしていくようであった。


「ミミコ先せん輩ぱい！　まだですか？」


「ま、待ってっ。もうちょっと──」


『キャッスル』内にある多目的ホールの控ひかえ室。メーキャップを受け、髪かみのセットも終えたミミコは、まだ鏡の前に座すわったまま必死に原げん稿こうを暗記していた。特区奪還作戦に従事する者たちを集めての激げき励れい会。その席での挨あい拶さつをまとめた原稿である。


　今回の激励会は、作戦の本ほん格かく的指し導どうを前に『乙女メイデン』自ら関係各所の戦意昂こう揚ようを図はかるのが目的だ。公おおやけの宣せん戦せん布ふ告こくとは違ちがう内々の演えん説ぜつとなるが、その意い義ぎは重要である。


　また、マスコミ関係者はいないとはいえ、各国政せい府ふの大使と軍のエージェント、各血族から送られた使者たちは列席している。外交面から言っても失敗は許ゆるされない会合なのだ。


「こういうの苦手なんだけどなあ、あたし……」


「いざとなったら前みたいにアドリブでやっちゃえばいいんですよ！」


「無む茶ちや言わないでよ。あんなのたまたまに決まってるでしょ。もう一回なんてできっこないわ」


　激励会の会場は、いまや歴史の一ページともなった、『乙女メイデン』葛城ミミコの初はつ演えん説ぜつが行われた会場だ。この辺りのセッティングからして、『乙女メイデン』のイメージ戦略を受け持つ情報部門の思おも惑わくが透すけて見える。


　とはいえ、特区奪還作戦にせよ『人と吸血鬼の共きよう存ぞん』にせよ、その実じつ現げんのためには『カンパニー』の存在以上に『乙女メイデン』という旗はた標じるしは不可欠だった。ミミコこそが、すべてのキーパーソンなのである。冗じよう談だんでもなんでもなく、彼女を現げん代だいのジャンヌ・ダルク──もしくは女め神がみアテナの申し子と信じる者は多いのだ。


「きっと『乙女メイデン』っていう女の人は、頭が良くて、意い志しが強くて、志こころざしが高い人なんでしょうね？　誰からも好かれる性格をしてて、いつも希望と才さい能のうに満ちてるのよ。おまけに凄すごい美人に違いないわ。ほんと、同い年の女の子とは思えない……」


「先輩、先輩っ。しっかりして下さいよ。もうほんとに時間押おしてるんですよ？　大だい丈じよう夫ぶですって。先輩だって十分イケてますから！」


　遠く虚うつろな目をするミミコを、苦笑いのヒバリが元気づけた。


　実じつ際さい、鏡に映うつるミミコは、清せい楚そな美人に仕上がっている。見み慣なれたヒバリですら、不意にハッとなるほどだ。情報部門が彼女を要所要所に使いたがる気持ちも、わからなくはないのだった。


　そこへ、朱と鷺き籐とうサキとスワン・鍾チエンが、控え室に顔を出す。


「ミミコ。まだかかりそうなのか？　もう尾根崎会長のスピーチは終わったぞ。いまはスミス殿どのが連れん絡らく事じ項こうを報ほう告こくしているところで、すぐにお前の出番だ」


「サキさん……」


　ミミコが泣きそうな顔を向けると、サキは、あちゃあ、という顔で口をつぐんだ。


「あんた、昔っから公式な会見とかからっきしでしたものねえ」


　スワンがさらりと厳きびしい台詞せりふを口にした。


　かつてはミミコの同どう僚りようで、自他共に認みとめるライバルだっただけに、スワンの言うことは的てき確かくで容よう赦しやがない。


　とはいえ、その華はなやかな美び貌ぼうは温かく笑っている。スワンは、ヒバリやサキと同じく、ミミコの立場が違っても態たい度どを変えない貴き重ちような友人の一人なのだ。


「言ったじゃない。視経侵攻アイ・レイドで頭の中に内ない容ようを叩き込こんでもらえばいいって」


「う。……でもそれじゃあ誠せい意いに欠ける気がしない？」


「とちって威い信しんを欠くのと、どっちがマシかしら？」


「……どっちもヤダ」


　ミミコがアヒル口を歪ゆがめて唸うなる。スワンは首を竦すくめ、「じゃ、覚かく悟ごをお決めなさいな」と引導を渡わたした。


　ただ、最後にひと言、


「……どうせあんたの相手は、『会場にいない一人』だけでしょ？　一いつ緒しよに特区を取り戻そう──なんて、心から話しかけるのは」


　その台詞を耳にした途端、ミミコは目を瞠みはった。


　反はん射しや的に傍かたわらを振ふり返る。ミミコが座っている席の隣となりには、前回の演説のとき同様、ジローの帽ぼう子しが飾かざられていた。いつも彼女に勇気をくれる魔ま法ほうの帽子。ミミコが自分を見失いそうなとき、彼女本来の姿すがたを思い出させてくれる帽子だ。


　スワンの言う通りだった。前の演説のときも、結局はそうだったではないか。今度もまた、あの遅ち刻こく魔まの尻しりを叩いてやらなければ。自分にできるのは、それぐらいのことなのだ。


「──うん」


　ミミコは小さく頷いて、友人を見上げた。


「ありがとう、スワン」


　スワンは鼻を鳴らすと、照れ隠かくしなのが丸わかりの態度で、「さっさとなさい」と唇くちびるを尖とがらせた。ヒバリとサキは視し線せんを交かわし合い、互たがいに笑えみを嚙かみ殺した。


「よしっ！　じゃあ、行くぞ、ミミコっ」


　サキが景気づけに肩かたを叩たたくと、ミミコは鼻息も荒あらく立ち上がった。三人と一いつ緒しよに、急ぎ足で控え室を出た。


　廊ろう下かを抜ぬけてステージに向かう。


　すると、その手前で出で迎むかえてくれた人物がいた。サマンサ・ロイド教きよう授じゆだ。


「あら、やっとお出ましね。ちょっとハラハラしてましたよ」


　この品の良い老ろう婦ふ人じんは、吸血鬼研究の権けん威いであり、ミミコの良き相談相手でもある。豊ほう富ふな見けん識しきと人生経けい験けん、それに女じよ性せいならではの視し点てんから、幾いく度どとなくミミコを励はげまし、助言を授さずけてきた恩おん人じんだ。


　サマンサは、自じ慢まんの孫を見るような眼まな差ざしで、ミミコを頭からつま先まで眺ながめた。


「……うん。でも、待った甲か斐いはあるわね。とても素す敵てきですよ、ミミコさん。これなら、どこに出しても恥はずかしくないわ」


「サマンサ教授……」


　サマンサに面と向かって褒ほめられると、さすがにミミコも照れくさい。サマンサの「頑がん張ばって」というエールを受け、ヒバリたち三人とも別れて、ミミコはステージの袖そでに移い動どうした。


　ステージ袖では神父がミミコを待っていた。彼女一人では登場しづらいだろうと配はい慮りよして、自分のスピーチをあとに回してもらったらしい。


「やあ、待ちかねたよ？　もう会場の誰だれ一人、スミスの事じ務む連絡なんか聞いちゃいない。みんなそわそわして君の登場を待っているぞ」


「うわっ。プレッシャーかけないで下さいよ」


　素す直なおにビビるミミコに、神父は顔をほころばせた。


　神父がミミコを見つめる眼差しは、聖せい職しよく者しやらしい慈じ愛あいに満ちている。それでいて、人を安心させる何かを、言葉ではなく発しているのだ。


　この人が側にいてくれれば、自分は最さい大だい限げんの力を発はつ揮きできる。そう思えてしまうのである。サマンサもそうだが、こういう人を本当の「大人」というのだろう。


　と、ミミコがそんなことを考えていたときだ。神父は急に真顔になり、


「──ミミコ」


　と彼女の名を呼よんだ。


「君のことを誇ほこりに思う。きっと、ブラザー・ショウゴも同じ事を言うだろう。いまごろ彼は天国で、得意そうな顔をしているに違いない」


「神父さん──」


　なぜだろう。


　その瞬しゆん間かん、神父の顔に亡なき恩おん師しの顔が重なり、ミミコの全身に震ふるえが走った。


　抑おさえようもなく、胸むねが熱くなる。吐はき出した吐と息いきが小こ刻きざみに震える。ミミコの目め尻じりに光るものが浮かぶのを見て、「おっと」と神父がおどけるように肩を叩いた。


「済すまない。少し感かん傷しよう的だったな。さあ、集まってる連中に発はつ破ぱをかけてやれ」


「……はい」


　ミミコは強く頷き、二人並ならんでゆっくりとステージに進み出た。


　スポット・ライトが降ふり注ぎ、視し界かいが目ま映ばゆい光に染そまる。同時に、会場の視線が一いつ斉せいに集中。号ごう砲ほうの如ごとき万ばん雷らいの拍はく手しゆが、ホール狭しと鳴り響ひびいた。


　ステージの奥おくには、尾根崎と羅、ギルバートの姿があった。彼らもミミコたちの登場と共に席から立ち上がり、拍はく手しゆを鳴らしている。報ほう告こくを中ちゆう断だんされたスミスは、苦く笑しようして肩を竦すくめた。茶ちや目めっ気けのある仕草で大きくお辞じ儀ぎをしてから、本日の主役にステージを譲ゆずった。


　神父がミミコの背せ中なかを押おす。ミミコはスミスに謝あやまりながら、一人、演えん台だいに立った。


　拍手と歓かん声せいが一いち段だんと増ました。


　ミミコはホールに集まった、人と吸血鬼ブラツク・ブラツドたちを眺めた。


　彼らは何も、葛城ミミコに拍手と歓声を送っているのではない。個人としての『乙女メイデン』に熱ねつ狂きようしている訳わけでもない。彼らが見つめているのは、ミミコが象しよう徴ちようする、自分たちの未来だ。これから進むべき先にある、これまでと違ちがう世界の予感に、彼らは声を上げている。


　彼らは、ミミコや陣じん内ない、『カンパニー』が夢ゆめ見みた未来を、共有してくれているのである。





『──皆みなさん』





　意い識しきする前に、ミミコはマイクに語りかけていた。サッ、とボリュームを絞しぼったように、会場が静まった。





『ありがとう』





　熱気に満ちた静せい寂じやくの中に、ミミコの声が吸い込まれる。


　一拍おいて、一度目を上回る拍手と歓声が爆ばく発はつした。ホール全体が地鳴りのように揺ゆれ動いた。


　後方では、尾根崎たちがこっそり視し線せんを交かわし合っていた。他ほかの誰だろうと、立場も、利害も、種族すら異ことなる集しゆう団だんから、これだけの反はん応のうを引き出せる者はいない。これだから、ミミコを全面に押し出す意味があるのだ。


　そして、会場のボルテージはそのままに、ミミコは演えん説ぜつに入った。


　その、わずか二分後だった。


　ステージ奥に並んでいたスミスに一人の職しよく員いんが駆かけつけ、何事かを耳打ちした。スミスは二、三職員とやり取りしたあと尾根崎や羅に断ことわりを入れ、怪け訝げんな面おも持もちでひっそりとステージを降おりた。二人のやり取りをもれ聞いた神父とギルバートも、スミスの跡あとを追ってステージの袖に向かった。


　五分後。表ひよう情じようを強こわ張ばらせた神父が、一人だけ再ふたたびステージに現あらわれた。真しん剣けんな表情で尾根崎と羅に耳打ちする。神父の緊きん張ちようはすぐに伝でん染せんし、二人の眼がん光こうが鋭するどさを増した。


　ホールの者たちも、幹かん部ぶたちの異い変へんに気づいたようだ。次し第だいにステージの奥に注目が移うつり、ざわめきがゆっくりと広がっていった。


『……え？』


　戸と惑まどいながら、ミミコが演説を中断する。神父が険けわしい面持ちで近ちか寄より、演台のマイクのスイッチを切った。


「ど、どうしたんですか？」


「……緊きん急きゆう連れん絡らくが入った。香ホン港コンからだ」


「香港？　ジャネットさんとベンさんからですか？」


　先日黄たちからもたらされた情じよう報ほうを調ちよう査さするため、ジャネットとベンは現げん在ざい香港に赴おもむいている。しかし、いくら緊急とはいえ、このような祭典の最中に組そ織しきのトップまで報告が上がるというのは異い例れいのことだ。


「何があったんです？」


「それが……」


　神父が言い淀よどんだとき、ホールのスピーカーからスミスの声が響ひびき渡わたった。


『尾根崎会長？　間もなく繫つながります。どうしますか？』


　突とつ然ぜんの確かく認にんに、ホールの困こん惑わくが大きくなる。おそらく、中央センターの情報管かん制せい室しつからだろう。スミスの声は緊きん迫ぱく感に満ちていた。


『ミスター・尾根崎。失礼だが……どうやらこれは一いつ刻こくを争あらそう事じ態たいだ』


　今度の声はギルバートだ。ハンサムな始祖ソース・ブラツドが青ざめている様が、音声からでさえ伝わってくる。


　尾根崎が席から立ち上がった。ミミコと神父がいる演台に、足早に近づく。戸惑うミミコに視線で頷きかけたあと、マイクのスイッチを入れ直した。


『皆さん。たったいま、香港に向かった我われ々われのスタッフから、緊急連絡が入りました』


　ホールのざわめきが大きくなった。黄たちの情報は、全体には通達されていない。香港という地名は、ここで聞くにはあまりに唐とう突とつな地名のはずだ。


『現げん時じ点てんで情報はやや錯さく綜そうしています。ここで応おう答とうするのは適てき切せつではないかもしれませんが、我々のみ中ちゆう座ざするのも失礼に当たるでしょう。すでに皆さんは、同じ作戦に従じゆう事じする我々の一員です。何よりも、信しん頼らいに足る戦友だ。よろしいでしょうか？』


　これもまた異例の対たい応おうだ。大だい胆たんな対応とも言えるだろう。


　しかし、反対する者はいなかった。そもそも彼らは、ここに「戦うため」にやって来た者たちである。『キャッスル』に集った時点で、彼らの意識は「戦時」のそれなのだ。ただちに頭を切り換かえ、まずは発生したトラブルの内ない容ようを把は握あくせんとする顔つきになった。


　客席の態たい度どを確認した尾根崎は、


『ホールのメイン・モニターを。映えい像ぞうはこちらにも繫つなげろ』


　とマイクを通してスミスに指し示じを出した。


　ホールの壁かべに巨きよ大だいなスクリーンが展てん開かいされ、同時に映像が映し出される。


　そして──





　映された光景に、一同は、喘あえぎをもらした。
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「……九クー龍ロン王おう、だと？」


　そんな馬鹿な。


　ジャネットは我わが目と耳を疑うたがった。彼女だけではない。その場にいた者全員が、同じ思いだったに違いない。


　だが、一方でわかってもいた。ダールの告げたことが、真実であると。『血』が知らせている。あの人物が、別べつ格かくの存そん在ざいであることを。


　あれが、始祖ソース・ブラツド。


　血けつ統とうの、祖。


　ジャネットは『豪ごう王おうフォワード』に仕え、彼の身を護ご衛えいしている。だが、同じ始祖ソース・ブラツドでも受ける圧あつ力りよくが桁けた違ちがいだ。ギルバートは魔ま術じゆつによって半ば人工的に転化した始祖ソース・ブラツドだと聞いたことがあるが、そういう差以上に、目の前の『王』が放つ気配は、圧あつ倒とう的だった。


　そして、そんな彼女の驚きよう愕がくと畏い怖ふを見み抜ぬいているかのように、


「なかなかのものだろう？」


　と、王の傍かたわらに立つカーサが言った。


「お前たちにも、わかるはずだ。『こいつ』がいかに特別かということを。この中に、過か去こ始祖ソース・ブラツドに拝はい謁えつした経けい験けんがある者がどれだけいるかは知らない。だが、迫はく力りよくが違ちがうんじゃないか？　何しろ、我らが王はもっとも新しい始祖ソース・ブラツド。遥はるか古いにしえに世界から求められた者ではなく、まさにいま、現代の世界の意を受けて立つ、旬しゆんの祖だからな。他の奴らとは、鮮せん度どが違う」


　心を惑まどわす、魅み惑わく的な美声。不ふ敬けいとも取れる言い様は、しかし、ジャネットたちに深く突つき立った。


　事実、カーサの後ろに立つ人物は、まるで月下の権化であるかのような錯さつ覚かくすら受ける。「世界」という事象の中で、自分たち黒き血にまつわる部分。その化け身しんが、個の肉体を得て顕けん在ざい化したかのようだ。


　カーサの次は、ダールが前に出た。


「──我らはただ一血統でありながら、月下を揺るがし、突き動かした。なぜか？　それが天意だったからだ。我らは世界中を敵てきに回し、なお敗北することなく戦い続けている。なぜか？　いまもまだ、天意が我らと共にあるからだ」


　ダールはそこで言葉を止めた。


　息を吸い、告げる。





「控えよ」





　幾人もの吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが、従い、膝ひざを突ついた。ジャネットですら反はん射しや的──いや、本能的に、跪ひざまずきそうになった。


『血』に刷すり込こまれた何かが、二人の言葉を至し極ごく当然に受け入れている。それどころか、ジャネットは自身が歓喜すら覚えていることを自覚して身み震ぶるいした。


　そして──


　九龍王が進み出た。吸血鬼たちの視し線せんが、半はん強きよう制せい的に吸すい寄よせられた。


　王は、はにかむように微笑ほほえみ、


「……なんだか照れるね」
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「どういうことだ……!?」


　低く抑おさえられた尾根崎の声は、内に烈れつ火かの響ひびきを持って周りの者たちの耳じ朶だを打った。


　スクリーンに映うつされた、瓦が礫れきの山。周囲に群むらがる吸血鬼らしき人ひと影かげ。カメラの手前に見切れているのは、『赤い牙レツド・フアング』のユニフォームだ。


　そして、正面。半はん壊かいしたビルの頂ちよう上じよう部ぶ。


　画面中央に映っているのは三つの人ひと影かげである。彼らに、ミミコは見覚えがあった。


　アラブ系けいの巨きよ漢かんは、元『舞姫まいひめバサラ』の舞ぶ踏とう戦せん士しダール・ディーン。


　妖よう艶えんな美女は、先月ミミコを狙ねらって襲しゆう撃げきをしかけた『黒くろ蛇へびカーサ』。


　そして──


「……九クー龍ロン王おう」


　ミミコがつぶやいた。尾根崎が鋭するどく反はん応のうし、問いかける眼まな差ざしを向ける。スクリーンに見入るミミコに代わり、神父が首しゆ肯こうした。彼の顔も、ミミコに負けず強こわ張ばっている。


「間違いない……香ホン港コンで一度見た。九龍王アダムだ」


　神父の返事に、尾根崎はあごを嚙かみ締しめた。


　ホールの反応は真っ二つに割われていた。大きくどよめき、興こう奮ふんして騒さわぐのは人間たち。逆ぎやくに、吸血鬼たちは凍こおり付いている。彼らもまた、香港の吸血鬼たちと同じように、画面越ごしですら感じとったのだ。スクリーンに映うつる白はく髪はつの男が、本来自分たちが崇あがめ、讃たたえるべき対象──始祖ソース・ブラツドであるということを。


「九龍王だと？　あれが？　なぜ香港に？」


　尾根崎の問いはもっともな問いだったが、答えられる者はいなかった。


　と、





『……聞こえ……『キャッスル』？……こち……ベンジャ……』





　酷ひどいノイズ混まじりの音声がホールに響いた。次いで、『音声が繫つながりました！』とスミスの声。ただちに雑ざつ音おんが除のぞかれ、音がクリアに調整される。香港にいるベンの声が、シンガポールのホールに響ひびき渡わたった。





『……だ！　繰くり返すっ。ただいま、香港、九クー龍ロン城じよう跡あと地ち。我われ々われは「九龍の血統クーロン・チヤイルド」三名と遭そう遇ぐうした。内一名は、九龍王と名乗っているっ。九龍王、本人だと！　「キャッスル」？　聞こえているか？』





　尾根崎が直ちにマイクに顔を寄よせた。


『スミス。香港と話せるか？』


『済すみません。すぐには無理です。向こうの機材では受信ができません。衛えい星せい電話でアクセスしていますが、まだ応おう答とうはなしです』


　スミスの声は必死に動どう揺ようを抑えていた。尾根崎は舌した打うちを堪こらえて神父を振ふり返った。


「奴やつらが本物だとして、どうやって香港まで？」


「……あくまで想そう像ぞうだが、『ウォーカーマン』の仕し業わざかもしれない。奴が乗っ取った『東の龍りゆう王おう』は、確たしか瞬しゆん間かん移い動どうが使えたはずだ。あるいは、それで」


「特区から香港まで縮地法で？　馬ば鹿かなっ。何千キロ離はなれていると思ってる？」


　尾根崎は神父からミミコに視線を移うつした。


「ミミコ君。ミスター・セイの力に関しては、君の方が詳くわしいと思う。彼は、そんなことが可か能のうだったのか？」


　ミミコはスクリーンから目が離せない。頭がついて行っていない。「ミミコ君っ」と尾根崎に怒ど鳴なられ、ようやく我われに返った。いま何を聞かれたのか、必死に思い出した。


「……いえ。不可能でした──と、思います。いくらセイさんでもそんな……ああ、でも、セイさんはいつも特区に『結界』を張はっていました。その維い持じに力の大半を使ってるんだって、前にケインさんから……ひょっとして、全力を出せば可能なのかも」


「それに、ブラザー。今夜は満月だ。吸血鬼ブラツク・ブラツドの力は、頂ちよう点てんに達している。当然『ウォーカーマン』や龍王が持つ血の力も」


　ミミコの説明に、神父が付け足した。尾根崎はもう一度マイクに向かった。


『スミスっ。特区に連絡。現げん在ざい特区を封ふう鎖さしている「結界」が機き能のうしているか調べさせてくれ。大だい至し急きゆうだ』
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「……なんだか照れるね」


　本当に照れくさそうに、九龍王は言った。


　彼が喋しやべった瞬間、ジャネットの心しん臓ぞうが、どくん、と跳はねた。


　ダールやカーサが話したことが、決して大げさではないとわかる。あそこにいるのは、人の形をした黒き血の源げん泉せんだ。それも、世界と直結し、渾こん々こんと力を湧わき出す、生きた源泉だった。彼が言葉を口にするたびに、声と共に『血』の波動が迸ほとばしる。彼が手足を動かすたびに、周囲で世界が鼓こ動どうする。同じ空間にいるというだけで、自分の血までが彼に取り込まれそうだった。


　ジャネットは部下やヘリックたちの様子を確かく認にんした。予想通り、まだ吸血鬼として未み熟じゆくな彼らは、自分以上に九クー龍ロン王おうの影えい響きようを受けている。死人のような形相だ。とはいえ、自分も似にたような有様なのだろう。少なくとも、戦える状じよう態たいではない。


　いや、戦うどころの話ではない。この自分ですら──仇きゆう敵てきであるダールを前にしながらも、彼らに剣けんを向けられる自信がない。


「さて。私はまずみんなに詫わびなければならない」


　九龍王は話を続ける。ひどくリラックスしたその態たい度どは、まるで臣民を前にした王のようだ。


「君たちをここに誘ゆう導どうしたのは、実は私たちだ。香港で何かが起きるという風聞を、それとなく月下に流させてもらった。特区に関かかわることだ、という情じよう報ほうと一いつ緒しよにね。多分、いまここにいる者の多くは、私や私の血族を敵てき視ししている者たちだろう？」


　その通りだ。しかし、ジャネットはまるで、許ゆるされざる大たい罪ざいを見み咎とがめられたような気分になった。自らを律りつするために、必死で愛剣の柄つかを握にぎりしめる。


「しかし思い出して欲ほしい。君たちは何も風聞を聞いたというだけで、ここに来た訳わけではなかったはずだ。また、『九龍の血統わたしたち』が憎にくいというだけで、ここに来た者もいないはずだ。皆みな、香こ港こに来るべきだと感じたから──その直感を信じたからこそ、遥はる々ばる足を運んだのではないだろうか？　『血』が君たちをここに導いた。そうだろ？」


　最後のひと言は、問いではなく確認だ。九龍王は一度言葉を切り、ゆっくりと──まるで少しずつ月が充みち、ついには満月になるように──笑った。


「私が呼よんだのだ」


　身体中の血けつ液えきが少しずつ熱を失い、冷めていくような感覚だった。


　頭では、「そんなはずはない」と考えている。確かに、ヘリックたちは『血』の導みちびきに従ったと口にしていた。しかし、『血』の導きとは、吸血鬼にとって神しん聖せい不ふ可か侵しんなものだ。各おの々おのの血けつ統とうによって捉とらえ方は異ことなるとしても、代々受け継つがれる血統の『血』が、吸血鬼にとって己おのれの核かく──本質であることに違いはない。それは、数千年を生きた古血オールド・ブラツドだろうと、転化間もない転びたてアンダー・イヤーだろうと同じである。他ほかの血統の吸血鬼に対して、どんな形であれ干かん渉しようできるはずがない。


　しかし──


「いいかな？　この場に呼ばれた者──私の呼びかけに反はん応のうした者には、共通点がある。共通した傾けい向こうが。それは、乱を好むということだ。君たちは、現げん状じように不満を持ち、『変化』を望んでいる。あるいは、『強さ』を。あるいは、『自由』を、求めている。当人が認みとめようと認めまいとね。だから君たちの『血』は、私に反応した」


「噓うそだ！」


　叫さけんだのは、集まっていた吸血鬼の一人だった。


「血ち迷まような、九龍王！　他血統の『血』を惑まどわすなど、月下の歴史においても例のないこと！　ましてや、私は誇ほこり高き『聖せい槍そうホリン』の血に連なる者。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の『血』に、我わが祖そホリンの『血』が汚けがされようはずがない！」


　彼は逆ぎやく上じよう寸すん前ぜんだった。しかし、このプレッシャーの中で面と向かって主しゆ張ちようしただけでも大したものだ。ジャネットは名も知らぬ吸血鬼に敬けい意いすら覚えた。


　ところが、


「……なるほど」


　彼の台詞を聞いたあと、九龍王の態度が変わった。


「君の、血統に対する矜きよう恃じはわかった。だが、聞け。私たちは、血統の別を重んじない。黒き血は等しく尊とうといものだ。力や性せい質しつの差はあろうと、あらゆる血統に、貴賤はない」


　王は、それまでの穏おだやかな眼まな差ざしを捨すて、雷らい撃げきの如き眼がん光こうで告げた。


　憤いきどおりは感じない。ただ、巨きよ大だいな鉈なたでバサリと両りよう断だんするような、断だん固こたる響ひびきがあるだけだ。反はん論ろんした『聖槍』の吸血鬼ブラツク・ブラツドは、為なす術すべもなく口を閉とざした。


「もう一度言う。私たちは、血統を差別するつもりはない。故ゆえに、私たちの血統は、血を吸すった者を染そめるのだ。汚す？　愚おろかな。ここにいる二人を見るが良い。二人はどちらも、元の血統の『血』を失ってはいない。ただ、共に在あるだけ。混在するだけだ。二人だけでなく、私の血族の者すべてが。そして、君たちも」


　と、そこでカーサが再ふたたび前に歩み出た。


　王の肩かたを軽く叩たたき、傲ごう岸がん不ふ遜そんに眼がん下かを睥へい睨げいする。


「実を言うと、こんな回りくどい真ま似ねをして諸しよ君くんを集めたのには訳がある。スカウトだ。で、まあ、『王の呼びかけに反応した』時点で、この場にいる諸君には適性があると判はん断だんする。これより我らの仲間になってもらう予定だ」


　カーサは艶あでやかに──それでいて極北の冷気が氷上を舞まうような印象で──嗤わらった。


「全ぜん滅めつはしないでくれよ？　手間をかけた甲か斐いがない」


　吸血鬼たちが、ぞわり、と身み震ぶるいした。


　言い様のない悪お寒かんが、彼らの『血』を凍こおらせる。


「──撤てつ退たいするっ」


　ジャネットが叫んだ。


「総そう員いん、下がれ！　九クー龍ロン城じようを出て、啓徳カイタツク空港まで退たい却きやくっ。ベン！　あなたたちも。急げ！」


　強い意い志しが込こめられた指示が、硬こう直ちよくしていた部下たちの心を解ときほぐす。悪寒を感じつつ身動きできない吸血鬼たちに比くらべ、そのときジャネットの反応は、素す晴ばらしく自じ制せい心しんが利きいていた。


　だが一方で、ここが限げん界かいであることを、彼女自身、自覚していた。


　敵てきの首しゆ領りようや仇きゆう敵てきの存そん在ざいも関係ない。いますぐこの場を去る以外に、自分が取れる行動はない。そう、ジャネットは直感していたのだ。あるいは、これこそまさに、『壮そう剣けん』の『血』が彼女を導みちびいた結果だったかもしれない。


　しかし、


「残念──」


　カーサは冷れい笑しようを刻きざんだまま、ちらりと肩かた越ごしに王と目配せを交かわした。


　九龍王が頷うなずく。彼の長い白はく髪はつが、放電するかのように、ぶわり、と膨ふくれあがった。


「──もう始まっている」
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『特区から応答ありました！　「結界」が解かれています！　レジスタンスの吸血鬼によると、解かい除じよされたのは、およそ十分前。香港から緊きん急きゆう連れん絡らくが入った時間と一いつ致ちします。現げん在ざいレジスタンスは騒そう然ぜんとなって、シンガポールこちらの指示を求めています！』


　ホールに報ほう告こくするスミスの声も、もはや興こう奮ふんを隠かくし切れずにいた。


　ミミコは自分の視し界かいが揺れるのを感じ、慌あわてて演えん台だいにしがみついた。神父が手を貸かしてくれたが、そのことに気づく余よ裕ゆうもなかった。


　息が苦しい。


「……『結界』が、解かれてる？　だって、そんな……」


　特区を封ふう印いんしていた『結界』。それを張はったのは、敵てき将しよう『ウォーカーマン』だ。彼は、龍りゆう王おうセイの身体からだを乗っ取ったのち、セイが『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に対する防ぼう壁へきとして利用していた『結界』を逆ぎやく用ようして、特区に人間と吸血鬼たちを閉じ込めた。そのせいで、特区に残された者たちは逃にげることもできず、常つねに『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の影かげに怯おびえながら過すごしていたのだ。ミミコたちは彼らを救うために、一いつ刻こくも早く特区を奪だつ還かんし、解かい放ほうしようとしていたのである。


　なのにいま、肝かん心じんの『結界』が解除された。それも、おそらくは敵自身の手によって。


　だが──


『尾根崎会長？　羅委員長？　神父？』


　スミスが組そ織しきのトップたちに指示を仰あおぐ。彼だけでなく、特区のレジスタンスも尾根崎たちの指示を待っている。


　しかし、尾根崎は血を吐はくように、こう応おうじるしかなかった。


『……くそっ！　待機だ！　待てっ』


『カンパニー』と十字軍は、急ピッチで準じゆん備びを進めていた。人も、吸血鬼も、あらゆる部ぶ署しよのあらゆる者たちが一丸となって、軍ぐん備びを調ととのえていた。来きたるＸデーには、そうして用意された全勢せい力りよくが、一いつ斉せいに特区へ攻せめ入るはずだった。こちらから『結界』を破やぶって。すべての手て筈はずは、その瞬しゆん間かんのために最さい適てき化かされていたのだ。


　だからこそ、逆にいまは動けない。


　いま動ける部署、人員、機材は限かぎられる。一斉に行動しなくては駄だ目めなのだ。動けるセクションのみ動いたところで、求める効こう果かは発はつ揮きできない。そして、これほど大規き模ぼの作戦である以上、一度動き出せば止めることもできなかった。


「尾根崎会長。せめて特区の住民の避ひ難なんだけでも！」


「……無理です。すでにレジスタンスは、点てん在ざいするコミュニティに計画の日につ程ていを伝えている。ただちに脱だつ出しゆつしろと叫さけんだところで、できるものではない。せいぜい、沿えん岸がんの人間が何人か、運うん次し第だいで本土まで逃げられる程てい度どでしょう。むしろ混こん乱らんの方が大きい。そして、混乱で失った信しん頼らいは、二度と取り戻もどせない」


　羅の提てい案あんを、尾根崎は苦く渋じゆうの表ひよう情じようで退しりぞけた。


　スクリーンでは、ベンたちの撮さつ影えいした映えい像ぞうが、リアルタイムで送られ続けている。カメラは、九龍王とカーサ、ダールを、文字通り命がけで追い続けていた。


　距きよ離りが遠いためか、集音マイクが不調なのか、彼らが何を喋しやべっているかは聞き取ることができない。ただ、スクリーンの向こうの敵は、どこまでも、不ふ敵てきで、余よ裕ゆうで──


　ミミコは呆ぼう然ぜんとしたまま、歯は嚙がみする尾根崎を見やり、騒然となったホールを眺ながめ、のろのろとスクリーンに視し線せんを戻した。


「……九クー龍ロン王おうは、特区を脱出したんですか？」


　こぼれ出た問いに、尾根崎と羅は息をのんだ。ミミコを支ささえていた神父の腕うでが──聖せい戦せんの英えい雄ゆうであり、過か去こ数えきれぬ修しゆ羅ら場ばをかいくぐってきた男の腕が、現げん実じつを認みとめる恐きよう怖ふに震ふるえていた。


「もし、そうだとしたら──」


　神父は擦かすれた声で、ミミコの質しつ問もんに答えた。


「我われ々われの負けだ」
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　この光景を見るのは十二年ぶりだ、とカーサは懐なつかしく思い出した。


　場所もまさにここ、九クー龍ロン城じようだった。カーサの視経侵攻アイ・レイドを受けたアダムが始祖ソース・ブラツドに転化した、あの日のことである。


　いま、カーサの隣となりに経たつアダムは、世界と半ば一体化していた。世界がアダムの中に流れ込み、アダムの心しん臓ぞうが世界に『脈動』を噴ふき出している。アダムを核かくに、周囲の空間が循じゆん環かんしているのだった。そのあまりの勢いきおいに、空間が捩れている。まるで次元の嵐あらしだった。


　先日ワインに聞かせた通り、転化したアダムは九龍城の住人たちを自らの血に染そめた。そのときの『技わざ』がこれだ。いや、技と呼よんでいいかはわからない。アダムは、自らが転化したときの現げん象しようを再現しているのだ。


　ただし、アダムの放つ『脈動』はただの波動ではない。彼の心臓から噴き出る力──つまり『導どう主しゆ』の『血』の力である。この波動に長く浸ひたされた者は『導主』の影えい響きようを受ける。『九龍の血統』に転化するのだ。もちろん、実じつ際さいに血を吸う、もしくは血を与あたえる場合に比くらべれば確実性せいは低いが、逆に言えば、こうして転化した者は、それだけ『導主』の『血』と親しん和わ性せいが高い者だったということになる。


　吸血鬼ブラツク・ブラツドたちは逃げることもできず、襲おそい来る嵐に身をゆだねている。


　そしてついに、眼下の集しゆう団だんの一部が、血を噴き、灰はいと化した。


　かつてカーサらを追い詰つめた『龍りゆう王おう』の配下たちと同じ現象だ。アダムが起こすうねりに巻まき込まれたのである。当時はカーサもただでは済すまなかったが、『導主』の血に染まったいまは、この嵐もむしろ心ここ地ちよいほどだった。


　──さて、何人残ることか。


　この計画を立案したのは、言うまでもなく参さん謀ぼうザザだ。彼は、九龍王の陣じん営えいを増ぞう強きようすべく、まずはその素質のある者たちを一か所に集めることから始めた。


「ヒントというか、これを思いついたのは、実は例の『界』のおかげなんだ」


　月下の血族が一斉に行動を開始したきっかけは、『真しん祖そ混こん沌とん』が作り出した「界」だった。あの場で行われた有力血族の意い識しきの共有化が引き金だ。ザザはこれと同様の仕組みを用い、『導主』の血族候こう補ほとなる者たちを誘ゆう導どうしようと考えたのである。


　もちろん、いかにアダムが強力な始祖ソース・ブラツドとはいえ、『真祖混沌』の真ま似ね事ごとなどできるものではない。意識の共有──それも世界中の力ある吸血鬼たちに対して、半はん強きよう制せい的に精せい神しんの連結を行うなど、神かみ業わざもいいところだ。到とう底てい、再現は不可能である。


　しかし、ザザがアダムに行わせたのは、メッセージの発信のみだった。


「まあ、あくまで暗示だね。具体的な情じよう報ほう操そう作さは、僕ぼくとマーベリックがなんとかする。大事なのは、僕らの操作した情報に触ふれた者が、どんな反はん応のうをするかなんだ」


　アダムは世界の『脈動』に自らを繫つなぎ、あまねく月下に呼びかけを行った。『導主』の気配を行き渡らせたのである。


「それは微び弱じやくな効果かもしれないが、本人の資し質しつ次し第だいでは確たしかな影響を及およぼすだろう。『導主』の『血』が備そなえる意い義ぎ──まあ僕は革かく命めいだと思うけど──その意義に共感する者や、無む意い識しきにでも惹ひかれる傾けい向こうを持つ者ほど、王の気配に染まっていく。そして、彼らが僕の流した情報に接せつするとき、必ず反応するはずだよ」


　そうして反応した者たちを集める「場所」も、ザザは十分に考こう慮りよした。


　大おお勢ぜいの吸血鬼が集まっても、他ほかの血族や『カンパニー』の目につきにくい場所。それでいて、吸血鬼たちが足を向けるのに説得力のある場所でなければならない。


「その点、香ホン港コンは理想的だ。あの地には、王の力の残ざん滓し──『世界の脈動』の名残なごりが、強く残っている。王が力を振ふるうには最さい適てきだし……また、僕にとっても大変都合が良い」


　王の直ちよつ系けいを血族に迎むかえるには、当然、王自身がその場に移い動どうする必要がある。その点、複ふく数すうの龍脈が交差する風水都市香港ならば、移動にはザザ──龍王の縮地法を使うことができる。


　とはいえ、尾根崎が想そう像ぞうした通り、ザザが乗っ取った龍王の身体からだであっても、特区と香港を縮地法で結ぶのは、相当の離はなれ業わざだ。


「で、お姉ちゃんの特訓が必要となってくる訳わけさ」


　ザザは特区の『結界』を解かい除じよし、全力で縮地法を行った。カーサはそれを香港側からサポートしたのだ。そのために彼女一人だけは、実際に香港まで移動しているのである。


「縮地法とは簡かん単たんに言うと、彼ひ我がの空間を『縮ちぢめる』ことだ。特区側からの操作だけでこれを行うのは至し難なんの業わざだけど、香港側に『受け手』がいるなら術の精度は格段に上がる。ああ、もちろん縮地法は『真祖』の血に依い拠きよする特とく殊しゆな魔ま術じゆつだからね。いくらお姉ちゃんが特訓したって、マスターするのは無理。お姉ちゃんにしてもらうのは、僕が行う縮地法の『誘ゆう導どう』だ。それにしたってかなりの力がいるだろうけど、いまの君ならできるはずだよ。幸い、『結界』を解といてしまうなら、僕の得意技も使えるようになるしね」


　カーサはシンガポールで、かつての長おさアンヌ・ウォーロックを破やぶり、魔力に充みちたその血を吸すった。あれ以来、カーサの魔力は飛ひ躍やく的に増ましている。


　また、ザザは視し線せんを介かいして相手の身体に乗り移うつるという極きわめて特とく異いな視経侵攻アイ・レイドの使い手だ。しかも一度乗り移った相手になら、視線を介さずとも一いつ瞬しゆんで移動することができる。そして、特区を陥かん落らくさせたとき、ザザは一度カーサの身体に乗り移っていた。


　現げん在ざいザザがこの力を用いないのは、『結界』を維い持じする必要上、龍りゆう王おうの身体を離はなれられなかったからだった。『結界』を解除するなら、ザザは再ふたたびカーサの身体に精神を移すことができるようになる。当然、龍王の身体から長く離れたのでは縮地法は使えないが、カーサの身体と龍王の身体を短時間で行き来しつつ術の微び調ちよう整せいを行う程てい度どのことは──無理をすれば──可か能のうなのである。


　かくして、カーサとザザの渾こん身しんの大魔術により、九クー龍ロン王おうは十二年ぶりに香港の地を踏ふんだのだった。


　もっとも、


「──あまり思い出したいことではないな……」


　仏ぶつ頂ちよう面づらで、カーサがぼやく。何しろ、了りよう解かいの上──不ふ承しよう不ぶ承しようだが──とはいえ、他人の精神を受け入れるというのは気持ちのいい体験ではない。相手がザザならなおさらだ。特区に戻もどったら弟の頭を飽あきるまで殴なぐる決意だった。


　と、


「……カーサ。そろそろだ」


　ダールがささやいた。


　見れば、集まっていた吸血鬼ブラツク・ブラツドの半数は、すでに灰はいと化していた。だが、残り半分は苦しげにのたうっている。彼らを眺ながめていたカーサは、「ほう？」と感心の声をもらした。


　──ジャネット・ハーゲンダルフは残ったか。


　ジャネットと『赤い牙レツド・フアング』の隊員たちは、同行していた人間たちを抱かかえて、かなり後方まで後こう退たいしていた。周囲を囲む瓦が礫れきの、切れ目になっている箇か所しよだ。


　おそらく、直前にジャネットが下した命令が、即そく座ざに、忠ちゆう実じつに、実行されたのだろう。おかげで、『脈動』の直ちよく撃げきを受けずに済んでいる。


　とはいえ、ジャネットの部隊は距きよ離りを取るのが精せい一いつ杯ぱいで、瓦礫の切れ目を通り抜けることはできずにいる。『導どう主しゆ』の毒気に当てられ、蹲うずくまっていた。アダムの力は、間もなく香港中に行き渡るはずだ。灰になるにせよ、染そまるにせよ、結局は時間の問題だった。


　傍かたわらのダールを見る。彼もジャネットが残っていることは気づいているだろうが、その表ひよう情じようからは一いつ切さいの私し情じようが殺されていた。


　──新たな血族、か。


　ザザの計画を聞かされるまで、カーサは、まさか自分が再び香港を訪おとずれるとは夢ゆめにも思っていなかった。しかし、こうしてアダムの側に立っていると、十二年前の出来事がもう一度繰くり返されている気さえする。


　転化したアダムを目にしたとき、混こん血けつ児じとして生きてきたカーサの人生は幕まくを閉とじた。あのときを境さかいに、カーサは生まれ変わったのだ。


　──あるいは……


　いま再び、自分は新たな始まりを迎えようとしているのかもしれない。


　十二年前、カーサは多くのものを失い、代わりに幾いくつかのものを得た。


　次はどうだろう。自分はこれから何を得て、そして何を失おうとしているのだろうか。


「……ふ」


　らしくもない。カーサは息をつき、空を見上げた。


　曇どん天てんの夜空。所々雲の隙すき間まから、満月の月光が差し込こんでいる。そういえば、カーサはこの九クー龍ロン城じようで、初めてリズに出会ったのだった。リズに出会い、アダムに出会い、様々な変転を経へて──こうしてまた、ここに立っている。変わらぬ月の下に。


　──我ながら、なんとも、数すう奇きな。


　自分は、信じた道を歩んでいる。その信念が、カーサにはある。


　しかし、自らが向かう先にあるものが何か、それはわからなかった。アダムやザザには見えているのかもしれないが、あいにく自分に確かく信しんはない。行き着く先に破は滅めつが待っているとしても、少しも驚おどろかないだろう。


　しかし、


　──いいさ。


　リズとの約束は、いまも健けん在ざいだ。それだけではない。いまいる場所から、前へ。ただ前へ。その方が、カサンドラ・ジル・ウォーロックの生き方としては相応ふさわしい。そう思うのである。


　ましてや自分には、擁ようすべき王と、頼たよりになる仲間、可愛かわいい妹、そして戦うべき無数の敵てきがいる。これ以上何を望むことがあろうか。


　──……いや。そうだな……


　あとひとつ、とカーサは欲よく張ばりに考える。


　あとひとつ、あるといい。この身体からだに流れる血を、熱くしてくれるものが。心を燃もやし、身体を火ほ照てらす、強きよう烈れつな何かが。


　たとえば、それは……





　ゴゥ──と風が吼ほえた。





　突とつ如じよ、大気に充みちていた『導主』の力が、ごっそりと刮ぎ取られた。


　なんの前まえ触ぶれもない出来事だ。カーサは不意を打たれて息をのみ、ダールも何が生じたのか理り解かいできず呻うめき声をもらした。


『脈動』を乱された──いや、強ごう引いんに叩き斬られたアダムが、その反動でよろめいた。


　ダールが瞬しゆん時じに王の肩かたを押おさえる。同時に、いま発生した現げん象しようの中心──『脈動』が切せつ断だんされた位置に、視し線せんを投げた。


　そして、


「カーサ！」


　カーサも、すでに視し界かいに捉とらえていた。


　瓦礫の迷めい宮きゆうと化した、九龍城。眼下で吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが呻いているのは、周囲を瓦礫と倒とう壊かいしたビルに囲まれた大地だ。その箱庭のような大地を挟はさんだ、反対側の瓦礫の山。ジャネットたちが後退しようとした瓦礫の切れ目の、その上だった。


　一人の青年が立っていた。


　襟えりを立てた漆しつ黒こくのマント。


　真新しい赤いスーツ。


　風になびく長い髪かみ。


　そして、右手に提さげた、抜ぬき身の日本刀。


　口を真一文字に引き締しめ、真まっ直すぐにこちらを──カーサを──見ている。


　見ている。


　頭が痺しびれた。


「……そうだよな」


　驚おどろいているのか、あるいは、予感していたのか。胸むねが締しめ付けられ、息が苦しく、瞳ひとみが潤うるみ、心しん臓ぞうが跳はねる。


　爆ばく発はつしてしまいそうだ。


「そうこなくては……」


　カーサの美び貌ぼうが歓かん喜きに打ち震ふるえた。翠みどりの双そう眸ぼうが燃もえ上あがり、黒い唇くちびるの下から、純じゆん白ぱくの牙きばが伸のびた。


　あいつが戻もどってきた。


　そうだ。これでこそ、十二年前の続きができる。新しい始まりが迎むかえられる。


　素す晴ばらしい。


「ようこそ、ジロー」


　待っていた。


　カーサが身をかがめる。全身に力を溜ためる。視線はジローに固定。その様は獲え物ものに飛びかかる直前の肉にく食しよく獣じゆうだ。全身の神しん経けいに快かい感かんが迸ほとばしる。力と感かん情じようが一体となる。カーサは一発の銃じゆう弾だんと化して、ジローの心臓に飛び込もうとする。


「待て、カーサ！」


　ダールが大だい喝かつした。背はい後ごからの衝しよう撃げきに、カーサは虚きよを突つかれ、つんのめった。


「……な!?　ダー──」


「愚か者っ。状じよう況きようを把は握あくしろ。あいつの手にある剣けんがわからんのか！」


　ダールの叱しつ声せいは怒ど声せいに近かった。彼がこれほどまでに声を荒あらげるなど希け有うなことだ。


　ようやく、カーサは気がついた。


　ジローが手にしている刀に。


「……なに？」


　違う。


　カーサは目を見張った。もともとジローは、吸血鬼の弱点である銀を使い、愛刀の刃やいばをコーティングしていた。その、同族を斬ることに特化した日本刀は、彼の二つ名『銀刀』の由来となっていたほどだ。


　しかし、いまジローが提げているのは、以前の銀刀と違っていた。


　この悪お寒かん。この威い圧あつ感。カーサの血が告げている。あの刀は忌まわしい、と。


　これはまるで……


「まさか……真銀刀？　しかし……!?」


　あらゆる黒き血にとって、最悪の天てん敵てきである真銀ジエンイン。その真銀で作られた、ひと振ふりの剣がある。かつて九クー龍ロン王おうを灰はいにし、そののちも彼の封ふう印いんに用いられた伝説の武ぶ具ぐ。それが、真銀刀だ。


　しかし、あの剣はいまシンガポールのミミコの元にある。第一、形けい状じようがまったく異ことなっている。それに、もしあれが真銀刀なら、直ちよく視ししたカーサやダールもただでは済すまないはずだ。何より、吸血鬼であるジローが、あんな風に持てるはずがない。


　だが、にもかかわらず、ジローが手にしている刀は痛烈だった。発せられる気配、迫はく力りよく、プレッシャーが、真銀のものに酷こく似じしている。アダムの『脈動』を断たち切ったのも、おそらくはあの刀だ。


「……ジロー」


　──お前……


　特区で戦ったとき、ジローは、囚とらわれの主あるじを残して、一人敗走した。


　己おのれの力が足りぬことを認みとめて。歯を食いしばって。


　必ず戻ると、カーサに言い残して。


　──それが……お前の手に入れた、新しい力か？


　ゾクゾクする。血が沸わき、肉が躍おどる。あまりの興こう奮ふんに目め眩まいがしそうだ。


　しかし、





　──カーサ！





　その声は、内側から響ひびいた。ザザだ。遥はるか彼方かなたの特区から、一いつ瞬しゆんで精せい神しんをカーサの中に移い動どうさせてきた。


　しかも、カーサが怒鳴り返す時間すら与あたえず、


　──ごめん！　特区こつちで大だい失しつ態たいをやらかした！　計画は中止する──って、はあ!?　なんだ、あいつはっ!?　ぎ、『銀刀』？　『銀刀』なのか？　あれが!?


　移動してきたザザの慌あわてようは、ただ事ではなかった。それでも、彼はジローの姿すがたを確かく認にんして愕がく然ぜんとなった。それほどに、ジローの姿は強きよう烈れつなインパクトがあるのだ。


　手にした剣だけではない。ジローの風ふう貌ぼうはすっかり変わり果てている。髪は半分くすんだような白はく髪はつになり、右目は毒々しく充じゆう血けつしている。何より、発する気配が、別人だ。それも、吸血鬼ブラツク・ブラツドとしては恐おそろしく「異い様ような」気配を放っているのである。


　動転する弟を、カーサは全身の毛を逆さか立だてた猫ねこのように怒鳴りつけた。


　頭の中で、殴なぐって、殴って、蹴ける。そして、


　──やかましいぞ、ザザっ！　計画が中止とはどういうことだっ。何があった？


　狼ろう狽ばいの極きわみにあったザザは、カーサの詰きつ問もんでようやく我われに返った。


　姉の精せい神しん的暴ぼう行こうに抗こう議ぎさえせず、


　──済まない、お姉ちゃん。『賢者』が逃げた。大だい至し急きゆう、戻ってくれ！





３







　それは折しも、ザザの縮地法で九龍王が特区から香ホン港コンに飛ぶ、ほぼ同どう時じ刻こくのことだった。
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「……何これ？　なんでこいつがこんな場所にいる訳わけ？」


　しかも浮ういてるし。サユカはヒクヒクと柳りゆう眉びを引きつらせて、空中に磔はりつけにされた天使のように愛らしい少年──望月コタロウをにらんだ。


　サユカはいま、第五地区フイフス・ヤードにある元『カンパニー』事じ務む所しよまでやって来ていた。ナナが目もく撃げきしたというダンピールの少女を見つけ出し、保ほ護ごするためだ。


　もっとも、現げん在ざい彼女がいるのは事務所でもなければ、ナナが少女を見たという事務所前の銀杏いちよう並なみ木きでもない。事務所の横にある墓ぼ所しよ──の、さらに地下である。


　サユカがダンピールの少女を捜さがそうと思ったのは、彼女がバウワウを知っていたからだ。ミミコの知り合いかもしれなし、放っておけなかったのである。


　ところが、いざ事務所に来てみれば人の暮くらしているような気配はなく、しかも隣となりの墓所は地面に大おお穴あなが開いていた。穴の下には、まるで古代ローマの地下墓所カタコンベのような部屋があり、その奥おくにはミイラでも眠ねむっていそうな大たい層そうな石室まであった。


　そして石室の壁かべ際ぎわに、『銀刀』の弟、望月コタロウが宙ちゆうづりになっていたのである。


　グースカと涎よだれを垂たらした、幸せそうな寝ね顔がおで。


　サユカにくっついてきたナナは、「この子、可愛かわいい～」と無む邪じや気きにコタロウを眺ながめている。バウワウはなぜか興奮しっぱなしで大騒動している。


　サユカは頭が痛いたかった。


「……そういや思い出してきたわ。確たしかこのガキんちょ、特区が攻せめ落とされたとき、頭の中に『逃げろ』って呼びかけてたのよね」


　そのくせ、当人はこんなところでのんきに昼ひる寝ねなどしている。しかも宙に浮いて。これが寝相だとしたら、それはそれで大したものだが。


「お姉様？　この子、透とう明めいなバリアみたいので覆おおわれてて、触さわれないんですけど。どうしましょう？」


「……できれば放置して帰りたいわ」


　サユカはコタロウが苦手だ。できることなら関かかわりたくない。


　だが、彼女の主ゼルマンは、なぜかこの少年と気が合っていた。たまに顔を合わせると楽しげな素そ振ぶりを見せていたのだ。ミミコの仲間でもあることだし、このまま見み捨すてて帰るのは、さすがに躊躇ためらわれる。


「とはいえ、ほんと、どうしようかしら」


　いっそ天てん井じようを崩くずして瓦が礫れきを落とせば不ふ可か視しの壁も壊こわれたりしないだろうか。サユカは両手をジャージに突っ込こんだやる気のない姿し勢せいのまま、物ぶつ騒そうな視し線せんを頭上に向けた。


　もっとも、悩なやむ必要はなかった。ぴょこっ、とバウワウがコタロウの前に躍おどり出たのだ。


　バウワウは、棒ぼう状じようの両手両足──もしくは、前足と後ろ足──をブンブンクネクネ振ふり回しながら、複ふく雑ざつ怪かい奇きな文様を空中に描えがき始めた。ナナは興味津しん々しんで、けったいな踊おどりを踊るクマのぬいぐるみテデイ・ベアを眺ながめている。サユカは、ああまたこいつ訳のわかんないことを、という諦てい観かんの眼まな差ざしで、丸々としたバウワウの後頭部をねめつけた。


「お姉様？　バウワウちゃん、何してるんですか？」


「さあ。喜びのダンスか何かじゃない？　このクマ、もともとこのガキんちょのだから」


「えっ？　この子がバウワウちゃんのほんとの持ち主なんですか!?」


　ナナは両手を合わせ、「運命の再さい会かいだ！」と感かん激げきした。サユカはニット帽ぼうの端はしに指を入れ、ぽりぽりとこめかみを搔かいた。


　次の瞬しゆん間かん。


　バツンッ──と無音の衝しよう撃げきが弾はじけた。サユカとナナはとっさに顔を覆い、バウワウはゴロンとひっくり返った。


　空気が拡かく散さんし、コタロウ周辺の空間が歪ひずむ。ずわわわ、とまるでビデオ映えい像ぞうを──ただし、動かない被ひ写しや体たいを撮とり続けた映像を──高速で早回ししたような光景が、目の前で展てん開かいされた。サユカは息をのんで、その光景を見守った。


　やがて、コタロウが床ゆかに落下。


「あイタ!?　ほ、ほえ!?」


　と、安あん眠みんしていた座ざ布ぶ団とんを突とつ然ぜんはぎ取られた小犬のように、寝ぼけ眼まなこで頭をもたげた。


「え、えっ？　何？　お早う？　いま誰だれか──って、あれっ!?　身体からだが動くよっ!?　いったい何？　どうしたの？　何があったの？」


　じたばたしながら目を丸くして、自分の手のひらを凝ぎよう視しするコタロウ。事じ態たいをまるで把は握あくしていない金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年に、バウワウが飛びついた。コタロウは驚おどろいたものの、すぐに「バウワウ！」と目を輝かがやかせて歓かん声せいを上げた。


「バウワウじゃないっ。なんでここにあるんだろ──って、ええー!?　う、う、動いてるぅ!?　大変だよ、兄者、ミミちゃん！　ぬいぐるみのバウワウ卿きようが動いた！　なんで？　どうしてっ？　もしかして、ぼくのこと助けに来て──」


　大声を上げていたコタロウが、急に静かになった。


　ぺたんと床に座すわったまま、マジマジとバウワウの顔を見つめる。バウワウも、転んで起きあがった姿し勢せいのまま、コタロウの前で彼の顔を見返していた。バウワウのボタンの瞳ひとみは、まるで安あん堵どと喜びに潤うるんでいるかのようだ。


　やがて、コタロウの顔にも理解が閃ひらめき、満開のひまわりのような笑えみが、ゆっくりと広がった。


「……そうかっ。君。ひょっとして、セ──」


　むぎゅ、とバウワウの丸い頭がひしゃげる。


　バウワウの頭に手を突つき、上から押おし潰つぶしたのは他ほかでもない、


「お早う、こんには、お久ひさしぶり、望月コタロウ君。もうすっかり目は覚めたかしら？」


「サユカさん!?　なんでサユカさんまで──」


　目をぱちくりするコタロウに、サユカはバウワウを押し潰したまま、ずいっ、と顔を近ちか寄よせた。


　嚙かんで含ふくめるような低い声で、


「さあ、コタロウ君。君の『バウワウ卿』を返してあげる。いいこと？　『バウワウ』を、よ？　『ぬいぐるみのバウワウ』を、君に、返すわ」


「ち、違ちがうんだよ、サユカさんっ。信じられないかもしれないけど、いまバウワウには、セ──」


「違いません」


　きっぱりとサユカは断だん言げんした。目が、どこまでもマジだ。


「いい？　これは、『バウワウ卿』よ。そうでしょ？　そうよね？　私の言ってること間ま違ちがってないわよね？　正体がどうとか、実は誰とか、仮かりに、万が一、何か言いたいことがあるとしても、私は、そんな話、聞きたくないの。ましてや、いまさら吸血鬼ブラツク・ブラツドとしての格かくがどうとか、互たがいの立場がどうとか、況いわんやぬいぐるみに敬けい語ごなんて、考えたくもないの。これ以上ややこしいことは、本気で、願い下げなの。おわかり？　わかるわよね、望月コタロウ君？」


　切せつ迫ぱくした感じで抵てい抗こうするバウワウを無む視しして、ぎゅうううと押し潰しながら、サユカは切々と訴うつたえた。


　サユカの目は半はん端ぱなく据すわっている。コタロウを直視する視線が、気のせいかやたらと熱い。まるで炎ほのおがちろちろと燃もえているかのようだ。


　コタロウは相手の気持ちを慮おもんぱかるのがあまり得意な方ではない。が、このときばかりは妙みような反はん論ろんもせず、コクコクと頷うなずいた。少年の了りよう解かいを確かく認にんして、サユカはようやくぬいぐるみを解かい放ほうした。


「まったく……とんだ藪やぶ蛇へびだわ！　あなた、いったいこんな場所で何をしてたのよ」


　こんなことなら来るんじゃなかった。半ば本気で後こう悔かいしつつ、サユカが確認する。


　すると、コタロウは意外そうな顔をした。


「何って──知らないで助けてくれたの？　ぼく、敵てきに捕つかまってたんだよ」


「敵？」


「そうっ。『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の悪い奴やつら。カーサとか、ザザってのとか、あと……あれ？　でも他の人は別に、そんな極ごく悪あく人にんじゃないかも？　ヤフリーにしても乱らん暴ぼう者ものなだけだし、ダールさんなんかむしろいい人っぽいし──」


　思わず弁べん護ごじみた発言をするコタロウだったが、サユカを青ざめさせるには十分な内ない容ようだった。


「……捕まってたですって？　てことは……え？　まさかここ、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の……」


　サユカが呆ぼう然ぜんとした、そのときだ。


「おいっ!?　テメエら、何してやがる!?」


　サユカとナナ、バウワウが、弾はじかれたように振ふり返る。


　石室の入り口に立ってこちらを見ているのは、サユカたちに負けず劣おとらず啞あ然ぜんとした、パーカー姿の少年だ。


　見覚えがある。確たしか、以前サユカを追い詰つめた、九龍王の直ちよつ系けいの──


「あ、ヤフリー！」


　コタロウが叫さけんだ。


　やっぱり来るんじゃなかった、とサユカは大いに後悔した。





　ザザの元に、ヤフリーから「見失った」との報ほう告こくが入るのは、その数分後である。
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　悪お寒かんと戦せん慄りつの嵐あらしが去り、ジャネットはようやくまともな思考が可能になった。


　必死に状じよう況きようを把は握あくする。部下たちは全員ぐったりと伏ふせているが、灰はいになった者はいない。ベンとスタッフは全員無事で、部下たちに肩かたを貸かそうとしていた。あの嵐は人間の方が影えい響きようが少なかったらしい。呆あきれたことに、カメラマンはまだ撮さつ影えいを続けていた。


　瓦が礫れきの底部に集まっていた吸血鬼たちも、半数が灰になり、残る半数は地面でのたうっていた。ヘリックの姿も見えるが、息も絶たえ絶だえといった様子だ。あと数分、数十秒でもあの嵐が続いていれば、浸しん食しよくされ、九龍化していたかもしれない。


　そして──


　ジャネットはよろめきながら立ち上がり、頭上を仰あおいだ。


　彼女たちがいる場所が底部に続く谷底の道だとすれば、そこは崖がけの上に当たる。


　その瓦礫の山に立つ、青年がいた。


　だが、直視することができない。彼が手に持つ東洋風の剣けんが、凄すさまじい威い圧あつ感を放っている。九龍王に感じたのと、対極にある威圧感だ。


「……『銀刀』……なのか？」


　ジャネットには面めん識しきはない。だが、噂うわさはむろん聞いている。香港聖せい戦せんの英えい雄ゆう。銀の刃やいばを操あやつる同族殺し。九龍王を倒たおし、聖戦に幕まくを下ろしたという、伝説の剣けん士し。


　そして、『乙女メイデン』葛城ミミコの盟めい友ゆうにして、護衛者クローザー。


「──カーサ。王を頼たのむ」


　ハッとジャネットが前方に向き直る。ビルの頂ちよう上じようで王を支ささえていたダールが、カーサと入れ替かわるように前に進み出た。


　腰こしから、三日月刀「ライオンの尾シヤムシール」を抜ぬき放つ。


「ザザはすぐに特区で縮地法を始めてくれ。カーサも準じゆん備びを。時間は──俺おれが稼かせぐ」


「待て、ダール。それは──」


　ダールは、問答無用とばかりにビルの頂上から身を躍おどらせた。


　大地に着地。着地と同時に地面を蹴けり、低空を飛ぶように『銀刀』の足あし下もとへ。しかも、走りながら曲刀を振ふり、思念の竜たつ巻まき──『舞まい姫ひめバサラ』の得技だ──を一気に幾いくつも巻まき起こした。


　大地から立ち上った思念の渦うずが、荒あれ狂くるう柱となって瓦礫を削けずる。ジャネットが慌あわてて思念の防ぼう壁へきを展てん開かい。できれば『銀刀』に手を貸かしたいが、とてもそんな余よ裕ゆうはない。


　思念の竜巻は瓦礫の山を駆かけ上るように『銀刀』に向かった。ダールも竜巻を弾だん幕まく代わりに、『銀刀』へと迫せまる。怒ど濤とうの如ごとき猛もう攻こうだ。見ているだけのジャネットさえ、足が震ふるえそうになる。ダールの背はい後ごでターバンとコートの裾すそが、激はげしく音を鳴らしてなびいた。


『銀刀』が動いた。


　瓦礫の山から、一直線にダールへ。上じよう段だんに構かまえた刀を──なんの小細工もなく──真まっ直すぐに振り下ろす。


　それは、途と方ほうもなく巨きよ大だいな断だん頭とう台だいを彷ほう彿ふつとさせる、凄すさまじい斬ざん撃げきだった。


　ダールの発生させた思念の竜巻が、跡あと形かたもなく霧む散さんした。ダールは間かん一いつ髪ぱつ曲刀をかざし、襲おそいかかる斬撃を逸そらせながら、自身も身を捻ひねって斬撃を回かい避ひした。


　だが、逸らせた衝しよう撃げきが大きすぎ、反動を殺し切れない。踏鞴たたらを踏ふむダールの前に、


　ドッ、


　と『銀刀』の踏み込み。すでに構えに入っている。燃もえる双そう眸ぼうは、ピタリと敵に定まっていた。剣先が揺ゆらめき、月光を弾はじいた。


「くっ──!?」


　ダールの足が鋭するどいステップを踏んだ。


　瞬しゆん時じに体たい勢せいを整え、『銀刀』が放った二の太た刀ちを、絡からめ取るように曲刀で受け取る。それも、一度では受けきれぬと見たか、ガガガッ、と高速で──まるで早はや弾びきで弦げんを弾はじくように──何度も『銀刀』の剣と打ち合わせた。力と速度を、分散しながら消し、散らし、吸きゆう収しゆうしたのだ。


　何気ないようで凄まじい剣技だ。が、真に恐おそろしいのは、そうでもせねば受けきれぬ『銀刀』の斬撃だろう。ダールが二の太刀を受けきったそのときには、すでに『銀刀』は次の一撃へと移い行こうしていた。


　ダールは全力で念動をぶつけ『銀刀』の動きに圧あつ力りよくをかける──が、顔色を変えて方ほう針しんを変へん更こう。念動を諦あきらめ、体たい捌さばきで刃を避よけようとする。わずかに間に合わない。切っ先がコートの胸むねを切り裂さいた。


　ダールはそれ以上『銀刀』の間合いに踏み留とどまろうとせず、直ちに後こう退たいし──膝ひざを突いた。傷きずはごく浅い。だが、赤しやく銅どう色いろの肌はだは色を失っていた。


　ジャネットは呻うめいた。


「……馬ば鹿かな」


『銀刀』が使っている剣は、やはり特別製せいらしい。おそらく、真銀を配合してあるのだ。だからこそ、なきに等しい軽けい傷しように、あのダールが膝を屈くつしている。


　だが、ジャネットが呻いたのは、いま交かわされた一いつ瞬しゆんの手合わせにだった。ダールは最後の一撃を回避するため、大出力の念動を叩たたきつけた。が、『銀刀』はそれを悠々押し返し、まったく剣けん筋すじを乱みださなかった。彼は、ダールを上回る念動を、呼こ吸きゆうをするように操って見せたのだ。


「いや……」


　操った、という感覚ですらなかった。剣の方に気を取られていたジャネットは、『銀刀』本人が発している異様な気配にようやく気がついた。


　見たことも聞いたこともない気配。『血』が──それも、幾いくつもの異なる『血』が、ヒドラの如く荒あれ狂くるっている。


　そして、


「……『銀刀』。お前は、血を『暴走』させているのか？　それを、その剣で……真銀の欠片かけらで、無む理り矢や理り押さえつけているんだな……!?」


　真実を見み抜ぬいたダールが、慄りつ然ぜんとして言った。


　その瞬間、『銀刀』の身体からだから、ぐわっ、とタールのように濃のう厚こうな眩霧リーク・ブラツドが噴ふき出し、彼の四し肢しにまとわりついた。


　まるで、体内で暴あばれる黒き血の大だい蛇じやたちが、外にまで鎌かま首くびを出してきたようだ。だが『銀刀』は平然と、右手の剣をひと振りする。たちまち、大蛇たちが体内に戻もどった。


　ぞっとする光景である。


「──ダールっ」


　後方からダールを呼よぶ声。呼んだのは九クー龍ロン王おうだった。同時に、淡あわい光が発生した。九龍王たちが現あらわれたときに見た光だ。


　ダールは『銀刀』と対たい峙じしたまま、


「王が先に！　カーサっ。頼たのむぞ！」


　と九龍王に叫さけび返した。後ろを振ふり返ろうともしない。


　ダールは本来、双そう刀とうの使い手。左右にふた振りの三日月刀を操あやつる変へん幻げん自じ在ざいの剣の舞まいこそ、彼の真しん骨こつ頂ちようである。


　しかし、ダールがいま使用している「ライオンの尾シヤムシール」の片かた割われは、特区を奪だつ還かんする戦いの最中『緋ひ眼がんのゼルマン』が放った螺ら炎えんによって焼き尽つくされていた。異い様ような力を振るう『銀刀』相手では、不利は否いなめない。自らは香港に置き去りにされることも覚かく悟ごしたのだ。


　九龍王は、臣下の背せ中なかに浮うかぶ決意を、無言で見て取った。そして、それ以上は何も言わず、光の扉とびらをくぐろうとした。


　そこに、





「九龍王」





『銀刀』が言い放った。


　現あらわれて初めて口にした言葉。ジャネットやダールたちの意い識しきが彼に集中する中、『銀刀』は朗ろう々ろうと続けた。





「──我われら『賢けん者じやイヴ』の血族は、現げん時じ点てんをもって、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』に宣戦する」





　その声は清すが々すがしくさえあった。『銀刀』の宣せん告こくは、雲間を貫つらぬく一ひと条すじの月光の如ごとく、失われた街に響ひびき渡わたった。


　光の扉に消える寸すん前ぜんだった九龍王は、目を瞠みはって『銀刀』の宣せん言げんを聞いた。


　そして、晴れやかに微ほほ笑えみ、


「──よろしい」


　九龍王は楽しげに、そして懐なつかしそうに目を細めて、答えた。


「『賢者』の血族の宣せん戦せん布ふ告こく、確たしかに受け取った。特区で待っているよ。『銀刀』」


　その直後、九龍王の姿すがたが、淡い光にのみ込まれる。


　次いで、カーサ。


「…………」


　カーサは無言のまま『銀刀』に視し線せんを向けた。『銀刀』もまた、無言のままカーサの視線を見返した。


　長いようで短い、交こう錯さくの瞬間。


　そして、カーサも九龍王に続き、光の中に身をくぐらせる。


　しかし、完全に消える寸すん前ぜん、


「──ダール！　来いっ」


　カーサの姿が完全に光の中に消える。それとほとんど同時に、光の扉がダールのすぐ後ろに移い動どうした。カーサが何らかの操そう作さをしたのだ。ダールは即そく座ざに反はん応のうして、光の中に身を躍おどらせたが──


『銀刀』の剣が、一いつ閃せんした。


　凄すさまじい剣風が巻まき起こる。ダールをのみ込んだ直後、光の扉が搔かき消された。風が落ち着いたときには、あとには何も残っていなかった。


「……逃にげたのか？」


　ジャネットがつぶやく。そして、自分のつぶやきでようやく気づき、慌あわてて辺りの気配を探さぐった。


　感知できる範はん囲いでは、『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の気配は見つからない。


「……助かっ……た？」


　そう思わずもらした瞬間、ストン、とジャネットの前に『銀刀』が降おり立った。ジャネットは心しん臓ぞうが止まるかと思った。


　すでに『銀刀』はあの剣を鞘さやに戻もどしていた。そうしていると、ただの剣と変わらない。『銀刀』自身の力の暴ぼう走そうも、いったんは収おさまっている。


　しかし、それでもジャネットの緊きん張ちようはまるで解とけなかった。


「……あ」


　と『銀刀』を凝ぎよう視ししたまま何か言いかけたが、その途と中ちゆうで舌したも頭も動きを止めた。


　すると、


「……その制せい服ふく、『赤い牙レツド・フアング』の物ですね？　『カンパニー』側の方ですか？」


『銀刀』の方からジャネットに話しかけてきた。「そ、そうだっ」とジャネットは舌を嚙かみそうになりながら返事をした。


「私は、ジャネット・ハーゲンダルフ。『赤い牙レツド・フアング』の隊長であり、『乙女メイデン』を支し持じする『豪ごう王おうフォワード』の客人でもある。貴き公こうは『銀刀』だな？　名は、望月ジロー」


『銀刀』──ジローは、ジャネットの問いに首しゆ肯こうした。


　そして、


「あなた方が香こ港こに航空機で来るのを見ました。あれをお貸かし頂いただきたい。特区まで飛ばしてもらえますか？」


「そっ、それは……!?」


　意表を突つく要よう請せいに、ジャネットは絶ぜつ句くした。


　特区から香港までは、直線距きよ離りにしておよそ二九〇〇キロ。ジャネットたちが搭とう乗じようしてきた機体は途中で空中給油を受けているため、なんとか燃ねん料りようは足りるだろう。だが、給油したのはあくまでシンガポールに帰投する復ふく路ろのための燃料だ。このまま特区まで飛ばせば、到とう着ちやくした先で立ち往おう生じようすることになる。


　いや、問題はそんな点ではなく──


「特区に行って、どうするというのだ？　まさか──」


「……お貸し頂けますね？」


　ジローは繰くり返した。ジャネットは言葉をなくした。


　彼が特区に向かう理由。聞くまでもない。ついさっき、彼は九龍王に宣戦したではないか。彼は、一人で特区に攻め込こむつもりなのだ。


「ま、待ってくれ……」


『カンパニー』が進めている特区奪だつ還かん作戦。その内ない容ようについて、ジャネットはジローに、念話で伝えようとした。


　十字軍と鎮ちん圧あつチームの混こん成せい部隊のこと。『赤い牙レツド・フアング』のこと。レジスタンスのこと。それに、古血オールド・ブラツドからなる戦士団だんのことと、ウォーロック家の魔ま術じゆつ師したちのこと。


　計画は順調に進しん捗ちよくしているということを。


　Ｘデーはすぐそこに迫せまっているということを。


　それら、自分たちの事じ情じようをジャネットは伝えようとしたが──


　伝えることはできなかった。


　計画が順調？　Ｘデーが間もなく？


　馬ば鹿かな。


　たったいまここで何が起こっていたと思っている。九龍王と彼の臣下は、ついさっきまでここにいて、新たな血族を増ふやそうとしていたのだ。もしジローがこの場に居い合あわせなければ、自分たちは死に──あるいは、九龍王の新たな配下になっていただろう。


　第一、伝えたところで無駄だ。


　この男は、自分が止めれば、斬きってでも、行く。


　ジャネットは石を丸まる呑のみしたような顔で、強く唇くちびるを嚙かんだ。一方、ジャネットの葛かつ藤とうを余よ所そに、ジローはベンたちの存そん在ざいに気がついたようだった。


「──済すみません。そのカメラ、ひょっとしてシンガポールに通じているのですか？」


　と、急にそんなことを聞いた。「あ、ああ」とベンがおっかなびっくり返事をした。


「そうだ。リアルタイムで映えい像ぞうを送っている。音声もね。向こうはいま、食い入るようにこの映像を見ているはずだ」


　ベンは香港聖せい戦せんの経けい験けん者しやだから、おそらく『銀刀』のことは知っているのだろう。彼がジローを見る瞳ひとみは、ジャーナリストらしい興こう奮ふんに輝かがやいている。


　ベンの説明を聞いたジローは、


「では、これはミミコさんも見ているのですね？」


「もちろん、そのはずだ。な、何か伝えたいことでもあるのかね？」


　ベンの問いにジローは頷うなずき、真まっ直すぐカメラに目を向けた。ベンもカメラマンも好こう奇き心しんを露あらわに息を潜ひそめ、ジャネットすらつい耳を澄すました。


　そして、


「──ミミコさん。遅おそくなりました。いまから私は特区に乗り込み、弟を救い出します。だから、あなたも来て下さい。先に行って、お待ちしています」


「バ──!?」


　ジローが口にした台詞せりふに、一同は啞あ然ぜんとした。


　ジャネットは「馬鹿な！」と絶ぜつ叫きようした。


「ふざけるな、『銀刀』っ。お前は『乙女メイデン』を特区に呼よぶ気か？　彼女はただの人間だぞ？　吸血鬼ブラツク・ブラツドの戦場に呼んでどうする。お前は、彼女の護ご衛えいではなかったのか？　彼女を危き険けんに晒さらすなど──正気なのか!?」


　ついさっきの目の前で行われたジローとダールの手合わせを思い出す。わずか数合の剣けん戟げき。しかし、古血オールド・ブラツドであるジャネットですら足が竦すくんだのだ。いまや『カンパニー』の──いや、世界のＶＩＰとなった『乙女メイデン』を、あんな戦いに巻まき込める訳わけがない。


「恥はじを知れっ。貴き様さま、それでも戦士か!?」


　ジローに対する畏い怖ふも忘わすれて、ジャネットは彼を面めん罵ばする。


　ジローはジャネットの罵ば倒とうを、


「はい」


　と反はん論ろんひとつせず受け入れた。


　そして、


「しかし、ジャネットさん。口出しは無用です。これは、私と、ミミコさんと、弟の──私たち三人の話ですから」


　そう、ジローは衒てらいなく言い切った。


　もう一度カメラに向かい、


「ミミコさん。どうやら私には、あなたが必要らしい。急に勝手なことで申し訳ありませんが、お叱しかりはあとで十分にお受けします。ですから、どうか力を貸して下さい」


　そしてジローは、とても人の良い──どこにでもいる、ごく普ふ通つうの青年のような表ひよう情じようで、カメラの向こうにいる雇やとい主に、済すまなそうに頭を下げた。


　ジャネットは、立ち尽つくした。


　世界の命運がどうとか、月下の未来がどうとか──


　そんなスケールとは、まるで違ちがう。話にならない。あまりにも私し的てきで、あまりにも俗ぞくだ。これでは、主要先進国首脳会議サミツトのまっただ中にプロポーズでもしているみたいだ。みんなが必死になって作戦に従じゆう事じしているのに、このジローの態たい度どはあんまりだ。


　しかし、ジャネットは心のどこかで確かく信しんした。


　賭かけてもいい。


　ミミコはただちに、特区に向かうだろう。


　つまりは、そういうことなのだ。


「──さあ。時間が惜おしい」


　メッセージを伝え終えたジローは、ジャネットに振ふり返った。


「あなた方の航空機まで案内してもらえますか。申し訳ないが、嫌いやだというなら力ちから尽ずくでももらい受けます。弟には内ない緒しよですが──私は別に、正せい義ぎの味方ではありませんので」





４







『キャッスル』の多目的ホールは、静せい寂じやくに包まれていた。次々に起きる想そう像ぞうもしなかった展てん開かいに、誰だれもが半ば自失していた。


　そんな中──


　香港から送られてくる映像を──そこに映されたジローの顔と彼の台詞を聞いて──


　良かった、とミミコは思った。


　実はずっと心配していたのだ。


　いつまで経たっても現あらわれないジローに、実はずっと不安だったのだ。


　ひょっとして、ジローは一人で特区に行ってしまうのではないか、と。


　自分を置いて、勝手に行ってしまうのではないか、と。


　でも、違ちがった。


　そんな酷いことを、ジローはしなかった。


　ちゃんと自分を、呼んでくれた。


　必要だから、と。


　力を貸かして欲ほしい、と。


　ベイビー。


　そうでなくっちゃ。


　すっく、とミミコが背せ筋すじを伸のばした。それまで演えん台だいから嚙かみ付くようにスクリーンに見入っていた尾根崎と神父と羅が、仲良く揃そろって振り返った。


　ミミコは尾根崎の顔を見て、





『ゆ』





　ホールのマイクが、ミミコの言葉を拾う。





『有給……取っていいですか？』





　うむ、気をつけてな──とは、たとえいまは亡なき陣じん内ないショウゴであっても応おうじられなかったに違いない。尾根崎はちょっと可か哀わい想そうなぐらい、間の抜ぬけた顔になった。


『……有給？』


『駄だ目め──ですか？』


『……それは、まあ……』


『どうしても？』


『い、いまは……さすがに……』


　上司と部下のひそひそ話が、静まり返ったホールに木こ霊だまする。


　許きよ可かがもらえないとわかったミミコは、『わかりました』と胸むねを張はって答えた。


『では、その……のちほど休きゆう職しよく願いを提てい出しゆつしておきますので。えっと……失礼します！』


　一歩後ろに飛び退のいて気を付け。背せ筋すじを伸ばし、腰こしを綺き麗れいに九十度曲げて、ミミコはお辞じ儀ぎをした。


　そして、一目散にダッシュした。


「ま、待てミミコ！」


　上司三人の中でもっとも反はん射しや神しん経けいに優すぐれた神父が、慌あわててミミコの前に回り込こんだ。


「落ち着いて！　まずは深しん呼こ吸きゆうだっ。とりあえず冷静になって、それから──」


　バチン、とミミコの平手が神父の頰ほおに炸さく裂れつした。


　神父の顔からサングラスがずれる。ホールの者たちは──むろん、尾根崎も含ふくめ──声が出ない。


「ミミコ……」


「ごめんなさい！　でも、これ『神しん託たく』ですから！　あたし、確信ありますからっ！」


　ミミコは本気で言い放ち、神父はまるで憑つき物が落ちたような顔をした。


　立ち尽つくす神父の脇わきを抜ぬけて、ミミコはステージ袖そでに飛び込んだ。


　廊ろう下かに躍おどり出る。後ろで、「追いかけるんだ！　急いでっ」と羅が指し示じしている声──裏うら返がえった動どう揺ようの声──が聞こえた気がしたが、そんなことは気にならなかった。いまはそれどころではないのだ。


　腕うでを振り上げ、床ゆかを蹴けり付け、全力で廊下を走る。


　全力疾しつ走そうするなんて、いつ以来だろう。すぐに邪じや魔まになり、ヒールを脱ぬぎ捨すてた。スカートが捲まくれ上がったが、気にせず足を動かした。


　そして走った。ひたすらに走った。


　角を曲がる。すれ違う職しよく員いんがぎょっとして脇に避よける。その鼻先を掠かすめるように駆け抜ける。


　息が切れ出した。苦しい。だが、爽そう快かいだ。汗あせを搔かくたびに身体からだが軽くなり、心が猛もうスピードで先に進んで行く。どこに向かうか？　空港だ。シンガポールのチャンギ国こく際さい空港。空港までは？　足がいる。タクシー？　面めん倒どうだ。運転なら自分でできる。『キャッスル』なら車の一台や二台手に入る。バイクでも構かまわない。


「……ジローさん」


　ジローが待っている。


　ミミコを呼よんでいる。


　作戦？　計画？　そんなのもう、破は綻たんしたではないか。『乙女メイデン』？　平気。大だい丈じよう夫ぶ。そんな虚きよ像ぞうがなくても、みんなもう、ちゃんとやっていける。ホールに集まっている者たちの、歓かん声せいと拍はく手しゆと熱気。『乙女メイデン』がいなくなっても、彼らは自分の足で進んでいく。あのホールに集った、「仲間」たちと共に。
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　だからミミコは、ミミコの仲間の元に行くのだ。


「ジローさん……！」


　走る。とにかく走る。軽けい快かいに。必死に。取り繕つくろう余よ裕ゆうもなく。髪かみを振り乱みだし、奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、無む我が夢む中ちゆうで、走る。


　そこに、


「先せん輩ぱい！」


　廊下の角を曲がりかけたミミコの前に、ヒバリが現れ、立ち塞ふさがった。サキとスワンも一いつ緒しよだ。ミミコは思わず急停止。ぐっ、と歯を食いしばった。


「ヒバリちゃんっ。サキさん。スワン！　お願い。どうか──」


「わかってます」


　ヒバリは頷うなずいた。「えっ」と聞き返すミミコの前で、彼女たちはニヤリと──悪友に向けるような笑えみを浮うかべて、互たがいの顔を見合わせた。


「……減げん給きゆうは間ま違ちがいありませんわね」


「始末書も堅かたいな」


「きっとあとで、ものすごーい大目玉です。でも──」


　ヒバリがミミコに近ちか寄よった。彼女が持っている物を見て、ミミコは、あっ、と声をもらした。


　控ひかえ室に置いていた、ジローの帽ぼう子し。ヒバリは、その帽子をミミコに手渡わたした。


「でも、わたしたちは先輩の味方ですから」


「みんな……」


　三人の台詞せりふにミミコが胸むねを熱くしたそのとき、廊下の向こうから騒さわがしい足音が聞こえてきた。どうやら、羅の指し示じを受けた職員たちが、ミミコを追いかけて来たらしい。


「ヒバリちゃん。サキさん。スワン。三人とも、ありがとう。わたし、行ってきます」


　ミミコは別れの言葉を告げた。


　しかし、ヒバリが慌てて腕をつかみ、


「待って、先輩。私たちに考えがあります！」
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「──行くか」


「はい」


　シベリア鉄道の終点、ウラジヴォストーク。ロシア極東の要港として有名な湾わん岸がん都市だが、いま彼らがいる場所は、都市の外れにある小さな空港だった。


　郊こう外がいにある空港のため街の明かりは遠く、夜空には星が美しく瞬またたいている。月も。皓こう々こうと輝かがやく満月が、澄すんだ静せい寂じやくの中、清らかな月光を滑かつ走そう路ろに注いでいた。


　滑走路には、小型のプロペラ機が用意されていた。離はなれて、三つの人ひと影かげがある。


　一番大きな人影は、身長と同じほどもある長い杖つえを手にした男だった。後ろになでつけられた灰はい色いろの髪に、鷹たかのごとく鋭するどい灰色の双そう眸ぼう。ここ数か月で絞しぼり込まれた体たい軀くを、灰色のインバネスに包つつんでいる。


『魔ま女じよモーガン』の牙きば、ケイン・ウォーロックだった。


　もっとも、いまのケインは単に『魔女モーガン』の血族を名乗ることはできない。ウォーロック家の禁きん術じゆつで『北の黒くろ姫ひめ』の血を体内に混まぜたいま、彼は呪のろわしき混こん血けつ児じとして生まれ変わっている。引き替かえに、彼が生きた歳さい月げつを大きく上回るほどの、強大な魔力を手に入れて。


　ケインを見送るコート姿すがたの青年は、黒姫の従じゆう者しやクロウだ。ケインが黒姫の聖せい域いきを訪おとずれて以い降こう、主に体術面で彼をしごき上げてきた。わずかな期間ではあったが、「弟で子し」を見送る彼は、隠かくしようもなく切なそうだった。


「こうしてると、ジローを送り出したときを思い出す」


「奴やつと比くらべて、俺おれはどうでしたか？」


「ふん。変わんねーよ。どっちも、不ふ肖しようの弟で子しだ。教わることを教わっちまったら、あとは師し匠しようの言うことなんか聞きやしねえ」


　クロウはそう言って鼻を鳴らした。言葉とは裏うら腹はらに、彼がケインを見上げる眼まな差ざしは、親愛に満ちている。


「……さっき黒姫から連れん絡らくがあった。特区から香港に向けて『径けい』が開かれた、ってな。大規き模ぼな縮しゆく地ち法ほうが使われたらしい。虎こ仙せん様の卜ぼく占せんに出たという『卦け』は、おそらくこのことなんだろう」


「ええ。ついに始まるのでしょう。すべての決着が」


　ケインは落ち着いた口調で答えた。


　そして、ケインはクロウの傍かたわらに立つ、三人目の人影に視し線せんを移うつした。


「……ありがとうございました。ネヴァ様。あなたのおかげで俺の拙つたない魔術も、なんとかものになった。感かん謝しやします」


『魔女モーガン』を率ひきいる三姉妹の三女──小さな少女の姿をした魔女、ネヴァ・ウォーロックは、ダウンジャケットのポケットに両手を突っ込み、ファー付きのフードを目ま深ぶかに下ろしていた。クロウ共々、聖域からウラジヴォストークまで見送りに来たというのに、うつむいたままケインの顔を見ようともしない。


　しかし、いまケインの右手にある樫かしの木の杖は、ネヴァが彼に託たくしたウォーロック家の秘ひ宝ほうである。その杖を託したという事実からも、彼女がケインにかけた期待は窺うかがえる。


　実じつ際さい、ネヴァがケインに課した魔術の修しゆ行ぎようは、的てき確かくであり意い欲よく的だった。拷ごう問もんに等しい過か酷こくさではあったが、必要な過か程ていだったのだ。混血化でどれほど魔力を増ぞう強きようしたところで、大魔術師たるネヴァの指し導どうがなければ、ケインの成長はなかっただろう。


「……では」


「ああ」


　短い中に万ばん感かんの思いを込めて、ケインとクロウは言葉を交かわし合った。


　ケインが二人に背せを向ける。


　と、


「……勝てよ」


　背せ中なかに投げられた刺とげ々とげしい激げき励れいに、ケインは肩かた越ごしに振ふり返った。フードの下からネヴァの双そう眸ぼうが、射いるようにケインをにらんでいる。


　クロウが苦く笑しようした。が、ケインは真しん剣けんな表ひよう情じようで、かつての長老──魔術の師に頷うなずいた。


　そして、今度こそ振り返らず、二人に背を向けて前に進む。待機している小型機へ向かって、揺ゆるぎない足取りで。
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「いいぞ、出せ！」


　ジャネットの号令を受けて、ＣＶ─22オスプリは滑かつ走そう路ろから離り陸りくした。少しずつ高度を上げながらローターを傾かたむけ、速度を出し始める。


「ほんとにいいのかね、隊長？」


「仕方あるまいっ。当機は『銀刀』にハイジャックされた。特区まで飛んで──その先はそれから考える！」


　白々しいベンの問いに、ジャネットはやけくそで答えた。


　同行を申し出たヘリックは即そく座ざに殴なぐって黙だまらせたのだが、ベンたちは彼女の鬼おにのようなしかめ面つらを堂々と無む視しして機体に乗り込んでいた。反省や後こう悔かいや不安は微み塵じんもなく、それどころか世紀の瞬しゆん間かんに立ち会える期待で、遠足前夜の小学生のようにはしゃいでいる。


　そして、


「協力に感謝します、ジャネットさん」


「やかましい！　元げん凶きようがぬけぬけと……たかだか百やそこらの若わか造ぞうのくせに、生意気な奴やつだっ。いいから大人しく座すわってろ！」


　ほとんど八つ当たりでジャネットは怒ど鳴なり散らした。ジローにしても、年長の古血オールド・ブラツドに恐きよう縮しゆくしつつ、従したがう素そ振ぶりなど欠片かけらも見せない。厚こう顔がんさではベンと良い勝負だ。


　その証しよう拠こに、


「遠えん慮りよはいりませんから思い切り飛ばしてください。全速力でお願いします」


　などと真顔で要求してくる。まったくもって気にくわない。


　構かまうものか、とジャネットは開き直った。


　猪ちよ突とつ猛もう進しんは、『壮そう剣けん』の常つね。いま自分の背中を押おす、乱らん暴ぼうな運命の力。これぞ『壮剣』の『血』の導みちびきと、そう信じて突つき進むだけだ。


「出発する！　目的地──特区！」


　舌した足たらずな、ジャネットの一声。「ラジャー！」と調子よくベンが応おうじる。


　ジローはキャノピーの彼方かなたに視線を投じ──


　弟の待つ特区の方角を、夜空を貫つらぬき、鋭するどく見み据すえた。
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「無む茶ちやだ！」


　話を聞いたとき、黄は悲鳴じみた声を上げた。


「特区まで縮地で飛ばしてくれ？　ミミコ。朱あけ姫ひめは偉い大だいな長老だが、万ばん能のうな訳わけじゃない。考えてみればわかるだろ？　ここから特区まで、どれだけ離はなれていると思う？」


「……約五千キロです」


「しかも、太平洋を跨またいで、な。縮地法が龍りゆう脈みやくに関連する術じゆつであることは、君も知っているはずだ。そんな無茶なこと、たとえ『真しん祖そ』その人でも不ふ可か能のうだよっ！」


　黄はそう言ってミミコを諭さとした。


　ところが朱姫の意見は違ちがった。


「……なんだか面おも白しろそうじゃのう」





　そしていま、ミミコは『キャッスル』中央センターの屋上に立っていた。


　ミミコの他ほかにいるのは、ヒバリとサキとスワン。それに、朱姫と黄の五人だ。中央センターは『キャッスル』内でもっとも高い施し設せつであり、その屋上ともなれば風も相当強い。ヒューヒューどころかビュンビュンと吹ふき荒あれ、女じよ性せい陣じんの髪かみを気ままに搔かき乱みだしている。


　そんな中、もっとも長い黒くろ髪かみを楽しげに振ふり乱しながら、朱姫は空を見上げていた。


　天空にあるのは、輝かがやかしい満月。


　真っ白な月光を、ミミコたちの上に惜おしみなく降ふり注いでいる。


「……朱姫様。本当にできるんですか？」


　自分から提てい案あんしておいて、ミミコは聞かずにいられなかった。何しろ、地球を四分の一周も──正せい確かくには五三〇〇キロもの距きよ離りを──一いつ瞬しゆんにして移い動どうさせようというのだ。


　前に黄が説明した通り、朱姫は何千年もの歳さい月げつを大地や自然と共に暮くらしてきた。『真祖』の血けつ統とうは月の恵めぐみと同じほどに大地の力を重んじるが、そうした「力」の活用という一点において、彼女は『真祖』でも随ずい一いちの才を誇ほこるとされている。


　しかし、それにしても、いまから朱姫が行おうとしているのは、破は格かくの技わざと言えるだろう。ザザとカーサが行った縮地法も記録的な大魔ま術じゆつに違ちがいないが、今度はさらにスケールが違う。


　しかし、朱姫はあっけらかんと笑う。


「まあ、条じよう件けんが良いでのう」


「条件？」


「うむ。まず、今こ宵よいは満月じゃ。妾わらわの力も大地の力も、もっとも活かつ性せい化かしておる」


　と朱姫は再ふたたび頭上を見上げた。


「それに、特区には目印がおる。いまのあやつに妾を助力するほどの力は残っておるまいが……ま、おらんよりは良い。妾が特区を見つけやすうなる故ゆえ。」


「あやつ？」


「うむ。そして、これが一番ありがたいことなんじゃが──」


　と、朱姫はミミコに近ちか寄よると、彼女の左手を取った。


　戸と惑まどうミミコの前で愛いとおしむように手首を撫なでて、


「この地とかの地は、既すでに一度開かれておる。妾の父と、『賢けん者じや』によって」


「──あ」


　ミミコは目を見開いて、自らの左手首を見下ろした。そこは、かつて一度だけ、覚かく醒せいしかけたコタロウを落ち着かせるのに、彼に嚙かませて血を与あたえたところだ。もう傷きず跡あとはすっかり消えているが、なぜかいまでも、疼うずくような感覚を感じるときがある。


　そして、ミミコは以前、その血の共鳴──繫つながりによって、特区のコタロウや崑こん崙ろんのジローと夢ゆめの中で再さい会かいを果たしたことがあった。始祖ソース・ブラツドの片へん鱗りんを見せたコタロウと、『真しん祖そ混こん沌とん』の力を借りて。


　朱姫は、そのとき開かれた『径』を使って、ミミコを送ろうとしているのだ。


「まあ、妾は細かいことが苦手故、正確な場所を定めることはできぬ。じゃが、特区のどこかにミミコ一人を送ることなら、どうにかなるじゃろうて。新しん鮮せんな血も、くちくなるほど吸すわせてもろうたことじゃしの」


　そう言って、朱姫はミミコの後ろの三人に、婉えん然ぜんと笑いかけた。


　屋上に上がる前に、ヒバリとサキ、スワンの三人は、朱姫が満足ゆくまで存ぞん分ぶんに血を吸ってもらったのだ。彼女たちはいくらか足あし下もとをふらつかせながらも、誇ほこらしげな顔で朱姫に笑い返した。


「それよりも肝かん心じんなのは、そなた自身じゃ」


「あたし……ですか？」


　尋たずねるミミコに、朱姫は頷うなずいた。そのときばかりは、長老がミミコを見る眼まな差ざしは、いつになく大人びていた。


「特区は、これから戦場になるぞ？」


「それは──」


「わかっておると？　本当にかえ？　そもそもそなた、ここに残った方が皆のためではないのか？　妾は世せ情じように疎うとい故、詳くわしいことは知らぬ。じゃが、そなたが特区に行ったとして、いったい何ができるのじゃ？　ここなら、そなたを必要とする者は大おお勢ぜいおろうに。ここに残った方が、結局は『特区のため』なのではないかえ？」


　それは核かく心しんを突つく問いだった。


　尾根崎にせよ、神父にせよ、いまこの場にいたならば、同じことを聞いたに違いない。ヒバリたち三人でさえ、その問いかけに対する納なつ得とくの行く答えを見つけ出すことはできなかった。


　しかし、ミミコは迷まよいもしなかった。


　きゅっ、と胸むねにジローの帽ぼう子しを握にぎりしめ、


「ごめんなさい、朱姫様。それでもあたし、行きたいんです」


　はっきりと愚ぐ直ちよくに、ミミコは答えた。


　朱姫の美び貌ぼうに、艶あでやかな微び笑しようが躍おどった。


「ならば良し。妾は何も言うまい。ただそなたを特区に送るのみじゃ」


　そして──


　大吸きゆう血けつ鬼き『南の朱姫』の奇き門もん遁とん甲こう術じゆつ──縮しやく地ち法ほうが開始された。


　爆ばく発はつ。


　黄が「ぐっ!?」と悲鳴をもらし、己おのれの心しん臓ぞうを押さえてうずくまった。彼女だけではない。その瞬しゆん間かん、『キャッスル』に集つどった吸血鬼ブラツク・ブラツド全員が、突とつ然ぜん激はげしい鼓こ動どうを刻きざんだ自分の心臓を、驚きよう愕がくしながら押さえていた。


　朱姫の発した彼女独得の力の波動に、黒き血が呼こ応おうした──もくしは「魅み了りよう」された──のだ。ダンピールのサキも、人間であるミミコやヒバリ、スワンでさえ、その衝しよう撃げきを確たしかに感じ取った。


　朱姫の身体からだから、力が、噴ふん火かする。


　力は、中央センターを貫つらぬいて大地に注ぎ、龍りゆう脈みやくへと流れ込こみ──


　同時に天に向かって昇しよう竜りゆうの如く駆かけ上がり、月に届とどかんばかりになった。


　朱姫の身体を中心に、力の余よ波はが、四方へ広がる。


　そして、今度は大気と大地の「力」が、放たれた朱姫の力に惑まどわされ、吸い寄せられた。世界を構こう成せいするエネルギーが、朱姫の誘ゆう惑わくに乗って津つ波なみのように押おし寄せてきた。


　まるで、満月が地上に降おりてきたようだ。「あわわ」とヒバリがうろたえている。サキは絶ぜつ句く。スワンは必死に虚きよ勢せいを張はりつつ、美貌を真っ青にしていた。


　そして、ミミコが息をのむ目の前で、朱姫の傍かたわらに、淡あわい光の扉とびらが開いた。


　儚はかなくも美しい、光の粉の集合。


　特区に続く扉だ。


「ミミコ！」とサキ。


「行きなさいっ」とスワン。


「死ぬなっ！」と黄。


「ではの──」と朱姫がささやく。


「先せん輩ぱいっ、頑がん張ばって！」


　最後に、ヒバリが精せい一いつ杯ぱい檄げきを飛ばした。仲間たちの声せい援えんに押され、ミミコは光の扉の中に頭から飛び込んだ。


　彼女を待つ、大切な者たちの元へと。


　過か去こを精せい算さんし、未来を決する、懐なつかしき戦場へと──





　のちに特区聖せい戦せんとして歴史に名を残す、特区を巡めぐる二度の戦い。


　その第二幕まくは、当事者たちが誰だれ一人として予期し得なかった形で、切って落とされようとしていた。





５







　地下の暗くら闇やみの中に、うごめく気配があった。


　何かを探すような、調べるような動きだ。気配の数は複数。時折物音が立つが特に言葉を交わすでもなく、黙々と作業を進めている。


　しかし、やがてその動きも緩かん慢まんになり、止まり始めた。思わずもれたため息が、たちまち地下の闇に吸すい込まれた。


「本当にここに『黒くろ蛇へびカーサ』が？」


　不ふ審しんそうに問うヘリックに、案内した血族は「間ま違ちがいありませんっ」と断だん言げんした。


「さっき見た『九龍の血統クーロン・チヤイルド』の女でした。昨日の深夜、一人でここから出てくるのを見たんです！」


　ムキになる血族に、ヘリックは、わかったわかったと閉へい口こうして応おうじた。


　彼らがいるのは、香ホン港コン市街のとあるバーである。


　雑ざつ居きよビルの地下一階にある店で、カウンター席だけのひっそりとした狭せまいバーだ。むろん、とっくに放ほう棄きされており、床ゆかには堆うずたかく埃ほこりが積もっている。


　ただ、地下の店だったためか、表通りの荒あれように比くらべれば、まだ荒こう廃はいぶりは少ないようだ。床ゆかにはグラスの破は片へんが散らばり、棚たなのボトルもあらかた落下して割われているが、バーとしての外観だけは辛かろうじて保たもたれていた。


　ジャネットが『銀刀』と共に香港を発たって一時間。同行を拒きよ否ひ──というか拳こぶしで叱しつ責せきされたヘリックは、昨さく晩ばん『黒蛇カーサ』を目もく撃げきしたという仲間の証しよう言げんを得て、このバーを訪おとずれていた。せめてジャネットたちの役に立つ情じよう報ほうが手に入らないかと考えたのだ。


　しかし、来てはみたものの、ここは単なるバーらしい。出入り口も表の階かい段だんだけで、どこか他の場所に通じている様子もない。


「一いち応おうひと通り調べましたが、おかしなところはありませんね。ただ、奥おくの席のストールだけ、埃が払はらわれた跡あとがあります。カウンターにもグラスが」


「ふむ……」


　ヘリックは狭い店を進み、最近使用されたという奥の席の後ろに立った。


　確たしかに、カウンターにグラスがあり、空になったワインボトルが置かれている。吸血鬼ブラツク・ブラツドの嗅きゆう覚かくは、微かすかに残るワインの芳ほう香こうを感じ取った。


　それから、


「ランプ？」


　グラスの傍かたわらに置かれていたのは、古びたオイルランプだった。店の物らしい。もともとこの店は、ランプを照明にしていたのだろう。


　しかし、ヘリックは顔をしかめずにいられなかった。


　吸血鬼は暗くら闇やみでも物を見通すことができる。いまも彼らは真っ暗な地下室を明かりなしで探たん索さくしているのだ。当然、『黒蛇カーサ』にしても、わざわざランプを灯ともす必要などないはずである。


「……誰か、火を」


　ヘリックは共に来た仲間に頼たのみ、ランプの明かりを灯してみた。


　暗闇の中に、頼たよりなくも暖あたたかな、オレンジ色の光が灯る。


「……ん？」


　とヘリックは正面を見上げた。


　明かりが灯るまで気づかなかったが、カウンター側の壁かべに、一いち枚まいの油絵が飾かざられていた。


　聖せい書しよをモチーフにしたものだろうか。頭上に『アダムＡＤＡＭ』、『イヴＥＶＡ』と記された男女が、美しい自然に囲まれて暮くらしていた。だが、画面の隅すみには赤い果実を実らせた木──おそらく知ち恵えの木だろう──が描えがかれており、その枝えだに蜷局とぐろを巻まく一匹ぴきの黒い蛇がいる。


『原げん罪ざい』や『楽園追放』にまつわるありふれた宗しゆう教きよう画がだ。絵に詳くわしくないヘリックにも、画家の技ぎ量りようが大したものではないことはわかる。ただ、知恵の木の下には、イブ以外にもう一人の女じよ性せいがいた。記された名前は『リリスＬＩＬＩＴＨ』。アダムの前ぜん妻さいとされる悪女だ。彼女が描かれた楽園の絵というのは、かなり珍めずらしい。


「……とはいえ、普ふ通つうの絵だ」


　一応明かりをつけた状じよう態たいで店内を観察してみたが、特に変わった点は見当たらない。弱々しい光こう源げんのせいで、かえって見通しが悪いぐらいだ。結局、ヘリックは諦あきらめて、ランプの火を消した。


「……わからんな。いったい『黒蛇カーサ』は、こんなところで何をしていたんだ？」


「昨晩誰かと会っていたのでしょうか？」


「かもしれんが……それにしてはグラスがひとつというのが気になる」


　おそらく『黒蛇カーサ』は一人で香港に侵しん入にゆうし、九龍王を招しよう還かんするのに都合がよい満月まで待機していたのだろう。


　そして、昨夜一人でここを訪れ、ランプに火を灯して一人グラスを傾かたむけ──それからこの場を跡にした。


　状じよう況きようから考えられる限かぎりでは、そんなところだろう。そこに大した意味など、実はないのかもしれない。


「仕方がない。出るか」


　もやもやしたものを胸むねに残しながら、ヘリックはやむなく、仲間たちと共に階段を上って表に出た。


　外はさっきまでの曇どん天てんが噓うそのように、晴れ渡わたった夜空が広がっている。廃はい墟きよと化した街まち並なみの上には、黄金の満月が輝かがやいていた。


　ふと、ヘリックは振ふり返って、地下に降おりる入り口を見た。


　なんの変へん哲てつもない入り口は、すぐには店の入り口だとわからない。ただ、ビルの壁に小さくバーの店名が記されていた。





『最後の楽園ＬＡＳＴＥＤＥＮ』





　ひょっとして、とヘリックは想そう像ぞうする。


　ひょっとして『黒蛇カーサ』は、以前このバーを訪れたことがあったのかもしれない。誰か気心の知れた友と、このバーで酒を酌くみ交かわしたのかもしれない。


『九クー龍ロンショック』が起こるより前に。


　まだ、香ホン港コンが華はなやかなりしころ──吸血鬼ブラツク・ブラツドたちが変わらぬ時の流れにいた、あの、聖戦前夜ＬＡＳＴＥＤＥＮに。


　悲しげな風が、廃はい墟きよの街を駆かけ抜ぬけた。ヘリックは小さく首を振り、埒らちの明かない想像を止やめて、バーの入り口に背せを向けた。


　吸血鬼たちがバーの前から立ち去る。


　客が消え、再ふたたび長い沈ちん黙もくに入ったバーの入り口を、月光だけが寂さびしげに照らしていた。
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あとがき







　とうとうクライマックスに突とつ入にゆうとなりました。


『ＢＬＡＣＫ　ＢＬＯＯＤ　ＢＲＯＴＨＥＲＳ10　銀刀出陣』。


　巻数が二桁けたというのも、筆者の本では初めてです。思えば遠くまで来たものですね。


　前巻からずいぶんとお待たせしてしまいましたが（本編だと実に十か月ぶり！）、もう、それもお終しまいです。


　フィニッシュは二か月連続刊行。


　シリーズ完結となる次刊は、来月発売となります。ラストまで一気に突っ走りますので、どうぞついて来て下さいませ。
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　さてさて、そんな決戦直前な本作ですが、お読みになられた方はおわかりの通り、中身は前半と後半に別れています。前半は、十二年前、香港聖戦に至るまでの経けい緯いをカーサの視点で描いた過去編。後半は、二度目の特区聖戦──特区奪還戦に雪な崩だれ込む経緯を描いた現代編。どちらも、「聖戦の前夜」をテーマにした形になっています。


　筆者は、決戦本番も然しかることながら、実はこの「前夜」というのが大変好きでして。クライマックスに向けて徐じよ々じよに徐々に盛り上がっていく過程は、書いていても楽しかったです。


　ちなみに、前半の過去編は、リニューアルしたドラゴンマガジン誌上にて、三回にわたって連れん載さいさせて頂いた話です。どことなく短編集の番外編ＣＨＲＯＮＩＣＬＥのような雰囲気が漂っているのは、やはりカーサが主人公だからでしょうか。


　今回、本編に収録すべく読み直したり修正していて思ったのですが──妖あやしくも儚はかなげな雰囲気といい、陰かげのある性格や不幸な生い立ちといい、真っ当な吸血鬼物の主役張るなら、ぶっちゃけジローよりカーサの方が向いてますよね？（シリーズ完結直前にあるまじきぶっちゃけ）


　まあ、逆に言うと、カーサではなくジローが主役という辺りに、『ＢＢＢ』のらしさがあるのかもしれませんけど。


　そして、過去編を象徴する舞台となる九クー龍ロン城じようですが、これは実在したスラムになります。資料を読んでいますと、本当にダンジョンみたいな建物だったようですよ？　その魅力を伝える写真集なども出版されていますので、興味のある方は捜さがしてみて下さい。


　ただ、実際の九龍城は一九九七年の時点で、すでに取り壊こわされ、撤てつ去きよされていました。作中に登場する九龍城はあくまでフィクションの産物なので、その点はご了承下さい。





　次に、現代編の方の裏話を。


　前シリーズの『Ｄクラッカーズ』でもやってみたんですけど、今回の『ＢＢＢ』でも、最後は本編内の時間と現実の時間を合わせてみました。まあ、発売日が二〇〇九年四月二〇日ですから、ちょっと遅おくれてますけどね。でも特区の桜は、まさにこれから。月夜の桜と最後の剣けん戟げきを、どうぞお楽しみにお待ち下さい。


　それと、これは裏話というより蛇だ足そくになってしまうかもしれませんが、実は今作のラスト・シーン、担当のケイティに提出した原稿には、二つのバージョンがありました。ひとつは本編に採用されているバージョン。もうひとつは、カラー口絵三枚目にある、ジローとカーサのバーでのシーン──その会話を収録したバージョンです。


　そして、散々悩んだのですが、結局この会話シーンはばっさりカットしました。というのも、これは読まれた読者の方に想像してもらう方がいいだろうと判断したからです。


　当のカーサや（多分）ジローも忘れてしまった二人の会話。いったいどんな内容だったのか、次の巻が出るまでの間、色々想像してみるのもいいかもしれませんよ？
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　そんな訳で、次はいよいよ最後の『ＢＢＢ』。来月までしばしのお別れです。


　ちなみに最終巻は、あざの耕こう平へい史上、最長最厚の一冊になっております（笑）。


　読み応えは保証しますので、どうぞお楽しみに！







二〇〇九年　三月　あざの耕平
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